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例 言

１．本書は、平成２４年度に当センターが調査を実施した道道上幌内早来停車場線特改一種工事用地内

の埋蔵文化財包蔵地「朝日遺跡」の発掘調査報告である。

２．現地調査は村田 大・越田雅司・冨永勝也・吉田裕吏洋が行った。本書の執筆は村田、冨永、吉田、

高橋の４名が分担し、文責者は末尾に各弧で記した。全体の編集は冨永が担当した。

３．各種分析・鑑定等は下記機関に依頼または、委託した。

放射性炭素年代（AMS測定） 株式会社 加速器分析研究所

縄文時代晩期人骨の鑑定 札幌医科大学 松村博文

黒曜石・ヒスイ原産地同定 有限会社 遺物材料研究所

炭化樹種同定 株式会社 パレオ・ラボ

炭化種実・種子同定 株式会社 パレオ・ラボ

動物遺存体同定 株式会社 パレオ・ラボ

縄文時代人骨炭素・窒素同位体分析 東京大学博物館 米田 穣

朝日遺跡出土鉄器元素分析 岩手県立博物館 赤沼英男

４．石材・獣骨片の鑑定は、現場では渡井 瞳が行い、全体の補正を冨永が担当した。

５．調査写真、遺物写真、写真図版の編集は吉田が担当した。遺物写真は吉田が担当した。

６．遺物整理は、土器・石器・自然遺物を冨永が担当した。鉄製品・玉製品・漆製品は、高橋美鈴が

整理・分析を担当し、村田が統括した。玉類の石材同定は柳瀬由佳が担当した。

７．調査報告終了後の出土遺物および記録類については厚真町教育委員会が保管する。

８．調査にあたっては、下記の諸機関・各氏からご指導ご協力をいただいた。（順不同、敬称略）

文化庁、北海道教育委員会：田才雅彦、中田裕香、宗像公司、村本周三、北海道胆振総合振興局

室蘭建設管理部苫小牧出張所、厚幌ダム建設事務所、厚真町教育委員会：乾 哲也、奈良智法、荻野幸男、

岩橋由久、宮塚 翔、松井 昭、服部一雄、東京大学総合博物館：米田 穣、中央大学：小林謙一、

東京大学：大貫静男、佐藤宏之、福田正宏、国木田大、早稲田大学：高橋龍三郎、長崎潤一、大綱信良、

札幌国際大学：越田賢一郎、坂梨夏代、鶴見大学：河野眞知郎、北海道大学：椿坂恭代、高倉 純、

高瀬克範、深瀬 均、首都大学東京：出穂雅美、札幌市立大学、羽深久夫、札幌医科大学：松村博文、

苫小牧市教育委員会：赤石慎三、帯広市教育委員会：山原敏朗、新冠町郷土資料館：新川剛生、

えりも町郷土資料館：中岡利泰、静内町教育委員会：藪中剛司、日高山脈館：東 豊士、

様似町教育委員会：田中正人、加藤聡美、むかわ町立穂別博物館：櫻井和彦、平取町沙流川歴史館：

早川和夫、森岡健治、浦河町立郷土博物館：伊藤昭和、平取町立二風谷アイヌ文化博物館：松澤 浩、

長田佳宏、室蘭市民俗資料館：谷中聖治、石狩市教育委員会：工藤義衛、羅臼町教育委員会：天方博章、

斜里町教育委員会：平河内 毅、旭川市博物館：瀬川拓郎、旭川市教育委員会：友田哲弘、

秋田県教育委員会：小林 克、冨樫那美、平泉町教育委員会：八重樫忠郎、奈良国立文化財研究所：

森先一貴、北海道考古学会：菊池俊彦、大沼忠春、函館工業高等専門学校：中村和之



凡 例

１．遺構について、本文及び図表中では次のように略号を使用した。遺構名のアルファベットを、発

掘区名と区別するため、「－」ハイフンを遺構番号（確認した順番）との間に挿入している。（＊

○△等記号についての詳細は図版各頁凡例に示す）

H：竪穴式・平地式住居跡 P：土坑 TP：落し穴

F：焼土 SP：小柱穴状ピット

遺構内の施設については以下の略号を用いた。

PP：土坑内の柱穴

２．実測図、拓影図の縮尺は、原則として次のとおりで、図中にスケールをつけてある。

遺 構 １：４０

復元土器 １：３ 破片土器 １：３

剥片石器 １：２ 磨製石器 １：３ 礫石器 １：３、１：２（遺物に応じて使用する）

（土製品・石製品・鉄製品は１：２）（出土銭・玉類は原寸）

掲載遺物の写真の縮尺は任意である。

３．本文及び図表中で、遺構の規模については次の要領で示した。なお、一部破壊されているもの等

については、現存長を（丸括弧）を用いて示した。

「確認面の長径／坑底面の長径×確認面の短径／坑底面の短径×確認面からの最大深（m）」

焼土等は次のように示した。 「長径／短径／最大厚（m）」

柱穴のようなほぼ円形で、小型のものは次のように示した。

「確認面の直径／確認面からの最大深（m）」

４．遺構の遺物出土位置図の記号は、必要に応じ図毎に凡例を添付した。

５．土層の表記は、基本層序についてはローマ数字で、遺構覆土等の部分的な層位についてはアラビ

ア数字で示した。土層の色調表現は『新版標準土色帳』（１９９８年版）に従った。

土層注記は�層位名�土色�土性�粘り�堅密度（固さ）�その他の順で示している。
Ⅲ＞Ⅳ：Ⅲが多い Ⅲ＜Ⅳ：Ⅳが多い Ⅲ＋Ⅳ：等量

Ⅲ≪Ⅳ：Ⅲがより多い Ⅲ≫Ⅳ：Ⅳがより多い

�土性区分
砂土：S 砂壌土：SL 壌土：L シルト質壌土：Sil 埴壌土：CL 埴土：C

�粘着性の区分
粘着性：なし、弱、中、強。

�堅密度の区分
触感による：すこぶるしょう、しょう、軟、堅、すこぶる堅、固結。

６． 土器の「赤彩」部分は赤色の網掛けにて範囲を示した。

７． 図、表に関して章ごとに通し番号とした。
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（平成２４年度）

理 事 長 坂本 均

副 理 事 長 畑 宏明

専 務 理 事 中田 仁（事務局長兼務）

常 務 理 事 千葉 英一（第１調査部長兼務）

第２調査部長 三浦 正人

第３調査課長 村田 大（発掘担当者）

主 査 越田 雅司（発掘担当者）

主 査 冨永 勝也（発掘担当者）

嘱 託 渡井 瞳

主 任 吉田裕吏洋（第１部第１課写真）

（平成２５年度）

理 事 長 坂本 均

副 理 事 長 畑 宏明

専 務 理 事 中田 仁（事務局長兼務）

常 務 理 事 千葉 英一（第１調査部長兼務）

第２調査部長 三浦 正人

第３調査課長 村田 大

主 査 越田 雅司

主 査 冨永 勝也（整理担当者）

嘱 託 高橋 美鈴（第１部第１課分析）

（平成２６年度）

理 事 長 坂本 均

副 理 事 長 畑 宏明（平成２６年度８月２８日死去）

専 務 理 事 中田 仁（事務局長兼務）

常 務 理 事 千葉 英一（第１調査部長兼務）

第２調査部長 三浦 正人

第２調査課長 笠原 興

主 査 冨永 勝也（整理担当者）

主 査 吉田裕吏洋（第１部第１課写真）

主 査 柳瀬 由佳（第１部第１課分析）

Ⅰ章 調査の概要

１．調査要項
事 業 名：平成２４年度 道道上幌内早来停車場線特改１種工事（道州）に伴う埋蔵文化財発掘調査業務

：平成２５年度 道道上幌内早来（停）線地道債１４４（交安）埋蔵文化財発掘調査業務

：平成２６年度 道道上幌内早来（停）線交付金１１（改築）埋蔵文化財調査業務

委 託 者：北海道胆振総合振興局室蘭建設管理部

受 託 者：公益財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名：朝日遺跡（J－１３－３）

所 在 地：勇払郡厚真町字朝日２０９―１ほか

調査面積：１，７６０㎡

調査期間：平成２４年８月２０日～１１月９日、平成２５年１月３０日～２月１日

整理期間：平成２４年１１月１日～平成２５年３月３１日

：平成２５年９月１日～平成２６年３月３１日

：平成２６年７月１日～平成２７年３月３１日

２．調査体制

（冨永）



厚真町 朝日遺跡

２

図Ⅰ－１ 遺跡の位置（国土地理院発行５万分の１地形図「早来・鵡川」を使用した）



Ⅰ章 調査の概要

３

３．調査の経緯
道道上幌内早来停車場線は、厚真町字幌内の厚真ダムを起点に、安平町早来栄町のJR室蘭本線早来

駅にいたる総距離１８kmの一般道道２３５号線である。朝日遺跡の調査範囲に関しては、厚真川の直線化河

川改修工事に伴って、延長約９０mにわたる急カーブ路線の改良切替工事が計画され、平成１５年９月に室

蘭土木現業所（当時）から北海道教育委員会（以下道教委）に埋蔵文化財保護のための事前協議書が

提出された。

協議を受けた道教委は、平成１５年１０月１４日・１５日に約２，５００㎡の試掘調査を実施し、発掘を必要とす

る面積２，５００㎡（そのうち１，３００㎡は遺構確認調査）が示された。その後、工事計画が具体化するにあ

たり、最終的に通常の発掘調査範囲５８５㎡、遺構確認調査範囲１，１７５㎡の計１，７６０㎡について、発掘調査

が必要と判断された。当該地域における路線の変更は不可能なことから、当センターが平成２４年に委

託を受け発掘調査を実施することとなった。

調査は、平成２４年８月から始まった。表土除去作業後に、調査区西側の遺構確認調査範囲に遺物包

含層が残存することが判明し、関係機関と協議の結果、この範囲約３３０㎡は通常の発掘調査を行うこと

に変更された。工事工程の都合上、次年度に調査を繰り越すことは難しく、調査期間の延長および調

査員の増員で対応することとなった。また、調査範囲内の２か所に電柱が存在しており、隣接して土

坑墓が検出されたことから、電柱部分の１５㎡については、移設時期が決まり次第、別途発掘調査を行

うこととなった。この１５㎡の調査は、翌平成２５年１月３１日から２月２日の３日間で行われた。厳冬期

であり、凍土状態の遺物包含層で、遺構の検出もなかったことから、土壌は人頭大に分割してコンテ

ナに収納し、センターの作業室へ運び、自然解凍ののちに遺物回収作業を行った。

当初計画では、平成２４年度内に整理作業および調査報告書刊行の予定であったが、想定を大幅に超

える、遺構・遺物が検出されたことなどから、整理作業計画の見直しが行われ、平成２５年度も継続し

て整理作業を行うこととなった。

平成２５年６月に、事業者から整理作業予算の確保ができない旨の連絡が入った。現地調査では、縄

文時代の人骨を伴う土坑墓から、漆製の遺物など脆い有機質遺物などが出土しており、また、続縄文

時代の土坑墓から、金属製品やガラス製の玉類などが出土していたため、保存や保管のための作業を

行わなければ、貴重な遺物が損壊するおそれがあった。そのため、関係機関と協議の結果、予算規模

を縮小して整理作業を実施、残りの整理作業は平成２６年度に実施し、調査報告書を刊行することとなっ

た。なお、越田が平成２５年より休職した為、越田担当遺構は記録をもとに村田が取りまとめた。

（村田）

４．調査結果の概要
ふり こ やま

朝日遺跡は厚真市街地の北東約２．５㎞にあり、振古山の麓、厚真川右岸の河岸段丘に立地する。遺跡
おいかるまい

より北東１．５㎞程の振古山東麓の傾斜面地を老軽舞と呼び「サケ・マスがどんどん登ってくるのを捕獲

するのに都合の良い所なのでアイヌはコタンをつくっていた」（池田・亀井１９７６）。「昔はこのあたりま

で浜厚真から丸木舟（遺物図版１８－１８）が登ってきた」（竹山・永田１９２７）と昭和初期の伝承があり、

Ⅵ章１１にて後述する炭素・窒素同位体分析の結果からも、遺跡周辺は河川漁撈に適した良好な環境に

あったことが判る。

調査の結果からは、縄文時代後期後葉から続縄文時代にかけての墓域であることが判明した。遺構

は土坑６９基、Tピット２基、焼土４６か所、遺物集中２、獣骨片集中１、獣歯集中１か所が検出された。

遺物総点数は約６０万点で、その内訳は土器類約３２万点（主体となる時期は後期前葉）、石器類は約８万

点、骨角器片１点、その他焼骨小片等は約２０万点である。特徴的なものとしては晩期前葉の板状土偶

が２個体、搬入品と推測される大洞C１式の注口土器が１個体出土している。 （冨永）
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Ⅱ章 遺跡の位置と環境

１．遺跡の位置と環境
遺跡の所在する厚真町は、北海道中央部石狩低地帯の南部東方、北海道胆振支庁の東部（勇払平野

の東端）に位置する。厚真町の主要な河川としては、北東の夕張山地南部から２級河川厚真川（流路

５２．３㎞）が、南西部の太平洋に注いでいる。厚真川水系を中心に水田地帯が広がり、人口４，７０８人（平

成２６年１０月２０日現在）の農業を生計の主とする町である。町域の総面積は４０４，５６haで、南北３２．５㎞、

東西１７．３㎞の細長い形状で、太平洋に面する海岸線は約６．５㎞である。行政区域の北西部は安平町、北

部は由仁町、夕張市と接し、東部はむかわ町、西部は苫小牧市に隣接する。厚真川の源流部は、夕張

市、由仁町との境界付近、夕張山地南部の標高５００m付近にある。地形は北部から東部を夕張山地南端

部の標高２００～６００mの山々が連なり（小起伏山地）、北西には標高１００前後の山地性丘陵（勇払山地）が

ある。山林が総面積の約７０％を占める。厚真川中流域は勇払丘陵地に位置し、大起伏丘陵地が多くを

占める。下流域・河口部は台地から、段丘、低位部が広がっている（図Ⅱ－１）。「厚真」の語源には

諸説があるが、「アットマム（向こうの湿地帯）at−to−mam」説が適当であろう。厚真町南部に広がる

湿地帯に名づけられた地名の名残りとされる（厚真村１９５６）。他には「アトマプ（オヒョウが沢山ある

所）at−oma−p」という説がある。厚真町内は大きく４つの地域に区分される。厚真川下流域の浜厚真・

上厚真地区、中流域の市街地周辺から、上流域にかけて富里（旧名トンニカ）・幌内地区があるほか、
いりしかべつ

むかわ町と接する入鹿別川流域（図Ⅱ－９）の鹿沼地区がある。

遺跡は厚真川河口から約１６㎞上流に遡った厚真川中流域の右岸。厚真川に向かって標高１００m程の振

古山から岬状に張り出した河岸段丘斜面の先端部標高２０～２７mに立地し、市街地より北東方向２．５㎞に

位置する。厚真川上流部の地質は、半固結～固結堆積物のうち主に砂岩・泥岩互層により構成され、

中流部は泥岩が多くを占めている。下流部から河口周辺にかけては、火山性岩石である降下軽石や、

未固結堆積物の粘土層で構成される（図Ⅱ－２）。厚真川の右岸は河岸段丘地形を呈し、下流側は沖積

低地を形成する。沖積地には水田地帯が広がる。気候条件としては内陸性気候と海浜性気候の中間的

な地点で、町内の年平均気温は約６．６℃、北海道平均をやや下回る。厚真町市街地以北の幌内地区は厚

真川下流域・太平洋岸地域と異なり年間の寒暖差が大きい。６月頃の海霧の侵入は少なく、冬季の積

雪量は厚真市街地に近く、富里地区・幌内地区よりも少ない。厚真川の右岸は、東から厚真川に合流

する東和川が朝日遺跡の２００m程上流で合流していたと推測される。遺跡の背後にある振古山尾根の西
ちかえっ ぷ

側では、厚真川に併行して近悦府川（図Ⅱ－７）が河岸段丘を開析しながら厚真町市街地の方向へ流

れている。

厚真川中流域の自然環境は、オオイタドリ、オオヨモギ、カラマツなどの植物がみられ、エゾウグ

イ、ギンブナ、ジュズカケハゼ、フクドジョウ等の魚類に、オオヨシドリ、オシドリ、カワラヒワ、

クマゲラ、マガモ、ヤマセミ等の鳥類がおり、エゾシカ、エゾタヌキ、カラフトアカネズミ、キタキ

ツネ等の哺乳類が繁殖している。魚類の特徴として厚真川下流域ではサケ、シシャモ、ヌマガレイ、

ワカサギ等の食用魚が現在でもみられ、秋にはシシャモの遡上・産卵が行われる川である。植物では

オオイタドリ、オオヨモギといった生活と関わりの深い植物がみられる（図Ⅱ－３）。鳥類は、中流域

から下流域にかけて、水辺の草地や明るい林を好むマガモや、オオヨシキリが生息している。松浦武

四郎の日誌には、厚真川上流域では「此川すじ魚類は鱒（＊マス＊１：サケ科イワナ属アメマス）、�
（＊アメノウオ：サケ科タイヘイヨウサケ属サクラマス（ヤマメ）・ヒメマス？・ビワマス）、桃花魚
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（＊ウグイ）、雑喉（＊ジャコ：小魚）等なりとかや」ほかに「＊チライ（イトウ）」等も生息すると記

載している。武四郎の記事に「鮭」が記されない事は、この時代は武四郎が警告するように、下流域

にて和人による乱獲の影響があったためと推測される。＊１現生のニジマスは外来種。 ＊は冨永が注記

２．朝日遺跡の歴史的環境
朝日遺跡付近は厚真市街地発祥の地と言われ、明治期に行政の中心地として役場、郵便局の官衛が

ちかえっ ぷ

初めて置かれた場所で、開拓者に早くから見出された居住の適地であった。近悦府川に面する現在の

専厚寺敷地（最初の戸町役場跡）から、台地先端部付近の今回調査区を経て、吉野地区に至る厚真川

と断崖に挟まれた、通称「ガンケ」と呼ばれる地点からは丘陵及び路上に土器片が続出していること

が知られていた。当時の子供たちにより蒐集された遺物は、『厚真村の古代史』厚真町郷土史研究会

（昭和３１年発行）によると、表Ⅱ－１のように調査報告されている（厚真村郷土史研究会１９５６）。

図Ⅱ－１ 厚真川流域の地形分類図

図Ⅱ－２ 厚真川流域の表層地質図（「厚幌ダム建設事業に係る影響評価書（１９９８）」より引用改変）
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標高１００m程の振古山から岬状に延びる丘陵の北西側に広がる桜丘地区でも、台地部分（戸町役場北

側付近か）で縄文後期の遺物が家屋新築の際に出土している事が併せて報告されている。朝日遺跡の

低位段丘部では、ごく最近まで住居地として利用されていたため、昭和４０年前後に設置された旧用水

路を埋め戻す為に遺物包含層が大きく削平されている状況だった。表Ⅱ－２に朝日遺跡の出土遺物の

記録について記す。

北海道の馬車鉄道は、明治３０年に開業した亀函馬車鉄道に始まり、昭和２年に厚真軌道が開業する

までに１５社の馬車鉄道会社が開業し、その他にも植民軌道、軽便軌道等の鉄道が整備された。厚真町

に関わるものとして明治３７（１９０４）年に三井物産合名会社が早来から厚真間の軌道を開設し、貨物や

鉄道用の枕木（丸太）を運搬していた。大正１１年には早来・厚真間６．５㎞を結び、乗客と貨物を運ぶた

めに早来軌道株式会社（三井物産社線再利用）が発足している。そして昭和２年に知決別（安平町）

から幌内１０．８６㎞を結ぶ厚真軌道（馬車起動）が発足し乗客と貨物を運搬している。昭和４年に早来軌

道（早来・知決別間８．２７㎞）に合併される。

早来軌道は昭和６（１９３１）年にガソリン機関車に変わり、２４年に廃線されるまで交通の基幹として

活躍した。朝日遺跡では調査区東壁に沿って軌道の杭跡がみられたが、残存状況は良好ではなかった。

かつて厚真村の中心街が専厚寺（戸町役場跡）付近にあったことからも、交通の要衝として朝日地区

での土木整備工事は表に掲げた件数以上のものがあったことと推定される。また、遺跡の調査中には

厚真川に併行して南北に走る用水路と、調査区に直行して東西に縦断する水路跡が確認された。当該

地域に関わる用水・利水事業には、昭和１１年に着手され、昭和３０年に完了した厚真川治水工事、昭和

２６年に行われた厚真市街地水道施設工事、昭和３５年に実施された朝日地区上水道施設工事、昭和３７～

４５年にかけて国営事業として行われた厚真総合かんがい排水事業がある。

遺跡内を南北に走る用水路からは、溝底付近の木組み材木の隙間から農薬用ポリ袋が出土し、年代

を確認したところ昭和期のものであったことから、昭和３０年代に行われた国営かんがい排水事業の時

期に矛盾しないと考える。そして、調査時に用水路は調査区内の土砂を削って埋められており、いず

れかの事業で初期の用水路が廃止されたと推測される。以上の事から、昭和期に入ってからも周辺の

土地開発が行われていたと考えられるが、今回の調査区域は大部分が宅地範囲であったため、敷地内

の家屋部以外に包含層が保存されていたと考えられる。

３．厚真町の歴史的環境
厚真町最古の記述として（以下、文献名を表Ⅱ－３に示す）、元禄５（１６９２）年『蝦夷記』に「シャ

クシャインの戦い（１６６９）」に関連して「於多久見具印住処阿津摩打取」とあり（野澤１６９２）、１７００年

の『松前家臣支配所持名前帳』には鳥屋支配所として「志古津ノ阿津間」と記され、２か所の「鷹打

場」が設置されている。『津軽一統史』には「あつまへつ～川有、戸田吉兵衛 商場」と記される（喜

多村ほか１７３１）。『蝦夷商賈聞書』には「右之山奥ニアツマト申所ニ城跡ト申而松柏之古木沢山ニ繁リ

テアリ～」（著者不明１７３９）、『三国通覧図説 蝦夷国全図』に「アヅマ」と記される（林子平１７８５）。

注に記される「鬼ヒン（＊オニビシ）の出処」は、１６６８年のシャクシャインの対立者シュムクル惣大

将オニビシに関連する記述と推察される。林子平が海防を心配したとおり、寛政元（１７８９）年頃から

ロシア船の南下が頻繁となり、この頃から蝦夷に関する記録が増加するが、『東蝦夷道中記』（最上１７９１）、

『蝦夷記行』（谷１７９９）、『文化改正 拾遺日本北地全図』、『蝦夷地出産交通略図』（文化（１８０４～１８１８）

年間）にも「アヅマ」の地名が記載される。寛政４（１７９２）年東北諸藩に幕府の要請で北辺を各藩の

警備隊が守備にあたり、文化３（１８０６）年の国後に派遣された盛岡藩士の『蝦夷日誌』には「アツマ
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川」の記事がある。寛政１２（１８００）年伊能忠敬の蝦夷地測量が入り、その事業は弟子の間宮林蔵に引

き継がれ、文政４（１８２１）年『大日本沿海輿地全図』が完成する。

その地図をもって蝦夷地入りした松浦武四郎の『戌牛東西蝦夷山川地理取調日誌』「第３４巻安都麻日

誌」（松浦１８６２）には、安政５（１８８５）年６月に苫小牧勇払から厚真川河口を経て、トンニカ（富里）

村で２泊したことが記されている。町内には６か所のコタンが示され（図Ⅱ－４）、大きなコタンでは

粟、稗、穏元豆、蕪などの畑作が行われている状況や、洪水により畑地が流出したことも記されてい

る。トンニカ村では家主イタキツの息子、案内人イカシュ（板蔵）家屋内について漆器・刀剣類の宝

物の多さに驚き「西同所の土人等とは大に違い、凡（＊およそ）行器（＊ほかい・シントコ）３０も有、

耳盥（＊ミミダライ）７ツ８ツ、筐（＊かたみ・カゴ）の２ツ計、蝦夷太刀の２５・６振も懸、また此

余短刀７８本もあるよし語りけるなり、中には至極おもしろき者等をみたり。」（松浦・秋葉ほか１９８５）

とある。ここでは、厚真川上流部に関して聞き取り調査が行われており（図Ⅱ－５）、異形のカニシユ

ウ（鉄鍋の意味）が３００年前に置かれたという３穴吊耳鉄鍋伝承についての記述がある。また、猟犬の

北海道犬（現在でも縄文犬のDNAを伝える純血種）系「厚真犬」についても記述されている（松浦・

吉田１９６２）。厚真町の地域は、明治維新（１８６８）後、高知藩所管の時代があり、明治６（１８７３）年に開

拓使苫小牧出張所や、勇払郡役所の所管となる。明治１９（１８８７）年には「北海道土地払下規則」が施

行され、国有未開地についての開放が行われ北海道の開拓が促進され、その影響により、明治２０年頃

から内陸部への和人の開拓が進み、２１年には「厚真」に開拓使から農業指導員が派遣され、西老軽舞

（吉野地区）に移住させられたアイヌ民衆に対しての観農政策が実施される。明治２５（１８９２）年には鉄

道室蘭線が開通し、更に内陸部への開拓移住者が増加した。明治３０（１８９７）年に苫小牧他６か村から

厚真町が行政単位として分離独立し、厚真村戸町役場（現専厚寺）が桜丘地区に設置された。

４．周辺の遺跡
現在、厚真町内の遺跡は１３６か所を数える（図Ⅱ－６・表Ⅱ－４）。厚真川に面した河岸段丘に沿っ

て、遺跡が多く分布する。次に朝日遺跡周辺の厚真川中流域の遺跡群を示す（図Ⅱ－７）。分布の傾向

としては、縄文時代早期・前期は山間部にあり、中期から遺跡数が増加し、後期はやや減少し河岸段

丘部に纏まる。晩期は遺跡数がやや増加し分布範囲も広がる、続縄文期では分布域は拡大し、厚真川

を挟んで両岸に遺跡がある対となる配置がみられる。擦文期に遺跡数は減少するが、中世アイヌ期段

階で再び広範に分布域が拡大し、アイヌ期には縮小して河川沿いの河岸段丘に纏まるようである。

河岸段丘の縁にある朝日遺跡は、その昔「振古（フリオイ）」と呼ばれ（図Ⅱ－８）、振古山東側に

厚真川の浸食崖（ガンケ）があり、伝説ではこの崖に巨大な大鷲が住み、山麓のアイヌコタンの子供

を襲い食する事件が起きた。村の者が集まり鷲を退治することに決し、岩上に餌を置き誘き出し、一

人の勇者が鹿革を被り待ち伏せ、降り立った大鷲の胸を槍で刺し退治したという（池田・亀井１９７６）。

沙流川筋では子供を攫う巨鳥の事を「フリ」と子守唄などで呼ぶ事から、「フリオイ（巨鳥のいたとこ

ろ）huri−o−i」と地名で呼ばれたと考えられている。前述した遺跡の立地する岬状の地形により厚真川

の流路が東へと変わる。北側調査区では北西側斜面に厚真川の浸食によるとみられる浸食崖地形が確

認された。墓域が設定された南側部分は、地盤が大きく浸食される心配がない場所にあたる。図Ⅳ－

７で示すが、遺跡後背にある振古山の尾根線は厚真川に並行し、交通手段として厚真川右岸を徒歩で

北上していく場合、暴風雨で厚真川の水量が増加した時など、河川沿いを回避し急峻な崖を避けなが

ら、尾根道を北上する場合に、当遺跡の位置は、山林部を通る古道の進入口にあたると推測される。

前述したように明治期から昭和期にかけても丸木舟の乗降に利用された交通の要衝でもあり、居住す
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図Ⅱ－３ 植生図（環境省 自然環境保全基礎調査２万５千分の１植生図「早来・遠浅」を引用改変）
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図Ⅱ－４ 旧地面図１

図Ⅱ－５ 旧地面図２
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図Ⅱ－６ 周辺の遺跡（国土地理院発行５万分の１地形図「早来・鵡川」を使用した）
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図Ⅱ－７ 朝日遺跡周辺の遺跡（国土地理院発行２万５千分の１地形図「早来・遠浅・幌内・厚真」を使用した）

図Ⅱ－８ 朝日遺跡周辺の旧地名（『厚真の旧地名を尋ねて』池田・亀井（１９７６）より引用改変）
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るに適した立地でもあることから、周辺に集落が営まれ、陽のあたる東向き緩斜面が、晩期の頃に墓

域の適地として選択されたものであろう。 （冨永）

図Ⅱ－９ 厚真町旧地名（『厚真の旧地名を尋ねて』池田・亀井（１９７６）より引用改変）
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年代 時期 出土品の種類 文献

金石併用時代
（続縄文期） ２千年以降 土偶数個 亀井喜久太郎、厚真出土の土偶「厚真出土の土偶」

『先史時代』３輯 先史学同好会昭和３１年４月

縄文時代晩期 ２千年以前 双口土器１個

縄文時代後期 ３千年前 完全（完形）栗沢式土器２個

年代 当事者 理由 所在地・文献など

明治３８年 胆振用水路設置工事 遺物不明

大正５年
厚真村長・赤島岩蔵

胆振用水暗渠土盛工事中
発見、「古土器保管の件」
文書

厚真村字ウクル太旧専厚寺門前の六尺下位より出土。厚
真村立郷土資料館陳列室に展示。亀井喜久太郎により昭
和３１年４月『先史時代』３に収録される。

厚真第一尋常高等小学校
長・門田雄次郎

大正９年 厚真・幌内間森林軌道施
設工事

大正１２年 村有道路設置の工事 高さ６・７尺約３反歩程の除土を行い出土

昭和４～１０年 厚真中央小学校教師・満
江一弘 表面採集資料 昭和２０年終戦時に廃棄される。

昭和２７年
東京大学文学部講師・日
本民族学協会理事・八幡
一郎

トニカ（富里地区旧名・
富仁加）吉村健太郎氏宅
付近出土土器

時代 文献名 著者 再版

元禄５（１６９２）年『蝦夷記』 野澤謙庵 続群書類従完成会１９０６『続群書類従』
第９地理部二 図書刊行会

元禄１３（１７００）年『松前家臣支配所持名前帳』 松前藩第６代藩主・松前矩広

享保１６（１７３１）年『津軽一統志』 弘前藩・喜多村政方・桜庭正
盈・相坂則武・伊東祐則

長谷川成一「津軽一統志」『国史大辞
典１５』吉川弘文館（１９９６年）

元文４（１７３９）年『蝦夷商賈聞書』 著者不明

天明４（１７８５）年『三国通覧図説 蝦夷国全図』 仙台藩浪人・林子平 九州大学デジタルアーカイブ

寛政２（１７９１）年『東蝦夷道中記』 幕府役人・最上徳内 釧路叢書第２巻（１９６１年）

寛政１０（１７９９）年
『蝦夷紀行』（写本「蝦夷蓋開記」「蝦
夷記」「蝦夷日記」「蝦夷地紀行」「蝦
夷秘録」）

幕府役人・谷（島田）元旦 『蝦夷奇勝図巻・蝦夷紀行』佐藤慶二
編（１９７３）朝日出版

文化年間（１８０４～
１８１８）年 『文化改正 拾遺日本北地全図』 松前藩侍医・加藤肩吾作成

『松前地図』原本の木版図 函館市中央図書館デジタル資料館

文化年間（１８０４～
１８１８）年 『蝦夷地出産交通略図』 木版図 函館市中央図書館デジタル資料館

文化３（１８０６）年『蝦夷日記』 盛岡藩士 『蝦夷日記』鈴木宏 岩手県文化財愛
護協会編（２００４）

文久２（１８６２）年

『戊牛（安政５年）東西蝦夷山川地理
取調日誌』「第３４巻東部安都麻志 戊
牛安都摩日誌」ウクル～トンニカ
（富里）

幕府役人・松浦武四郎
『戌牛日誌 中』高倉新一郎校訂、秋
葉実解読（１９８５）北海道出版企画セ
ンター

未出版 『丁巳（安政３年）竹四郎廻浦日誌
巻２９』アツマフト～トニク村（富里）幕府役人・松浦武四郎

『竹四郎廻浦日記 下』高倉新一郎解
読（１９７８）北海道出版企画センター

明治５（１８７２）年『西蝦夷日誌 初編・二編（全６編）』幕府役人・松浦武四郎
吉田常吉編『蝦夷日誌』下－西蝦夷
日誌－（１９６２）時事新書 時事通信
社

表Ⅱ－１ 朝日遺跡出土の遺物（昭和３１年）

表Ⅱ－２ 朝日遺跡周辺の工事略歴 米沢信蔵氏口伝（厚真町教育委員会より）

表Ⅱ－３ 引用参考文献
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登載番号 種 別 名 称 時 代 文献等
１ 遺物包含地 上厚真遺跡 縄文中～後期・続縄文・擦文 １
２ 遺物包含地 軽舞遺跡 縄文中期・続縄文 １
３ 遺物包含地 朝日遺跡（文献１：振老） 縄文後～晩期・続縄文・擦文 １，２，３１
４ 遺物包含地 幌里１遺跡（文献１：仁達幌） 縄文中・晩期・続縄文 １
５ 遺物包含地 新町遺跡（文献１：上振内） 縄文中期・続縄文・擦文・アイヌ期 １，４，６
６ 遺物包含地 高丘１遺跡（文献１：頗美宇） 縄文中期・続縄文 １
７ 遺物包含地 幌内１遺跡 縄文中期・続縄文 １
８ 集落跡 共和遺跡（文献１：西周文） 縄文晩期・擦文 １，８
９ 遺物包含地 浜厚真遺跡 縄文？
１０ 溝穴遺構 厚真１０遺跡 縄文中・晩期 ３，８
１１ 遺物包含地 厚真１１遺跡 縄文晩期 ゛
１２ 遺物包含地 豊沢１遺跡（文献１：当麻内） 続縄文 １
１３ 遺物包含地 東和遺跡（文献１：東老軽舞） 縄文・続縄文 １
１４ 集落跡 オニキシベ１遺跡（文献１：オニキシベ）縄文中～後期・アイヌ期？ １
１５ 遺物包含地 高丘３遺跡 縄文中期
１６ チャシ跡 桜丘チャシ跡 中世アイヌ期 ４，６
１７ 遺物包含地 桜丘１遺跡 縄文晩期
１８ 遺物包含地 高丘２遺跡 縄文？
１９ 集落跡 高丘１０遺跡 縄文？
２０ 集落跡 厚真１遺跡 縄文中期 ８，１３
２１ 溝穴遺構 厚真２遺跡 縄文中期？ ８
２２ 溝穴遺構 厚真３遺跡 縄文早・中～晩期・続縄文 １０
２３ 集落跡 厚真４遺跡 縄文
２４ 遺物包含地 厚真５遺跡 縄文前～晩期・続縄文・擦文
２５ 集落跡 厚幌１遺跡 縄文早～晩期・続縄文・擦文・アイヌ期 １８
２６ 集落跡 厚真７遺跡 縄文早・中～晩期・続縄文・擦文 ９
２７ 集落跡 厚真８遺跡 縄文中～晩期 ８
２８ 遺物包含地 美里２遺跡 縄文早・中期
２９ 墳墓 厚真１２遺跡 縄文中・晩期・擦文 １０
３０ 遺物包含地 上幌内１遺跡（旧幌内３遺跡） 縄文中期
３１ 遺物包含地 高丘４遺跡 縄文
３２ 遺物包含地 高丘５遺跡 縄文？
３３ 遺物包含地 高丘６遺跡 縄文？
３４ 遺物包含地 高丘７遺跡 縄文？
３５ 遺物包含地 高丘８遺跡 縄文？
３６ 遺物包含地 高丘９遺跡 続縄文
３７ 遺物包含地 富里１遺跡（文献１：楢山） 縄文中～晩期 １
３８ 遺物包含地 幌内４遺跡 縄文中期？
３９ 遺物包含地 チコマナイ遺跡 縄文？
４０ 遺物包含地 幌里２遺跡 縄文中期
４１ 遺物包含地 本郷１遺跡 縄文中・晩期
４２ 遺物包含地 本郷２遺跡 縄文後期
４３ 遺物包含地 宇隆１遺跡 縄文・中世アイヌ期 １６
４４ 遺物包含地 宇隆２遺跡 続縄文
４５ 遺物包含地 美里１遺跡（文献１：振内） 縄文中期 １
４６ 遺物包含地 豊沢２遺跡 擦文
４７ 遺物包含地 豊沢３遺跡 続縄文
４８ 遺物包含地 鯉沼１遺跡（文献１：上周文？） 縄文 １
４９ 遺物包含地 鹿沼２遺跡（文献５：鹿沼B） 縄文中期 ５
５０ 遺物包含地 鹿沼１遺跡（文献５：鹿沼A） 縄文 ５
５１ 遺物包含地 厚和１遺跡（文献５：周文） 縄文中期・アイヌ期 １，４，６
５２ 遺物包含地 鹿沼３遺跡 縄文中・晩期
５３ 溝穴遺構 厚真１３遺跡 縄文早～中・晩期・続縄文・擦文 １０
５４ 遺物包含地 本郷３遺跡 縄文？
５５ 遺物包含地 高丘１１遺跡 縄文晩期
５６ 遺物包含地 高丘１２遺跡 縄文
５７ 墳墓 幌内５遺跡 縄文前・後期・アイヌ期 ３２
５８ 溝穴遺構 豊沢４遺跡 縄文早・中～後期
５９ 遺物包含地 厚和２遺跡 縄文中期
６０ 遺物包含地 厚和３遺跡 縄文後期
６１ 遺物包含地 厚和４遺跡 縄文中期
６２ 遺物包含地 鹿沼４遺跡 縄文
６３ 遺物包含地 厚和５遺跡 縄文
６４ 遺物包含地 新町２遺跡 縄文中期
６５ 遺物包含地 鹿沼５遺跡 縄文後期
６６ 遺物包含地 厚和６遺跡 縄文前期
６７ 遺物包含地 浜厚真２遺跡 縄文早期
６８ 溝穴遺構 鯉沼２遺跡 縄文中期 １４
６９ 遺物包含地 豊丘遺跡 縄文中期
７０ 集落跡 厚和７遺跡 縄文後期
７１ 集落跡 豊川１遺跡 縄文前・後～晩期 １５
７２ 遺物包含地 浜厚真３遺跡 縄文早・後期 １７
７３ 遺物包含地 ニタッポロ沢遺跡 縄文後・晩期
７４ 遺物包含地 幌里神社遺跡 縄文早・後期
７５ 溝穴遺構 入鹿別沼遺跡 縄文中期？
７６ 溝穴遺構 幌里３遺跡 縄文
７７ 遺物包含地 オニキシベ２遺跡 縄文中～後期・続縄文・擦文・中世アイヌ期 ３３
７８ 遺物包含地 オニキシベ３遺跡 縄文後期
７９ 集落跡・墳墓 上幌内モイ遺跡 旧石器・縄文早・中～後期・続縄文・擦文・中近世アイヌ １９，２１，２２，２４，２６，２７，２８
８０ 遺物包含地 一里沢遺跡 縄文前～中期・アイヌ期 ４，５，２１

表Ⅱ－４ 厚真町内埋蔵文化財包蔵地一覧
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登載番号 種 別 名 称 時 代 文献等
８１ 集落跡 ショロマ１遺跡 縄文前・後期
８２ 遺物包含地 東ニタッポロ１遺跡 縄文中・晩期
８３ 遺物包含地 東ニタッポロ２遺跡 縄文中・晩期
８４ 遺物包含地 浜厚真４遺跡 縄文中期
８５ 溝穴遺構 鯉沼３遺跡 縄文前～後期 ２０，２３，２５
８６ 溝穴遺構 鯉沼４遺跡 縄文後期
８７ 遺物包含地 イクバンドユクチセ遺跡 縄文後期
８８ 遺物包含地 厚幌２遺跡 縄文前期
８９ 遺物包含地 オニキシベ４遺跡 縄文
９０ 遺物包含地 オニキシベ５遺跡 縄文中期
９１ 溝穴遺構 上幌内２遺跡 縄文・アイヌ期
９２ 遺物包含地 ショロマ２遺跡 縄文中期
９３ 溝穴遺構 幌里４遺跡 縄文
９４ 集落跡 厚和８遺跡 縄文中～後期
９５ 遺物包含地 厚和９遺跡 縄文中期
９６ 遺物包含地 鹿沼６遺跡 縄文
９７ 遺物包含地 豊川２遺跡 続縄文・擦文
９８ 遺物包含地 幌内６遺跡 縄文後期
９９ 溝穴遺構 鹿沼７遺跡 縄文早～晩期
１００ チャシ跡 ヲチャラセナイチャシ跡 中世アイヌ期
１０１ 遺物包含地 ヲチャラセナイ遺跡 縄文早～後期・続縄文・擦文・中世アイヌ期
１０２ 遺物包含地 吉野１遺跡 縄文中・晩期
１０３ 遺物包含地 幌内７遺跡 縄文晩期・擦文
１０４ 集落跡 ニタップナイ遺跡 縄文前～後期・続縄文・擦文・近世アイヌ期 ２９，３２
１０５ 遺物包含地 宇隆３遺跡 縄文中期
１０６ 遺物包蔵地 富里２遺跡 縄文後・晩期・続縄文・擦文・中近世アイヌ期 ３２
１０７ 遺物包蔵地 オコッコ１遺跡 縄文前・中・後期・擦文
１０８ 遺物包含地 軽舞２遺跡 縄文前期・続縄文
１０９ 遺物包蔵地 豊沢５遺跡 縄文後期
１１０ 溝穴遺構 厚和１０遺跡 縄文早・中・後期
１１１ 遺物包含地 豊丘２遺跡 縄文早期
１１２ 遺物包蔵地 豊丘３遺跡 縄文中期
１１３ 遺物包蔵地 東和２遺跡 縄文晩期
１１４ 遺物包含地 浜厚真５遺跡 縄文後期
１１５ 遺物包蔵地 豊沢６遺跡 縄文早・中・後期
１１６ 遺物包蔵地 東和３遺跡 縄文早期
１１７ 遺物包含地 桜丘２遺跡 縄文中・後期
１１８ 遺物包含地 オニキシベ６遺跡 縄文後期
１１９ 溝穴遺構 イクバンドユクチセ２遺跡 縄文後期
１２０ 遺物包含地 イクバンドユクチセ３遺跡 縄文中・後期・続縄文
１２１ 遺物包含地 ショロマ３遺跡 続縄文
１２２ 遺物包含地 ショロマ４遺跡 縄文
１２３ 遺物包含地 上幌内３遺跡 縄文中・後期
１２４ 遺物包含地 上幌内４遺跡 縄文中期
１２５ 溝穴遺構 上幌内５遺跡 縄文
１２６ 遺物包含地 豊浜７遺跡 縄文中・後期
１２７ 遺物包含地 豊沢８遺跡 縄文後期
１２８ 遺物包含地 ヲイカルマイ遺跡 続縄文・擦文・中世アイヌ期・明治期
１２９ 遺物包含地 長沼１遺跡 縄文早期
１３０ 溝穴遺構 長沼２遺跡 縄文
１３１ 遺物包含地 高丘１３遺跡 縄文前期・擦文期
１３２ 遺物包含地 上野１遺跡 縄文中期
１３３ 遺物包含地 富里３遺跡 縄文中・晩期
１３４ 遺物包含地 豊川３遺跡 縄文晩期
１３５ 遺物包含地 三ヶ月沼遺跡 縄文晩期
１３６ 遺物包含地 幌内８遺跡 縄文前・中期

関連文献
１：厚真村郷土研究会１９５６『厚真村古代史』２：亀井喜久太郎１９５７「厚真出土の土偶」『先史時代３』３：苫小牧市教育委員会１９７４『苫小牧東
部工業地帯内埋蔵文化財分布調査報告書』４：亀井喜久太郎・池田実１９７６『厚真の旧地名を尋ねて』５：鵡川町教育委員会１９７７『鵡川町遺跡分
布報告』６：亀井喜久太郎・池田実１９７８『続厚真の旧地名を尋ねて』７：松浦武四郎（高倉新一郎校訂）１９８５『戊午東西蝦夷山川地理取調日誌
８：苫小牧市教育委員会１９８６『苫小牧東部工業地帯の遺跡群Ⅰ』９：苫小牧市教育委員会１９８７『苫小牧東部工業地帯の遺跡群Ⅱ』１０：苫小牧市
教育委員会１９９０『苫小牧東部工業地帯の遺跡群Ⅲ』１１：苫小牧市教育委員会１９９２『苫小牧東部工業地帯の遺跡群Ⅳ』１２：苫小牧市教育委員会
１９９５『苫小牧東部工業地帯の遺跡群V』１３：赤石慎三１９９９「苫小牧地方の円筒上層式について」『苫小牧市埋蔵文化財調査ヤング一所報１』１４：
厚真町教育委員会２００１『鯉沼２遺跡』１５：厚真町教育委員会２００１『豊川１遺跡』１６：鈴木信２００１「IV－４北海道の中世陶磁器」『千歳市ユカン
ボシC１５遺跡（４）』（財）北海道埋蔵文化財センター １７：（財）北海道埋蔵文化財センター２００３『厚真町浜厚真３遺跡』１８：厚真町教育委員会２００４
『厚幌１遺跡』１９：厚真町教育委員会２００５『上幌内モイ遺跡発掘調査概要報告書』２０：厚真町教育委員会２００５『鯉沼３遺跡』２１：蓑島栄紀２００５
「松浦武四郎の旅程からみた胆振東部・日高西部の古文通路」『前近代アイヌ民族における交通路の研究（胆振・目高Ⅰ）』２２：厚真町教育委員
会２００６『上幌内モイ遺跡（１）』２３：厚真町教育委員会２００６『鯉沼３遺跡（２）』２４：厚真町教育委員会２００７『上幌内モイ遺跡（２）』２５：厚真町
教育委員会２００８『鯉沼３遺跡（３）』２６：出穂雅実他２００８『論集忍路子Ⅱ』２７：関根達人２００８「平泉文化と北方交易２―擦文期の銅碗をめぐっ
て―」『平泉文化研究年報８』２８：厚真町教育委員会２００９『上幌内モイ遺跡』発掘調査報告書（３）』２９：厚真町教育委員会２００９『ニタップナイ
遺跡（１）』３０：厚真町教育委員会２０１０a『厚幌１遺跡（２）・幌内７遺跡（１）』３１：北海道大学附属図書館HP北方資料データベース ３２：厚真
町教育委員会２０１０b『幌内５遺跡（１）・富里２遺跡・ニタップナイ遺跡（２）』３３：厚真町教育委員会２０１１『オニキシベ２遺跡』
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Ⅲ章 調査の方法

１．発掘区の設定［図Ⅲ－１～５］
発掘区の設定にあたっては、北海道室蘭土木現業所の上幌内早来（停）線特改１種工事（道州）軟弱地盤対策

工設計、計画平面図（平成２２年２月 北海道土木設計株式会社作成 縮尺１：１０００）を使用した。発掘区東西方

向の基軸線は、当初予定の工事中央線のBC１４９００とBC１５０００を結び、Mラインとし、東と西側に向かって算用数字

を使用した（１～３４ライン）。北から南にアルファベットの大文字を使用し呼称した（J～Vライン）。南北方向の

基軸線はBC１４９００のMラインと直交する線を３４ラインとし、発掘区は４m×４mとし、北東隅交点のアルファベッ

ト文字と数字の組み合わせで呼称している。例えば、Mラインと２０ラインの交点の南西側は、M２０区となる。なお、

必要に応じて一つの発掘区を四等分し、グリッド名の後ろにa～dの小グリッドを設けている（図Ⅲ－１参照）。基

軸線の基準点に用いた道路センターの座標成果値は以下のとおりである。また、水準点は北海道開発局が設置し

た３級基準点H１４－３０２（H＝３５．４５１m）を使用した。

朝日遺跡BC１４９００、及びBC１５０００の測量成果は次の通りである。（世界測地系）

BC１４９００ X＝－１４０２３９．２４１ Y＝２８４８２．９０７

BC１５０００ X＝－１４０３１４．２５３ Y＝２８５４６．５６１（平面直角座標系第ⅩⅠ系）

実際の現場の作業では、図Ⅲ－１で示す横長の調査区設定図を使用し、実測図面の報告書掲載にあたっては、

基本は北位を頁の天方向にあわせるように掲載することにした。しかし、調査区の設定の際に道路のセンターラ

インを基準としたので、南北の地軸とはズレが生じている。また縦長の調査範囲になることから、A４サイズの紙

面に最大限の大きさで掲載した場合、版面にグリット線が直行する位置が最も効率が良かったため、原則的には

北方位が頁の天、かつグリット線が水平・直交を保つが、地軸のズレは各図面に方位を添付する体裁となってい

る。調査区内の現況図は図Ⅲ－１・５で示すように、南側調査区のT１区からM３４区にかけてのラインは厚真軌道

の施設線路跡と考えられ、Ⅴ層上面まで杭跡が及ぶ。調査区に沿って走る道道２３５号線道路東側は畑地・植林地と

して利用され、調査区の西側が田地として利用されている。L９～１２区にかけてはムロ跡が２基確認され、N８～

１１区ではゴミ穴２基が重機により掘削される状況だった。また、M～O・１２～１３区では掘削により大きく撹乱を受

けている。昭和期の用水路がO・P８区～２５区までのラインを通り、M～O・７～２４区にかけては、用水路を埋め

戻す為に厚さ２m程で大きく削平されていた。北側調査区についても上層は大きく削平されており、この土砂は厚

真川堤防へのアクセス路の土盛りに使用されたと推測される。２５～２８にかけての東西ラインはアクセス路が縦断

し調査区を南側調査区と、北側調査区に分断している。

２．土層
（１）基本土層［カラー図版２－４］

本遺跡（高位部）における自然堆積層の基本層序は

次の通りである（図Ⅲ－３左）。

Ⅰ層：表土・現代の耕作土。黒褐色砂質土。現代に庭

園として植樹木が、近代では畑地としても利用

され、調査区内では一部Ⅲ層上面にまで撹乱が

及び、遺物が撹拌されている。下層との層界は

明瞭。層界の起伏は平坦である。

Ⅱ層：近世火山灰層（樽前bテフラ：Ta−b、１６６７年降下）

色調は２．５YR７／３、浅黄色、細礫質降下軽石。層

厚１５～２０㎝の細軽石層を層に含む黒色土の層。

調査区内では削平により確認されない場所もあっ

た。黒色土の土性は埴壌土。粘性は中。堅密度

は堅。層厚は堆積の確認される厚い部分で１０㎝

程。稀にφ１㎝の白い斑点状に起源不明の火山灰

の堆積がみられる。Ⅲ層との層界は判然として

いる。

Ⅲ層：中近世アイヌ期から縄文時代末期の黒色土の層。

調査範囲では擦文時代から続縄文時代、縄文時

代晩期の遺物を含む包含層である。土性は埴壌

土。色調は７．５YR２／１～１０YR１．７／１黒褐色土。粘

性は中。堅密度は堅。Ⅳ層との層界は判然。層

界の起伏は平坦である。層厚は厚い部分で２０㎝

程。

Ⅳ層：縄文晩期火山灰層（樽前cテフラ：Ta−c、BP２，５００

年前後の降下）層厚１０㎝程。明黄褐色の砂質降

下軽石（粒はⅡ層火山灰よりも細かい砂流状）。

色調は１０YR６／６、明褐色土。Ⅴ層との境界は判然。

Ⅴ層：黒色腐植土。縄文時代晩期から、縄文時代前期

にかけての遺物包含層。色調は１０YR２／３～１０YR

３／２、黒褐色土。層厚は４５～５０㎝。続縄文時代の

土坑最下層は、晩期の層中（黒色土の上面から

１０～１５㎝中）。

Ⅵ層：暗褐色を呈する土層（漸移層）。壌土。色調は１０



厚真町 朝日遺跡

１８

YR３／４。粘性は強。堅密度は堅。Ⅴ層との層界は

判然。層界の起伏は平坦。層厚は厚い部分で１５

cm程。

Ⅶ層：縄文早期火山灰層（樽前dテフラ：Ta−d、BP

８，０００年前後の降下）地山となる黄褐色ローム層

である。壌土。色調は５YR４／８、赤褐色土。粘性

は弱。堅密度は堅。Ⅵ層との層界は明瞭。層界

の起伏は平坦。層厚は約１m。フラスコ状土坑の

最下層に見られる。地域により、Ⅶ層の上層は

プライマリーなものではなく、堆積直後に土石

流化した降下軽石が再堆積したものが覆ってい

る場合がある。

Ⅷ層：段丘砕石物。色調は１０YR４／３。礫・砂利・シルト

層（厚真川上流部の地盤（第三紀層、泥岩・砂

岩））。地質年代第三紀の堆積物からなる。φ５～

１０㎝の亜円礫からなり、砂を間に含む。

（２）低位部 部分土層 ［カラー図版２－５］

本遺跡では基本土層に対して、自然地形の低位部に

特殊な層序がみられ、厚真川河原に向かって、土石流・

洪水などの自然営力により上流からの土砂が集積され、

低位部により厚く堆積したものと推定できる。複数の

薄い黒色土を挟んだ土層が観察された。

続縄文時代の遺構に関連するので特殊土層として図

示する（図Ⅲ－３右）。

Ⅰ層：表土・盛り土。Ⅱ層との層界は明瞭。

Ⅱ層：洪水堆積層。肉眼観察では灰白色を呈しTa−b

に類する

Ⅱ’層：洪水氾濫堆積層。上流域の地盤（第三紀層、泥

岩・砂岩）を形成する（図Ⅳ－７－３）、粘板岩

から土石流によって流出した火山灰・粘土・砂

礫・シルト層の互層。（主にⅡ’層が調査区内低

位部に広く分布する）。Ⅲ層との層界は不明瞭。

Ⅲ層：黒色土層（腐植土：遺物包含層）。続縄文時代の

文化面。Ⅳ層との層界は不明瞭。

Ⅳ層：洪水氾濫堆積層。主に上流の地盤（第三紀層、

泥岩・砂岩）から土石流によって流出した粘土

層・砂層・シルト層の互層。Ⅴ層との層界は判

然。肉眼観察では灰白色を呈しTa−cに類する。

Ⅴ層：黒色腐植土層。１０YR１．７／１～１０YR２／３ 粘性・

堅密度ともに強い。Ⅵ層との層界は不明瞭。

Ⅵ層：暗褐色土層（漸移層）。層厚２５～３０㎝。色調は２．５

YR４／６ 暗褐色シルト。Ⅶ層との層界は不明瞭。

Ⅶ層：樽前dテフラ層（の上層）からなる。

（Ⅶ層より下位は水没）

なお、最終面確認の為Ⅶ層を１mほど掘削したが、隣

接する稲田の水位と同じレベルで、水が湧き出してく

るため、法面の強度も考慮して掘削を断念したので層

厚の確認までは至っていない。

（３）メインセクション［図Ⅲ－４・５］

メインセクションは標準的な土層堆積を観察するた

め、斜面の高位部を縦断する形に設定した（図Ⅲ－４・

５）。標高２６m程のテラス状の河岸段丘になっていたと

推定される尾根部から、土坑P－５３を切り直交するかた

ちでベルトを設定し、厚真川に向かう緩斜面の土層堆

積を観察した。K・L区の１８ラインにかけては基本層序

に近い土層堆積で、調査区境界の土層断面にTa−b/

Ta−cが安定して観察された（図Ⅲ－３左）。この断面で

はプライマリーなⅦ層が土坑の下位辺りから姿を現し、

土坑の掘削がTa−d中層で止められている事がわかる。

東西ベルトの延長線上のNラインまでは同様の堆積が続

く。しかし、Pラインから厚真川河原にかけては、低位

地形となり、洪水氾濫堆積により縄文時代晩期の土層

がパックされていたため、用水路によって地形の改変

が行われる以前は、NからPラインまでの間で、急峻な

段差的斜面（崖地形）が形成されていた可能性がある。

３．調査の方法
並行して走る道道２３５号線は厚幌ダム関連工事の為、工事車両が往還し隣接する道路との安全対策などを考慮に

いれて発掘計画をたてた。周囲を水田に囲まれ、調査区内に排土の置き場を確保しながらの調査であったため、

重機を用い南側調査区から北側堤防道路沿いに何度かに分けて排土を堆積し、北側調査区の工事区域に、南側調

査区の排土をキャリアで運び貯める手順で表土の除去を行った。まず調査区の現況が、宅地と畑地・造園地であ

るため、表土除去の際、庭木と笹を伐採することから開始した。庭木は重機で抜根すると遺物包含層を痛めてし

まう可能性があるため、根株を残して周辺を除去した。調査区中央Pライン以南の低位部では、用水路跡の埋戻し

土から多量に縄文時代晩期の遺物が包含される状態で（そのためにⅠ層・撹乱の遺物点数が膨大なものとなって

いる）、一部表土層は人力により除去し遺物の回収に努めた。調査前から宅地進入口の法面が崩れ、包含層が地表

面に露出していることが確認できた。包含層調査中に遺構とみなされる平面形を確認できた場合は、その短軸方

向に土層観察用の土手（ベルト）を設定し掘り下げる事を基本とした。何分傾斜地であるため作業足場の安全性

の確保に努めた。全ての遺構は、縮尺１／２０で平面図・立面図・土層断面図を作成した。調査区内の遺物について、

人骨など微細図が必要なものは縮尺１／１０で作成した。土坑・包含層の一部の遺物については、出土位置のX、Y

座標を計測し、高さ・出土層位を記録した。土坑の坑底、焼土の土壌は可能な限り土壌サンプルを採取し、微細
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図Ⅲ－１ 調査区設定図１

図Ⅲ－２ 調査区設定図２

図Ⅲ－３ 基本土層図
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図Ⅲ－４ メインセクション図

図Ⅲ－５ メインセクション設定図（調査区現況）
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４．整理の方法
（１）土器

現地と江別（センター）では、遺物を水洗、乾燥後

に、遺物台帳と遺物カードを作成し、遺物に注記作業

を行った。注記は朝日遺跡を「アサ」と略記し、遺構・

調査区名、出土層位、遺物番号の順で可能な限り簡略

して記入した。当初の３万点の遺物予想点数を上回り、

約６０万点の遺物が出土したため、現地での一次整理を

全て行うことが困難になり、江別に遺物を搬送し、現

地と並行して整理作業を行った。現場終了後に整理作

業所に場所を移り、一次整理を行った。第１次現地調

査が１１月９日まで及んだので洗い残した大半の遺物は、

厚真町内の農協倉庫に保管し、第２次現地調査の２月

分を合わせて、次年度に水洗し上記と同様の手順を終

えたものを順次江別のセンターに運び込んだ。二次整

理では、接合作業と並行して各破片の個体識別に努め、

分類・変更等の精査を行った。土器の接合復元作業で

は、遺構内、遺構間、遺構周辺の包含層との接合関係

の把握に努めた。実測図の作成にあたっては、残存率

が高く個体の特徴がよく表れる面を正面としている。

破片資料は、遺跡の内容をよく表すもの、特徴的なも

のを拓影に選別し、より多くの資料の掲載に努めた。

（２）石器

石器は遺構出土と包含層出土に分け、遺構から出土

したものは遺構単位で、包含層は分類別に整理し収納

した。剥片は石材ごとに分け、接合作業をおこなって

いる。接合資料については接合台帳と接合図を作成し

た。報告書掲載遺物は、遺構・包含層から良好な残存

状況で、特徴的形態をよく表すものを選別し、図化・

撮影作業をおこなった。図化の際には、「長さ」・「幅」・

「厚さ」・「重さ」の計測をおこない一覧表に示している。

また、必要に応じて観察の所見を述べている。

（３）微細遺物

微細遺物は土壌のフローテーション及び水洗選別に

より得られた。肉眼で判別できるものと実体顕微鏡（倍

率×２０）を通して選別できるものの二段階で作業をお

こなっている。動物遺存体、炭化植物種子については、

同定作業をパレオ・ラボ社に依頼した。

（４）図面・記録類

これらの作業と並行し遺物分布図の作成、接合関係

図の作成、遺物台帳のデータベース化、集計作業を行っ

ている。写真撮影は基本的に掲載遺物全点について行っ

た。整理作業の終了した遺物は、報告書掲載資料、遺

構、発掘区（包含層）に分けて収納を行っている

５．遺物の分類
（１）土器

出土した資料には縄文時代早期から晩期の各時期お

よび続縄文時代に属するものがある。現地整理の段階

から土器は便宜的に、縄文早期をⅠ群、前期をⅡ群、

中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期をⅤ群、続縄文時代を

Ⅵ群、擦文時代をⅦ群と分類し、各群の前半をａ類・

後半をｂ類。或は前葉をａ類、中葉をｂ類、後葉をｃ

類としている。

�分類（道央部版）
Ⅰ群 縄文時代早期に属する土器群

ａ類 貝殻文が施されるもの。

ｂ類 縄文・撚糸文・絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼

付文等の施されているもの。

Ⅱ群 縄文時代前期に属する土器群

ａ類 縄文の施された丸底、尖底を特色とするもの。

美沢３式、綱文式、トビノ式、静内中野式に相

当するもの。

ｂ類 円筒下層式に併行するもの。フゴッペ貝塚式、

植苗式、大麻Ⅴ式、宮本式、シュブノツナイ式

に相当するもの。

Ⅲ群 縄文時代中期に属する土器群

ａ類 円筒上層式に併行するもの。萩ケ岡１式・２式、

厚真Ⅰ式に相当するもの。

ｂ類 中期後半に属するもの。天神山式、柏木川式、

北筒式（トコロ６類）、煉瓦台式に相当するもの。

Ⅳ群 縄文時代後期に属する土器群

ａ類 余市式、タプコプ式、手稲砂山式、入江式に相

当するもの。

ｂ類 ウサクマイC式、手稲式、ホッケ澗式、船泊上層

式、エリモB式に相当するもの。

ｃ類 堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

Ⅴ群 縄文時代晩期に属する土器群

ａ類 大洞B式、BC式に相当ないし併行するもの。上

ノ国式、東三川式に相当するもの。

ｂ類 大洞C１式、大洞C２式に相当ないし併行するもの。

美々３式、ママチⅠ・Ⅱ群に相当するもの。

ｃ類 大洞A式、大洞A′式に相当ないし併行するもの。

タンネトウL式、氷川式、ママチⅢ・Ⅳ・Ⅴ群に

相当するもの。

Ⅵ群 続縄文時代に属する土器群

遺物の選別を目的としたフローテーション作業を行った。包含層の遺物については、４×４m升のグリット毎に取

り上げ出土位置の把握に努めた。写真による記録についてはデジタル一眼と４×５インチ判、６×７インチ判を

用い、６×７フィルムはモノクロ、リバーサルを基本とし、簡易デジタルカメラも補助として用いた。
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ａ類 砂沢式・二枚橋式に併行するもの。汐見式に相

当するもの。

ｂ類 アヨロ２・３類に相当するもの。

ｃ類 江別太１～３式、後北B式、後北C１式、後北C

２－D式に相当するもの。

ｄ類 宇津内Ⅱa式・Ⅱb式に相当するもの。

ｅ類 北大Ⅰ～Ⅱ式に相当するもの。

Ⅶ群 擦文時代に属する土器群

ａ類 北大Ⅲ式に相当するもの。

ｂ類 十勝茂寄式に相当するもの。

ｃ類 擦文「前期」に相当するもの。

ｄ類 擦文「中期」に相当するもの。

ｅ類 擦文「後期」に相当するもの。

Ⅷ群 中・近世の陶器（今回は出土していない）。

（２）石器

以下の通りに分類した。

石鏃

両面調整の剥片で三角の尖頭部を持つもの。無茎鏃、
有茎鏃
石槍

厚みのある素材に押圧剥離や平坦剥離による加工を施
した両面調整の剥片で、三角の尖頭部を持つ長軸５cm
以上のもの。
両面調整石器

槍先・ナイフ等の用途が考えられ、平坦剥離で両面を
調整するものでその用途を明確にできなかったもの。
石錐

対象物に孔をあけ得る刺突部持つもの。
つまみ付きナイフ

剥片の一端に紐かけ的つまみ部を持つもの。
スクレイパー

剥片の縁辺に急角度の刃部を作り出している石器で上
記の分類に当てはまらないもの。形態は様々で、縦長
剥片、横長剥片、刃部がV字状のもの、湾曲したもの、
三角形のもの、円形のもの。
ヘラ状石器

剥片の縁辺に急角度の刃部を作り出している石器で形
状がヘラ形に類するもの。
フレイク

石器製作時に出た石片。二次的な剥離をうけていない
もの。チップも含める
Rフレイク

剥片に２次加工が施されるが、用途と形態が不明確な
もの。
Uフレイク

フレイクの中で使用痕のあるもの。
石核

石器母材から剥片を取ったあとに残ったもの。
石斧

礫素材の一端に研ぎ出された、主に両刃の刃部をもつ
もの。小型の石ノミ状のものも含める

たたき石

礫を素材とし、素材の主面、または側面に敲打痕をも
つもの。
すり石

礫素材の石器で主面、または側面にすり痕をもつもの。
いわゆる「北海道式石冠」もすり石に分類している
扁平打製石器

礫素材の石器で主面、または側面にすり痕をもつもの。
形状が扁平なもの。
石鋸

断面幅の狭い礫・礫片を素材とし、端部に擦痕があり
機能部の断面形がV・U字状となるもの。
砥石

石器等を研磨するのに使われたもの。いわゆる「矢柄
研磨器」も砥石に分類している
有溝砥石

先端鋭利な道具を研磨するのに使われたもの。
台石・石皿

礫を素材とする石器のうち大型で敲打痕、すり痕があ
り尚且つそれが受動的と解釈できるもの。
石錘

扁平な礫の両端部を打ち欠き対となる抉りをもつもの。
石製品

上記の分類以外で、何らかの目的である形に整形した
もの。岩偶を含める
礫

遺跡内で出土する礫はすべて取り上げた。また、遺跡
内で本来礫が存在し得ない場所で礫が出土した場合、
人為的な持ち込み品として有意の礫に区別した。
（３）骨角製品・金属製品

これらについては、出土量が少ないため、分類項目
は設けなかった。
今回の報告書について、Ⅲ章から２段組みの変則的
な体裁となった。調査面積に対して３００頁超を希望する
事は難しいと意見があり、頁数制約内での圧縮に努め
た為、このような様式となったことを御理解願いたい。
報告書予算確保に努力して頂いた原因者、および当セ
ンターの部長と業務課の皆様に、ご迷惑をおかけした
事に対し深くお詫びすると共に、心より感謝申し上げ
る次第である。 （冨永）
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Ⅳ章 遺構

１．調査区の概要［図Ⅳ－１～６］
調査区は、厚真川中流域の右岸、標高２２～２６mの河岸段丘上の、北東から南西方向に、川に向かって緩く傾斜す

る緩斜面部分に立地する（図Ⅳ－７－１）。前章で示した調査区２６・２７ライン（図Ⅲ－１）からは河川堤防に向かっ

て東西方向に縦断するアクセス路があり、この道路によって、遺跡は北側調査区（図Ⅳ－１）と南側調査区（図

Ⅳ－３～６）の２つに分けられる。北側調査区は工事等（堤防アクセス路盛土）の撹乱により包含層は殆ど残っ

ていないが、縄文時代晩期の遺物が僅かながら出土している。包含層の残存する南側調査区では縄文時代後期末

から、晩期前半にかけての遺構が検出された（図Ⅳ－２）。調査区内では、川に向かう緩い傾斜と直交する形で、

旧早来厚真軌道設置工事による撹乱と（低位部縁辺を横切り、P－１８は土坑内に杭根が残る）、東西方向に灌漑用

水路跡が遺跡を横断する（図Ⅳ－３）。その用水跡を埋め戻す為に削平された人工的な段差を境界として、段差の

北東側を高位部（段丘上位のテラス地形）、南西側を低位部（段丘下位）と呼称している（図Ⅳ－４）。また、南

側調査区の１９ライン付近は、厚真川に向かって南北に縦断する別の用水路の痕跡があり、縄文時代の包含層が部

分的に撹乱を受けている。人骨が検出されたP－２～６・１１・１２周辺では、遺構の上部構造は削平された状況だっ

た（図Ⅳ－６）。また、１８～２０ラインで沢地形が確認された（図Ⅳ－５）。遺構検出面Ⅴ層の標高は、西側の高い

部分で２７．００m、東側の低い部分では２２．００mからなり、調査後の最終面は２６．５０mから２１．５０mの範囲である。

２．遺構の概要
縄文時代晩期初頭から続縄文時代中葉、そして擦文時代後半にかけての遺構・遺物が検出された。遺構は、竪

穴式住居跡（H）は検出されなかったが、土坑（P）６９基、うち「墓壙」と考えられるもの６７基、落し穴（TP）２

基、焼土（F）４６か所、小柱穴（SP）１０か所、獣歯集中１か所、木質粘土集中１か所、獣骨の骨片集中１か所、遺

物集中２か所が検出された。出土した遺物は約６０万点である。その内訳は、土器が約３２万点、石器は約８万点、

その他獣骨・土製品・炭化物等が約２０万点である。土器のうち出土地別の内訳は、遺構からは約３万点、包含層

から約２９万点である。獣骨焼骨小片約１７万点は遺構から１０万点、包含層から７万点で、特に焼土から８万点が出

土している。土坑ほぼすべてが墓壙として利用されていたと考えられ、包含層からも、焼けた夥しい数の獣骨小

片や、土器・石器・土製品が出土すること事から、今回調査区は墓域にあたる範囲の一部を調査したと考えられ

る。

土坑（P）［図Ⅳ－６・１１］

今回出土した土坑（晩期６２基、続縄文時代５基、ア

イヌ期２基）の大多数は、出土土器から縄文時代晩期

前半に位置するものである。用水路埋戻し部分の土砂

から多くの遺物が出土するため、検出された土坑以外

にも土坑が存在したと推測される。続縄文時代の土坑

は河川氾濫の堆積土を切って構築されたと考えられる

が表層除去の際に削平してしまったので、上部構造は

確認できていない（図Ⅳ－７－２）。人骨が出土した晩

期土坑は１８基確認された。骨が比較的良好に出土した

土坑は１基（P－４７）、粘土状骨痕が確認できたものは

９基あるが、晩期はP－２・６・２２・３１・３６・３８・４４・

４７・６９の９基。更に、エナメル質の歯冠部のみが残る

ものがP－３４・３９・４５・４６・４８・５０・５９・６３・６８の９基

である。人骨については札幌医科大学教授・松村氏に

年齢性別の鑑定を、また、東京大学博物館・米田穣氏

には炭素・窒素安定同位体比で食性分析をして頂いた。

DNA鑑定については人骨の劣化著しくDNA分析の益な

しと判断した。縄文時代晩期前半の土坑については、

長軸が１m、短軸が０．７m程の楕円形のもの、長軸・短

軸ともに１．２m程の円形のもの、２種類が混在していた。

断面が確認されたものの中でフラスコ状を呈するもの

は７基である。�土坑の上屋構造、もしくは木棺の腐
食為に、上部覆土が崩落した落ち込みが確認されたも

の（晩期P－４７、続縄期P－２０）。�落ち込みの中央部で
鹿角・鹿顎が残存していたもの（P－１・３８・４７・６１）。

�特徴ある副葬品が埋葬されていたもの。晩期では７
基、続縄文前期後葉では５基である。�ベンガラ状の
痕跡が坑底部付近で確認されたもの（P－３４・４４・４７・

６８）。以上の４つの特徴があげられる。そして、特筆す

べき点は、８体が埋葬されていたとみられる縄文時代

晩期の合葬墓（調査者によると、最大１１体の可能性が

あるとされる）が検出されたことである（P－６９）。

�土坑の落ち込みについては、縄文時代晩期のP－４７

では、Ⅳ層の火山灰除去の際に火山灰が落ち込みの部

分にのみ堆積していることが確認できた。この晩期初

頭の土坑の落ち込みはママチ遺跡の調査からも指摘さ

れてきた事である。坑底部に柱穴状の小ピットが確認

され、余市町大川遺跡の縄文時代晩期後半の土坑墓で

は実際に木廓が出土しており、これは縄文時代晩期前
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半まで遡れる葬制と解釈できる。続縄文時代P－２０の場

合は、木棺が腐食により消失した痕跡と考えられる土

層の堆積構造がみられた（カラー図版７）。厚真川氾濫

による泥と砂の堆積中に構築された為、砂が土坑壁と

木棺板壁に沿って空隙に落ち込み、周囲の砂層との境

界に木棺の形状を残しているとみられた。また、副葬

品の鉄製品が不安定な向きで出土したことから、これ

は腐食により蓋上に置かれた遺物が落下し、脆くなっ

た金属製品が折れたものと考えられる。�前述したP

－４７の落ち込み中央に鹿角が残存した件については、

他の土坑覆土中からも鹿の顎骨や（P－３８・６１）、鹿歯

が多く検出されたことから（P－１・３・５）、鹿の頭

部を埋葬後に標柱として設置し、「墓壙」の存在を示し

たと推測される（図Ⅶ－２まとめ�）。
�に含まれる漆塗り製品については３基の土坑で確

認された。そのうちP－４７は腕輪が、右腕の上腕部と前

腕部に一つずつ装着された状態で出土した。P－４４では

リング状の赤色痕跡のみで膜はほぼ溶けた状態で出土

した。P－３６は頭蓋骨直下から漆膜片が出土し髪飾り

（櫛）と推測される。ヒスイ製石製品は２基から出土し、

P－３６からは勾玉が。P－５０からは丸玉が出土している。

撹乱から出土したヒスイ製勾玉（長さ４㎝・幅２．２㎝・

厚さ０．９０㎝）についても副葬品として埋納されたもの

であろう。また、遺構外からはアオザメの歯（カラー

図版３５）が出土している。これは恵庭市カリンバ３遺

跡や、千歳市ママチ遺跡の類例から、副葬品として埋

葬されていたものが、掘り起こされたと考えられる。

続縄文時代の土坑では、副葬品に鉄製品が出土した

ものは３基（P－１４・１８・２０）である。そのうちの１基

（P－１８）では片口土器が２点、土坑に付属する袋状ピッ

トに埋設されていた。紺色・青色のガラス製の平玉が

出土した土坑は２基（P－１８・２５）、緑泥石岩製の平玉

が出土した土坑は２基（P－１４・P－１８）、コハク製石製

品が出土した土坑は２基あり、垂玉がP－１８、丸玉はP

－１７から３点出土している。袋状ピットの事例は後北

C２・D式土器の時期にあり、恵庭市柏木B遺跡P－３６、

札幌市S１５３遺跡のP－５０２、石狩市八幡町遺跡ワッカオ

イD地点のP－９・１１・１６・１７・２０・２１・２４・２７や、小

樽市蘭島餅屋沢遺跡１２、P－４５A等、に見られる土坑の

長軸片側壁面と底面の境に袋状土坑が造られる。北大

Ⅰ・Ⅱ式期には床面袋状土坑の事例はない。以降は、

土坑の壁面中腹に袋状ピットが付属する形態へと移行

する。

アイヌ期とした２基（P－４・１３）は道道２３５号線に

近く、覆土にⅡ層が多く含まれる。時期が明瞭な遺物

が出土しなかったことから、電柱アンカー跡等の撹乱

の可能性がある。

落し穴（TP）［図Ⅳ－５２］

Tピットは南側調査区で２基検出された。N２０区で検

出されたTP－１は、沢状地形の中央部に並行に造られ

ている。近代の井戸がTP－１の北側に造られているこ

とから、伏流水の流路上にも位置していたと推測され

る。TP－２はL１１区の緩斜面上にあり、晩期の土坑P

－６６を切っている。続縄文時代の墓坑はTP－１よりも

南側の低位部に分布することから、続縄文時代の後半

から擦文期に構築された可能性がある。

焼土（F）［図Ⅳ－５３～７４］

調査区全体で、焼土は４６か所から検出された。高位

部で１８か所。低位部にて２８か所である。そのうち、低

位部北側に形成される焼土は２１か所である。これらの

うち２０か所は鹿歯集中、木質粘土集中に隣接して検出

されている。南側の低位部では計７か所の焼土が検出

された。焼土はⅤ層残存部分でのみ検出され、主にⅤ

層の上位層に集中することから縄文時代晩期前葉の焼

土と考えられる。

小柱穴（SP）［図Ⅳ－７５・７６］

１０か所で検出された。L～Nラインの高位部１４～１６区

に集中し、断面形は柱穴痕跡状であることから、高位

部のテラス状部分に、何かしら施設が造られていたか、

もしくは土坑の場所を示す標柱状の柱跡の可能性が考

えられる。

木質粘土集中［図Ⅳ－７７～８１］

粘土集中が１か所で検出された、粘土部に樹皮状の

膜が付着していたため、動物骨の粘土状の痕跡とは肉

眼的に分類される。獣歯集中が南側に隣接する。

獣歯集中［図Ⅳ－７７～７８］

鹿歯は低位部の広範囲で出土するが、P～Rラインの

１９～２１区に特に集中域がみられたので、獣歯集中１と

した。１か所から５０点検出された。範囲内からは漆膜

の痕２か所（カラー図版３４－１００・１０１）、イノシシの歯

も出土している。木質粘土集中の南側に位置する。

獣骨片集中［図Ⅳ－４９］

P－６９に重複し、獣骨の骨片が特別に多く集中する部

分があったため、獣骨片集中１とした。また、炭化材

の小片も土壌中に多く含まれていた。

遺物集中［図Ⅳ－８２］

遺物集中は２か所で検出された。高位部にて石斧原

材料の青トラ石のまとまり、低位部にて石斧原材及び、

フレイク（黒曜石のもの、チャートのもの）と、石器

作成前の素材が集められた遺物集中である。
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図Ⅳ－１ 北側調査区 現況地形図

図Ⅳ－２ 北側調査区 最終面地形図
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土坑（P）
P－１（図Ⅳ―１２、図版１―１、カラー図版９―２９・３０）
位置・立地：M・N２２区 削平された地山斜面の標高２３
m付近。（規模：１．０２／０．９３×０．９４／０．８３×０．１１m 平

面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。性格は墓壙と考えられる。
覆土：検出面が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣骨・
フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、一時
期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、フ
レイクなどの剥片石器、鹿の歯８８点や炭化物＊が出土し
た。坑底面で白色粉末化した粘土状の塊を検出した。
これは人骨が酸性土の影響で溶けたものと考えられる。
取り上げ：動物遺存体の保存状態は良好でなく脆弱な
ため、粘土部分の取り上げは断念した。土壌を採取し
フルイにかけて遺物を回収、残土は更に土壌水洗に掛
け遺物を精査した。
時期：遺構の出土遺物から判断すると、縄文時代晩期
に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）
＊炭化物（Asa−１ １４C年代、３，０３０±３０yrBP）縄文時代晩期の
値がえられた

P－２（図Ⅳ―１３、図版１―２、カラー図版１０―３１～１１―３３）
位置・立地：N２１・２２区 削平された地山斜面の標高２３
m付近。（規模：０．９４／０．４９×０．９１／０．４５×０．１０m 平

面形：楕円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。性格は墓壙と考えられる。人骨の
頭位方向は北東方向。仰臥屈葬と考えられる。
覆土：削平を受けていたため検出面が土坑の下層中で
あるが、覆土に獣骨・フレイク・礫が出土する。覆土
の状況から、一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。坑底面で白色
粉末化した表層の下位から粘土状の人骨が出土した。
取り上げ：動物遺存体（人骨）の保存状態は良好でな
く脆弱なため、土圧で潰れた頭蓋骨部分からサンプル
を採取後、水溶性ボンド・バインダーを併用し応急的
な保存処理を行いながら取り上げた。土壌を採取しフ
ルイにかけ遺物を回収、残土は更に土壌水洗に掛けた。
人骨の状況：歯は上顎骨・下顎骨に植立状に並んで出
土するが、歯根部は残存せず、衝撃を与えれば歯冠部
は遊離する状況である。遺構の位置は厚真川の氾濫部

に影響される低位部にあり、土層の堆積状況から縄文
時代晩期末には人骨は水に浸かされた状況だったと推
測される。DNA分析に適する歯根部・肋骨は残存せず、
脊椎骨は粘土化しているため、分析には適さないと判
断した。頭蓋骨の破片はサンプルとしてポリプロピレ
ンのタッパー密閉容器に入れ保管し、持ち帰ったその
他の部位はバインダーにより強化し崩壊しないように
保存処理した。
時期：遺構の出土遺物から判断すると、縄文時代晩期
に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－３（図Ⅳ―１４、図版１―３、カラー図版３０―７５）
位置・立地：N２１区 削平された地山斜面の標高２３m
付近。（規模：１．００／０．８７×０．９６／０．８４×０．１０m 平面

形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。性格は墓壙と考えられる。
覆土：削平を受けていたため検出面が土坑の下層中で
はあるが、覆土に獣骨・フレイク・礫が密に出土する。
覆土の状況から、一時期に埋め戻されたものと推測さ
れる。
遺物出土状況：覆土中から、突瘤文や爪形文の施され
たⅤ群の土器片、石鏃、スクレイパーなどの剥片石器
が出土した。坑底面で白色粉末化し粘土状の塊を検出
した。これは人骨が酸性土の影響で溶けたものと考え
られる。
取り上げ：動物遺存体の保存状態は良好でなく脆弱な
ため、粘土部分の取り上げは断念した。土壌を採取し
フルイにかけて遺物を回収、残土は更に土壌水洗に掛
け遺物を精査した。
時期：遺構の出土遺物から判断すると、縄文時代晩期
に所属するⅤ群土器（突瘤文）の時期である。（冨永）

P－４（図Ⅳ―１４、図版１―４・３―１８）
位置・立地：L２３区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．５８／０．５７×０．３１／０．３９×０．２４m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅢ層上面で白色火山灰
（Ⅱ層・Ta−b）のまとまりを検出した。土層の堆積を観
察するため、半割して調査した。土層断面から壁の立
ち上がりを確認し遺構と判断した。坑底はボール状で、
壁は緩く立ち上がる。性格は不明。
覆土：Ⅲ層を主体とする、上層はTa−bの自然堆積層で
ある。
遺物出土状況：覆土中から褐色サビに浸食された用途
不明金属製品が出土したが、取り上げの際に崩壊した。
時期：遺構周辺の状況から判断すると、アイヌもしく
は擦文期に所属する。 （冨永）
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P－５（図Ⅳ―１５、図版１―５）
位置・立地：N２１区 削平された地山斜面の標高２３m
付近。（規模：１．１１／０．９０×０．９４／０．８０×０．０９m 平面

形：楕円形）
確認・調査：グリット調査中にⅥ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁は緩く
上方に立ち上がる。性格は墓壙と考えられる。
覆土：削平を受けていたため検出面が土坑の下層中で
はあるが、覆土に獣骨・フレイク・礫が密に出土する。
覆土の状況から、一時期に埋め戻されたものと推測さ
れる。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。坑底面で白色
粉末化した粘土状の塊を検出した。これは人骨が酸性
土の影響で溶けたものと考えられる。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－６（図Ⅳ―１６、図版１―６・７、２―９、カラー図版１１―３４
～１２―３７）
位置・立地：M２２区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．８０／（０．４８）×０．６９／（０．３３）×０．４０m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中、用水路の法面として掘
削された斜面に切られたⅦ層（Ta−d）面で黒褐色土の
まとまりを検出した。土層の堆積を観察、遺構と判断
し、調査した。坑底は平坦で、壁はほぼ直角に立ち上
がる。性格は墓壙と考えられる。人骨の頭位方向は西
方向。仰臥屈葬と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパー、たたき石などの礫石器、鹿の歯２点、炭
化材＊が出土した。坑底面で白色粉末化し粘土状の塊を
検出した、これは人骨が溶けたものと考えられる。
取り上げ：動物遺存体（人骨）の保存状態は良好でな
く脆弱なため、辛うじて土圧で潰れていない頭蓋骨の
上顎右中切歯部分からサンプルを採取後、頭部は出土
直後から左側頭部付近が陥没を始めたため（内部が中
空によるものか）、形状を維持するためにパラロイド
B―７２の５％溶液を塗布、他の部分は水溶性ボンド・バ
インダーを併用し応急的な保存処理を行い強化しなが
ら取り上げた。周辺の土は採取しフルイにかけて遺物
を回収、残土は更に土壌水洗に掛けた。
人骨の状況：歯は上顎骨・下顎骨に植立状に並んで出
土するが、歯根部は残存せず（サンプル採取時確認・
歯冠鑑定時にも上下顎骨で再確認）、衝撃を与えれば歯
冠部は遊離する状況である。遺構の位置は厚真川の氾

濫部に影響される低位部にあり、土層の堆積状況から
縄文時代晩期末には人骨は水に浸かされた状況だった
と推測される。また調査区を縦断する用水路跡の直下
にあり、少なからず水漬きにあったことが推測される。
DNA分析に適する歯根部は残存せず、肋骨・脊椎骨は
粘土化しているため、分析には適さないと判断した。
頭蓋骨から採取した切歯はサンプルとしてチャック付
ポリ袋に入れ、ポリプロピレンの密閉容器に保管し、
持ち帰ったその他の部位はバインダーにより強化し崩
壊しないように保存処理した。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）
＊炭化材（Asa−２ １４C年代、２，９２０±３０yrBP）縄文時代晩期の
値が得られた

P－７（図Ⅳ―１７、図版１―８）
位置・立地：M２４区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．７０／０．６６×０．５８／０．５８×０．１１m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁は南側
ほぼ直角、北側は緩く上方に立ち上がる。性格は不明。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に土
器片・ベンガラが密に出土する。覆土の状況から、一
時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、突瘤文や爪形文の施され
たⅤ群の土器片、石鏃、スクレイパー、たたき石など
の礫石器、鹿の歯１９点が出土した。
時期：遺構の出土遺物から判断すると、縄文時代晩期
に所属するⅤ群土器（突瘤文）の時期である。（冨永）

P－８（図Ⅳ―１８、図版２―１０）
位置・立地：M１５区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
１．３５／１．０９×１．１６／０．９８×０．３６m 平面形：円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。東西方向で半割し
掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断
した。坑底は平坦で壁は急に立ち上がる。性格は不明。
覆土：Ⅴ層を主体とする、自然堆積層である。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパー、たたき石などの礫石器、鹿の歯３３点が出
土した。
時期：遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期Ⅴ群（爪
形文）土器の時期である。 （村田）

P－９（図Ⅳ―１８・２１、図版２―１２～１４）
位置・立地：M２４区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
１．３６／（１．１５）×０．９１／（０．５２）×０．６６m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
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ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁は上方
に緩くに立ち上がる浅鉢状である。性格は不明。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土中に
てチャート質フレイク・石鏃・スクレイパーが集中し
て出土した。覆土の状況から一時期に埋め戻されたも
のと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。
時期：P－１９を切ることからP－９が新しい。遺構周辺
の出土遺物から判断すると、縄文時代晩期に所属する
Ⅴ群土器の時期である。 （冨永）

P－１０（図Ⅳ―１９、図版２―１１）
位置・立地：P２２区 標高２１m付近。（規模：（１．００）／
（０．９１）×（０．９１）／（０．５２）×（０．６６）m 平面形：楕円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、調査区外周の壁面を利用して半割し調査した。
土層断面から壁の立ち上がりを確認し遺構と判断した。
坑底は平坦で、壁はほぼ直角に立ち上がる。性格は不
明。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパー、たたき石・台石などの礫石器が出土した。
坑底面で白色粉末化し粘土状の塊を検出した。これは
人骨が溶けたものと考えられる。
時期：晩期末の氾濫堆積土壌の直下で検出されること、
遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代晩期に
所属するⅤ群（爪形文）土器の時期である。 （冨永）

P－１１（図Ⅳ―１９、図版２―１５）
位置・立地：N２２・２３区 標高２３m付近の緩斜面。（規
模：０．８０／０．７７×０．７４／０．７３×０．０６m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は傾斜気味に平坦で、
壁はほぼ直角に立ち上がる。性格は墓壙と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。坑底面で白色
粉末化し粘土状の塊を検出した。これは人骨が溶けた
ものと考えられる。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－１２（図Ⅳ―２０、図版２―１６・３―１７、カラー図版３０―７４）
位置・立地：O２０区 標高２３m付近の緩斜面。（規模：
０．６３／（０．４８）×０．５３／（０．４１）×０．０５m 平面形：楕円
形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。性格は墓壙と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパー、台石などの礫石器が出土した。坑底面で
日高地方の広義の意味での青トラ石（石英質片岩）の
台石（石枕か）を検出した。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－１３（図Ⅳ―２０、図版３―１８）
位置・立地：L２３区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．５５／―×０．５０／―×０．２５m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅢ層上面で白色火山灰
（Ⅱ層・Ta−b）のまとまりを検出した。土層の堆積を観
察するため、半割して調査した。土層断面から壁の立
ち上がりを確認し遺構と判断した。坑底はボール状で、
壁は緩く立ち上がる。性格は不明。
覆土：Ⅲ層を主とするⅡ層（Ta−b）との混合土である。
遺物出土状況：遺物は出土していない。
時期：遺構周辺の状況から判断すると、アイヌもしく
は擦文期に所属すると考えられる。 （冨永）

P－１４（図Ⅳ―７・８、カラー図版５―１１）
位置・立地：P２１・２２区 標高２３m付近の緩斜面。（規
模：１．２８／０．６５×１．１７／０．５８×０．２７m 平面形：楕円
形）
確認・調査：グリット調査中にⅤ層上面で、土石流堆
積物の砂とⅣ層（Ta−c）の混合土のまとまりを検出し
た。土層の堆積を観察するため、半割して調査した。
土層断面から壁の立ち上がりを確認し遺構と判断した。
坑底は平坦で、壁はほぼ直角に立ち上がる。性格は墓
壙と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土の状
況から、一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：坑底付近の覆土からビーズ玉が砂粒に
混じり出土する。坑底面で白色粉末化し粘土状の塊を
検出した。これは人骨が溶けたものと考えられる。ま
た土坑中央部分、胸元付近で金属製品が出土した。
取り上げ：動物遺存体の保存状態は良好でない。土壌
を採取しフルイにかけて遺物を回収、残土は更に土壌
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水洗に掛けた。土壌＊gに対して、＊gの炭化材と滑石
製臼玉が１点得られたが、次年度の土壌水洗担当者の
現地判断により廃棄された為、サンプルは存在しない。
人骨の状況：遺構の位置は厚真川の氾濫部に影響され
る低位部にあり、土層の堆積状況から続縄文時代の人
骨は水に浸かされた状況だったと推測される。DNA
分析に適する歯根部・肋骨・脊椎骨は残存せずほぼ粘
土化しているため、分析には適さないと判断し、歯冠
部も見当たらない為粘土部分は取り上げていない。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、続縄文時
代末葉に所属するⅥ群土器の時期である。 （冨永）

P－１５（図Ⅳ―２０、図版３―１９）
位置・立地：P２１区 標高２２m付近の緩斜面。（規模：
０．６４／０．６０×０．４８／０．４６×０．１２m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、南壁はほ
ぼ直角に立ち上がり、北壁は斜上方に立ち上がる。性
格は不明。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。中央付近に
木根痕による撹乱がみられた。
遺物出土状況：覆土中から、突瘤文や爪形文の施され
たⅤ群の土器片、石鏃、スクレイパーなどの剥片石器、
鹿の歯８点が出土した。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代晩
期に所属するⅤ群（突瘤文）土器の時期である。（冨永）

P－１６（図Ⅳ―２０）
位置・立地：P２１区 標高２３m付近の緩斜面。（規模：
０．７７／０．６５×０．６９／０．５８×０．２６m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅤ層上面でⅣ層のまと
まりを検出した。土層の堆積を観察するため、半割し
て調査した。土層断面から壁の立ち上がりを確認し遺
構と判断した。坑底は平坦で壁はほぼ直角に立ち上が
る。性格は不明。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－１７（図Ⅳ―７・８、カラー図版５―１２）
位置・立地：P・Q２１区 標高２２m付近の緩斜面。（規
模：１．１５／０．７６×１．０４／０．６８×０．１９m 平面形：楕円

形）
確認・調査：グリット調査中にⅤ層上面で、土石流堆
積物の砂・粘土とⅣ層（Ta−c）の混合土のまとまりを
検出した。土層の堆積を観察するため、半割して調査
した。土層断面から壁の立ち上がりを確認し遺構と判
断した。坑底は平坦、壁はほぼ直角に立ち上がる。性
格は墓壙と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土の状
況から、一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：坑底付近の覆土からコハク玉が砂粒に
混じり出土する。坑底面で白色粉末化し粘土状の塊を
検出した。これは人骨が溶けたものと考えられる。
取り上げ：動物遺存体の保存状態は良好でない。土壌
を採取しフルイにかけて遺物を回収、残土は更に土壌
水洗に掛けた。
人骨の状況：遺構の位置は厚真川の氾濫部に影響され
る低位部にあり、土層の堆積状況から続縄文時代の人
骨は水に浸かされた状況だったと推測される。DNA
分析に適する歯根部・肋骨・脊椎骨は残存せずほぼ粘
土化しているため、分析には適さないと判断し、歯冠
部も見当たらない為粘土部分は取り上げていない。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、続縄文時
代末葉に所属するⅥ群土器の時期である。 （冨永）

P－１８（図Ⅳ―７・８、カラー図版５―１３～６―２０）
位置・立地：Q２０・２１区 標高２２m付近の緩斜面。（規
模：１．１４／０．７２×（０．１０）／０．５７×０．１８m 平面形：楕円
形）
確認・調査：グリット調査中にⅤ層上面で、土石流堆
積物の砂・粘土とⅣ層の混合土のまとまりを検出した。
土層の堆積を観察するため、半割して調査した。土層
断面から壁の立ち上がりを確認し遺構と判断した。坑
底は平坦で、壁はほぼ直角に立ち上がる。性格は墓壙
と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土の状
況から、一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：石鏃、石錐などの剥片石器と、たたき
石等の礫石器が出土するが、土坑が晩期の文化面に掘
り込まれることから、壁の崩落や、凍上現象で縄文時
代晩期の遺物が混入したと考えられる。坑底付近の覆
土からビーズ玉が砂粒に混じり出土する。広く出土す
ることから散布されたものと推測される。坑底面で白
色粉末化し粘土状の塊を検出した。これは人骨が溶け
たものと考えられる。また土坑中央部分、胸元付近で
金属製品が出土した。覆土の炭化材＊を年代測定した。
取り上げ：動物遺存体の保存状態は良好でない。土壌
を採取しフルイにかけて遺物を回収、残土は更に土壌
水洗に掛けた。
人骨の状況：遺構の位置は厚真川の氾濫部に影響され
る低位部にあり、土層の堆積状況から続縄文時代の人
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骨は水に浸かされた状況だったと推測される。DNA
分析に適する歯根部・肋骨・脊椎骨は残存せずほぼ粘
土化しているため、分析には適さないと判断し、歯冠
部も見当たらない為粘土部分は取り上げていない。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、続縄文時
代末葉に所属するⅥ群土器の時期である。 （冨永）
＊炭化材（Asa−３ １４C年代、３，０００±３０yrBP）坑底面が構築さ
れた層の縄文時代晩期の値が出た。

＊刀子柄（Asa−８ １４C年代、２，９３０±２０yrBP）柄木片だが生木
のため土壌環境に影響されたか。

P－１９（図Ⅳ―２１、図版３―２０）
位置・立地：M２４区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
１．８８×１．３２／（１．２２）×（１．０４）／０．７６m 平面形：楕円
形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で壁はほぼ直
角に立ち上がる。性格は不明。形状は断面フラスコ状
を呈する。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器、たたき石や砥石、すり石
等の礫石器、鹿の歯１５点が出土した。フラスコ状の坑
底面からの立ち上がり部分で土器片と礫が壁に張り付
いた状態で出土した。
時期：P－９に切られることから、P－９よりも古い。
遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代晩期に
所属するⅤ群（爪形文）土器の時期である。 （冨永）

P－２０（図Ⅳ―７・８、カラー図版７―２１～８―２５・２８）
位置・立地：P２０区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
１．２８／０．９５×１．１１／０．８１×０．２３m 平面形：楕円形）
確認・調査：グリット調査中にⅤ層上面で、土石流堆
積物の砂・粘土とⅣ層（Ta−c）の混合土のまとまりを
検出した。土層の堆積を観察するため、半割して調査
した。土層断面から壁の立ち上がりを確認し遺構と判
断した。坑底は平坦で、壁は直角に立ち上がる。性格
は墓壙と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土の状
況から、一時期に埋め戻されたものと推測される。平
面観察では外縁に氾濫堆積物の砂質土が入り込み、断
面観察では中央部分の土層に対してほぼ直角に壁をつ
くることから、中央部分との境目には土留めの役割を
果たした木棺状の構造物が存在したと推測される。
遺物出土状況：坑底付近の覆土からビーズ玉が砂粒に
混じり出土する。坑底面で白色粉末化し粘土状の塊を
検出した。これは人骨が溶けたものと考えられる。ま

た土坑中央部分、胸元付近で金属製品と弓状炭化物＊が
出土した。北東側の金属製品はやや傾斜して出土し、
中央の金属製品は２つに分裂する。このことから、木
棺上に副葬された金属が劣化によりひび割れ、木質部
の崩壊とともに３つに分裂し転落堆積した状態で出土
したと推測される。
取り上げ：動物遺存体の保存状態は良好でない。土壌
を採取しフルイにかけて遺物を回収、残土は更に土壌
水洗に掛けた。
人骨の状況：遺構の位置は厚真川の氾濫部に影響され
る低位部にあり、土層の堆積状況から続縄文時代の人
骨は水に浸かされた状況だったと推測される。DNA
分析に適する歯根部・肋骨・脊椎骨は残存せずほぼ粘
土化しているため、分析には適さないと判断し、歯冠
部も見当たらない為、粘土部分は取り上げていない。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、続縄文時
代末葉に所属するⅥ群土器の時期である。 （冨永）
＊弓状炭化物（Asa−１ １４C年代、１，７６０±２０yrBP）続縄文時代
の値が得られた

P－２１（図Ⅳ―２１、図版３―２１）
位置・立地：Q１５区 標高２３m付近の緩斜面。（規模：
０．９８×（０．５２）／７．８０×（０．４）／（０．８）m 平面形：楕円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。調査区の南東壁に
かかっていたため、これを土層観察断面として掘り下
げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断した。
坑底は平坦で、壁は丸みを帯びて急に立ち上がる。人
骨は確認できなかったが、覆土が埋め戻されているこ
とから土坑墓の可能性がある。
覆土：Ⅴ層の黒褐色土とTa−d火山灰の明褐色土を主体
とする土壌で埋め戻されている。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、石
核、黒曜石製のフレイクなどが出土した。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群（爪形文）土器の時期である。 （越田・村田）

P－２２（図Ⅳ―２２、図版３―２２、カラー図版１３―３８・３９）
位置・立地：Q１６区 標高２３m付近の緩斜面。（規模：
１．０８／０．６８×０．８０／０．５０×（０．３４）m 平面形：楕円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。短軸方向で半割し
掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断
した。坑底は平坦で壁は急に立ち上がる。土坑墓であ
る。
遺物出土状況：覆土中からは、突瘤文や爪形文の施さ
れたⅤ群の土器片やフレイクが出土している。
人骨の状況：坑底付近で人骨が確認できた。残存状況
は非常に悪く、ほぼ骨粉状を呈しているが、骨の輪郭
は確認できる状態であった。人骨は四肢体幹部のみ残
存しており、体の大きさから成人と考えられる（第Ⅷ
章松村）。仰臥屈葬と考えられ、頭位は北東である。
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時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器（突瘤文）の時期である。 （越田・村田）

P－２３（図Ⅳ―２３、図版３―２３）
位置・立地：N７区 標高２３m付近の緩斜面。（規模：
０．８４／０．５６×０．８２／０．３２×（０．４２）m 平面形：楕円形）
確認・調査：Ⅴ層中で、にぶい褐色土がほぼ円形に堆
積していたことにより確認した。等高線に直行する方
向で半割し掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から
遺構と判断した。坑底面はⅦ層上位にある。坑底は皿
状を呈し、壁は急に立ち上がる。性格は不明。
覆土：Ⅲ層・Ⅳ層・Ⅴ層を主体とする、自然堆積層で
ある。Ⅲ層が多く混じることから、遺構の掘り込み面
はⅢ層中と考えられる。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片と黒曜石製
のフレイクが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の時期である。 （越田・村田）

P－２４（図Ⅳ―２３、図版３―２４）
位置・立地：L１６区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．８２／（０．７３）×０．６６／０．６４×０．３２m 平面形：円形）
確認・調査：Ⅳ層（Ta−c）除去後に遺構確認調査を行
い、Ⅴ層上面でにぶい褐色土がほぼ円形に堆積してい
たことにより確認した。長軸方向で半割し掘り下げた。
覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断した。坑底面
はⅤ層下位にある。坑底は平坦で、壁は急に立ち上が
る。性格は不明。
覆土：Ⅲ層・Ⅳ層・Ⅴ層を主体とする、自然堆積層で
ある。Ⅲ層が多く混じることから、遺構の掘り込み面
はⅢ層中と考えられる。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片などが出土
している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の時期である。 （村田）

P－２５（図Ⅳ―７・８、カラー図版８―２６～２８）
位置・立地：P２１区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
（０．６５）／０．２５×（０．５８）／０．２２×０．１７m 平面形：楕円
形）
確認・調査：グリット調査中にⅤ層上面と用水路の壁
際で、土石流堆積物の砂・粘土とⅣ層（Ta−c）の混合
土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察するため、
用水路で切られた断面を利用して調査した。土層断面
から壁の立ち上がりを確認し遺構と判断した。坑底は
平坦で、壁はオーバーハング気味に立ち上がる。性格
は墓壙と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土の状
況から、一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：坑底付近の覆土からガラス玉が砂粒に

混ざり出土する。白色粘土状の塊は見られず用水路の
水流の影響により残存し得なかったと推測される。
取り上げ：動物遺存体の保存状態は良好ではない。土
壌を採取しフルイにかけて遺物を回収、残土は更に土
壌水洗に掛けた。
人骨の状況：遺構の位置は厚真川の氾濫部に影響され
る低位部にあり、昭和期の農業用用水路にも切られ、
土層の堆積状況から続縄文時代の人骨は水に浸かされ
た状況だったと推測される。DNA分析に適する歯根部・
肋骨・脊椎骨は残存せずほぼ粘土化しているため、分
析には適さないと判断し、歯冠部も見当たらない為粘
土部分は取り上げていない。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、続縄文時
代末葉に所属するⅥ群土器の時期である。 （冨永）

P－２６（図Ⅳ―２３、図版４―２５）
位置・立地：K１７区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．９８／０．９３×０．８４／０．８１×０．２５m 平面形：円形）
確認・調査：Ⅳ層（Ta−c）除去後に遺構確認調査を行
い、Ⅴ層上面でにぶい褐色土がほぼ円形に堆積してい
たことにより確認した。長軸方向で半割し掘り下げた。
覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断した。坑底面
はⅤ層下位にある。坑底は平坦で、壁は急に立ち上が
る。性格は不明。
覆土：Ⅲ層・Ⅳ層・Ⅴ層を主体とする、自然堆積層で
ある。Ⅲ層が多く混じることから、遺構の掘り込み面
はⅢ層中と考えられる。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片などが出土
している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の時期である。 （村田）

P－２７（図Ⅳ―２４、図版４―２６）
位置・立地：Q１７区 標高２２m付近の緩斜面。（規模：
１．２６／１．０４×０．７２／０．７４×（０．５２）m 平面形：楕円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。短軸方向で半割し
掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断
した。坑底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。人骨
は確認できなかったが、覆土が埋め戻されていること
から土坑墓の可能性がある。
覆土：Ⅴ層の黒褐色土とTa−d火山灰の明褐色土を主体
とする土壌で埋め戻されている。
遺物出土状況：覆土から、Ⅴ群の土器片とたたき石５
点、くぼみ石１点などの礫石器が出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
のⅤ群（爪形文）土器の時期と考えられる。

（越田・村田）

P－２８（図Ⅳ―２４、図版４―２７）
位置・立地：P１７区 標高２３m付近の緩斜面。（規模：
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０．８０／０．７２×０．６６／０．５８×（０．１６）m 平面形：楕円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。南北方向で半割し
掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断
した。坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。
性格は不明。
覆土：Ⅴ層の黒色土を主体とする、自然堆積層である。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片などが出土し
ている。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の頃と考えられる。 （越田・村田）

P－２９（図Ⅳ―２５、図版４―２８）
位置・立地：P２２区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
（１．０２）／０．８１×（０．８６）／０．６９×０．３０m 平面形：楕円
形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。性格は不明。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器のほか、たたき石など礫石
器が出土した。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－３０（図Ⅳ―２５、図版４―２９）
位置・立地：P２１区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．８７／０．８４×０．７８／０．７６×０．１３m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。性格は不明。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－３１（図Ⅳ―２６、図版４―３０）
位置・立地：L・M２１区 標高２４m付近の緩斜面。（規
模：０．９０／０．６４×０．８６／０．５７×０．１４m 平面形：楕円
形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒

褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。性格は墓壙と考えられる。人骨の
頭位方向は北西方向。仰臥屈葬と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が、すり石（握り石か）等
の礫石器が出土した。坑底面で白色粉末化し粘土状の
塊を検出した、これは人骨が溶けたものと考えられる。
右胸部付近から拳大の礫が出土し、これは余市町大川
遺跡の晩期墓壙でみられた「握り石」に相当するもの
と考えられる。
取り上げ：動物遺存体の保存状態は良好でなく脆弱な
ため、土圧で潰れた頭蓋骨部分からサンプルを採取後、
水溶性ボンド・バインダーを併用し応急的な保存処理
を行いながら取り上げた。土壌を採取しフルイにかけ
て遺物を回収、残土は更に土壌水洗に掛けた。
人骨の状況：歯は遊離して出土し、歯根部は残存しな
い状況である。遺構の位置は調査区を縦断する用水路
に影響される位置にあり、昭和期には人骨は水に浸か
された状況だったと推測される。DNA分析に適する歯
根部・肋骨は残存せず、脊椎骨は粘土化しているため、
分析には適さないと判断した。頭蓋骨の破片はサンプ
ルとしてポリプロピレンの容器に入れ保管し、持ち帰っ
たその他の部位はバインダーにより強化し崩壊しない
ように保存処理した。札幌医大松村教授の鑑定時に再
発掘したが歯冠部片からの情報は得られなかった。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－３２（図Ⅳ―２７、図版４―３１、カラー図版３０―７６）
位置・立地：M２０・２１区 標高２３m付近の緩斜面。（規
模：１．００／（０．７９）×０．９５／（０．７０）×０．２７m 平面形：円
形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。南東側は近代の井戸跡に撹乱を受
ける。性格は不明。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土にフ
レイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、一時期
に埋め戻されたものと推測される。調査区を縦断する
沢状地形の直下に位置するため、伏流水の影響を大き
く受け、骨類は溶けて消滅したものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器、鹿の歯３点が出土した。
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時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代晩
期に所属するⅤ群（爪形文）土器の時期である。（冨永）

P－３３（図Ⅳ―２７、図版４―３２）
位置・立地：M５区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
（０．９０）／０．８４×（０．７２）／０．７２×（０．１８）m 平面形：円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。東西方向で半割し
掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断
した。坑底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。性格
は不明。
覆土：Ⅴ層とTa−d火山灰が混じる黒色土を主体とする、
自然堆積層である。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片と石鏃、石斧、
たたき石などが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の頃と考えられる。 （越田・村田）

P－３４（図Ⅳ―２８、図版５―３３）
位置・立地：R１８区 標高２１～２２m付近の緩斜面。（規
模：０．９２／０．８０×０．８２／０．６８×（０．４０）m 平面形：楕円
形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。短軸方向で半割し
掘り下げた。人骨が出土したため遺構と判断した。土
坑墓である。坑底は平坦で、壁は急に立ち上がる。
覆土：Ⅴ層を主体とする黒色土とTa−d火山灰が混じっ
たものが大半で、掘り上げた土で埋め戻している。ベ
ンガラと思われる赤褐色の粒子が少量見られた。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片や石斧などが
出土した。
人骨の状況：人骨の残存状況は非常に悪く、ほぼ骨粉
化している。遺構の北側で歯冠の破片を検出した。乳
臼歯と推定され、子供とみられると鑑定された（第Ⅷ
章松村）。長軸方向は南北方向で、頭位は北である。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の頃と考えられる。 （越田・村田）

P－３５（図Ⅳ―２８、図版５―３４）
位置・立地：M１７区 標高２４m付近の緩斜面。（規模：
（０．５）／―×（０．２４）／―×０．４１m 平面形：楕円形か）
確認・調査：用水路により削平された法面で確認した。
法面の上下方向で半割し掘り下げた。覆土の堆積と断
面の形態から遺構と判断した。削平による欠損部が多
いため詳細は不明だが、残存部から、小形のフラスコ
状土坑と考えられる。
覆土：坑底付近はⅤ層を主体とする黒色土が堆積して
いる。中層はⅤ層の黒色土にTa−c火山灰が少量混じる。
中層の黒色土には骨片がごく少量含まれる。
遺物出土状況：Ⅴ群a類の土器片が中層からまとまって
出土した。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期

前葉のⅤ群a類（爪形文）土器の時期である。（村田）

P－３６（図Ⅳ―２９、カラー図版１４―４０～１５―４２・３１―７９・８０）
位置・立地：M２２区 標高２４m付近の緩斜面。（規模：
１．２５／０．８１×１．０６／０．５８×０．２４m 平面形：楕円形）
確認・調査：M２２区では調査区を縦断して現代の用水路
もしくは排水路と考えられる溝が地表面で観察された。
グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒褐色土のまと
まりを検出した。土層の堆積を観察するため、半割し
て調査した。土層断面から壁の立ち上がりを確認し遺
構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ直角に立ち上
がる。性格は墓壙と考えられる。人骨の頭位方向は南
東方向。仰臥屈葬と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、突瘤文や爪形文の施され
たⅤ群の土器片や、石鏃、スクレイパーなどの剥片石
器、鹿の歯４０点が出土した。坑底面で白色粉末化し粘
土状の塊を検出した。これは人骨が溶けたものと考え
られる。首付近からヒスイ製の勾玉が１点出土した。
センターに持ち帰っての室内作業では右頬骨付近の直
下から漆膜片＊が出土した。
取り上げ：動物遺存体の保存状態は良好でなく脆弱な
ため、土圧で潰れた頭蓋骨部分からサンプルを採取後、
水溶性ボンド・バインダーを併用し応急的な保存処理
を行いながら取り上げた。土壌を採取しフルイにかけ
て遺物を回収、残土は更に土壌水洗に掛けた。
人骨の状況：歯は上顎骨・下顎骨に植立状に並んで出
土するが、歯根部は残存せず、衝撃を与えれば歯冠部
は遊離する状況である。遺構の位置は縦断する用水炉
に影響される位置にあり、昭和期に人骨は水に浸かさ
れた状況だったと推測される。DNA分析に適する歯根
部・肋骨は残存せず、脊椎骨は粘土化しているため、
分析には適さないと判断した。頭蓋骨の破片はサンプ
ルとしてポリプロピレンの容器に入れ保管し、持ち帰っ
たその他の部位はバインダーにより強化し崩壊しない
ように保存処理した。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代晩
期に所属するⅤ群土器（突瘤文）の時期である。（冨永）
＊漆膜片（Asa−７ １４C年代、３，３１０±２０yrBP）晩期初頭よりも
やや古い年代値が得られた。溝流水の影響によるか。

P－３７（図Ⅳ―３０、図版５―３５）
位置・立地：N１５区 標高２４m付近の緩斜面。（規模：
１．２１／１．０２×０．９５／０．９６×１．１０m 平面形：円形）
確認・調査：用水路に削平された法面で確認した。遺
構の上層に焼土（F－１５）を検出したため、これを通り
法面の上下方向で半割し掘り下げた。覆土の堆積と断
面の形態から遺構と判断した。坑底はやや丸底気味で、
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壁はオーバーハングし、断面の形態はフラスコ状を呈
する。形態および覆土の状況と遺物出土状況から、貯
蔵穴を転用した土坑墓と考えられる。
覆土：覆土の１～３層はⅤ層を主体とする自然堆積土
である。１０～１６層はⅤ層とTa−d火山灰を主体とする埋
戻し土で、一部にⅦ層の崩落が見られる（１０層）。５～
９層は大量の遺物を含む黒色土（５・７・９層）と灰
黄褐色土や明褐色土層の粘土などの互層となっている。
４層は橙色土で、水分を多く含み粘性のある焼土で埋
戻している。上層にF－１５とした焼土があるが、この遺
構と関連はないと考えられる。廃棄後のくぼみを利用
したものであろう。
遺物出土状況：埋戻しの覆土からⅤ群a類土器が多く出
土した。石器類は石鏃、石錐、つまみ付ナイフ、石核、
緑色泥岩製の石斧、などが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
前葉Ⅴ群a類（突瘤文）土器の時期である。 （村田）

P－３８（図Ⅳ―３１、図版５―３６、カラー図版１５―４３・４４）
位置・立地：M２２区 標高２４m付近の緩斜面。（規模：
０．９８／０．９５×０．８３／０．８３×０．２８m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。人歯の残存がみられたことから性
格は墓壙と考えられる。人骨の頭位方向は南東方向。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。周辺の墓壙
の状況から仰臥屈葬と考えられる。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器、鹿の歯３０点や炭化物＊が出
土した。坑底面で白色粉末化し粘土状の塊を検出した。
これは人骨が溶けたものと考えられる。
取り上げ：動物遺存体の保存状態は良好でなく脆弱な
ため、土圧で潰れた頭蓋骨部分からサンプルを採取後、
水溶性ボンド・バインダーを併用し応急的な保存処理
を行いながら取り上げた。土壌を採取しフルイにかけ
て遺物を回収、残土は更に土壌水洗に掛けた。
人骨の状況：歯は上顎骨・下顎骨に植立状に並んで出
土するが、歯根部は残存せず、衝撃を与えれば歯冠部
は遊離する状況である。遺構の位置は縦断する用水炉
に影響される位置にあり、昭和期に人骨は水に浸かさ
れた状況だったと推測される。DNA分析に適する歯根
部・肋骨は残存せず、脊椎骨は粘土化しているため、
分析には適さないと判断した。歯冠部の破片はサンプ
ルとしてポリプロピレンの容器に入れ保管し、持ち帰っ
たその他の部位はバインダーにより強化し崩壊しない
ように保存処理した。

時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代晩
期に所属するⅤ群（爪形文）土器の時期である。（冨永）
＊炭化物（Asa−４ １４C年代、３，０１０±３０yrBP）縄文時代晩期の
値が得られた

P－３９（図Ⅳ―３１、図版５―３７・９―６９、カラー図版１６―４５・
４６・３１－８４）
位置・立地：L１６区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．９２／０．６３×０．８１／０．５２×０．３m 平面形：楕円形）
確認・調査：Ⅴ層から赤彩土器を含む土器がまとまっ
て出土したため遺構の存在を想定した。周辺を精査し
たがⅤ層中では確認できず、Ⅶ層の上面で確認した。
短軸方向で半割し掘り下げた。覆土の堆積と断面の形
態から遺構と判断した。坑底は平坦で、壁は急に立ち
上がる。坑底に、にぶい赤褐色を呈するベンガラが散
布され、その上に人骨が確認できた。残存状態は非常
に悪く、頭骨の位置がかろうじて確認できる程度であっ
た。歯のエナメル質部分のみ取り上げることができた。
４～６歳の子供、性別不明と鑑定された（第Ⅷ章松村）。
土坑墓である。長軸方向は南北方向で、頭位は南であ
る。
覆土：覆土はⅤ層とTa−d火山灰の混じったものが大半
である。掘り上げた土で埋め戻している。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群a類土器とフレイクが出
土した。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
前葉Ⅴ群a類土器の時期である。 （村田）

P－４０（図Ⅳ―３２、図版５―３８）
位置・立地：M２４区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．５０／０．４７×０．４４／０．４１×０．０９m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、南東壁は
ほぼ直角に立ち上がり、北西壁は外上方に立ちあがる。
性格は墓壙と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。坑底面で白色
粉末化し粘土状の塊を検出した。これは人骨が溶けた
ものと考えられる。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－４１（図Ⅳ―３２、図版５―３９）
位置・立地：M２３区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．８０／０．７９×０．６５／０．６２×０．１８m 平面形：円形）
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確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁は上外
方に開き気味に立ち上がる。性格は不明。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代晩
期に所属するⅤ群（爪形文）土器の時期である。（冨永）

P－４２（図Ⅳ―３２、図版５―４０）
位置・立地：M２３区 標高２４m付近の緩斜面。（規模：
０．７６／０．３４×０．６０／０．２９×０．１２m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁は上外
方に開き気味に立ち上がる。性格は不明。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－４３（図Ⅳ―３２、図版６―４１）
位置・立地：P２１区 低位部の標高２２m付近。（規模：
０．７７／０．７５×０．７２／０．６７×０．１１m 平面形；楕円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で用
水路に北端部を切られた黒褐色土のまとまりを検出し
た。土層の堆積を観察するため、半割して調査した。
土層断面から壁の立ち上がりを確認し遺構と判断した。
坑底は平坦で、壁はほぼ直角に立ち上がる。性格は不
明。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－４４（図Ⅳ―３３、図版６―４２、カラー図版１７―４７・４８）
位置・立地：N・O７区 標高２３m付近の緩斜面。（規
模：０．３２／１．１０×１．１８／０．９２×０．５６m 平面形：楕円
形）

確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。当初は楕円形の一
つの遺構を想定して調査を行ったが、P－６８と重複する
ことが判明した。P－６８が古い遺構である。坑底は平坦
で、壁は急に立ち上がる。土坑墓である。
覆土：Ⅴ層の黒褐色土とTa−d火山灰の明褐色土を主体
とする土壌で埋め戻されている。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片が出土した。
人骨の状況：坑底付近で、人骨が確認できた。残存状
態は非常に悪く、のり状を呈している。判別できる輪
郭からの推定だが、仰臥屈葬で頭位は西であると考え
られる。歯冠部の破片がいくつか検出できたが鑑定は
不能であった（第Ⅷ章松村）。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
のものである。 （越田・村田）

P－４５（図Ⅳ―３４、図版６―４３、カラー図版１８―４９・５０）
位置・立地：M１７区 標高２４m付近の緩斜面。（規模：
１．０６／０．６６×１．００／０．５９×０．３６m 平面形：長円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。短軸方向で半割し
掘り下げた。人骨が出土したため遺構と判断した。土
坑墓である。坑底は平坦で、壁は急に立ち上がる。人
骨の残存状況は非常に悪く、詳細は不明であるが、頭
位は南向きで屈葬であることは確認できた。歯のみ取
り上げることができ、子供ないし青年（１０歳代後半）
男性と鑑定された（第Ⅷ章松村）。長軸方向は南北方向
で、頭位は南である。
覆土：Ⅴ層を主体とする黒色土とTa−d火山灰を主体と
する暗赤褐色土の互層となっている。掘り上げた土で
埋め戻している。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片やフレイクが
出土した。人骨の直上から砂岩製の砥石が１点出土し
ているが、意図的なものか覆土中にあったものかは判
断が付かない。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
前葉Ⅴ群a類土器の時期である。 （村田）

P－４６（図Ⅳ―３４、図版６―４４、カラー図版１９―５１・５２）
位置・立地：L１６区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．８３／０．７７×０．６８／０．５８×０．３９m 平面形：楕円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。短軸方向で半割し
掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断
した。坑底は平坦で、壁は急に立ち上がる。坑底付近
で、人骨が確認できた。残存状態は非常に悪く、のり
状を呈している。歯が出土したので、頭骨の位置は確
認できた。子供（４歳前後）性別不明と鑑定された（第
Ⅷ章松村）。土坑墓である。長軸方向は北西－南東方向
で、頭位は南東である。
覆土：下位はⅤ層を主体とする黒褐色土、上位はTa−d
火山灰を主体とする明褐色土で埋め戻されている。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片やフレイクが
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出土した。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
のものである。 （村田）

P－４７（図Ⅳ―３５～３７、図版６―４５、カラー図版２０―５３～２２―
５９）
位置・立地：M１６区 標高２４m付近の緩斜面。
（規模：１．１５／０．７８×０．９３／０．６６×０．３８m 平面形：楕
円（隅丸方形？）形）
確認・調査：Ⅳ層（Ta−c）除去後、Ⅴ層上面が窪んで
いることが確認できた。遺構の存在を想定し、Ⅴ層を
５㎝程度掘り下げたところ、くぼみの中央から鹿角が
出土した。鹿角は二股状になっている。残存状況は悪
く、形状が確認できる程度である。角座が認められる
ので、角幹と第一枝部分と考えられる。第一枝の根本
から尖部への湾曲具合から、左の鹿角であろう。周辺
の土壌はやや赤みを帯びている。
さらに掘り下げたところ、長さ３１㎝の緑色泥岩製の

石斧が出土した。この時点で、遺構の平面形が確認で
きたので、東西方向に半割し掘り下げたところ人骨が
出土した。残存状況は悪く、ほとんど骨粉となってい
るが、各骨の輪郭は確認できる状態であった。このた
め、全体を樹脂で固めて後日調査などの方法はとらず、
埋葬の状態および副葬品などの出土遺物の調査に主眼
を置き、現地で人骨全体を検出し、可能なものは人骨
の部位を確認し、図と写真で記録を取りながら、上位
の骨から取り上げる方法を取った。この際、当初設定
した、土層観察用の断面が人骨にかかっていたため、
北側にずらし再設定した。
人骨は、右側面を下にした横臥屈葬で、かなり窮屈

に折り曲げられている。頭位はほぼ北を示す。坑底に
はベンガラと思われる薄い赤褐色土が拡がっていた。
人骨の位置を図と写真で記録しながら取り上げてい

ると、橙色の漆膜＊２の極小片が出土したため、慎重に
調査を進めたところ、漆塗りの腕輪を装着した部分を
確認した。前腕部と上腕部にそれぞれ１個ずつ装着し
ていた。腕輪を装着した前腕部、上腕部の上に左の上
腕部と思われる骨が上位にあるため、腕輪は右腕に装
着していたことが確認できた。
取り上げることが出来た人骨は自然乾燥させ、いく

つかサンプル＊１が得られた。歯のエナメル質部分のサ
ンプルから、壮年前半（２０－３０歳）、性別不明と鑑定さ
れた（第Ⅷ章－４松村）。
覆土：Ⅴ層とTa−d火山灰の混じったものが大半である。
掘り上げた土で埋め戻されている。
遺物出土状況：遺構の上位から長さ３１㎝の緑色泥岩製
の石斧が出土したほか、覆土からⅤ群の土器片やフレ
イク、鹿の歯２点などが出土した。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の頃と考えられる。 （村田）

＊１人骨（Asa−５ １４C年代、２，４３０±３０yrBP）
＊２漆膜片（Asa−６ １４C年代、２，５９０±２０yrBP）人骨と１６０年

程の誤差があるが、両者とも縄文時代晩期の年代値が得
られた。

P－４８（図Ⅳ―３８、図版６―４６、カラー図版２３―６０）
位置・立地：M６区 標高２３m付近の緩斜面。（規模：
１．３０／１．０４×０．８４／０．７６×（０．６４）m 平面形：楕円（不
整円形か）形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。長軸方向で半割し
掘り下げた。人骨が出土したため遺構と判断した。土
坑墓である。坑底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。
覆土：Ta−d火山灰にⅤ層の黒色土が少量混じった赤褐
色土が主体である。掘り上げた土で埋め戻している。
遺物出土状況：覆土からⅤ群の土器片やフレイクが出
土した。
人骨の状況：人骨の残存状況は非常に悪く、詳細は不
明であるが、頭位は南向きで屈葬であることが確認で
きた。鑑定は不能であった（第Ⅷ章松村）。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
前葉Ⅴ群土器の時期と思われる。 （越田・村田）

P－４９（図Ⅳ―３８、図版６―４７）
位置・立地：L１５区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．９４／０．７２×０．９２／０．７４×０．２２m 平面形：円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。南北方向で半割し
掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断
した。坑底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。性格
は不明。
覆土：Ⅴ層とTa−d火山灰が混じる黒色土を主体とする、
自然堆積層である。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片が、たたき石
等の礫石器が出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の頃と考えられる。 （村田）

P－５０（図Ⅳ―３９、図版６―４８、カラー図版２３―６１～６３・３１―
８０）
位置・立地：L３区 標高２２m付近の緩斜面。（規模：
１．３６／１．１０×１．１４／０．９６×０．４８m 平面形：楕円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。短軸方向で半割し
掘り下げた。人骨が出土したため遺構と判断した。土
坑墓である。坑底は平坦で、壁は一部オーバーハング
して立ち上がる。
覆土：Ⅴ層の黒褐色土とTa−d火山灰の明褐色土を主体
とする土壌で埋め戻されている。
遺物出土状況：遺構東側の人骨の胸部付近と考えられ
る場所から、ヒスイ製の丸玉が出土している。
人骨の状況：人骨の残存状況は非常に悪く、詳細は不
明であるが、頭位が東向きで屈葬であることが確認で
きた。鑑定は不能であった（第Ⅷ章松村）。
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時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
前葉Ⅴ群土器の時期と思われる。 （越田・村田）

P－５１（図Ⅳ―４０、図版７―４９）
位置・立地：L１５区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
１．０４／１．０１×０．８６／０．９４）×０．１７m 平面形：円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。等高線に直行する
方向で半割し掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態か
ら遺構と判断した。坑底は平坦で、壁は緩やかに立ち
上がる。性格は不明。
覆土：Ⅴ層とTa−d火山灰が混じる黒色土を主体とする、
自然堆積層である。
遺物出土状況：覆土からⅤ群の土器片が出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群（爪形文）土器の頃と考えられる。 （村田）

P－５２（図Ⅳ―４０、図版７―５０）
位置・立地：K１７区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
１．０５／（０．８０）×０．９０／（０．７４）×０．３５m 平面形：円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。調査区K１７区の北西
壁をセクション面として掘り下げた。覆土の堆積と断
面の形態から遺構と判断した。掘り込み面はⅤ層中位
である。坑底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。性
格は不明。
覆土：Ⅴ層の黒色土を主体とする、自然堆積層である。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片やフレイクな
どが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の頃と考えられる。 （村田）

P－５３（図Ⅳ―４１、図版７―５１）
位置・立地：K１７区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
（１．４１）／（０．７５）×（１．０７）／（０．６４）×０．５４m 平面形：円
形）
確認・調査：調査区K１７区の北壁で土層観察用のトレン
チを掘削した際、壁面で確認した。この面をセクショ
ン面として掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から
遺構と判断した。掘り込み面はⅤ層の中位である。坑
底は平坦で、壁はややオーバーハングする。形態から
貯蔵穴と考えられる。
覆土：Ⅴ層主体とする、自然堆積層である。一部でⅥ・
Ⅶ層の崩落が見られる。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片やフレイクが
出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群（爪形文）土器の頃と考えられる。 （村田）

P－５４（図Ⅳ―４１、図版７―５２）
位置・立地：M１５区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
０．７７／０．７２×０．６８／０．６４×０．１８m 平面形：円形）

確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。東西方向で半割し
掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断
した。坑底は平坦で壁は急に立ち上がる。性格は不明。
覆土：Ⅴ層を主体とする、自然堆積層である。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片などが出土
した。
時期：遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期Ⅴ群土
器の時期である。 （村田）

P－５５（図Ⅳ―４２、図版７―５３）
位置・立地：M１３区 標高２５m付近の緩斜面。（規模：
１．３１／（０．６１）×１．１９／（０．５８）×０．８４m 平面形：楕円形
か）
確認・調査：用水路に削平された法面で確認した。こ
の面を土層確認面として掘り下げた。覆土の堆積と断
面の形態から遺構と判断した。坑底はやや凹凸がある、
壁は垂直もしくはオーバーハングしており、断面の形
態は円筒形またはフラスコ状を呈する。遺構の形態か
ら、貯蔵穴の可能性が考えられる。
覆土：坑底面に薄く黒色土が堆積している。その直上
にⅦ層を主体とした赤褐色土が堆積しており、一部は
地下水の影響でグライ化している。壁面の崩落土と思
われる。その上には、Ⅴ層を主体とする黒色土、掘り
上げ土と考えられる褐色土が、互層になっている。遺
構壁面が崩落した際に、比較的短時間で埋まったもの
と考えられる。
遺物出土状況：遺構覆土からⅤ群の土器片や剥片石器
類、鹿の歯２点が出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の時期と考えられる。 （村田）

P－５６（図Ⅳ―４２、図版７―５４）
位置・立地：L・M１３・１４区 標高２５m付近の緩斜面。
（規模：１．４５／１．０９×１．１２／０．８６×０．２９m 平面形：楕
円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。南北方向で半割し
掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断
した。坑底は平坦で壁は急に立ち上がる。性格は不明。
覆土：Ⅴ層とTa−d火山灰が少量混じる黒色土を主体と
する、自然堆積層である。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片やフレイクな
どが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の頃と考えられる。 （村田）

P－５７（図Ⅳ―４３、図版７―５５）
位置・立地：M４区 標高２２m付近の緩斜面。（規模：
１．３０／１．２８×０．９４／０．８０×０．７６m 平面形：円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。等高線に直行する
方向で半割し掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態か
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ら遺構と判断した。坑底は平坦で、壁は緩やかに立ち
上がる。坑底付近でのり状の人骨が数か所で確認され
たが、状態が悪く、埋葬状況や頭位は不明である。
覆土：Ⅴ層とTa−d火山灰の混じったものが大半である。
掘り上げた土で埋め戻している。
遺物出土状況：遺物は出土していない。
時期：遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期Ⅴ群土
器の頃と考えられる。 （越田・村田）

P－５８（図Ⅳ―４３、図版７―５６）
位置・立地：L１１区 標高２６m付近の緩斜面。（規模：
（１．１０）／（０．９４）×０．６０／（０．７０）×１．１６m 平面形：円形）
確認・調査：用水路により削平された法面と試掘坑の
壁面で確認した。試掘坑の壁面に土層観察用の断面を
設定し掘り下げた。坑底はやや丸底気味で、壁はオー
バーハングし、断面の形態はフラスコ状を呈する。形
態から貯蔵穴と考えられる。
覆土：Ⅴ層主体とする、自然堆積層である。一部でⅥ・
Ⅶ層の崩落が見られる。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片、石鏃、スク
レイパー、石錐などの剥片石器や石斧などが出土した。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の頃と考えられる。 （越田・村田）

P－５９（図Ⅳ―４４、カラー図版２５―６４・６５）
位置・立地：L１３区 標高２６m付近の緩斜面。（規模：
１．２１／０．８８×０．９７／０．６９×０．１４m 平面形：楕円形）
確認・調査：当初は風倒木痕として黒色土を掘削して
いたが、破砕された歯冠がごく少量出土したため、遺
構と判断した。風倒木により撹乱されているが、遺構
の輪郭は判別できる。坑底は風倒木の影響で凹凸が激
しい。壁は緩やかに立ち上がるが詳細は不明。出土し
た人骨は頭部の輪郭がかろうじてわかる程度で残りは
悪い。歯冠部も同様で、鑑定はできなかった。土坑墓
である。長軸方向は東西方向で、頭位は西である。
覆土：風倒木のためⅣ層を主体とする褐色土が遺構中
央に堆積していた。一部にⅤ層とTa−d火山灰が混じる
黒色土を主体とする、埋戻し土がみられる。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片、鹿の歯１点
が出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の頃と考えられる。 （村田）

P－６０（図Ⅳ―４４、図版８―５７・５８）
位置・立地：K１２・１３区 標高２６m付近の緩斜面。（規
模：１．１０／０．５１×０．８４／０．４７×０．１１m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はゆる

く直上に立ち上がる。人歯が出土したことから性格は
墓壙と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器、鹿の歯６３点が出土した。
また、坑底面で人歯の歯冠片が出土した。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－６１（図Ⅳ―４５、図版８―５９・６０、カラー図版２６―６６・６７）
位置・立地：L１２区 標高２６m付近の緩斜面。（規模：
０．８５／０．８３×０．７０／０．７０×０．３４m 平面形：円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。性格は墓壙と考えられる。
覆土：検出状態が土坑の下層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーのほか、すり石（握り石か）などの礫石器
が出土した。覆土中層にて溶けて粘土状のシカの顎骨
が出土した。P－３８にシカ顎を伴う例があることから土
坑墓と考えられるが、人骨は溶けて出土しなかった。
時期：遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文時代
晩期に所属するⅤ群（爪形文）土器の時期である。（冨
永）

P－６２（図Ⅳ―４５、図版８―６１）
位置・立地：M・N１５区 標高２５m付近の緩斜面。（規
模：１．０７／０．８３×０．７１／０．４８×０．２２m）平面形：楕円
形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。南北方向で半割し
掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断
した。坑底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。性格
は不明。
覆土：Ⅴ層とTa−d火山灰が混じる黒色土を主体とする、
自然堆積層である。
遺物出土状況：覆土からⅤ群の土器片が出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群（爪形文）土器の頃と考えられる。 （村田）

P－６３（図Ⅳ―４６、図版８―６２、カラー図版２６―６８）
位置・立地：N１５区 標高２４．５m付近の緩斜面。（規模：
（０．９４）／０．５７×０．８７／０．４８×０．２１m 平面形：楕円（長
円か）形）
確認・調査：用水路で削平された法面で確認した。短



Ⅳ章 遺構

４３

軸方向で半割し掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態
から遺構と判断した。坑底は平坦で、壁は急に立ち上
がる。坑底付近で、人骨が確認できた。残存状態は非
常に悪く、のり状を呈している。長軸方向は北西－南
東方向で、頭位は北西である。土坑墓である。
覆土：Ⅴ層の黒褐色土とTa−d火山灰の明褐色土を主体
とする土壌で埋め戻されている。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片やフレイクが
出土した。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
のものである。 （村田）

P－６４（図Ⅳ―４７、図版８―６３）
位置・立地：K４・５区 標高２３m付近の緩斜面。（規
模：１．７０／（０．９２）×０．９８／（０．７６）×１．２０m 平面形：円
形）
確認・調査：現道道の法面で確認した。法面にほぼ平
行に土層観察用の断面を設定し掘り下げた。覆土の堆
積と断面の形態から遺構と判断した。坑底は丸底気味
で、壁はオーバーハングし、断面の形態はフラスコ状
を呈する。形態から貯蔵穴と考えられる。
覆土：Ⅴ層主体とする、自然堆積層である。一部でⅥ・
Ⅶ層の崩落が見られる。
遺物出土状況：覆土中からⅤ群の土器片やフレイクな
どが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の頃と考えられる。 （越田・村田）

P－６５（図Ⅳ―４６、図版８―６４）
位置・立地：N７区 標高２３m付近の緩斜面。（規模：
０．８２／０．５０×０．８７／０．４０×（０．２２）m 平面形：円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。東西方向で半割し
掘り下げた。覆土の堆積と断面の形態から遺構と判断
した。坑底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。上層
に焼土を伴う。
覆土：Ⅴ層とTa−d火山灰を主体とする褐色土である。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や黒曜石製
のフレイクなどが出土した。
時期：遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期Ⅴ群土
器の時期である。 （越田・村田）

P－６６（図Ⅳ―４８、図版９―６５・６６）
位置・立地：L１１区 標高２６m付近の緩斜面。（規模：
（１．０２）／（２．３２）×（０．８４）／（０．６０）×（０．６０）m 平面形：
円形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。性格は不明。

覆土：検出状態が土坑の中層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。
時期：P－６７・５８、TP－２に切られることから、それら
より古い。遺構周辺の出土遺物から判断すると、縄文
時代晩期に所属するⅤ群土器の時期である。 （冨永）

P－６７（図Ⅳ―４７、図版９―６５・６６）
位置・立地：L１１区 標高２６m付近の緩斜面。（規模：
０．９０／０．６０×（０．７２）／０．４８×（０．５４）m 平面形：楕円
形）
確認・調査：グリット調査中にⅦ層（Ta−d）上面で黒
褐色土のまとまりを検出した。土層の堆積を観察する
ため、半割して調査した。土層断面から壁の立ち上が
りを確認し遺構と判断した。坑底は平坦で、壁はほぼ
直角に立ち上がる。性格は不明。
覆土：検出状態が土坑の中層中ではあるが、覆土に獣
骨・フレイク・礫が密に出土する。覆土の状況から、
一時期に埋め戻されたものと推測される。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。
時期：P－６６を切りP－５８に切られることから。P－６６よ
り新しくP－５８よりも古い。遺構周辺の出土遺物から判
断すると、縄文時代晩期に所属するⅤ群土器の時期で
ある。 （冨永）

P－６８（図Ⅳ―３３）
位置・立地：N・O７区 標高２３m付近の緩斜面。（規
模：（１．０４）／（０．５２）×（０．５０）／（０．３４）×０．４４m 平面

形：楕円形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。当初は楕円形の一
つの遺構を想定して調査を行ったが、P－４４と重複する
ことが判明した。P－４４が新しい遺構である。
覆土：Ⅴ層とTa−d火山灰の混じったものが大半である。
掘り上げた土で埋め戻している。
遺物出土状況：遺構覆土からⅤ群の土器片や、石鏃に
異形石器などの剥片石器に、たたき石などの礫石器、
鹿の歯１５点が出土している。
人骨の状況：坑底付近で、のり状の人骨を確認したが
状態が悪く、部位等は不明である。歯冠部の破片をい
くつか検出したが鑑定は不能であった（第Ⅷ章松村）。
歯冠部の位置から頭位は東と考えられる。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の時期と考えられる。 （越田・村田）

P－６９（図Ⅳ―４９・５０・５１、図版９―６７、カラー図版２７―６９
～２９―７３）
位置・立地：L１３区 標高２２m付近の緩斜面。（規模：
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（２．３０）／１．１０×２．１６／０．９４×（０．１６）m 平面形：楕円
形）
確認・調査：Ⅶ層上面で確認した。人骨が出土したた
め遺構と判断した。Ⅵ・Ⅶ層をあまり掘り込んでいな
いため、人骨の出土位置はほぼ坑底付近である。長軸
方向は南北方向で、北側と南側のそれぞれ４体の、計
８体の合葬墓である。
覆土：Ⅴ層の褐色土とTa−d火山灰の混じった暗褐色土
で埋め戻されている。
遺物出土状況：覆土からⅤ群の土器片や、石鏃・石錐
やスクレイパー等の剥片石器、台石など礫石器が出土
している。
人骨の状況：頭位は、北側の４体は西側から北、南、
南、北で、南側の４体は西側から南、南、南、北であ
る。８体とも屈葬人骨である。骨の保存状態はきわめ
て不良で、歯冠部の破片がいくつか採取できる程度で
あった。２体は子供で、うち１体は７～１０歳台前半で
性別不明、もう１体は６～１０歳の男性の可能性あり、
他の６体は性別年齢ともに不明と鑑定された（第Ⅷ章
－４松村）。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物から、縄文時代晩期
Ⅴ群土器の頃と考えられる。 （越田・村田）

落し穴（TP）
TP－１（図Ⅳ―５２）
位置・立地：N２０・２１区 標高２３m付近の緩斜面。（規
模：１．４２／０．９４×１．２２／０．６２×１．２０m 平面形：楕円
形）
確認・調査：調査区を縦断する沢地形の溝底付近に位
置する。遺構の上面は近代の用水路の埋め土として削
平される。Ⅶ層（Ta−d）上面で黒色土の落ち込みを確
認した。短軸の南北方向で半割し掘り下げた。覆土の
堆積と断面の形態から遺構と判断した。坑底は平坦で、
壁は急に立ち上がる。性格は落とし穴と考えられる。
覆土：Ⅴ層を主体とする、自然堆積層である。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。逆茂木痕はみ
られなかった。
時期：地形的な変遷や、遺構周辺の遺物状況から、縄
文時代の晩期以前の時期である。 （冨永）

TP－２（図Ⅳ―５２、図版９―６６・６８）
位置・立地：K・L１１区 標高２６m付近の緩斜面。（規
模：１．６８／０．７８×１．５０／０．６４×０．５４m 平面形：楕円
形）
確認・調査：最終面確認中のⅦ層（Ta−d）上面で確認
した。遺構の切り合い関係を管区人するため、長軸方
向の南北方向で半割し掘り下げた。覆土の堆積と断面
の形態から遺構と判断した。坑底は平坦で、壁は急に
立ち上がる。性格は落とし穴と考えられる。

覆土：Ⅴ層を主体とする、自然堆積層である。
遺物出土状況：覆土中から、Ⅴ群の土器片や石鏃、ス
クレイパーなどの剥片石器が出土した。逆茂木痕はみ
られなかった。
時期：遺構周辺の出土遺物から、晩期の遺構に切られ
ることから縄文時代の晩期以前の時期である。（冨永）

焼土（F）
F－１（図Ⅳ―５４）
位置・立地：Q１９区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（０．７５／０．５５／０．１１）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層上面の調査中に赤褐色を呈する土と
小焼骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレ
ンズ状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定し
た。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や石鏃、石錐、スクレイ
パー、鹿の歯が１９点、素材不明のビーズ状石製品など
が出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－２（図Ⅳ―５４）
位置・立地：P２２区 標高２３m付近の緩斜面
規模：（０．６２／０．５２／０．９０）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層上面の調査中に赤褐色を呈する土と
小焼骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレ
ンズ状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定し
た。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイクなど剥片石器
が出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－３（図Ⅳ―５４）
位置・立地：P２２区 標高２３m付近の緩斜面
規模：（０．４５／０．３３／０．０９）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイクなどが出土し
ている。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－４（図Ⅳ―５４）
位置・立地：P２２区 標高２３m付近の緩斜面
規模：（１．０２／０．６６／０．０９）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層上面の調査中に赤褐色を呈する土と
小焼骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレ
ンズ状の赤褐色の断面を確認したので焼土と認定した。
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遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や礫、鹿の歯１点などが
出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－５（図Ⅳ―５５）
位置・立地：P２０・２１区 標高２３m付近の緩斜面
規模：（１．０５／０．６７／０．０８）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層上面の調査中に赤褐色を呈する土と
小焼骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレ
ンズ状の赤褐色の断面を確認したので焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や石鏃片、石錐などが出
土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－６（図Ⅳ―５６）
位置・立地：N７区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（�０．７０／０．６４／０．１０�０．４０／０．３０／０．０４�０．４６
／０．２２／０．０４�０．３２／０．１０／０．０４�０．６８／０．２４／０．０６）
m 平面形：�～�不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。５つのまとまりからなる。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイク、鹿の歯２点
などが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （越田・村田）

F－７（図Ⅳ―５５、カラー図版３０―７４）
位置・立地：M２１区 標高２４m付近の緩斜面
規模：（０．７２／（０．６２）／０．１２）m 平面形：不整形
確認・調査：P－６の上層南に少しずれた部分、Ⅴ層の
調査中に赤褐色を呈する土と小焼骨片、炭化材の混合
土が認められた。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を
確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や、石鏃・石錐、つまみ
付ナイフ、鹿の歯３点などの剥片石器が出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－８（図Ⅳ―５５）
位置・立地：M２１区 標高２４m付近の緩斜面
規模：（０．９４／０．６２／０．０７）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や石鏃、フレイクなどが
出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文

時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－９（図Ⅳ―５７）
位置・立地：P１８区 標高２３m付近の緩斜面
規模：�０．５４／０．２８／０．０４�０．３４／０．２４／０．０４m 平面

形：�・�不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。２つのまとまりからなる。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片焼礫などが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （越田・村田）

F－１０（図Ⅳ―５８）
位置・立地：M６区 標高２４m付近の緩斜面
規模：�０．７４／０．６０／０．０６�０．８６／０．６０／０．０４�０．９６
／０．８８／０．２０�０．５６／０．１８／０．０６�０．４４／０．３０／０．０６
m 平面形：�～�不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。５つのまとまりからなる。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片、石鏃、石核、石斧、た
たき石などが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （越田・村田）

F－１１（図Ⅳ―５９）
位置・立地：M１５区 標高２５m付近の緩斜面
規模：１．１／０．６２／０．１５m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイクが出土してい
る。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）

F－１２（図Ⅳ―５９）
位置・立地：K・L１３区 標高２５～２６m付近の緩斜面
規模：�０．８４／０．５／０．０５�０．７／０．６８／０．０５�０．５２／
０．５／０．０４m 平面形：�不整形、�楕円形、�円形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。３つのまとまりからなる。
��は灰層が少し残る。�はほぼ灰層のみである。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片、石鏃、フレイクなどが
出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）
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F－１３（図Ⅳ―６０）
位置・立地：M１５区 標高２６m付近の緩斜面
規模：�（０．９８／０．８）／０．０６�０．６４／０．３１／０．０５�０．２８
／０．２５／０．０４m 平面形：�・�不整形、�円形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。３つのまとまりからなる。
�はほぼ灰層のみである。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片、石鏃、フレイクなどが
出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる （村田）

F－１４（図Ⅳ―６０）
位置・立地：M１５区 標高２５m付近の緩斜面
規模：０．５４／０．４４／０．０６m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。最上部に明瞭な灰層がなく
掻き出されたものと推察される。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片、石鏃、フレイクなどが
出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる （村田）

F－１５（図Ⅳ―６１）
位置・立地：M・N１５区 標高２５m付近の緩斜面
規模：�０．６３／０．５４／０．０５�１．７３／０．７６／０．１６m 平面

形：�楕円形、�不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。２つのまとまりからなるが
��は同時期のものかは断定できない。�は骨片を大
量に含む。�は骨片と炭化物ともに多く含む。�はP
－３７の上部に位置するが、堆積状況からこの遺構とは
関連がないと考えられる。P－３７のくぼみを利用したも
のであろう。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片とフレイクが多く出土し
ている。フレイクの石材は、黒曜石、頁岩、チャート
などである。焼成粘土塊も出土した。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）

F－１６（図Ⅳ―６１）
位置・立地：P２０区 標高２３m付近の緩斜面
規模：（０．８８／０．８８／０．０８）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイクや、くぼみ石、

鹿の歯５点など礫石器が出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－１７（図Ⅳ―６２）
位置・立地：P２０区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（０．７５／０．５８／０．０８）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイクや、礫、鹿の
歯１点などが出土している。
時期：P－２０に切られることからP－２０よりも古い。確
認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文時代晩期
のものと推測される。 （冨永）

F－１８（図Ⅳ―６２）
位置・立地：Q２１区 標高２２m付近の緩斜面
規模：�（０．９７／０．４４／０．０９）�（０．５２／０．４６／０．０５）
�（０．３４／０．３０／―）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や、フレイクと礫などが
出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－１９（図Ⅳ―６２）
位置・立地：M１４区 標高２５m付近の緩斜面
規模：１．０７／０．７２／×０．０５m 平面形：楕円形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。上層付近は撹乱されている。
ほぼ被熱、赤色化したⅤ層のみ残存する。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイク、鹿の歯１点
などが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）

F－２０（図Ⅳ―６３）
位置・立地：P２０区・標高２３m付近の緩斜面
規模：（０．８２／０．５４／０．０４）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片などが出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）
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F－２１（図Ⅳ―６４）
位置・立地：M・N４・５区 標高２３～２４m付近の緩斜
面
規模：�（２．２８／０．４８／０．０８）�（０．３８／０．３０／―）
m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。大半が調査区外へ続くと思
われる。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片、石鏃、鹿の歯４点など
が出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （越田・村田）

F－２２（図Ⅳ―６５）
位置・立地：Q１８区 標高２２m付近の緩斜面
規模：�（０．６０／０．３６／０．０６）�（０．６０／０．３６／０．０６）
�（０．６６／（０．５６）／―）�（０．４０／０．３０／―）�（０．４０
／０．３０／０．０８）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。４つのまとまりからなる。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器と石鏃などが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （越田・村田）

F－２３（図Ⅳ―６３）
位置・立地：P・Q２１区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（０．８０／０．４８／０．０８）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や石鏃、フレイクなどが
出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－２４（図Ⅳ―６３）
位置・立地：L１４区 標高２６m付近の緩斜面
規模：０．５２／０．２５／０．１１m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイクなどが出土し
ている。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）

F－２５（図Ⅳ―６３）
位置・立地：M１６区 標高２５m付近の緩斜面

規模：０．８２／０．４２／０．０５m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイクなどが出土し
ている。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）

F－２６（図Ⅳ―６６）
位置・立地：L１６区 標高２５m付近の緩斜面
規模：１．１４／０．８８／０．１８m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。骨片を多数含む。被熱、赤
色化したⅤ層は非常に硬くなっている。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイク、鹿の歯１点
などが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）

F－２７（図Ⅳ―６６）
位置・立地：M１４区 標高２５m付近の緩斜面
規模：０．６２／０．６１／０．０６m 平面形：円形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器やフレイクが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）

F－２８（図Ⅳ―６７）
位置・立地：L１６区 標高２５m付近の緩斜面
規模：�０．５９／０．４２／０．０６�０．２２／０．１６／０．０２m 平面

形：�・�不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。��ともにⅤ層は被熱硬化
していない。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器やフレイクが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）

F－２９（図Ⅳ―６７）
位置・立地：L１７区 標高２５m付近の緩斜面
規模：０．９３／０．５６／０．１０m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。炭化物と骨片を含む。Ⅴ層
は被熱、赤色硬化している。
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遺物出土状況：Ⅴ群の土器やフレイクが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）

F－３０（図Ⅳ―６７）
位置・立地：M１４区 標高２５m付近の緩斜面
規模：１．３２／（０．７２）／０．２０m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。灰層と骨片を含む。Ⅴ層は
被熱、赤色硬化している。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイクなどが出土し
ている。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）

F－３１（図Ⅳ―６８）
位置・立地：P２２区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（０．７９／０．５１／０．０７）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や石鏃、フレイクなどが
出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－３２（図Ⅳ―６８）
位置・立地：P２０区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（０．８２／０．５８／０．０８）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や、被熱した石鏃片・フ
レイク、鹿の歯３点などが出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－３３（図Ⅳ―６８）
位置・立地：Q２０区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（０．９８／０．８０／０．０５）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片、つまみ付ナイフや、被
熱したフレイクと礫などが出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－３４（図Ⅳ―６９）
位置・立地：S１７区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（０．７８／０．７２／０．１０）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片が出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （越田・村田）

F－３５（図Ⅳ―６９）
位置・立地：K１２区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（１．００／０．６６／０．１２）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や、被熱した石鏃やフレ
イクなどが出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－３６（図Ⅳ―７０）
位置・立地：P２０区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（０．５１／０．４３／０．０６）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片やフレイクなどが出土し
ている。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－３７（図Ⅳ―７０）
位置・立地：K１２区 標高２２m付近の緩斜面
規模：�（０．４６／０．４０／０．０６）�（０．４３／０．３１／０．０５）
m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や、石錐、フレイクなど
が出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－３８（図Ⅳ―７１）
位置・立地：M４区 標高２４m付近の緩斜面
規模：（０．４２／０．２６／０．０２）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。
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遺物出土状況：出土していない。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （越田・村田）

F－３９（図Ⅳ―７１）
位置・立地：Q１９区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（１．４４／０．７５／０．１０）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や、被熱した石鏃や、礫
などが出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－４０（図Ⅳ―７２、カラー図版３０－７８）
位置・立地：K・L４区 標高２４m付近の緩斜面
規模：�（１．０２／０．７６／０．１３）�（０．５０／０．４１／０．０２）
�（０．３２／０．３０／０．０８）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。３つのまとまりからなる。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片が出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （越田・村田）

F－４１（図Ⅳ―７２）
位置・立地：Q２０区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（１．０４／（０．５０）／０．０８）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や、石鏃・フレイクなど
が出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－４２（図Ⅳ―７３）
位置・立地：L５区 標高２４m付近の緩斜面
規模：（０．５０／０．４４／０．０８）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に褐色土のまとまりとして
確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認し
たので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅱ群の土器片１点と、Ⅴ群の土器片や、
被熱した石鏃片、石錐、フレイクなどが出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期のものと思われる。 （越田・村田）

F－４３（図Ⅳ―７３）
位置・立地：Q２０区 標高２２m付近の緩斜面

規模：（０．５３／０．４５／０．０６）m 平面形：円形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や、フレイク、礫などが
出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－４４（図Ⅳ―７３）
位置・立地：Q１９区 標高２２m付近の緩斜面
規模：（１．３０／０．６２／０．０７）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅴ層の調査中に赤褐色を呈する土と小焼
骨片、炭化材の混合土が認められた。半裁してレンズ
状の赤褐色の断面を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群の土器片や、被熱したフレイクや、
礫などが出土している。
時期：確認した層位と周辺の遺物出土状況から、縄文
時代晩期のものと推測される。 （冨永）

F－４５（図Ⅳ―７４）
位置・立地：N・O７区 標高２４m付近の緩斜面
規模：�（１．７０／０．０６／０．０８）�（０．１８／０．１２／―）
�（０．３１／０．１８／―）�（０．２８／０．１４／―）�（０．１８
／０．１３／―）�（０．１５／０．０８／―）�（０．１３／０．０５／
―）	（０．０８／０．３２／０．０７）
（０．１８／０．０８／０．０６）
�（０．３６／０．３２／―）m 平面形：不整形
確認・調査：Ⅲ層の調査中に炭化物と褐色土のまとま
りとして確認した。半裁してレンズ状の赤褐色の断面
を確認したので、焼土と認定した。
遺物出土状況：遺物は出土していない。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期から擦文文化期のいずれかの時期と推定
できる。 （越田・村田）

F－４６（図Ⅳ―７４）
位置・立地：M・N１４・１５区 標高２５m付近の緩斜面
規模：�０．２３×０．１５×０．０４�０．２４×０．１５×０．０４�０．２３
×０．１５×０．０４m 平面形：�楕円形 �楕円形 �円形
確認・調査：Ⅲ層の調査中に炭化物の集中を検出した。
周辺を精査し３か所の暗褐色土のまとまりを確認した。
半裁してレンズ状の赤褐色の断面を確認したので、焼
土と認定した。
遺物出土状況：Ⅴ群とⅦ群の土器片やフレイクなどが
出土している。
時期：遺構や遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、
縄文時代晩期から擦文文化期のいずれかの時期と推定
できる。 （村田）
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小柱穴（SP）
SP－１～１０ （図Ⅳ―７５・７６）
標高２５m付近の緩斜面で１０基検出した。SP－１とSP
－２を除き、M１６杭周辺にまとまるが規則的な配置は見
られない。断面は丸いものと尖ったものがある。周辺
の遺構や遺物出土状況から、すべて縄文時代晩期のも
のと考えられる。 （村田）

その他の遺構
木質粘土集中１（図Ⅳ―７８・７９、カラー図版３２―９０・９１）
規模：木質粘土集中１（３．２５／２．００／―）m
P２０・２１区に表面に樹皮の残る白色粘土状の木組み跡を
検出した。同一文化面から多数の土器片と粘土状の獣
骨、鹿角、多数の獣の歯冠部破片と焼骨小骨片、礫・
剥片石器が周辺から出土した。小柱穴や立木、杭痕な
どはなかった。周辺の遺物出土状況などから縄文時代
晩期のものと考えられる。 （冨永）

獣歯集中１（図Ⅳ―７７～８１、カラー図版３３―９２～３４―１０１・
３５―１０５・１０６）
規模：獣歯集中１（８．３８／５．５３／―）m
樹皮の残る木質粘土集中１の南方向傾斜部P１９・２０・２１、
Q１９・２０・２１区のⅤ層上面で、続縄文時代の土坑群に切
られて、多数の土器片と粘土状の獣骨、鹿角、多数の
獣の歯冠部破片と焼骨小骨片、礫・剥片石器、漆膜痕
が出土した。掘り込みなどはなかった。周辺の遺物出
土状況などから縄文時代晩期のものと考えられる。分
析一覧表には包含層取り上げとして記載している。

（冨永）

獣骨片集中１（図Ⅳ―４９・５７）
Q１８区のⅣ層下位からⅤ層上面で、獣骨の小骨片と鹿の
歯１点、炭化材の細片がまとまって出土した。フレイ
クが６５０点出土し、そのうち２１２点が被熱していた。掘
り込みなどはなかった。周辺の遺物出土状況などから
縄文時代晩期のものと考えられる。 （越田・冨永）

遺物集中１（図Ⅳ―８２、カラー図版３２―８８）
M１４・１５区のⅤ層で、棒状の扁平礫が４点まとまって出
土した。掘り込みなどはなかった。周辺の遺物出土状
況などから縄文時代晩期のものと考えられる。（村田）

遺物集中２（図Ⅳ―８２、カラー図版３４―１０２）
S１７区のⅤ層で、棒状の扁平礫が２点、赤色チャートの
剥片、黒曜石の剥片２７点ほどがまとまって出土した。
掘り込みなどはなかった。周辺の遺物出土状況などか
ら縄文時代晩期のものと考えられる。 （越田・冨永）

一括土器１（図Ⅳ―８２、カラー図版３２―８９）
L１２区のⅤ層で、縄文時代晩期の土器がまとまって出土

した。掘り込みなどはなかった。 （冨永）

一括土器２（図Ⅳ―８２）
M２３区のⅤ層で、縄文時代晩期の土器がまとまって出土
した。掘り込みなどはなかった。 （冨永）

尚、各遺構の土層注記については一覧表（表Ⅶ－２）
に示した。
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図Ⅳ－７ 遺跡の位置、続縄文時代の遺構群、地質統括
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図Ⅳ－８ P－１４・１７
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図Ⅳ－９ P－１８
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図Ⅳ－１０ P－２０・２５
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図Ⅳ－１２ P－１
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図Ⅳ－１３ P－２
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図Ⅳ－１４ P－３・４
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図Ⅳ－１５ P－５
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図Ⅳ－１６ P－６
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図Ⅳ－１７ P－７
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図Ⅳ－１８ P－８・９
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図Ⅳ－１９ P－１０・１１
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図Ⅳ－２０ P－１２・１３・１５・１６
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図Ⅳ－２１ P－１９・２１
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図Ⅳ－２２ P－２２
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図Ⅳ－２３ P－２３・２４・２６
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図Ⅳ－２４ P－２７・２８
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図Ⅳ－２５ P－２９・３０
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図Ⅳ－２６ P－３１
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図Ⅳ－２７ P－３２・３３
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図Ⅳ－３０ P－３７
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図Ⅳ－３１ P－３８・３９



厚真町 朝日遺跡

７６

図
Ⅳ
－
３２

P
－
４０
～
４３



Ⅳ章 遺構

７７

図Ⅳ－３３ P－４４・６８
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図Ⅳ－３４ P－４５・４６
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図Ⅳ－３５ P－４７（１）
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図Ⅳ－３６ P－４７（２）
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図Ⅳ－３８ P－４８・４９
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図Ⅳ－３９ P－５０
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図Ⅳ－４０ P－５１・５２
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図Ⅳ－４１ P－５３・５４
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図Ⅳ－４２ P－５５・５６
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図Ⅳ－４３ P－５７・５８
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図Ⅳ－４４ P－５９・６０
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図Ⅳ－４５ P－６１・６２
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図Ⅳ－４６ P－６３・６５
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図Ⅳ－４７ P－６４
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図Ⅳ－５４ F－１～４
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図Ⅳ－５５ F－５・７・８
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１０３

図Ⅳ－５９ F－１１・１２�～�
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図Ⅳ－６０ F－１３・１４
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図Ⅳ－６１ F－１５・１６
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図Ⅳ－６２ F－１７～１９
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図Ⅳ－６３ F－２０、２３～２５
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図Ⅳ－６６ F－２６・２７
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図Ⅳ－６７ F－２８～３０
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図Ⅳ－６８ F－３１～３３
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図Ⅳ－６９ F－３４・３５
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図Ⅳ－７０ F－３６�・�、３７�・�
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図Ⅳ－７１ F－３８・３９
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図Ⅳ－７２ F－４０�～�、４１
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図Ⅳ－７３ F－４２～４４
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図Ⅳ－７４ F－４５・４６
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図Ⅳ－７５ SP－１～６
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１２０

図Ⅳ－７６ SP－７～１０
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１２１

図Ⅳ－７７ 獣歯集中１周辺の焼土、獣歯集中１の記載区分け
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１２６

図Ⅳ－８２ 遺物出土状況



Ⅴ章 出土遺物

１２７

Ⅴ章 出土遺物

１．遺構の遺物［図Ⅴ―１～１６］［表Ⅶ―３～５］

（１）遺構出土の土器
土器の分類に際しては当センターの従来の分類を基本

とし、必要に応じて細分項目を設ける。土器の部分名称

については、在地系土器の深鉢、鉢、浅鉢は、頸部がはっ

きりしていないものが多いが、基本的には口縁部、胴部、

底部の名を使用する。壷、舟形土器および亀ヶ岡系土器

に関しては器形に応じ用いた。

Ⅱ群 縄文時代前期

F―４２―１は口縁部破片で綱文式に相当するものである。

器厚は厚手で口唇端部は角形に近い。

Ⅳ群 縄文時代後期（土器解説は、土坑の変遷を考慮するため

特徴と遺構名の羅列式とし、文様要素ごとの出土傾向をみる）

突瘤文IO（内側から外側へ）の施されるものにP―３―２、

P―７―１、P―１５―１、P―１７―１、P―２２―１、P―３６―１、P―３７―１０、

P―５１―１、P―５３―１がある。焼土ではF―２―１、F―７―１、F―３９―２

がある。P―３―２以外は、爪形文を持つ複合文の構成である。

３条１単位の弧線文様で文様が描かれ、キザミ文の充

填文が施されるものにP―３７―７、P―４８―１、F１９―１がある。

地文縄文のものP―２７―１、P―３９―２、P―４６―１、P―４８―２、

P―４９―１、F―２２―１、F―３７―１、F―４０―１がある。

三叉文の施されるものにP―１０―１、P―５８―２、F―１９―１があ

る。P―１０―１は区画沈線内に連続刺突が施され、透かし文

の入る特殊な形状を呈するもので、壷形土器の破片と考

えられる。

Ⅴ群 縄文時代晩期

・前葉のもの（解説には、形式の移行期と捉え前述した後期末の

遺物も含めた。重複する点を注意されたい。尚、文様要素解説の用

語は長沼町南６号左岸遺跡の図Ⅵ―３に準じた（北埋調報２９８））

口唇部文様の施されるもの

口唇部上面にキザミ文が施されるものにP―２―１、P―３―３、

P―１６―１、P―４７―１、P―５４―１、P―６４―１、F―２１―２がある。

口唇部上面に並行・斜行に細かいキザミ文が施される

ものにはP―１２―１、P―１８―３、P―３４―１、P―３５―１、P―３８―１、

P―５４―２、P―５５―２、P―６２―１、P―６５―１、P―６８―１、焼土出土で

はF―６―２、F―１０―２、F―１５―１・２、F―２５―２、F―３９―６、F―４２―２

がある。

口唇部上面に「交互斜行状」にキザミ文が施されるも

のにはP―８―１、P―１６―３、P―６１―１、P―６４―２、P―６８―１、F―３９―５

がある。

「ハ字状」にキザミ文が施されるものにP―６９―１、F―１―１、

F―１９―３がある。

爪形文の施されるもの

爪形文の施されるもので、粘土粒が捲れるものP―３―１、

P―７―１、P―８―１、P―１０―２、P―１４―１、P―１５―１、P―１７―１、P―１８―３、

P―１９―１・３、P―２０―１、P―２１―１、P―２２―１、P―２７―３、P―３２―１、

P―３５―１、P―３６―１、P―３７―１０・１１、P―３８―１～３、P―４１―１、

P―５１―１、P―５３―１、P―６１―１、P―６２―１。焼土ではF―１０―２、

F―１３―２、F―１５―１、F―１９―３、F―２５―２、F―３１―１、F―３５―１、

F―３９―２、F―４２―２がある。

そのうち左右から摘まむ爪刺突はP―２１―１、P―３７―１０、

P―４１―１、P―４５―１、P―５５―１、P―６２―１、P―６４―１、F―１―１、F―７―１

がある。

P―３５―１は胴部にも多段に爪形文が施される。P―３７―１１は

左側からの爪形刺突、P―４１―１は右側からの爪形刺突。

粘土の捲れが斜めに傾くもの、幅の短い楕円状の爪形

文のものP―１２―１、P―１４―１、P―１９―１、P―２７―３、P―３８―４、

P―４５―１、F―７―２がある。

粘土捲れの少ない爪形刺突文のものP―１２―１、P―４４―１、

F―６―２、F―１１―１がある。

刺突文の施されるもの

棒状工具による刺突文の施されるものにP―２―１、P―３―３、

P―１６―２、P―１９―２、P―２７―２、P―２９―１、P―３５―１、P―５２―１、

P―５４―２、P―５５―３、P―５６―１、P―５８―１・３、P―６５―２、F―２１―２、

F―３９―３・６がある。P―４４―１は口唇部上面に施される。

沈線文の施されるもの

短沈線状刺突文にF―２１―１がある。

単独の沈線文で区画文様が施されるものP―６５―２、F―７―２

がある。

沈線による弧線文で文様が構成されるものにP―３―３、

P―１６―３、P―３９―３、P―５８―１・３がある。

５条１単位の多重弧線文で文様を構成するものにP―１６―２、

P―１９―２、P―３７―７、P―３８―２、P―６４―２がある。P―３８―２は壷型

土器の破片である。

爪形文・沈線文・刺突文の複合文をもつものにP―１６―２、

P―３５―１がある。

２条から数条の沈線区画内に多重沈線、縄文などで充

填文が施されるものにP―６４―２、P―６５―１、F―１０―１、F―２２―２

がある。

沈線区画内磨り消し縄文のものP―１９―１、P―３７―８・９、

P―５８―２、F―６―１、F―１３―１、F―１９―２、F―２２―２、F―２３―１、

F―２５―１、F―２６―１、F―３９―５がある。

口縁部に無文帯の巡るものP―８―１、P―２９―１、P―３８―４、

P―４４―１、F―１２―１がある。

形態的特徴

形態的な特徴では、口縁部装飾の突起部をもつものに

P―１―１、P―３３―１、P―３８―３・５、P―４８―２、F―６―１・２、F―１２―１、

F―１３―１、F―１６―１がある。うち、貼り付け状の突起部をも

つものにはF―６―１、F―１３―１がある。

口唇が小波状を呈するものにP―１―２、P―３―１、P―７―１、

P―１９―３、P―３７―１１、P―５２―１、P―５３―１、P―５４―１、P―５５―１、

P―６１―２、F―２１―１、F―３４―１、F―３５―１、F―３７―６、F―４４―１があ

る。

口唇部が切出し状に内傾するものはP―１８―３、P―３２―１。

あげ底の底部P―７―２、P―３７―１～５がある。
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あげ底気味の平底のものにP―２２―２、P―２７―４、P―３９―１が

ある。P―２２―２は人骨の頭部付近に伏せられて出土した。

ボール状の底部のものにP―１９―２、P―３７―６がある。

P―４４―２は形状と簡略文様からミニチュア形土器とした

ものである。

・晩期中葉・後葉のもの

口唇部端部内面にキザミ文が施されるものにF―２１―３、

F―３９―４がある。口唇部上面に縄文が施されるものにP―４８―２

がある。

文様が縄線文で施されるものにはP―４７―１がある。横環

する多重沈線文のものF―１３―３、F―１５―２、F―３９―４がある。

口縁部の上下を沈線文で帯状に区画し、区画内部を２条

１単位の沈線文で三角形もしくは鋸歯状に文様を施すも

のにP―３８―５がある。

下方向から上面に向かって刺突文の施されるものに

P―５０―１がある。

胴部の頸付近に段状の屈曲を持つものにはP―１６―２、大

きく屈曲するものにはP―１９―２、P―６４―２がある。

Ⅵ群 続縄文時代

P―１８―１・２が北大１式期の片口小型土器。１は２条の細

い微隆起線の内側を、帯縄文で充填する。片口部分の外

方面装飾には北大Ⅰ式的な平行微隆起線が５条左右両側

面に施される。２は無文の土器で。文様の施される１よ

りも２㎝程一回り大きい。両土器とも片口先端部は打ち

欠かれている。先端部の破片は近隣からは出土していな

い。P―５８―４は口縁部に沿って微隆起線が２本横環する。

同時期の土坑出土の土器類例には末広遺跡、柏木B遺跡、

町村農場遺跡、吉井の沢遺跡、大麻３遺跡、北大ポプラ

並木東地区、長沼町幌内D遺跡の例がある。

（２）遺構出土の石器
（解説は、遺構の変遷を考えるうえで、遺構名の羅列とした。）

石鏃

遺構からは多くの石鏃が出土した、被熱・破損するも

のが多数みられ（一覧に示す）、これら欠損品も廃棄行為

（送り儀式）の上で遺棄されたものと考え、できるだけ掲

載に努めた。石鏃は土坑出土で有茎のものにP―１―１・２、

P―３―１～３、P―５―１、P―７―１、P―８―１～４、P―９―１～４、P―１１―１・

２、P―１３―１。P―１４―１・２、P―１７―１、P―１８―１・２、P―１９―１～

９。P―２０―１・２、P―２９―１、P―３２―１・２、P―３３―１。P―３６―１・

２、P―３７―１・２、P―３８―１～１０。P―５５―１、P―５６―１、P―５８―１～

３、P―６１―１～４、P―６８―１・２、P―６９―１がある。

焼土ではF―１―１・２、F―６―１、F―７―１、F―８―１。F１０―１～３、

F―１３―１、F―１５―１、F―２２―１・２、F―２３―１・２、F―２５―１～３、

F―２６―１。F―３０―１～５、F―３１―１、F―３５―１～３、F―３９―１～３が

ある。小柱穴からはSP―８―１で出土している。いずれも縄

文時代晩期の時期に属すると考えられる。爪形文土器の

多く出土するユカンボシE２遺跡では有茎の石鏃が多く出

土しており、晩期前葉（初頭）の石鏃の特徴として捉え

られる。

無茎のものではP―１―３、P―９―５、P―１８―３、P―２９―２、F―２１―２、

獣骨片集中１―１がある。破片の為に形態が不明のものには

P―１５―１、P―１８―４、P―２０―３・４、P―３８―１０、P―６３―１、P―６５―１。

焼土ではF―１―３、F―５―２、F―６―２、F―１０―４、F―２１―１・３、

F―３０―４・５、F―３２―１、F―４２―１・２があるが、いずれも先端

部が欠損し、頸部が破損するものである。余市町大川遺

跡では晩期後葉の墓壙から無茎の石鏃が多数出土するが、

朝日遺跡の場合では有茎が多く、形態は時期差と考えら

れる。

石槍

厚みから石槍としたP―６２―１、欠損するがF―３０―６がある。

石錐

剥片の角を刺突部に加工したものP―２―１、P―３―４・５、

P―８―５、P―１９―１０～１３、P―２０―５・６、P―２９―３、P―３２―３、

P―３７―３、P―３８―１１・１２。P―４１―１、P―５６―２、F―１５―２、F―３７―１

がある。

更に刺突部を長細く作出したものにP―３―６、P―９―６、

P―１８―５。P―３３―２、P―３７―４、P―３８―１３、P―５５―２、P―５８―４、

P―６１―５、P―６９―２・３がある。焼土からはF―１―４、F―５―１、

F―７―２、F―１１―１、F―１３―２、F―３０―７、F―３９―４があり、刺突

部を意図的に作出する形態が焼土に伴う場合が多い。欠

損品にF―５―２がある。

つまみ付きナイフ

片面縁辺調整を施す縦型剥片のP―３７―５、横型剥片の

F―３３―１。横型剥片を側面加工のF―７―３がある。

スクレイパー

スクレイパーとしたものはP―７―２、P―９―７、P―１０―１、

P―１２―１、P―１３―３、P―１４―３・４、P―１５―２、P―１６―１、P―１７―２、

P―１９―１４～１７、P―３３―２、P―３７―５、P―３８―１４、P―４１―２、P―４７―１、

P―５０―１、P―５５―３・４、P―５８―５、P―６９―４。F―１―５、F―１４―１、

F―１５―３、F―１９―１。P―６８―３は端部が破損するが、尾部が二

股に分れる用途不明の形状から異形石器とした。

石核

石核と判断できる剥片は僅かでP―１８―１８、遺物集中２―１

がある。

叩き石

P―７―３はP―２７―１同様小型の叩き石で、刺突具等の細かい

針仕事に使用されたもの。楕円球形もしくは断面三角形

状の細長い礫を用いたものP―８―６、P―１９―１９はいずれも握

るに適したサイズ。P―６―１、P―１０―２は叩き石の破片。長方

形状で平坦面を叩くタイプP―１９―２０、P―２７―２・３、P―２９―４、

P―３３―４・５、F―１６―１、縁辺を叩き面とするタイプにP―１９―２１、

P―４９―１、F―２６―２、獣骨片集中１―２がある。

磨り石

P―１９―２１は扁平な円礫の側面を擦ったもの、握るに適し

たサイズの円礫にP―３１―１、P―６１―５があり、出土の状況か

ら余市町大川遺跡にみられた埋葬の際の「握り石」に相

当する遺物と考えられる。

台石・石皿

P―１０―３は長方形状の台石。P―１２―２は石皿。P―６９―５は台

石の破片。



Ⅴ章 出土遺物

１２９

石斧

P―４７―２は石斧の完形品。刃部から３分の２程の場所に

柄留め具の擦痕がある。P―１８―６は石斧原材の破片。遺物

集中１―１～３。遺物集中２―２・３は石斧の原材と考えられる。

２．包含層の遺物［図Ⅴ―１７～３７］［表Ⅶ―３～５］

（１）包含層出土の土器
Ⅱ・Ⅲ群 縄文時代前期・中期

２５は綱文式土器の口縁部破片。２６は中期中葉の天神山

式に相当する。

Ⅳ群 縄文時代後期

b類（手稲式・ホッケ澗に相当する）土器が出土してい

る。２７は手稲式の口縁部破片でやや厚手のもの。

２８～４０はc類（堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当する）

土器が出土している。１は注口土器、胴部に膨らみを持

ち、ほぼ球形の器形。底部外面に凹みを持つ。３１～３２・

４１～４４は突瘤文IO（内側から外側へ）の施される土器群。

口唇端部の装飾は、４１・４３・４５・４６に押圧による小波状を

呈するものがみられる、４５～４８は地文に縄文施文のもの。

Ⅴ群 縄文時代晩期（土器解説は、文様要素ごとの出土傾向を

みる）

突瘤文・爪形文の施されるもの

復元できた１～７はV群a類に相当する。２・５はIO突瘤

文（内側から外側へ）の施される土器。西島松５遺跡包

含層出土のものとの相違点は、口唇端部が内削ぎ状にな

らない。口縁部が内湾気味になるような胴部の膨らみが

ない。底部に張り出し縁が作られ上げ底気味。口縁部系

に比して底部系が小さい点である。

８～１９はⅤ群b類・c類に相当する。１７は本州東北北部

亀ケ岡文化の大洞C１式に相当する。搬入品の注口土器で

ある。１８は胴部無文で形態は移行期に差し掛かるもので

あろう。１９はママチ遺跡（北埋９）に類例がみられる在

地の土器と考えられる。

爪形文の施されるもの

爪形文の施されるものには４９～５８がある。５２は口唇部

上面に交互斜行刻み文が施される。

刺突文の施されるもの

刺突文の施されるものは５９～６６がある。６７～７０は沈線文

に、爪形文の複合文の文様帯を持つ。

口唇部装飾のみられるものは、６４～６６が口唇部上面に

平行刻み文が施される。６７は口唇部上面に鋸歯（ハ字）

状の刻み文が施される。

沈線文の施されるもの

沈線区画内充填文は７０～７２。弧状沈線文は７０～７５、弧状

沈線が単独で上下交互に描かれるものに７４～７５。同様の

者はユカンボシE２遺跡出土土器にみられる。７６～７９は無

文地。西島松５遺跡（北埋２０９）の包含層出土のものと類

似する文様。７６の沈線端部を沈線で区切る文様構成は西

島松のMA盛土出土土器にみられる。８０～９０は磨り消し縄

文。８６～８８は３・４条の重層沈線文で文様を描くもの。

南６号川左岸遺跡に頸部に同様の文様を描く土器が出土

する。西島松５遺跡のP―４６２に類する。

９１～９３は３～４条の沈線文で文様を描くもの。沈線で

区画した文様内を９４の縄文や、９５～９７の沈線文で充填す

るもの。９４は口唇部上面に鋸歯（ハ字）状の刻み文が施

される。９７は恵庭市ユカンボシE２遺跡に同様の文様モ

チーフを持つ個体が出土している。９８～１０３は平行沈線間

を刺突文で充填するもの。１０２は口唇部上面に交互斜行の

刻み文が重複する展開をみせるもの。１０４～１０５は先端部

爪形状の細長刺突文（カリンバ３遺跡では刻文と称する、

富良野市中五区２遺跡でも出土し分布範囲は広範である）。

横長の刺突文で文様構成するもの１０７～１１０。１０６は口唇

部貼り付け瘤の上面に＋状の刻文を施す。粘土瘤の突起

部と刺突文に１１０。１１１・１１７は口唇端部上面にx字状の刻

文を施す。１１１～１１６は口縁部に多重沈線文と刺突文が施

されるもの。１１５・１１７は口唇部上面に交差状の刻み文が

施される。１１９～１２２は短沈線で充填文様。１２０は対雁２遺

跡（北埋２４０）に同様の文様モチーフを持つ個体が包含層

で出土している。

１２４～１２８、１２９～１３５は横環する多重沈線を持つ。１３６～

１３９は幣舞式に相当する。渦巻状に折り返す沈線縦位に区

画線の垂下するもの。これらはⅤ群b類に相当する。１４０

は文様帯を縦位に区画する粘土瘤が施されるもの。１４１は

指圧で凹凸をつけた文様を持つ粘土紐が横還するもの。

縄線文が施されるもの

１４２～１４９は縄線文を主要な文様要素とするもの。１４３～

１４９は縄線文が口縁部を横環するもの。１４９～１５１は口唇部

にキザミ文が施されるもの。１４４は口唇部先細りの形状と

内面縄文から当初は中期中葉と考えたが、晩期末葉の緑

ヶ丘式に類するものがあることから晩期所属とした（大

沼氏のご教授による）。類例に梅川４遺跡（北埋２５３）。

２１～２４はⅤ群のミニチュア土器。２２は窃坑される。

Ⅵ群 続縄文時代

２５は続縄文時代初頭の在地の深鉢形土器である。やや

上げ底気味で、胴下半部は縦方向に縄文が施される。１５３

は把手付小型土器。１５４は横環する沈線の区画内に鋸歯状

に沈線文が巡り、三角形状の上下の空間に縦位方向に刺

突文が充填される。１５５は変形工字文的な文様を持つ。余

市町大川遺跡に類例がみられる。続縄文時代後葉１５６～１６１

は北大Ⅰ式に相当する。１５６～１６１はⅥ群e類土器。１５６～

１５８は多重平行に微隆起線が施されるもの。１５９・１６０は円

形刺突文の施されるもの。１６１は微隆起線で三角形状の区

画文が付けられた胴部片である。

Ⅶ群 擦文時代

擦文式土器１６２～１７２が出土している。１６２は甕形土器の

口縁部片で沈線文が施される。１６３～１７１は矢羽根状、も

しくは鋸歯状の文様が付く。１６４は横走する多重沈線を地

文に、鋸歯状の沈線文様。１７２は刻文のある貼付瘤がみら

れる。



厚真町 朝日遺跡

１３０

（２）包含層出土の石器
石鏃

両面調整の剥片で三角の尖頭部を持つもの。有茎鏃１

～１１、無茎鏃１２、１は尖頭部と茎部の長さがほぼ一致す

る。２～１１は尖頭部が長いもの。８～１０は特に入念に両

面から調整が施される。１２は側縁が外湾し、基部が内湾

するもの。

石槍

厚みのある素材に押圧剥離や平坦剥離による加工を施

した両面調整の剥片で、三角の尖頭部を持つ長軸５cm

以上のもの。１３～１５。１３は基部が明確に作出される。１４・

１５は基部が不明瞭な柳葉形を呈する。

石錐

対象物に孔をあけ得る刺突部持つもの。１６～２３。剥片

の角部を加工したもの１６～１８、更に刺突部を長細く棒状

に作出したもの、１９～２３。１９・２０は摘み部が残存するもの。

２２は棒状のもの、アスファルト痕が残る。

つまみ付きナイフ

剥片の一端に紐かけ的つまみ部を持つもの。２４～３２。

２４は横長剥片を加工した横型を呈し、つまみ部は片側の

直線的な部分を利用する。２５は両面から入念に調整され

る。縦長剥片を加工した縦型に２５～３１がある。２６～３２は縁

辺部を片面加工するもの。３２は斜め形を呈する。

スクレイパー

剥片の縁辺に急角度の刃部を作り出している石器で、

上記の分類に当てはまらないもの。形態は様々で、縦長

剥片、横長剥片、刃部がV字状のもの、湾曲したもの、三

角形のもの、円形のもの。円形のもの３３～３６。３４は両面

加工が施され楔形の形状を呈する。縦長剥片のものは３７

～４１、横長剥片のものは４２。３７～４２は片面加工されたもの。

Uフレイク

フレイクの中で使用痕のあるもの。４３・４４は剥片の一

部に加工がみられる。

石核

石器母材から剥片を取ったあとに残ったもの。４５・４６。

石斧

礫素材の一端に研ぎ出された、主に両刃の刃部をもつ

もの。４７～５１。４７～４９は形状を調整する敲打痕が残存し素

材面を残す。５０は全面研磨が行われる。５１は小型の石ノ

ミ状のもの原礫面を残す。

たたき石

礫を素材とし、素材の主面、または側面に叩き痕をも

つもの。５２～５７、５２は５面で敲き痕がみられる。５３は敲打

痕が残り折損する素材だが、窪みがあることからこの形

態で利用されていたと推測される。５４・５５は４面で叩き

痕がみられる。５６・５７・５９は３面で叩かれるもの。５３～

５５・５８は扁平な転礫を素材とする。５８～６１。５９・６０はすり

面を持つ。５８～６１は２面に叩き痕がみられる。

すり石

礫素材の石器で主面、または側面にすり痕をもつもの。

いわゆる「北海道式石冠」もすり石に分類している。６２

～６８。６２は一部に叩き痕が残り、主には断面三角形状の

薄い縁辺を擦り面として利用したもの。６３・６４は縁辺部

の突出部を擦り面として利用したもの。６５は扁平な板状

の素材の縁辺を擦り面としたもの。６６・６７は断面四角形

の柱状礫の各面を擦り面として利用したもの。

くぼみ石

６８～６９。６８はサイコロ状の素材の各面に系２㎝程の窪

みが１個または２個連結する状態のもの。６９は断面四角

形礫の端部が叩き面として利用され、平坦面に２個連結

する窪みを残す。７０は扁平な小礫を用い中央部に拙孔を

試みた痕跡が残る。孔を未開通に残す同様のものが木古

内町釜谷８遺跡でも出土することから、装飾品の未成品

と断じて良いか疑問である。

台石・石皿

礫を素材とする石器のうち大型で敲打痕、すり痕があ

り、尚且つそれが受動的と解釈できるもの。厚手扁平な

礫素材を用いる。７１は片面を叩いて面取り作業が行われ

ている。７２は片面に擦痕がみられる。

骨角器

骨角器片が１点出土した。７３は多重平行に施される線

刻の文様が、続縄文時代の茶津２号洞穴にみられる銛先

尾部の装飾に類似する。

３．土製品・石製品［図Ⅴ―３８～４０］［表Ⅶ―６］

１・２は耳栓、１は小型の無文・無孔の耳栓。千歳市

美々４遺跡・同呑口遺跡、キウス４遺跡、大谷地貝塚、

西島松南D遺跡、キウス５遺跡に類例がある。２は大型で

断面凹状の形態を呈するもの。類例には美々４遺跡・同

呑口遺跡がある。いずれも後期後葉から晩期初頭と考え

られる。３は小型のスタンプ状土製品（ピアス状形態）、

４・５は壷型を呈すると考えられる彩色土器片。４は赤

彩された口縁部括れ付近の破片。５は口縁端部の装飾部

分の破片。図版は実測後に同一個体が確認されたため、

接合したもの。

６～１０は土偶片。６は頭部の装飾部分、７・８は脚部。

９は肩部から脚部にかけての破片で頭部は欠損する。腰

から太腿にかけて外方に拡がる形状は、江別市大麻３遺

跡の土偶に類する。１０は小型の土偶片。晩期亀ヶ岡文化

に属する木古内町札苅遺跡出土の土偶に類する。左腕部、

脚部が欠損する。１１・１２は本州青森県八戸市是川中居遺

跡L地区にて類するものが出土している事から晩期前葉の

ものと考えられる。１１は中空土偶の脚部もしくは、三脚

形土器の脚部と推測される。１２は土製勾玉、１３はⅤ群大

洞系の口縁部飾り、１４は脚付き小型土器の脚部破片、１５

はⅤ群在地系土器の熊顔面の飾り部破片、１６・１７は赤彩

土器片。１７はⅣ群c類の可能性がある。１８は小型の舟形ミ

ニチュア片で、形状から丸木舟を模したと推測される（遺

物図版１８―１８）。１９・２０は大洞式土器の土器片。１９は注口土

器の張り出し屈曲部の破片。２１は土器の装飾部破片。２２



Ⅴ章 出土遺物

１３１

は脚付き皿状ミニチュア土器片。北斗市館野遺跡、小樽

市忍路土場遺跡、千歳市キウス４遺跡、鶴居村下幌呂１

遺跡に類例がみられる。

石製品の１・６・７は石棒片。２・３は化石を含むノ

ジュール片で、オニキシベ１遺跡では、中期中葉の竪穴

式住居内から出土することからも、当時遺跡内に持ち込

まれたものと推測される。４・５は黒曜石製の異形石器。

５はその厚みと形状から動物を模した石製品と考えられ

る。８・９は有孔石製品。包含層から出土することからノ

ジュール片と同じく、遺跡内に持ち込まれたものであろ

う。１０は時期、用途不明の石製品。砂礫を多く含む事か

らコンクリート製の扉飾りではないかという意見もある

が、文様と瘤状突起部の形態的には、晩期の遺物と考え

られないだろうか。これは北側地区から出土している。

４．金属製品［図Ⅴ―４１～４３］［表Ⅶ―１１］

P―１４の１は刀子片、茎部が鹿角製（鹿角内部は海綿化

している）。P―１８の２は刀子片、柄部は木製。P―２０出土の

３～４は柄部が樹皮巻。類例に江別市町村農場遺跡の刀子。

５は両端が欠損する。６は鉄鏃、包含層から出土した。

逆刺部のある５角形の鉄鏃破片で、鏃身部のみの出土し、

柄部（頸部・茎部）は出土していない。中央に孔があり、

形状的には５世紀後半から９世紀にかけて東北地方で出

土し、８世紀中頃の西島松５遺跡P―１０１出土の五角形鉄鏃

にも類似する。時期については今後も検討したい。

７・８は鉄鍋片。７は口縁部に段を持ち上外方に立ち

上がる。早来町大町２遺跡で出土した内耳鉄鍋に口縁部

形状が類する（北埋２２８：US―１５）。８は鉄鍋の破片、部位

は不明。P―１８の金属製品は材質分析の結果（Ⅵ章１１）、同

時期の秋田県寒川２遺跡や、群馬県荒砥宮田遺跡など、

本州北部の鉄製品とは由来が異なる事が確認された。在

地の鉄素材についても２点分析したが、それとも材質は

異なり、どこかから搬入されたと考えられる。茎部に使

用された樹種はニシキギ属である（Ⅵ章７）。時期的に後

続するユカンボシE７遺跡ではカエデ属の樹木が使用され

ている。

古銭は２点出土し、寛永通寶と文久永寶が出土した。

４はM２０区の撹乱から出土した。文久永寶（草文書体１８６３

～１８６７年まで鋳造）は関東の浅草橋場で製造され、老中・

板倉勝静の書を基にした文字が使用されている、５はM

１９区の撹乱からの出土で、寛永通寶（初鋳１６３６年）であ

る。書体から新寛永（１６６８～１７３９年間鋳造）に属すか。明

治２（１８６９）年明治政府は蝦夷開拓の為開拓使を設置し

ていることから、文久永寶はその頃もたらされた可能性

がある。

５．装飾品（玉類）［図Ⅴ―４４～４９］［表Ⅶ―７］

ヒスイ製玉製品

勾玉１はP―３６出土で縄文晩期初頭に属すと考えられる。

２はO１１区の撹乱出土。白老町社台１遺跡では形状の類似

する勾玉が出土しているが、これは晩期後葉に属する。

３はロジン岩製勾玉未成品。４～６は丸玉。４はP―５０出

土、５はR１８区、６はM１７区、P―５０出土の丸玉よりもやや

小さいが、形状が類似する為、同一時期の頃と推測され

る。７のQ２０区出土の平玉は被熱した破損品で４つの破片

が接合し３分の２程が残存する。この時期の類例には近

隣の道央部では余市町大川遺跡、同沢町遺跡から、道南

部では松前町東山遺跡の３例があげられる。

緑泥石岩製玉製品

８はN７区出土の平玉、９はM１６区出土の丸玉、いずれ

も包含層からの出土で、縄文時代晩期初頭頃と推測され

る。

緑泥石岩・緑色凝灰岩製玉製品

P―１４出土の垂玉１０、P―１８出土の丸玉１１は破損する。晩

期の玉に比して小型サイズ。類例には滝里１２遺跡の蛇紋

岩製小玉があげられる。続縄文時代頃のものと推測され

る。

コハク製玉製品

垂玉、丸玉が出土した。１２はP―１８出土垂玉１点。１３～

１５はP―１７出土の３点。時期は続縄文時代頃と推測される。

コハク製平玉は続縄文時代初頭に道央部で平玉製作技法

が確立され、道東部へ拡散した事が知られる（藤岡２００８）。

類例に晩期末葉の釧路市幣舞遺跡、続縄文時代前期中葉

苫小牧市ニナルカ遺跡が、垂飾には続縄文時代初頭の余

市町大川遺跡の例がある。道東の常呂川河口遺跡ととも

にコハク玉流行の終末期にあたるものと考えられる。

ガラス製小玉製品

小型サイズの玉。１～９はP―１８。１０～２８はP―２５。２９は

M６区。３０はP１８区から出土した、両遺構からは成分分析

の結果、古墳時代初頭に加わった新成分のガラス玉が共

伴する。道央部では続縄文時代の出土ガラス玉の類例に、

苫小牧市タプコプ遺跡、平取町パンケヌツチミフ遺跡、

札幌市北大校内の遺跡「ポプラ並木東地区」。道南部では

森町鷲ノ木遺跡、松浦町トノマ遺跡があげられる。

緑泥石岩？製玉製品

玉で、管玉状平玉のもの、臼玉状（管状の細い玉を薄

く輪切りにしたもの）のものがある。現代のビーズサイ

ズに加工されているものである。P―１４、P―１８、F―１の焼土

中から出土した。類例は、北大校内の遺跡「ポプラ並木

東地区」にて墓壙から出土している。時期は続縄文時代

と考えられる。材質については当初、ポプラ並木例に倣

い滑石とした。しかし、分析の結果は緑泥石岩に近い数

値が出た。但し、F―１出土の１２７は軽石製であり、縄文時

代晩期のものと考えられる。

全部で１４８点出土したが、金属製品処理中に錆部分から

出土した２２点については実測していない。カラー図版２４

にて、全（１～１４９）点にテグスを通し輪状にして一括撮

影した。 （冨永）
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図Ⅴ－２２ 包含層出土土器（６）
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図Ⅴ－２３ 包含層出土土器（７）
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図Ⅴ－２７ 包含層出土土器（１１）
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Ⅵ章 自然科学的手法による分析結果
１ 朝日遺跡出土ガラス小玉の材質分析

１．分析試料

本遺跡遺構P－１８・P－２５、調査区M６・P１８から出土し

た計３０点（表１）のガラス小玉の実体顕微鏡（Nikon製

SMZ－１０）及びデジタルマイクロスコープ（Dino−Lite

Pro）による表面観察、蛍光X線分析装置を用いた材質分

析を行った。測定試料はエタノールによる超音波洗浄を

おこない、表面の付着物を取り除いたのち、１点につき

任意の２か所を分析し、その平均値を求めた。

２．使用機器と測定条件

分析にはエネルギー分散型蛍光X線分析装置JSX−３２２０

（日本電子株式会社製）を使用し、定性分析及びファンダ

メンタルパラメータ法（FP法）による半定量分析を行っ

た。

測定条件は下記のとおりである。

≪蛍光X線分析の測定条件≫

管電圧 ３０．０kV 電流 ０．２７０～０．３００mA

ライブタイム ４００secターゲット Rh

コリメーター ７㎜ 雰囲気 真空

３．製作技法の推定

実体顕微鏡観察及びマイクロスコープ観察により、分

析番号No．２０では孔と直交する条痕が確認できること、滴

型の形状、端面の孔の周りが荒れていることから巻き付

け技法で製作されたと考えられる（写真図版－１）。それ

以外の資料では、２６－bのように両端面を貫通する大きな

気泡筋（写真図版－２）や孔と平行する気泡列や条痕（写

真図版－３、４）が確認できた。そのため、引き伸ばし

技法によって製作されたと考えられる。

４．分析結果

分析の結果、鉛ケイ酸塩ガラスが１点（分析番号No．２０）

のみで、それ以外の２９点はアルカリケイ酸塩ガラスであっ

た。鉛ケイ酸塩ガラスはさらに鉛ガラス、鉛バリウムガ

ラス、カリ鉛ガラスに細分されるが、本遺跡のNo．２０は、

PbOの含有量が１７wt％と一般的な高鉛ガラス（註１）に比

べ低い含有量を示し、BaOは検出されずK２Oを２wt％程度

含有していることからカリ鉛ガラス（K２O−CaO−SiO２）と

考えられる。また、K２Oは風化によって著しく成分が減少

することからNo．２０に関しても風化によりK２Oの含有量が

減少しているものと考えられる。また、着色因子はCu

と考えられ、ZnはCuもしくはPbの不純物と考えられる。

それ以外のものは、さらに３種類のガラス材質に細分

した。ひとつは、高K２O・低Na２O、CaO（図１－Ⅰ、図

２－A）を示すカリガラス（K２O−SiO２）が７点。さらに、

高Na２O・中K２O、CaO・高Al２O３（図１－Ⅱ、図２－B、

図３－�）を示す高アルミナソーダ石灰ガラス（Na２O−

Al２O３−CaO−SiO２）が１２点であり、高CaO・低K２O、Al２O３

（図２－C，図３－�）を示す低アルミナソーダ石灰ガラ
ス（Na２O−CaO−SiO２）が１０点であった。

着色因子は、Cu着色の青色系統とCo着色の紺色系統の

２種類があり、Co着色のものは、Coに含有するMnOの値

が１～３wt％と高い値を示す。

また、No．２３、No．２９－dはこれらの細分から逸れた分

析値を示したが、その他の成分値から総合的に判断し、

それぞれカリガラス、高アルミナソーダ石灰ガラスの可

能性が高いと判断した。

さらに、カリガラスではAl２O３とCaOの含有量に違いが

みられ（図４）、Al２O３の値が高くCaOの値が低いものは着

色要因としてCu、双方が中間的な値なものにはCoが使用

されている。これらの特徴は先行研究でいわれている本

州から出土するカリガラスの特徴に当てはまる（肥塚ほ

か２０１１）。

また分析No．２３はMnの含有量が他のCo着色のものに比

べ３．８wt％と高く、Cuも１．１％ほど含有していることから、

CoのほかMnとCuも着色に関係していると思われ、他のガ

ラス小玉とは異なった傾向を示す。

５．まとめ

分析番号No．２０のガラス材質であるカリ鉛ガラスは、中

国では主に宋代（AD９６０－１２７９）を中心に流通が認められ

（新免ほか２００９）、北海道では主に、アイヌ文化期の遺跡

より出土するガラス材質であることから、No．２０について

はアイヌ文化期のガラス玉の可能性が考えられる。

そのほか、本遺跡から７点出土したカリガラスは、本

州では弥生時代から古墳時代にかけて出土しているガラ

ス材質のひとつである。北海道では、十勝太若月遺跡な

ど後北B式～後北C１式期から出土したガラス小玉がカリガ

ラスであるとの報告がなされており（越田ほか２０１４）、北

海道の遺跡からガラス小玉が出土するようになる初期の

時期に流通していたと考えられるガラス材質である。

本遺跡から出土したカリガラスも十勝太若月遺跡と共

通した組成の傾向を示すものであり、このことから、後

北B式～後北C１式期から一連して共通の特徴を持つカリガ

ラスが本遺跡に埋葬されていると考えられる。

次に、ソーダ石灰ガラスであるが、本遺跡からは低ア

ルミナと高アルミナの２種類がP－１８、P－２５双方の遺構

から出土している。北海道内でも低アルミナソーダ石灰

ガラスの出土例はあるが、本遺跡に比べCoに付随するMn

値が低い傾向を示している。この傾向は、高いMn値を示

すカリガラスや本遺跡出土のソーダ石灰ガラスとは異な
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るものである。

高アルミナソーダ石灰ガラスとした１２点は、TiOやAl２O３

の含有量から古墳時代に出土する高アルミナソーダ石灰

ガラスの特徴を示していると考えられる。しかし、現在

まで北海道において高アルミナソーダ石灰ガラスとされ

るガラス小玉の報告例がなく、今後のデータの蓄積を待

ちたい。

（註１）日本国内に出土する鉛ガラスの化学組成の平均は、

PbOがおよそ６０～７０％、SiO２３０～４０％、その他の酸化物

が１％以下とされ（肥塚ほか２０１１）、中国では、Na２O+

K２O＜５％、PbO３５～７５％、SiO２３５～７５％（Gan Fuxi

２００９）という特徴を示す。

（註２）カリ鉛ガラスは、一般的なカリ鉛ガラスの化学組

成としてK２O７～１１％、PbO４０～６０％、SiO２３０～４６％の

範囲と挙げられており（田村２０１２）、中国では、NaO２＜

１％、K２O７～１５％、PbO３５～７５％、SiO２３０～６０％（Gan

Fuxi２００９）の範囲とされる。 （高橋）
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図３ ソーダ石灰ガラスにおけるCaO―Al２O２含有量 図４ カリガラスのCaO―Al２O２―含有量
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図番号 分析番号 遺構・調査区名 色調

１ No２１−a P−１８ 紺色

２ No２１−b P−１８ 紺色

３ No．２１−c P−１８ 紺色

４ No．２２−a P−１８ 紺色

５ No．２２−b P−１８ 紺色

６ No．２３ P−１８ 紺色

７ No．２９−a P−１８土壌水洗 紺色

８ No．２９−b P−１８土壌水洗 紺色

９ No．２９−c P−１８土壌水洗 青緑色

１０ No．２９−d P−１８土壌水洗 淡青色

図番号 分析番号 遺構・調査区名 色調

１１ No．３０ P−１８土壌水洗 紺色

１２ No．２４−a P−２５ 淡青色

１３ No．２４−b P−２５ 青緑色

１４ No．２５−a P−２５ 青緑色

１５ No．２５−b P−２５ 紺色

１６ No．２５−c P−２５ 青緑色

１７ No．２５−d P−２５ 紺色

１８ No．２５−e P−２５ 淡青色

１９ No．２５−f P−２５ 青緑色

２０ No．２６−a P−２５ 淡青色

図番号 分析番号 遺構・調査区名 色調

２１ No．２６−b P−２５ 青緑色

２２ No．２６−c P−２５ 淡青色

２３ No．２７−a P−２５ 濃紺色

２４ No．２７−b P−２５ 青緑色

２５ No．２７−c P−２５ 青緑色

２６ No．２７−d P−２５ 青緑色

２７ No．２７−e P−２５ 青色

２８ No．２８ P−２５ 青緑色

２９ No１ M６ 紺色

３０ No２０ P１８ 青色

図番号 分析
番号 色調 着色

因子 技法 分類 基礎ガラス材質 Na２O MgO Al２O３ SiO２ K２O CaO TiO２MnO Fe２O３ CoO CuO SnO PbO 備考

１ No２１−a 紺色 Co 引き伸ばし ⅢC Na２O−CaO−SiO２ ０．５８０．６４２．７０８７．８７０．６４４．１７０．２７１．７２１．２４０．０６０．０２０．０８ −

２ No２１−b 紺色 Co 引き伸ばし ⅢC Na２O−CaO−SiO２ ０．７００．６０２．６５８６．８８０．５１４．７１０．３４１．８７１．６１０．０７０．０２０．０６ −

３ No．２１−c 紺色 Co 引き伸ばし ⅢC Na２O−CaO−SiO２ ０．３３０．６４２．７０８７．５００．６８４．７４０．２７１．７８１．２５０．０６０．０２０．０２０．０１

４ No．２２−a 紺色 Co 引き伸ばし ⅢC Na２O−CaO−SiO２ ０．５５０．７７３．１６８５．３１１．１５５．５６０．２６１．７２１．４５０．０５０．０２ － －

５ No．２２−b 紺色 Co 引き伸ばし ⅢC Na２O−CaO−SiO２ ０．９６０．５１２．３１８７．６３０．７３３．９１０．３４１．９９１．４３０．０９０．０３０．０７ －

６ No．２３ 青色 Co 引き伸ばし － K２O−SiO２ ０．２３０．５５２．０７８５．２３３．２１２．２３０．３１３．８０１．２６０．０４１．１６ － ０．０１※CuO、MnO多

７ No．２９−a 紺色 Co 引き伸ばし ⅡB Na２O−Al２O３−CaO−SiO２７．６８０．７８７．７３７３．５１１．７６３．０５０．４９１．９１２．９８０．０８０．０３０．０１ －

８ No．２９−b 紺色 Co 引き伸ばし ⅢC Na２O−CaO−SiO２ ０．６７０．６３２．４９８６．８５０．４６５．４６０．２７２．０３１．２８０．１００．０３０．０７０．０１

９ No．２９−c 青緑色 Cu 引き伸ばし ⅡB Na２O−Al２O３−CaO−SiO２７．８５０．６７８．７７７２．６６１．９７２．１８１．０７０．０９１．７８ － ２．０５０．２１０．７０

１０ No．２９−d 淡青色 Cu 引き伸ばし － Na２O−Al２O３−CaO−SiO２２．１３０．４９１１．８０７４．７５４．９７２．０００．５４０．０５１．０８ － １．７００．０５０．４５

１１ No．３０ 紺色 Co 引き伸ばし ⅢC Na２O−CaO−SiO２ ０．４８０．７３３．０８８３．７２０．６０６．４４０．３９２．６７１．８８０．１３０．０５０．０８０．０１

１２ No．２４−a 淡青色 Cu 引き伸ばし ⅠA K２O−SiO２ ０．６８０．３５１１．８０７３．０６６．３３１．５２０．５６０．０３０．７９ － １．９１ － ２．９７

１３ No．２４−b 青緑色 Cu 引き伸ばし ⅡB Na２O−Al２O３−CaO−SiO２１５．６５０．５３１２．８９６１．２８２．７８２．７５０．６９０．０９１．３８ － １．４３０．１３０．４１

１４ No．２５−a 青緑色 Cu 引き伸ばし ⅡB Na２O−Al２O３−CaO−SiO２６．１７０．５８１２．６３６８．１５３．７３２．９２０．８５０．０８１．７９ － ２．１６０．１６０．７７

１５ No．２５−b 紺色 Co 引き伸ばし ⅢC Na２O−CaO−SiO２ ０．８１０．６４２．３５８６．７３０．８８５．７８０．２５１．４３０．９７０．０７０．０２０．１３ －

１６ No．２５−c 青緑色 Cu 引き伸ばし ⅠA K２O−SiO２ １．４４０．４９１１．４７７３．４８５．５４２．２８０．５５０．０７１．３８ － ２．４６０．１７０．６７

１７ No．２５−d 紺色 Co 引き伸ばし ⅠA K２O−SiO２ ０．１９０．３４１．８３８１．２９１０．５６１．７７０．２３１．８０１．９８０．０７０．０４ － －

１８ No．２５−e 淡青色 Cu 引き伸ばし ⅡB Na２O−Al２O３−CaO−SiO２９．５９０．５５１０．６８７０．１６３．７１１．６７０．５４０．０４１．０２ － １．６６０．０９０．２９

１９ No．２５−f 青緑色 Cu 引き伸ばし ⅡB Na２O−Al２O３−CaO−SiO２９．７１０．７５９．４７６９．５２２．７４３．４６０．６５０．１１１．８０ － １．５０ － ０．２９

２０ No．２６−a 淡青色 Cu 引き伸ばし ⅡB Na２O−Al２O３−CaO−SiO２５．９４０．７２１１．９０７１．３０４．６５１．９４０．６６０．０６１．１９ － １．３４０．０３０．２７

２１ No．２６−b 青緑色 Cu 引き伸ばし ⅡB Na２O−Al２O３−CaO−SiO２１０．１７０．５８９．０９６８．７９２．６８２．８１０．７３０．１５２．２７ － １．０７０．１３１．５３

２２ No．２６−c 淡青色 Cu 引き伸ばし ⅠA K２O−SiO２ － ０．４２５．２３８０．１２１０．４７０．３６０．２５０．０３０．７５ － １．６９ － ０．６８

２３ No．２７−a 濃紺色 Co 引き伸ばし ⅢC Na２O−CaO−SiO２ １．８９０．７８３．４０８２．１３１．２１５．９５０．４１２．２５１．６２０．１８０．０４０．１２０．０２

２４ No．２７−b 青緑色 Cu 引き伸ばし ⅡB Na２O−Al２O３−CaO−SiO２８．２７０．５７９．６１７２．４９２．６０２．１２０．６５０．０８１．４１ － １．４６０．１５０．５９

２５ No．２７−c 青緑色 Cu 引き伸ばし ⅡB Na２O−Al２O３−CaO−SiO２８．１７０．８３８．６２７１．２７２．３５２．５３０．７８０．０７２．３７ － ２．４５０．１１０．４４

２６ No．２７−d 青緑色 Cu 引き伸ばし ⅡB Na２O−Al２O３−CaO−SiO２１２．８５０．７２１１．５０６５．０８３．１５２．１５０．６８０．０９１．７５ － １．３６０．１２０．５４

２７ No．２７−e 青色 Co 引き伸ばし ⅠA K２O−SiO２ ０．０３０．６５２．３３８３．２２７．３９２．１８０．２９１．８３１．８１０．１００．１８ － －

２８ No．２８ 青緑色 Cu 引き伸ばし ⅠA K２O−SiO２ ０．２２０．４７５．０３８３．１８６．５２０．５６０．２２０．０８０．９６ － ２．０５０．０５０．６６

２９ No１ 紺色 Co 引き伸ばし ⅢC Na２O−CaO−SiO２ ２．３１０．５６３．２３８４．２０１．０２４．６５０．３０１．９８１．４６０．１４０．０３０．０４０．０９

３０ No２０ 青色 Cu 巻き付け － K２O−PbO−SiO２ １．３８０．３６３．２１７２．７８２．４５１．０８０．０９０．０２０．１２０．０１０．５９０．０３１７．５１※Znのピークあり

表１ 分析試料一覧

表２ FP法による分析結果（wt％）



厚真町 朝日遺跡

１８４

P―１８
Co 紺色 ９ ９

Cu 淡青色 ２ ２ １１

P―２５
Co 紺色 ４ ４

Cu 淡青色 １３ １３ １７

包含層
Co 紺色 １ １

Cu 淡青色 １＊ １＊ ２ 計３０

P―１８
引き伸ばし １１

巻き付け ０

P―２５
引き伸ばし １７

巻き付け ０

包含層
引き伸ばし １

巻き付け １＊ 計３０ ＊分析試料№２０

P―１８

Na２O−CaO−SiO２ 低アルミナソーダ石灰ガラス系 ７

K２O−SiO２ カリガラス系 １

Na２O−Al２O３−CaO−SiO２ 高アルミナソーダ石灰ガラス系 ３ １１

P―２５

Na２O−CaO−SiO２ 低アルミナソーダ石灰ガラス系 ２

K２O−SiO２ カリガラス系 ６

Na２O−Al２O３−CaO−SiO２ 高アルミナソーダ石灰ガラス系 ９ １７

包含層

Na２O−CaO−SiO２ 低アルミナソーダ石灰ガラス系 １

K２O−PbO−SiO２ カリ鉛ガラス系 １＊

K２O−SiO２ カリガラス系 ０

Na２O−Al２O３−CaO−SiO２ 高アルミナソーダ石灰ガラス系 ０ ２ 計３０

厚真町朝日遺跡のガラス玉 分析の結果について

≪着色剤≫

≪技法≫

≪ガラス材質≫

＊分析試料№２０
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厚真町 朝日遺跡

１８６

２ 朝日遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）�
（株）加速器分析研究所

１．測定対象試料

朝日遺跡は、北海道勇払郡厚真町字朝日２０９―１（北緯

４２°４４′６．４１６″、東経１４１°５４′１．９６６″）に所在する。測定対

象試料は、P―１覆土出土炭化物（Asa―１：IAAA―１２２２８６）、

P―６覆土出土炭化材（Asa―２：IAAA―１２２２８７）、P―１８覆土出

土炭化材（Asa―３：IAAA―１２２２８８）、P―３８覆土出土炭化物

（Asa―４：IAAA―１２２２８９）、P―４７覆土出土人骨（Asa―５：

IAAA―１２２２９０）の合計５点である（表１）。人骨Asa―５は大

腿骨に同定されている。試料はいずれも土坑から出土し、

出土土器から縄文時代晩期に属すると考えられている。

２．測定の意義

試料が出土した遺構の年代を明らかにする。

３．化学処理工程

（１）炭化物、炭化材の化学処理

１）メス・ピンセットを使い根・土等の付着物を取り除

く。

２）酸―アルカリ―酸（AAA : Acid Alkali Acid）処理により

不純物を化学的に取り除く。その後、超純水で中性

になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における

酸処理では、通常１mol／l（１M）の塩酸（HCl）を

用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）

水溶液を用い、０．００１Mから１Mまで徐々に濃度を上

げながら処理を行う。アルカリ濃度が１Mに達した時

には「AAA」、１M未満の場合は「AaA」と表１に記

載する。

３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO２）を発生させる。

４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

５）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、

グラファイト（C）を生成させる。

６）グラファイトを内径１mmのカソードにハンドプレス

機で詰め、それをホイールにはめ込み、測定装置に

装着する。

（２）人骨の化学処理

１）骨試料はコラーゲン抽出（Collagen Extraction）を行

う（表１に「CEx」と記載する）。試料を超純水の入っ

たガラスシャーレに入れ、ブラシ等を使い、根・土

等の付着物を取り除く。試料をビーカー内で超純水

に浸し、超音波洗浄を行う。

２）０．２Mの水酸化ナトリウム水溶液を試料の入ったビー

カーに入れ、試料の着色がなくなるまで、１時間ご

とに水酸化ナトリウム水溶液を交換する。その後、

超純水で溶液を中性に戻す。試料を凍結乾燥させ、

凍結粉砕用セルに入れ、粉砕する。リン酸塩除去の

ために試料を透析膜に入れて１Mの塩酸で酸処理を行

い、超純水で中性にする。透析膜の内容物を遠心分

離し、得られた沈殿物に超純水を加え、９０℃に加熱

した後、濾過する。濾液を凍結乾燥させ、コラーゲ

ンを得る。

３）抽出した試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO２）を発生

させる。以下、（１）４）以降と同じ。

４．測定方法

加速器をベースとした１４C−AMS専用装置（NEC社製）

を 使 用 し、１４Cの 計 数、１３C濃 度（１３C／１２C）、１４C濃 度

（１４C／１２C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局

（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料と

する。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同

時に実施する。

５．算出方法

（１）δ１３Cは、試料炭素の１３C濃度（１３C／１２C）を測定し、基

準試料からのずれを千分偏差（‰）で表した値であ

る（表１）。AMS装置による測定値を用い、表中に

「AMS」と注記する。

（２）１４C年代（Libby Age : yrBP）は、過去の大気中１４C

濃度が一定であったと仮定して測定され、１９５０年を

基準年（０yrBP）として遡る年代である。年代値の

算出には、Libbyの半減期（５５６８年）を使用する

（Stuiver and Polach１９７７）。１４C年代はδ１３Cによって同

位体効果を補正する必要がある。補正した値を表１

に、補正していない値を参考値として表２に示し

た。１４C年代と誤差は、下１桁を丸めて１０年単位で表

示される。また、１４C年代の誤差（±１σ）は、試料
の１４C年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％である

ことを意味する。

（３）pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に

対する試料炭素の１４C濃度の割合である。pMCが小さ

い（１４Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが１００

以上（１４Cの量が標準現代炭素と同等以上）の場合

Modernとする。この値もδ１３Cによって補正する必要

があるため、補正した値を表１に、補正していない

値を参考値として表２に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C濃度を元

に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の１４C濃度

変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦

年較正年代は、１４C年代に対応する較正曲線上の暦年

代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは
２標準偏差（２σ＝９５．４％）で表示される。グラフの
縦軸が１４C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較
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正プログラムに入力される値は、δ１３C補正を行い、下

一桁を丸めない１４C年代値である。なお、較正曲線お

よび較正プログラムは、データの蓄積によって更新

される。また、プログラムの種類によっても結果が

異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバー

ジョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正

年代の計算に、IntCal０９データベース（Reimer et

al．２００９）を用い、OxCalv４．１較正プログラム（Bronk

Ramsey２００９）を使用した。暦年較正年代については、

特定のデータベース、プログラムに依存する点を考

慮し、プログラムに入力する値とともに参考値とし

て表２に示した。暦年較正年代は、１４C年代に基づい

て較正（calibrate）された年代値であることを明示す

るために「cal BC/AD」（または「cal BP」）という単

位で表される。

６．測定結果

試料の１４C年代は、P―１覆土出土炭化物Asa―１が３０３０±３０

yrBP、P―６覆土出土炭化材Asa―２が２９２０±３０yrBP、P―１８覆

土出土炭化材Asa―３が３０００±３０yrBP、P―３８覆土出土炭化物

Asa―４が３０１０±３０yrBP、P―４７覆土出土人骨Asa―５が２４３０±

３０yrBPである。

暦年較正年代（１σ）は、Asa―１が１３７３～１２６１cal BC

の間に２つの範囲、Asa―２が１１９２～１０５２cal BCの間に３つ

の範囲、Asa―３が１３０４～１１３５cal BCの間に３つの範囲、

Asa―４が１３１２～１２１２cal BCの 範 囲、Asa―５が６９９～４１３cal

BCの間に２つの範囲で示される。Asa―１が縄文時代後期末

葉頃、Asa―２が縄文時代晩期前葉頃、Asa―３、４が縄文時

代後期末葉から晩期初頭頃、Asa―５が縄文時代晩期後葉か

ら続縄文時代への移行期頃に相当する（臼杵編２００７、小

林編２００８）。炭化物Asa―１、４、炭化材Asa―２、３の炭素含

有率はいずれも６０％を超える十分な値で、化学処理、測

定上の問題は認められない。人骨Asa―５のコラーゲンの保

存状態を検討すると、コラーゲン回収率は０．３％、炭素含

有率は３１％となっている。コラーゲン回収率０．５％未満の

試料は問題があるとされ（Hedges and van Klinken１９９２）、

骨コラーゲンの炭素含有率は通常４０数％となることを踏

まえると、Asa―５のコラーゲンの保存状態は良くないと判

断されるため、測定結果の評価には注意が必要と考えら

れる。
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測定番号 試料名 採取場所 試料
形態

処理
方法

δ１３C（‰）
（AMS）

δ１３C補正あり

Libby Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―１２２２８６ Asa―１ P―１ 覆土 炭化物 AAA －２５．７５±０．５０ ３，０３０±３０ ６８．６０±０．２２

IAAA―１２２２８７ Asa―２ P―６ 覆土 炭化材 AAA －２５．５３±０．６６ ２，９２０±３０ ６９．５３±０．２４

IAAA―１２２２８８ Asa―３ P―１８ 覆土 炭化材 AAA －２８．５７±０．２８ ３，０００±３０ ６８．８６±０．２３

IAAA―１２２２８９ Asa―４ P―３８ 覆土 炭化物 AAA －２４．５１±０．６７ ３，０１０±３０ ６８．７８±０．２３

IAAA―１２２２９０ Asa―５ P―４７ 覆土 人骨 CEx －２１．７６±０．４８ ２，４３０±３０ ７３．８９±０．２３

測定番号
δ１３C補正なし 暦年較正用

（yrBP） １σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲
Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―１２２２８６ ３，０４０±２０ ６８．５０±０．２１ ３，０２７±２５ １３７３calBC―１３４３calBC（１９．７％）
１３１８calBC―１２６１calBC（４８．５％） １３９０calBC―１２１２calBC（９５．４％）

IAAA―１２２２８７ ２，９３０±３０ ６９．４６±０．２２ ２，９１９±２７
１１９２calBC―１１７７calBC（７．９％）
１１６２calBC―１１４４calBC（９．７％）
１１３２calBC―１０５２calBC（５０．５％）

１２５２calBC―１２４１calBC（１．８％）
１２１３calBC―１０１７calBC（９３．６％）

IAAA―１２２２８８ ３，０６０±３０ ６８．３５±０．２３ ２，９９７±２７
１３０４calBC―１２０８calBC（６４．３％）
１２００calBC―１１９６calBC（１．８％）
１１３９calBC―１１３５calBC（２．１％）

１３７２calBC―１３４５calBC（５．３％）
１３１７calBC―１１２９calBC（９０．１％）

IAAA―１２２２８９ ３，０００±３０ ６８．８５±０．２１ ３，００６±２６ １３１２calBC―１２１２calBC（６８．２％）

１３７７calBC―１３３７calBC（１０．６％）
１３２１calBC―１１８９calBC（７７．１％）
１１８１calBC―１１５６calBC（４．１％）
１１４５calBC―１１３０calBC（３．６％）

表１

［＃５４５６］
表２（１）
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測定番号
δ１３C補正なし 暦年較正用

（yrBP） １σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲
Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―１２２２９０ ２，３８０±２０ ７４．３８±０．２２ ２，４３０±２５ ６９９calBC―６９６calBC（１．３％）
５３８calBC―４１３calBC（６６．９％）

７４７calBC―６８７calBC（１８．０％）
６６５calBC―６４５calBC（４．５％）
５８９calBC―５８０calBC（０．９％）
５５５calBC―４０４calBC（７２．１％）

表２（２）

［参考値］

［参考］暦年較正年代グラフ
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３ 朝日遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）�
（株）加速器分析研究所

１．測定対象試料

朝日遺跡は、北海道勇払郡厚真町字朝日２０９―１（北緯

４２°４４′６．４１６″、東経１４１°５４′１．９６６″）に所在する。測定対

象試料は、土坑から人骨に伴って出土した漆膜片、木片、

炭化物の合計４点である（表１）。試料Asa―８は、鉄製刀

子の柄に当たる部分で、木質と見られる箇所と鉄さびの

部分が明確に区別できない状態であった（表１では木片

として記載）。

漆膜片Asa―６、Asa―７は縄文時代晩期、木片Asa―８、炭化

物Asa―９は続縄文時代（３世紀末～４世紀初頭頃）と考え

られている。

２．測定の意義

遺構の年代を明らかにする。

３．化学処理工程

（１）漆膜片Asa―７、炭化物Asa―９の化学処理

１）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り

除く。

２）酸―アルカリ―酸（AAA : Acid Alkali Acid）処理により

不純物を化学的に取り除く。その後、超純水で中性

になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における

酸処理では、通常１mol／l（１M）の塩酸（HCl）を

用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）

水溶液を用い、０．００１Mから１Mまで徐々に濃度を上

げながら処理を行う。アルカリ濃度が１Mに達した時

には「AAA」、１M未満の場合は「AaA」と表１に記

載する。

３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO２）を発生させる。

４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

５）精製した二酸化炭素を、鉄を触媒として水素で還元

し、グラファイト（C）を生成させる。

６）グラファイトを内径１mmのカソードにハンドプレス

機で詰め、それをホイールにはめ込み、測定装置に

装着する。

（２）漆膜片Asa―６の化学処理

この試料は、上述の（１）２）に相当するAAA処理ま

で施された状態で提供され、（１）３）以降の処理を加速

器分析研究所にて実施した。ここでは、（１）２）と基本

的に同じ処理が行われたものと見なし、（１）２）にならっ

て表１には「AAA」と記載した。

（３）木片Asa―８の化学処理

この試料は、上述のように木質と見られる箇所と鉄さ

びの部分が明確に区別できない状態であった。（１）と同

様の処理を企図したが、２）の最初の酸処理において木

片試料では通常考えられないほど試料が著しく減少した。

この後アルカリ処理を行えば、処理を続行できないほど

試料が失われると考えられたため、酸処理のみとし（表

１にHClと記載）、続けて３）以降の処理を行った。

４．測定方法

加速器をベースとした１４C−AMS専用装置（NEC社製）

を使用し、１４Cの計数、１３C濃度（１３C／１２C）、１４C濃度（１４C／
１２C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）

から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料とする。

この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実

施する。

５．算出方法

（１）δ１３Cは、試料炭素の１３C濃度（１３C／１２C）を測定し、基

準試料からのずれを千分偏差（‰）で表した値であ

る（表１）。AMS装置による測定値を用い、表中に

「AMS」と注記する。

（２）１４C年代（Libby Age : yrBP）は、過去の大気中１４C

濃度が一定であったと仮定して測定され、１９５０年を

基準年（０yrBP）として遡る年代である。年代値の

算出には、Libbyの半減期（５５６８年）を使用する

（Stuiver and Polach１９７７）。１４C年代はδ１３Cによって同

位体効果を補正する必要がある。補正した値を表１

に、補正していない値を参考値として表２に示し

た。１４C年代と誤差は、下１桁を丸めて１０年単位で表

示される。また、１４C年代の誤差（±１σ）は、試料
の１４C年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％である

ことを意味する。

（３）pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に

対する試料炭素の１４C濃度の割合である。pMCが小さ

い（１４Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが１００

以上（１４Cの量が標準現代炭素と同等以上）の場合

Modernとする。この値もδ１３Cによって補正する必要

があるため、補正した値を表１に、補正していない

値を参考値として表２に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C濃度をも

とに描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の１４C

濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。

暦年較正年代は、１４C年代に対応する較正曲線上の暦

年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるい
は２標準偏差（２σ＝９５．４％）で表示される。グラフ
の縦軸が１４C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年

較正プログラムに入力される値は、δ１３C補正を行い、
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測定番号 試料名 採取場所 試料
形態

処理
方法

δ１３C（‰）
（AMS）

δ１３C補正あり

Libby Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―１４１１１０ Asa―６ P―４７ 坑底面 漆膜片 AAA －２９．９５±０．３６ ２，５９０±２０ ７２．４２±０．２２

IAAA―１４１１１１ Asa―７ P―３６ 坑底面 漆膜片 AaA －２５．５３±０．５１ ３，３１０±２０ ６６．２２±０．２０

IAAA―１４１１１２ Asa―８ P―１８ 坑底直上 木片 HCl －２２．７４±０．３８ ２，９１０±２０ ６９．５８±０．２１

IAAA―１４１１１３ Asa―９ P―２０ 坑底直上 炭化物 AAA －１９．３９±０．３７ １，７６０±２０ ８０．２８±０．２２

測定番号
δ１３C補正なし 暦年較正用

（yrBP） １σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲
Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―１４１１１０ ２，６７０±２０ ７１．６９±０．２１ ２，５９１±２４ ８０３calBC―７８５calBC（６８．２％） ８０９calBC―７７０calBC（９５．４％）

IAAA―１４１１１１ ３，３２０±２０ ６６．１４±０．１９ ３，３１１±２４ １６２４calBC―１６０１calBC（２２．０％）
１５８５calBC―１５３４calBC（４６．２％）

１６５８calBC―１６５１calBC（１．１％）
１６４５calBC―１５１８calBC（９４．３％）

IAAA―１４１１１２ ２，８８０±２０ ６９．９０±０．２１ ２，９１３±２４
１１８８calBC―１１８３calBC（２．６％）
１１５６calBC―１１４７calBC（５．１％）
１１２８calBC―１０５０calBC（６０．６％）

１２０７calBC―１１４１calBC（２３．９％）
１１３４calBC―１０１７calBC（７１．５％）

IAAA―１４１１１３ １，６７０±２０ ８１．２０±０．２２ １，７６４±２２ ２４０calAD―２６０calAD（２０．９％）
２８０calAD―３２５calAD（４７．３％） ２１５calAD―３４５calAD（９５．４％）

表１ 放射性炭素年代測定結果（δ１３C補正値）

［＃６７８６］

表２ 放射性炭素年代測定結果（δ１３C未補正値、暦年較正用１４C年代、較正年代）

［参考値］

下１桁を丸めない１４C年代値である。なお、較正曲線

および較正プログラムは、データの蓄積によって更

新される。また、プログラムの種類によっても結果

が異なるため、年代の活用にあたってはその種類と

バージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年

較正年代の計算に、IntCal１３データベース（Reimer

et al．２０１３）を用い、OxCalv４．２較正プログラム

（Bronk Ramsey２００９）を使用した。暦年較正年代につ

いては、特定のデータベース、プログラムに依存す

る点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参

考値として表２に示した。暦年較正年代は、１４C年代

に基づいて較正（calibrate）された年代値であること

を明示するために「cal BC/AD」（または「cal BP」）

という単位で表される。

６．測定結果

測定結果を表１、２に示す。

試料の１４C年代は、Asa―６が２５９０±２０yrBP、Asa―７が３３１０

±２０yrBP、Asa―８が２９１０±２０yrBP、Asa―９が１７６０±２０yrBP

である。暦年較正年代（１σ）は、Asa―６が８０３～７８５cal

BCの範囲、Asa―７が１６２４～１５３４cal BCの間に２つの範囲、

Asa―８が１１８８～１０５０cal BCの間に３つの範囲、Asa―９が２４０

～３２５cal ADの間に２つの範囲で示される。Asa―６は縄文

時代晩期中葉頃、Asa―７は縄文時代後期中葉頃に相当し

（小林編２００８）、縄文時代晩期とする調査所見に対してAsa

―６は一致し、Asa―７は古い値を示した。Asa―８は縄文時代

晩期初頭から前葉頃、Asa―９は続縄文時代前半から後半頃

に相当し（小林編２００８、臼杵編２００７）、続縄文時代（３世

紀末～４世紀初頭）とする調査所見に対して、Asa―８はか

なり古く、Asa―９は一致する値となっている。

なお、試料Asa―９が含まれる１～３世紀頃の暦年較正に

関しては、北半球で広く用いられる較正曲線IntCalに対し

て日本産樹木年輪試料の測定値が系統的に異なるとの指

摘がある（尾嵜２００９、坂本２０１０など）。その日本版較正曲

線を用いてこの試料の測定結果を暦年較正した場合、こ

こで報告する較正年代値よりも新しくなる可能性がある

（図Ⅶ－３）。

試料の状態について検討すると、Asa―６、Asa―７は微細

な漆膜片で、炭素含有率はAsa―６が２４％、Asa―７が２８％で

あった。土等の混入物は特に確認されていないが、漆と

してはやや低い値と見られ、炭素の由来に若干注意を要

する。Asa―８は、木質と見られる箇所と鉄さびの部分が明

確に区別できない状態であり、酸処理による大幅な減少

に加え、炭素含有率が５％という非常に低い値を示した

ことを踏まえると、木質の部分はほとんどなく、鉄に置

換したような状態だったと考えられる。このため、測定

された炭素の由来に十分注意する必要がある。Asa―９は木

炭と見られる炭化物で、炭素含有率は６７％という適正な

値であった。
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厚真町 朝日遺跡

１９２

４ 朝日遺跡より出土した縄文時代晩期の人骨について

松村博文（札幌医科大学）

朝日遺跡は北海道厚真町に位置する縄文時代晩期の埋

葬遺構である。北海道埋蔵文化財センターによる２０１２年

度の発掘調査において、６９基の遺構が検出された。人骨

の保存状態は不良であり、骨粉化し陰影が認められるに

すぎないものが多かったが、歯など完形を保って残存し

ていた遺構もあった。本報告では、これらの歯も含め、

人骨の取り上げが可能であった遺構の被葬者について、

保存状態とともに、性別と年齢の推定結果と形態学的所

見を記す。骨については比較的大きな残存部位、歯につ

いては歯冠が完形を保つものについて写真図版を附す。

P―２ 子供（１２～１３歳）男性（図版１）

横臥屈葬の状態で全身骨が検出されている。ほとんど

が骨粉化しており輪郭の陰影が認められるにすぎない。

サイズは小さく成人には達していないことがうかがえる。

頭部は頭蓋冠の右側が残存する。頭長はグラベラ、イニ

オンともに位置が不明瞭なため正確な計測は困難である

が、およそ１７０mmほどである。

完形を保って残存していた歯の歯種と、それぞれの歯

冠近遠心径と歯冠頬舌径は、右上顎第２小臼歯（７．４６mm、

９．４２mm）左上顎第２小臼歯（７．１４mm、９．８３mm）、左上

顎第１大臼歯（１０．５９mm、１２．３６mm）ならびに左上顎第

２大臼歯（８．５０mm１２．１０mm）である。咬耗は第１大臼

歯がほんのわずかに摩耗しているが、他の歯はほとんど

咬耗していない。従って、この被葬者は全乳歯が脱落し、

永久歯が生えそろって間もない頃の年齢、すなわち１２歳

～１３歳ほどと推定される。

この個体からは以上のように複数の歯種から計測デー

タが得られたので、これをもとに男女を推定するための

性判別分析をおこなった。判別分析のための母集団デー

タは筆者が計測した全国の縄文人２４９例から得られた計測

値を用いた。本被葬者の計測データの組み合わせ（上顎

２第小臼歯、上顎第１と第２大臼歯のそれぞれ歯冠近遠

心径と歯冠頬舌径あわせて６項目）をもとに前進ステッ

プワイズ法により導き出されたえ男女の線形判別関数は

以下のとおりである。

DF＝上顎第１大臼歯頬舌径×１．０９９＋上顎第１大臼歯近遠

心径×０．７７０＋上顎第２大臼歯頬舌径×０．８９１－上顎第２小

臼歯頬舌径×０．５２７－２５．８１８

母集団における男女を誤りなく判別できた正答率は

７２．３％である。この計算によりDF値（判別値）が正であ

れば男性、負の値なら女性と判別される。この判別式を

本被葬者の歯冠計測値に適用した結果、判別値は１．５７０と

なり、男性という結果となった。また男性である確率は

８３．９５％という値が得られた。よってこの被葬者は男性で

ある可能性はかなり高いといえる。

P―６ 壮年後半（３０～４０歳）男性（図版１）

横臥屈葬の状態で全身骨の輪郭が検出されている。ほ

ぼ全身骨粉化している。とはいえ頭部は顔面の形状も保

存されている。ただし、頭頂からの土圧でかなり変形し

ており、眼窩や上顎はつぶれて低くなっている。変形を

考慮しても、眼窩の下縁は直線的であり、上顎骨�骨縫
合付近は陥凹しているなど、縄文人的な特徴がみてとれ

る。

歯は上下顎とも残存するが大変もろく、クリーニング

で露出できたのは左の下顎歯列と右下顎の犬歯と第１小

臼歯のみである。計測可能であった歯種と値（歯冠近遠

心径、歯冠頬舌径）は次のとおりでありすべて左の歯で

ある。下顎犬歯（６．６４mm、７．５９mm）、下顎第１小臼歯

（６．９３mm、８．００mm）、下顎第２小臼歯（６．１８mm、８．１１

mm）、下顎第１大臼歯（１１．８０mm、１１．１０mm）、下顎第

２大臼歯（１０．１１mm、９．９０mm）。咬耗は切歯と犬歯およ

び第１大臼歯は象牙質がピット状に露出する２度、小臼

歯と第２大臼歯は象牙質までは達しない１度ほどである。

従って年齢は壮年後半（３０－４０歳）に達していたと推定

される。歯の形態は、咬耗もためほとんど所見は得られ

ないが、下顎第２大臼歯の咬頭溝型が＋４型であること、

小臼歯とこの第２大臼歯がかなり小さいことなど、縄文

人としての特徴がみいだされる。

この個体も比較的多くの歯種から計測データが得られ

たので、これをもとに性判別分析をおこなった。判別分

析のための母集団データは、全国の縄文人１７４例から得ら

れたものを用いた。本被葬者の計測データの組み合わせ

（下顎犬歯、下顎第１と第２小臼歯、下顎第１と第２大臼

歯のそれぞれ歯冠近遠心径と歯冠頬舌径あわせて１０項目）

をもとに、前進ステップワイズ法により導き出されたえ

男女の線形判別関数は以下のとおりである。

DF＝下顎第１大臼歯頬舌径×０．９６４＋下顎犬歯近遠心径X

０．６８１＋下顎第１大臼歯近遠心径×１．２６３－下顎第２大臼歯

近遠心径×０．７０６＋下顎犬歯頬舌径×０．７３６－２７．４８６

母集団における正答率は７４．１％である。この計算によ

り判別値（DF）として正の値が得られれば男性、負の値

なら女性と判別される。この判別式を本被葬者の歯冠計

測値に適用した結果、判別値は１．０９となり男性という結

果となった。また男性である確率は７４．５％となった。よっ

てこの被葬者は男性である可能性は比較的高いといえる。
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P―２２ 成人（性別年齢は不明）

屈葬とみられる人骨の四肢体幹部のみ残存。体サイズ

から成人のものとみられる。年齢性別ともに不明。骨粉

化しており特筆すべき所見はない。

P―３１ 年齢性別不明

横臥屈葬の状態で全身骨が検出されている。頭蓋完の

ごく一部以外はほとんど骨粉化しており、形態学的所見

は得られない。体サイズから幼児でないことは確かであ

る。

P―３４ 子供（年齢性別不明）

ほぼ骨粉化している。おそらく乳臼歯であろうと推定

される歯冠の破片が検出されているので、子供とみられ

る。性別は不明。

P―３６ 子供（１０歳代前半 性別不明）

屈葬状態の全身骨が検出されている。頭部の輪郭は確

認できているが全身骨粉化しており、形態学的所見は得

られない。頭長はおおまかに１６０cm前後とみられる。歯も

ほとんど破砕されているが、臼歯２点ほどの咬合面を確

認することができた。咬耗はほとんど進んでいない。頭

の大きさを考慮にいれると、被葬者は１０歳代前半の子供

と推定される。性別は不明。

P―３８ 年齢性別不明

土壙の中心にシカの遺体が検出されている。土壙の壁

付近からヒトとみられる骨粉となった骨と破砕された数

点の歯冠の破片が検出されている。いずれも原形をとど

めておらず、形態は不明である。性別年齢を推定する手

がかりは得られなかった。

P―３９ 子供（４～６歳性別不明）（図版２）

骨はほとんど消失しており、左下顎の中切歯と犬歯の

みが検出されている。咬耗は全くなく、未萌出の状態で

あったと推定される。従って年齢は４歳～６歳とみられ

る。

P―４４ 性別年齢不明

歯冠のいくつかのみ残存。粉砕されており歯種ほか状

態は不明。

P―４５ 子供ないし青年（１０歳代後半）男性（図版２）

遺溝では屈葬人骨の陰影が確認されているが、完形で

残存するのはわずかに咬耗（１度弱）した左右の下顎第

２小臼歯が２本と大臼歯のみである。第２小臼歯は左右

それぞれ歯冠近遠心径６．５６mmと６．７４mm、歯冠頬舌径が

８．４２mmと７．９４mmの大きさであり、かなり小さいサイズ

である。左下顎第１大臼歯と第２大臼歯も完形をとどめ

ている。いずれも歯根は残存しない。第１大臼歯は２度

弱まで咬耗（わずかに象牙質露出）、第２大臼歯の咬耗は

わずか（１度弱）である。それぞれ歯冠近遠心径は、第

１大臼歯が１１．８６mm、第２大臼歯は１１．２５mm、歯冠頬舌

径は第１大臼歯が１１．９３mm、第２大臼歯は１１．６４mmであ

る。咬耗の状況から第２小臼歯と第２大臼歯は萌出して

間もないものとみられる。従って年齢は１０代後半（１５歳

～１９歳）と推定される。

この個体は複数の歯種から計測データが得られたので、

これをもとに性判別分析をおこなった。判別分析のため

の母集団データは全国の縄文人３２２例から得られたものを

用いた。本被葬者の計測データの組み合わせ（下顎第２

小臼歯、下顎第１と第２大臼歯のそれぞれ歯冠近遠心径

と歯冠頬舌径あわせて６項目）をもとに前進ステップワ

イズ法により導き出された男女の線形判別関数は以下の

とおりである。

DF＝下顎第１大臼歯近遠心径×１．７６３＋下顎第２大臼歯頬

舌径×０．７８９－下顎第２大臼歯近遠心径×０．５５５＋下顎第２

小臼歯頬舌径×０．４２６－２５．７６２

正答率は７０．０％である。この計算により正の値が得ら

れれば男性、負の値なら女性と判別される。この判別式

を本被葬者の歯冠計測値に適用した結果、判別値（DF）

は１．６９４となり男性という結果となった。また男性である

確率は８４．８％という値が得られた。よってこの被葬者は

男性である可能性はかなり高いといえる。

形態的所見としては、第１大臼歯に第６咬頭、第７咬

頭、プロトスタイリッドは認められない。屈曲隆線は不

明。溝はY５型である。第２大臼歯は＋５型となっている。

P―４６ 子供（４歳前後）性別不明（図版２）

人骨の陰影は不明瞭で、数点の歯のみが検出されてい

る。ほとんどが粉砕されている状態である。完形を保っ

ているのは、左右の上顎第２乳臼歯ならびに左下顎第２

乳臼歯である。後者は一部破損している。咬耗はなく、

歯根も残存しない。左上顎第２乳臼歯の歯冠近遠心径は

９．７８mm、歯冠頬舌径は１０．８７mm、下顎第２乳臼歯の歯冠

近遠心径は１１．３６mm、歯冠頬舌径は１０．１７mmである。縄

文時代の上顎第２乳臼歯の平均的な大きさは、歯冠近遠

心径が９．３mm、歯冠頬舌径が１０．２mmである。この乳歯は

縄文人としては平均的な大きさの範疇といえる。なお、

縄文人の乳歯の大きさの性差は知られていないので、比

較のデ―タは男女合わせた平均値である。従って、この

乳歯の大きさから性別を推定することは困難である。こ

れらの歯の形態的特徴は特筆すべきものはなく、上顎第

２乳臼歯にカラベリーの結節は認められず、下顎第２乳

臼歯に第６咬頭やプロトスタイリッドもない。このほか

に永久歯２本が検出されている。上顎左第１大臼歯と第

２大臼歯である。いずれも歯冠が完全に形成されておら

ず咬頭の隆起がなめらかである。以上の乳歯と永久歯の
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組み合わせから推定される被葬者の年齢は４歳前後の子

供と考えられる。上顎第２大臼歯の遠心舌側咬頭（ハイ

ポコーン）は退化消失している。この傾向は縄文人の特

徴に一致するものでもある。

P―４７ 壮年前半（２０―３０歳）性別不明（図版２）

仰向屈葬でほぼ全身の骨が検出されているが、ほとん

ど骨粉となっており、各骨の輪郭は確認できるものの、

原形をとどめて取り上げられた骨はわずかであり、部位

の同定も困難な骨片のみである。上下左右不明の不定形

な第３大臼歯と推定されるが歯が２本完形で残っており、

いずれもわずかに咬耗している。ことから若い成人のも

のと推定される。性別は不明である。

P―４８ 性別年齢不明

わずかな骨粉のみ残存。

P―５０ 性別年齢不明

わずかな骨粉のみ残存。

P―５９ 性別年齢不明

遺溝では遺骨の輪郭も不明瞭であった。破砕された歯

冠がわずかに残るのみである。歯種同定は困難である。

咬耗状態も不明。

P―６３ 性別年齢不明

横臥屈葬の人骨の陰影が遺溝で確認されている。幼児

でないことは明らかである。骨自体はほとんど溶融して

おり、破砕された歯冠がわずかに残るのみである。歯種

同定は困難である。咬耗状態も不明。

P―６８ 性別年齢不明

歯冠のいくつかのみ残存。粉砕されており歯種などは

不明。

P―６９ ８体合葬墓（図版２）

２体は子供（７～１０歳代前半の性別不明、６～１０歳の男

性？）、６体は性別年齢不明

遺構内では８体分の屈葬人骨が確認されている。骨の

保存状態はきわめて不良である。残存部のほとんどは歯

冠であるが、多くは原形をとどめない。被葬者の歯が完

形で残存する。歯種の同定が可能だったものについて以

下に記す。

取り上げ番号No．５では左下顎第１大臼歯が検出されて

いる。咬耗はわずか（１度弱）、歯冠近遠心径は１１．５０mm、

頬舌径は１１．６０mmである。第６咬頭、第７咬頭、プロト

スタイリッドなどは認められない。溝はY５型である。７

歳～１０歳代前半の子供のものと推定される。

取り上げ番号No．６では咬耗のない永久歯が数本検出さ

れている。完形を保つ歯種と歯冠径は、左上顎側側切歯

（計測不可）、左上顎犬歯（計測不可）、右上顎側切歯（近

遠心径、６．８７mm）、右上顎２小臼歯（近遠心径６．６０mm、

頬舌径８．５２mm）、右上顎第２大臼歯破片（計測不可）、下

顎左中切歯（近遠心径５．４９mm）、下顎右中切歯（近遠心

径５．４２mm）、下顎左側切歯（近遠心径、５．６３mm）、下顎

右側切歯（近遠心径、５．７４mm）、下顎右第２小臼歯（近

遠心径６．８７mm、頬舌径７．５８mm）ならびに下顎左第２小

臼歯（近遠心径６．９０mm、頬舌径７．８０mm）である。以上

のうち切歯は舌側面が破損しているため歯冠頬舌径は計

測できなかった。全体的にどの歯も小さく、この点で縄

文人的な特徴が現れている。上顎側切歯の舌側面が中程

度のシャベル型となっており、この特徴は縄文人に珍し

いものではないが、さほど頻出する形質でもない。この

個体は複数の歯種から計測データが得られたので、これ

をもとに性判別分析をおこなった。判別分析のための母

集団データは全国の縄文人６４例から得られたものを用い

た。本被葬者の上記の上下顎の歯のうち左側の中切歯、

側切歯、小臼歯のデータの組み合わせ７項目をもとに前

進ステップワイズ法により導き出されたえ男女の線形判

別関数は以下のとおりである。

DF＝下顎第１小臼歯近遠心径×２．４２８＋上顎側切歯近遠心

径×１．７２４－上顎第２小臼歯頬舌径×１．２５４＋下顎第１小歯

頬舌径×０．８０７－下顎中切歯近遠心径×１．０８５－１７．７８７

母集団個体における男女判定の正答率は７３．４％である。

この計算により正の値が得られれば男性、負の値なら女

性と判別される。この判別式を本被葬者の歯冠計測値に

適用した結果、判別値は０．２１８となり男性という結果と

なった。また男性である確率は５９．３％という値が得られ

た。性別は無作為に判定しても５０％の確率で正当するの

で、この確率はあまり高いとはいえず、性別は明瞭では

ない。したがって被葬者は“おそらく”男性であろう、

といった表現が適切であろう。すべての歯は咬耗してい

ない。従って年齢は６歳～１０歳ほどと推定される。
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図版１ 朝日遺跡P‐２およびP‐６遺構出土のヒト頭蓋骨（P―２は上方が顔面、P―６は頭蓋正面）
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図版２ 朝日遺跡の遺構から検出されたヒトの歯



Ⅵ章 自然科学的手法による分析結果

１９７

図１ 鑑定された歯の位置
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５ 朝日遺跡出土黒曜石製石器の原材産地分析

有限会社 遺物材料研究所

１．はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的
に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易および文化
圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサ
ヌカイトおよび黒曜石製遺物の石材産地推定を行なって
いる１，２，３）。黒曜石の伝播に関する研究では、伝播距離は千
数百キロメートルは（図１）一般的で文系考古学（様式
学）では更に広い範囲の様式伝搬が推測されてきた。様
式伝搬に石材が伴ったかは、理系考古学（自然科学）の
結果を取り入れ、真の考古学研究で先史を明らかにする
必要がある。６千キロメートルを推測する学者もでてき
ている。このような研究結果が出てきている現在、正確
に産地を判定すると言うことは、原理原則に従って同定
を行うことである。原理原則は、同じ元素組成の黒曜石
が異なった産地では生成されないという理論がないため
に、少なくとも遺跡から半径数千キロメートルの内にあ
る石器の原材産地の原石と遺物を比較し、必要条件と十
分条件を満たす必要がある。ノーベル賞を受賞された益
川敏英博士の言を借りれば、科学とは、仮説をたて正し
いか否かあらゆる可能性を否定することにある。即ち十
分条件の証明が非常に重要であると言い換えられると思
われる。『遺物原材とある産地の原石が一致したという
「必要条件」を満たしても、他の産地の原石にも一致する
可能性が残っているから、他の産地には一致しないとい
う「十分条件」を満たして、一致した産地の原石が使用
されているとはじめて言い切れる。また、十分条件を求
めることにより、一致しなかった産地との交流がなかっ
たと結論でき、考古学に重要な資料が提供される。

２．産地分析の方法

先ず原石採取であるが、本来、先史・古代人が各産地
の何処の地点で原石を採取したか？不明であるために、
一カ所の産地から産出する全ての原石を採取し分析する
必要があるが不可能である。そこで、産地から抽出した
数十個の原石でも、産地全ての原石を分析して比較した
結果と同じ結果が推測される方法として、理論的に証明
されている方法で、マハラノビスの距離を求めて行う、
ホテリングのT２乗検定がある。ホテリングのT２乗検定
法の同定とクラスター判定法（同定ではなく分類）、元素
散布図法（散布図範囲に入るか否かで判定）を比較する
と。クラスタ判定法は判定基準が曖昧である。クラスター
を作る産地の組み合わせを変えることにより、クラスター
が変動する。例えば、A原石製の遺物とA、B、C産地の原
石でクラスターを作ったとき遺物はA原石とクラスタ－を
作るが、A原石を抜いて、D、E産地の原石を加えてクラ
スターを作ると、遺物がE産地とクラスタを作ると、A
産地が調査されていないと、遺物はE原石製遺物と判定さ
れれる可能性があり結果の信頼性に疑問が生じる。A原石

製遺物と分かっていれば、E原石とクラスターを作らない
ように作為的にクラスタ－を操作できる。元素散布図法
は肉眼で原石群元素散布の中に遺物の結果が入るか図示
した方法で、原石の含有元素の違いを絶対定量値を求め
て地球科学的に議論するには、地質学では最も適した方
法であるが、産地分析からみると、クラスタ－法より、
さらに後退した方法で、何個の原石を分析すればその産
地を正確に表現されているのか不明で、分析する原石の
数で、原石数の少ないときには、A産地とB産地が区別で
きていたのに、原石数を増やすと、A産地、B産地の区別
ができなくなる可能性があり（クラスタ法でも同じ危険
性がある）判定結果に疑問が残る。産地分析としては、
地質学の常識的な知識（高校生）さえあればよく、火山
学、堆積学など専門知識は必要なく、分析では非破壊で
遺物の形態の違いによる相対定量値の影響を評価しなが
ら、同定を行うことが必要で、地球科学的なことは関係
なく、如何に原理原則に従って正確な判定を行うかであ
る。クラスタ法、元素散布図法の欠点を解決するために
考え出された方法が、理論的に証明された判定法でホテ
リングのT２乗検定法である。仮に調査した３３１個の原石・
遺物群について散布図を書くと、各群４０個の元素分析結
果を元素散布図にプロットすると、３３１群×４０個＝１３２４０点
の元素散布図になり、これが８元素比では２８個の２元素
比の散布図となり、この図の中に遺物の分析点をプロッ
トして産地を推測することは、想像できても実用的でな
く。もし、散布図で判定するなら、あらかじめ遺物の原
石産地を決めて、予想した産地のみで散布図を書き産地
を決定する。これでは、一致する産地のみを探すのみで、
科学的分析のあらゆる可能性を否定することが科学分析
であると言うことに反し科学的産地分析と言えない。あ
る産地の原石組成と遺物組成が一致すれば、そこの産地
の原石と決定できるという理論がないために、多数の産
地の原石と遺物を比較し、必要条件と十分条件を満たす
必要がある。考古学では、人工品の様式が一致すると言
う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての
形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラス
などの人手が加わった調合素材があり一致すると言うこ
とは古代人が意識して一致させた可能性があり、一致す
ると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよ
く、相互関係を調査する重要な意味をもつ結果である。
石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した
石材の元素組成を指標にした分類では、産地分析の結果
の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して
得られたかにより、比較した産地が少なければ、信頼性
の低い結果と言える。黒曜石、安山岩などの主成分組成
は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物とし
て含有される微量成分組成には異同があると考えられる
ため、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地
を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺
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物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の
原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均
値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの
離れ具合（マハラノビスの距離）を求める。次に、古代
人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取
した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられ
る。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限
の個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリング
のT２乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、
ある遺物原材がA産地に１０％の確率で必要条件がみたされ
たとき、この意味はA産地で１０個原石を採取すると１個が
遺物と同じ成分だと言うことで、現実にあり得ることで
あり、遺物はA産地原石と判定する。しかし、他の産地に
ついて、B産地では０．０１％で一万個中に一個の組成の原石
に相当し、遺跡人が１万個遺跡に持ち込んだとは考えに
くい、従って、B産地ではないと言う十分条件を満足する。
またC産地では百万個中に一個、D産地では・・・・一個
と各産地毎に十分条件を満足させ、客観的な検定結果か
ら必要条件と十分条件をみたしたA産地の原石を使用した
可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用い
て、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。
今回分析した遺物は北海道厚真町に位置する朝日遺跡

から出土した黒曜石製遺物について産地分析の結果が得
られたので報告する。

３．黒曜石原石の分析

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状
の試料を作り、エネルギ－分散型蛍光X線分析装置によっ
て元素分析を行なう。分析元素はAl、Si、K、Ca、Ti、Mn、
Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nbの１２元素をそれぞれ分析した。
塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために
元素量の比を取り、それでもって産地を特定する指標と
した。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、
Sr/Zr、Y/Zr、Nb/Zrの比の値を産地を区別する指標とし
てそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北
陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、
山陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布している。調
査を終えている原産地の一部を図２に示す。元素組成に
よってこれら原石を分類し表１に示すこの原石群に原石
産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると３３１個の原石
群・遺物群になる。ここでは北海道地域および一部の東
北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、
北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方２kmの採石場の
赤石山の露頭、鹿砦東方約２kmの幌加沢地点、また白土
沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤
石山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝
第１群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは
赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あ
じさい滝群を作った（旧白滝第２群）、また、八号沢の黒
曜石原石と白土沢、十勝石川沢の転礫は梨肌の黒曜石で
元素組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌
加沢からの転礫の中で７０％は幌加沢群になりあじさい滝
群と元素組成から両群を区別できず、残りの３０％は赤石

山群に一致する。置戸地域産原石は、北海道常呂郡置戸
町の清水の沢林道より採取された原石であり、その元素
組成は置戸・所山群にまとまり、また同町の秋田林道で
採取される原石は置戸山群にまとまる。また、同町中里
地区の露頭の小原石（最大約３cm）は、置戸山群、常呂
川の転礫で作った常呂川第５群に一致し、同町安住地区
の小原石の中には常呂川第３群に一致する原石がみられ
た。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石は
ケショマップ第１、第２およびチマキナウシ林道から採
取される黒曜石原石から新たにケショマップ第０群（旧
ケショマップ第３群に似る）分類される。また、白滝地
域、ケショマップ、置戸地域産原石は、湧別川および常
呂川に通じる流域にあり、両河川の流域で黒曜石の円礫
が採取され、湧別川下流域から採取した黒曜石円礫２４７個
の元素組成分類結果を表２に示した。また、中ノ島、北
見大橋間の常呂川から採取した６５８個の円礫の中には、独
特の元素組成の原石も見られ、新しい原石群を追加し分
類結果を表１と表３に示した。また、湧別川の上流地域
の遠軽町社名渕地域のサナブチ川流域からも独特の元素
組成の原石が見られ、表１と表４に示した。表５に示す
金華地区から採取した２０個の黒曜石円礫は社名渕群、赤
石山群などの他に何処の産地にも一致しない黒曜石があ
り金華群を作った。表６の生田原川支流支線川から採取
した１９の黒曜石円礫では社名渕群、白滝地区産黒曜石お
よび金華群などが見られた。また同支流の大黒沢採取の
５個は社名渕群の黒曜石であった。十勝三股産原石は、
北海道河東郡上士幌町の十勝三股露頭があり、また露頭
前の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、
この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝
三股産原石は十勝三股を起点に周辺の河川から転礫とし
て採取され十三ノ沢、タウシュベツ川、音更川、芽登川、
美里別川、サンケオルベ川さらに十勝川に流れた可能性
があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の元素組成は、
十勝三股産の原石の元素組成と相互に近似している。こ
れら元素組成の近似した原石の原産地は相互に区別でき
ず、もし遺物石材の産地分析でこの遺物の原石産地が十
勝三股群に同定されたとしても、これら十勝三股を起点
にした周辺の河川の複数の採取地点を考えなければなら
ない。しかし、この複数の産地をまとめて十勝地域とし
ても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はない
と考えられる。釧路・上阿寒地域の礫層から最大３．５cm
の大きさの円礫状黒曜石原石が産出し、成分組成は十勝
三股産と一致した。また、清水町、新得町、鹿追町にか
けて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から２つの美蔓
原石群が作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用さ
れている。名寄地域では、朝日川、金沢川、上名寄地区、
忠烈布地区、智恵文川、智南地区から円礫状の黒曜石が
採取できる。これら名寄地域産出の黒曜石を元素組成で
分類すると、名寄第１群と名寄第２群に分類できそれぞ
れ８７％と１３％の率になる。旭川市の近文台、台場、嵐山
遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の
円礫は、２０％が近文台第１群、６９％が近文台第２群、１１％
が近文台第３群にそれぞれ分類され、それから台場の砂
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礫採取場からは近文台諸群に一致するもの以外に、黒、
灰色系円礫も見られ、台場第１、２群を作った。また、
滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、元素
組成で分類すると約７９％が滝川群にまとまり、２１％が近
文台第２、３群に元素組成が一致する。滝川群に一致す
る元素組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取
される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘
陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。
産出状況と礫の状態は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第
１群は滝川第１群に元素組成が一致し、第２群も滝川第
２群に一致しさらに近文台第２群にも一致する。赤井川
産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域および
この付近の山腹より採取できる。ここから採取される原
石の中で少球果の列が何層にも重なり石器の原材として
良質とはいえないもので赤井川第１群を作り、また、球
果の非常に少ない握り拳半分大の良質なものなどで赤井
川第２群を作った。これら第１、２群の元素組成は非常
に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群
に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、元素組
成によって豊泉第１、２群の両群に区別され、豊泉第２
群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原
石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播し
ている。また、青森県教育庁の斉藤岳氏提供の奥尻島幌
内川産黒曜石の原石群が確立されている。最近の北見市
教育委員会太田敏量氏による原石産地調査で、上足寄地
域から上足寄群、津別・相生から相生群、釧路市埋蔵文
化財センターの石川朗氏による釧路空港、上阿寒地域か
らピッチストーン様の黒曜石が調査され、相互に似た組
成を示し、それぞれ相生群、釧路空港群を作った。また
雄武地域・音稲府川から名寄第２群に組成の似た音稲府
群、鶴居・久著呂川から久著呂川群群を作り原石群に新
たに登録した。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長
浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、
この出来島群と相互に似た元素組成の原石は、岩木山の
西側を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村川の上流で１点採
取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴
ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の
海岸と同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より
採取された原石で六角沢群を作り、また、八森山産出の
原石で八森山群を作った。これら深浦町の両群と相互に
似た群は、青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られ
た戸門第２群である。戸門第１群、成田群、浪岡町県民
の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原
石の第１、２群と弁別は可能であるが原石の元素組成は
比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常
に少なく、希に石鏃が作れる大きさのものがみられるが、
鷹森山群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には５
cm大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下
湯川産黒曜石についても原石群を作った。産地分析は、
日本、近隣国を含めた産地の合計３３１個の原石群・遺物群
と比較し、必要条件と十分条件を求めて遺物の原石産地
を同定する。

４．結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して
安定で、表面に薄い水和層が形成されているにすぎない
ため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可
能であると考えられる。縄文時代の黒曜石製遺物は表面
から約３ミクロン程度の厚さで風化層ができている。分
析はこの風化層を通して遺物の内部の新鮮面をいかに多
く測定するかが重要であり蛍光X線分析法の中の電子線励
起方式のEPMA分析は表面の分析面積１～数百ミクロン分
析されているが、深さ約１ミクロンの風化層しか分析を
行っていないために、得られた結果は原石で求めた新鮮
面のマトリックスと全く異なった可能性の風化層のみの
分析結果になるために、黒曜石遺物は破壊して新鮮面を
出して分析する必要がある。従って、非破壊分析された
黒曜石製遺物のEPMA測定された産地分析結果は全く信用
できないX線励起（５０KeV）でマトリックスをシリカとし
てモデル計算を行うと、表面から、カリウム元素など軽
元素で数ミクロンから１０ミクロン、鉄元素で約３００ミクロ
ン、ジルコニウムで約８００ミクロンの深さまで分析され、
鉄元素より重い元素では風化層の影響は相当無視できる
と思われる。風化層以外に表面に固着した汚染物が超音
波洗浄でも除去できないときはその影響を受ける。また、
被熱黒曜石の風化層は厚く、表面ひび割れ層に汚染物が
入り込んでいるときも分析値に大きく影響する。風化層
が厚い場合、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、
水和層の影響を受けやすいと考えられ、Ca/K、Ti/Kの両
軽元素比量を除いて産地分析を行なう。軽元素比を除い
て場合、また除かずに産地分析を行った場合、いずれの
場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量に
ついても風化の影響を完全に否定することができないの
で、得られた確率の数値にはやゝ不確実さを伴うが、遺
物の石材産地の判定を誤るようなことはない。一方、安
山岩製石器、石片は、黒曜石製遺物に比べて風化の進行
が早く、非破壊で原石産地が特定される確率は黒曜石製
遺物に比べて相当低くなる。サヌカイト製は風化の進行
が早く完全非破棄分析での産地分析ができる確率は黒曜
石に比べて相当低くなる。サヌカイト製遺物の表面が白っ
ぽく変色し部分は新鮮な部分と異なった元素組成になっ
ていると考えられる。このため遺物の測定面の風化した
部分に、圧縮空気によってアルミナ粉末を吹きつけ風化
層を取り除き新鮮面を出して測定を行なっている。今回
分析した上幌内３遺跡出土の黒曜石製遺物の分析はセイ
コ－インスツルメンツ社のSEA２１１０Lシリーズ卓上型蛍光
X線分析計で行い分析結果を表８に示した。
今回分析した朝日遺跡出土の黒曜石製遺物を非破壊に

よる塊状不定形で求めた化合物組成は、試料を粉末成形
した厳密な定量結果ではないが、定性的な岩石考察に利
用できる結果を表８－１に、またマハラノビスの距離を
求めて行うホテリングのT２乗検定のために元素比（任意
単位）を表８－２に示した。石器の分析結果から石材産
地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群と
の比較をする。説明を簡単にするためRb/Zrの一変量だけ
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を考えると、表８－２の試料番号１２２７６４番の遺物ではRb
/Zrの値は０．９３０であり、赤井川第１群に比較すると、赤
井川第１群の［平均値］±［標準偏差値］は、０．９６９±
０．０６０である。遺物と原石群の差を赤井川第１群の標準偏
差値（σ）を基準にして考えると遺物は原石群の平均値か
ら０．６５σ離れている。ところで赤井川第１群原産地から１００
ヶの原石を採ってきて分析すると、平均値から±０．６５σ
のずれより大きいものが５１個ある。すなわち、この遺物
が赤井川第１群の原石から作られていたと仮定しても、
０．６５σ以上離れる確率は５１％であると言える。だから、赤
井川第１群の平均値から０．０．６５σしか離れていないときに
は、この遺物が赤井川第１群の原石から作られたもので
ないとは、到底言い切れない。次にこの遺物を所山群に
比較すると、所山群の［平均値］±［標準偏差値］は、
０．８２３±０．０２３であるので上記と同様に所山群群の標準偏差
値（σ）を基準にして考えると、この遺物の所山群の平均
値からの隔たりは４．７σである。これを確率の言葉で表現
すると、所山群の原石を採ってきて分析したとき、平均
値から４．７σ以上離れている確率は、約一万の一であると
言える。このように、一万個に一個しかないような原石
をたまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられ
ないから、この遺物は、所山群の原石から作られたもの
ではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて
言うと、「この遺物は赤井川第１群に５１％の確率で帰属さ
れ、信頼限界の０．１％を満たしていることから十勝三股産
原石が使用されいると同定され、さらに所山群に０．０００１％
の低い確率で帰属され、信頼限界の０．１％に満たないこと
から所山群の原石でないと同定される」。遺物が一ヶ所の
産地（赤井川第１群産地）と一致したからと言って、例
え赤井川第１群と所山群の原石は成分が異なっていても、
分析している試料は原石でなく遺物であり、さらに分析
誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であることから
他の産地に一致しないとは言えない。また同種岩石の中
での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推
測される。即ちある産地（赤井川第１群産地）に一致し
必要条件を満足したと言っても一致した産地の原石とは
限らないために、帰属確率による判断を表１の３３１個すべ
ての原石群・遺物群について行ない十分条件を求め、低
い確率で帰属された原石群の原石は使用していないとし
て可能性を消していくことにより、はじめて赤井川第１
群産地の石材のみが使用されていると判定される。実際
はRb/Zrといった唯１つの変量だけでなく、前述した８つ
の変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければな
らない。例えば、A原産地のA群でCa元素とRb元素との間
に相関がありCaの量を計ればRbの量は分析しなくても分
かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、
A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量も一致
するはずである。したがって、もしRb量だけが少しずれ
ている場合には、この試料はA群に属していないと言わな
ければならない。このことを数量的に導き出せるように
したのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラ
ノビスの距離を求めて行なうホテリングのT２乗検定であ
る。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求め

て産地を同定する４、５）。産地の同定結果は１個の遺物
に対して、黒曜石製のものについては３３１個の推定確率結
果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推
定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確
率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこ
れら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非
常に重要な意味を含んでいる。すなわち赤井川産原石と
判定された遺物に対して、カムチャッカ産原石とかロシ
ア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田
峠産の原石の可能性を考える必要がないという結果であ
り、ここでは高い確率で同定された産地のみの結果を表
９に記入した。ここで大切なことは、遺物材料研究所で
行った結果で、赤井川第１群と判定された遺物を使って、
先史時代の交流を考察するときには、表９に記入された
赤井川第１群以外の表１の３３０個の原石産地と交流がな
かったと言うことを証明している点である。北海道の先
史人は北海道と東北範囲のみでしか交流がなかったと仮
定して、遺物と比較する産地を北海道、東北の主な産地
だけで十分であると考えて遺物の原材産地を求め、赤井
川産原石が使用されているとの結果は、先史時代の交易
を一部の範囲に限定することになる（広い地域の範囲の
黒曜石と比較していないから、広い範囲との交流は言え
ない、即ち日本の限定的地域にのみ有効で、東アジア、
極東ロシア地域では通用しない結果である）。考古学者の
主観的な石器の様式分類が北海道、東北地域に限定され
ていたとしても、分析された石器がもつ自然科学的結果
が何処までの範囲に通用するかが、考古学の交易を考え
る上に非常に重要で、自分の主観的考察が満足されれば
良いとの狭い了見では真の考古学的研究とは言えない。
他の広い交易範囲を考えている考古学者にも通用する産
地分析結果が必要である。論外は、個人知識によるの肉
眼観察を含め、赤井川産原石が使用されているとの判定
を、比較をしていないロシア産黒曜石、ロシア遺跡で使
用されてる遺物の、肉眼観察とか組成（遺物群）ではな
いと評価することである。また、産地分析の結果を評価
するときに、比較する原石群は新鮮面であり、また遺物
群は風化面を測定し作った群が表１に示している。風化
の程度の差はあるものの風化していない遺物はなく、遺
物を分析して原石産地が同定されない場合は、１：風化
の影響で分析値が変動し、新鮮面と分析値が大きくこと
なったとき。２：遺物の厚さが薄く、厚さの影響が分析
値に現れたとき。３：未発見の原石産地の原石が使用さ
れているときなど。風化の影響を受けている遺物は黒曜
石は光沢なく表面が雲っていて、分析するとカリウムの
分析値が大きく分析される。風化の影響が少ないときは
軽元素比を抜くことにより同定が行える。風化が激しく、
軽元素以外の他の元素まで風化の影響がおよぶと、遺物
の産地は同定できなくなったり、また、新鮮面分析と異
なった原石産地に同定されることがあり注意が必要であ
る。原石群を作った原石試料は直径３cm以上で５mm以
上の厚さであるが、細石刃などの小さな遺物試料の分析
では、遺物の厚さが１．５mm以下の薄い部分を含んで分析
すると、厚さの影響を受けて、重い元素は小さく測定さ
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れ、分析値には大きな誤差範囲が含まれるために、分析
値に実験で求めた厚さ補正値を乗じて同定を行わなけれ
ばならない。分析平均厚さが０．３mm以下になると補正が
困難になり同定できない。細石刃は厚さが薄く、縄文時
代の遺物より風化の進んだ遺物もあり、厚さ補正と軽元
素を抜いて同定を行っている。
蛍光X線分析では、分析試料の風化による化学的変化

（カリウムが大きく観測される）、表面が削られる物理的
変化、不定形の小試料では薄い部分を完全に避けて分析
できないとき、分析面が遺物の極端な曲面しか分析でき
ない場合など、分析値に影響が残り、また、装置による
分析誤差も加わり、分析値は変動し判定結果は一定しな
い。特に元素比組成の似た原産地同士では区別が困難で、
遺物の原石産地が原石・遺物群の複数の原石産地に同定
されるとき、および、信頼（記載）限界の０．１％（赤井川
第１群（７１％）のみ記載では、信州、霧ヶ峰産地に
（６％）かどうか不明で考古学者が安心して引用できない
から、０．１％までに設定している）判定境界に位置する場
合は、分析場所を変えて３～１２回分析し最も多くの回数
同定された産地を判定の欄に記している。風化、厚さ、
不定形など比較原石群分析とは異なる誤差が遺物の分析
値に含まれるために、産地分析では、一致する産地（必
要条件）の結果だけでは信頼性が小さく、他の産地には
一致しない（十分条件）ことを満足しなければならない。
また、判定結果には推定確率が求められているために、
先史時代の交流を推測するときに、低確率（５％以下）
の遺物はあまり重要に考えないなど、考古学者が推定確
率をみて選択できるために、誤った先史時代交流を推測
する可能性がない。
ホテリングのT２乗検定の定量的な同定結果から、石材

の成分組成以外の各産地特有の原石の特徴を考慮して遺
物の原石産地を判定を行とき、鉱物組成などの特徴を肉
眼観察で求めた場合、キラキラ光る鉱物が多い、少ない、
また輝石か、雲母かなど個人的な知識、経験などの主観
が加わり判定される。白滝地域産黒曜石の中で、赤石山
産原石の割れ面はガラス光沢を持っているが、元素組成
が相互に似たあじさい滝、八号沢、白土沢、幌加沢、十
勝石川沢などの群の原石は、あじさい滝、幌加沢産はガ
ラス光沢を示し、八号沢、白土沢、十勝石沢川産は梨肌
を示すため、原石産地の判定に梨肌か、梨肌でないかを
指標に加えた。また、赤井川および十勝産、上阿寒礫層
産原石を使用した遺物の判定は複雑になる場合がある。
これは青森市戸門、鷹森山地区、浪岡町大釈迦より産出
する黒曜石で作られた戸門第１、鷹森山、大釈迦の各群
の元素組成が赤井川第１、２群、十勝三股群、上阿寒礫
層群に比較的似ているために、遺物独特の風化の影響、
不定形による影響を受けた分析値は、分析値への受け方
の程度により戸門原産地と赤井川または十勝・上阿寒礫
層産地、これら複数の原産地に同時に同定される場合が
しばしば見られる。十勝三股群、上阿寒礫層群、赤井川
諸群、大釈迦群、戸門第１群、鷹森山群に同定された遺
物を定量的に弁別する目的で、元素比の組み合わせを探
し、新たに、K/Si、Fe/Zr、Sr/Zr、Y/Zr、Sr/Rb、Y/Rb、

Ti/Fe、Si/Feの組み合わせによるホテリングのT２乗検定
を行う。また、従来の元素比の組み合わせで同定されな
かった原石・遺物群は十分条件となる。従って、判定の
必要条件と十分条件は新元素比と従来元素比の両ホテリ
ングのT２乗検定結果の組み合わせで判定する。また、戸
門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺
物を分析し戸門第１群と第２群に同定される頻度を求め、
これを戸門産地における第１群（５０％）と第２群（５０％）
の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定
する。多数分析した遺物のなかに全く戸門第２群に帰属
される遺物が見られないときは、戸門産地からの原石は
使用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原
石は非常に小さい原石が多く使用された可能性は低いと
思われる。新たな元素比の組み合わせの検定で分析でさ
れた遺物は分析番号１２２７６３番は芽登川第２群に、１２２７６７番
は芽登川第２群、芽登川第１群、上阿寒礫層に一致し必
要条件を満たし、十分条件として青森県産原石で無いこ
とを証明した。表１に掲載している青森県産原石群を除
く他の原石群に一致しないという十分条件は従来元素比
によるホテリングのT２乗検定で証明されているため、両
ホテリングのT２乗検定結果の組み合わせて総合的に判断
し芽登川の原石が使用されていると判定した。また、自
然面を残す石器については、角礫は露頭地域から、円礫
は河川・河川堆積層から原石が採取されたと推測した。
分析番号１２２７６８番は表８－３に示すように、酸化ケイ素
の濃度が９２％と非常に高くまた酸化カリウムは０．５％と非
常に少なく黒曜石の成分組成と大きく異なり、チャート
の可能性が否定できなかった。今回の使用した産地分析
方法から言えることは、赤井川産地、芽登川産地との交
流が推測され、産地地域との生活、文化情報の交換があっ
たと推測できて、そして日本についてはほぼ全土、外国
については、表１で調査された原石産地と外国遺跡で使
用されている黒曜石原材の範囲内に限定されるが、石器
様式が日本に伝搬したと推測されている東アジア、極東
ロシアからの伝搬が石器原材をともなっていなかったこ
とも証明されたと推測しても産地分析の結果と矛盾しな
い。また、今回分析した結果は、沿海州地域の遺物群、
原石と直接比較していることから、沿海州地域の考古学
の参考資料として使用できる報告書になっている。
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図１ 日本・朝鮮半島・極東ロシア・アラスカ州における表１使用の石器原材伝播図

図２ 黒曜石原産地
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表１－１ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

表１－２ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

表１－３ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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表１－４ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

表１－５ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

表１－６ 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

表１－７ 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値
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表１－７ 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

表２ 湧別川河口域の河床から採取した２４７個の黒曜石円礫の分類結果

表３ 常呂川（中ノ島～北見大橋）から採取した６６１個の黒曜石円礫の分類結果

表４ サナブチ川から採取した８０個の黒曜石円礫の分類結果

表５ 金華地区から採取した２０個の黒曜石円礫の分類結果

表６ 生田原川支流支線川から採取した１９個の黒曜石円礫の分類結果

表７ 生田原川支流大黒沢川から採取した５個の黒曜石円礫の分類結果
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表８－１ 厚真町朝日遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

表８－２ 朝日遺跡出土黒曜石製遺物の非破壊不定形塊状分析による化学組成結果

表８－３ 厚真町朝日遺跡出土黒曜石製石器の元素比分析結果

表９－１ 朝日遺跡出土黒曜石製遺物の産地分析結果

表９－２ 厚真町朝日遺跡出土縄文時代晩期の黒曜石製遺物の産地分析結果
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６ 朝日遺跡出土ヒスイ丸玉の石材産地同定分析

遺物材料研究所 藁科哲男

今回分析を行った丸玉はM１７（asa―１）、P―５０（asa―２）
出土の２個で肉眼観察では相当風化している。丸玉は試
料ホルダ－に置くだけの、完全な非破壊で産地分析を行っ
た。ヒスイ製玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有量
を求め、試料の形や大きさの違いの影響を打ち消すため
に分析された元素同士で含有量の比をり、この元素比の
値を原産地を区別する指紋とした。また、直径が１１mm
以下の丸玉については、ESR法を併用するが試料を全く破
壊することなく、丸玉に含有されている常磁性種を分析
し、その信号から産地間を区別する指標を見つけて、産
地分析に利用した５）。

１．ヒスイの原産地

分析したヒスイ原石は、日本国内産では（１）新潟県
糸魚川市と、それに隣接する同県西頚城郡青海町から産
出する糸魚川産、（２）軟玉ヒスイと言われる北海道沙流
郡日高町千栄の日高産６）、（３）鳥取県八頭郡若桜町角谷
の若桜産、（４）岡山県阿哲郡大佐町の大佐産、（５）長
崎県長崎市三重町の長崎産であり、さらに（６）西黒田
ヒスイと呼ばれている静岡県引佐郡引佐町の引佐産の原
石、（７）兵庫県養父郡大屋町からの原石、（８）北海道
旭川市神居町の神居コタン産、（９）岐阜県大野郡丹生川
村の飛騨産原石、また、肉眼的にヒスイに類似した原石
で玉類等の原材になったのではないかと考えられる（１０）
長崎県西彼杵郡大瀬戸町雪浦からの原石である。国内産
のヒスイ原産地は、これでほぼ調査し尽くされていると
思われる。これら原石の原産地を図１に示す。これに加
えて外国産として、ミャンマー産の硬玉と台湾産軟玉お
よび韓国、春川産軟玉などのヒスイの分析も行われてい
る。

２．ヒスイ試料の蛍光X線分析

ヒスイの主成分元素はナトリウム（Na）、アルミニウム
（Al）、珪素（Si）などの軽元素７）で、次いで比較的含有量
の多いカルシウム（Ca）、鉄（Fe）、ストロンチウム（Sr）
である。また、ヒスイに微量含有されている、カリウム
（K）、チタン（Ti）、クロム（Cr）、マンガン（Mn）、ルビ
ジウム（Rb）、イットリウム（Y）、ジルコニウム（Zr）、
ニオブ（Nb）、バリウム（Ba）、ランタン（La）、セリウ
ム（Ce）の各元素を分析した。主成分の珪素など軽元素
の分析を行わないときには、励起線源のX線が試料によっ
て散乱されたピ－クを観測し、そのピークの大きさが主
に試料の分析面積に比例することに注目し、そのピ－ク
を含有元素と同じく産地分析の指標として利用できる。
Na元素はヒスイ岩を構成するヒスイ輝石に含有される重
要な元素で、出土した遺物が硬玉か否かを判定するには
直接ヒスイ輝石を観測すればよい、しかし、ヒスイ輝石
を非破壊で検出きる方法が確立されるまでは、蛍光X線分
析でNa元素を分析し間接的にヒスイ輝石の存在を推測す

る方法にたよる他ないのではなかろうか。各原産地の原
石のなかで、確実にNa元素の含有が確認されるヒスイ産
地は糸魚川、大屋、若桜、大佐、神居コタン、長崎の各
原産地の原石でこれらは硬玉に属すると思われる。Na
元素の含有量が分析誤差範囲の産地は日高、引佐、飛騨
の各産地の原石である。糸魚川産原石のうち緑色系の硬
玉に、肉眼的に最も似た原石を産出する産地は、他の硬
玉産地よりも後述した日高、飛騨、引佐の原石に見られ
る。各原産地の原石の他の特徴を以下に記述する。若桜
産のヒスイ原石はSrのピ－クがFeのピ－クに比べて相当
大きく、またZrの隣に非常に小さなNbのピ－クが見られ、
Baのピ－クも大きく、糸魚川産では見られないLa、Ce
のピ－クが観測されている。このCeのピ－クは大佐産と
長崎産ヒスイ原石のスペクトルにも見られ、これらCe
を含有する原石の産地は、糸魚川の産地と区別するとき
に有効な判定基準になる。長崎産ヒスイは、Tiの含有量が
多く、Yのピ－クが見られるのが特徴的である。日高産、
引佐産、飛騨産ヒスイ原石は、Caピークに比べてTiとか
K、またFeピークに比べてSrなどのピ－クが小さいのが特
徴で糸魚川産のものと区別するときの判断基準になる。
春川軟玉原石は、優白色の工芸加工性に優れた原石で、
軟玉であるが、古代では勾玉などの原材料となった可能
性も考えられることから分析を行った。この原石には、
Sr、Zrのピークが全く見られないため、糸魚川産などのSr、
Zrを含有する原石と容易に区別できる。また、長崎県雪
浦のヒスイ類似岩をヒスイの代替品として勾玉、大珠な
どの原材料に使用している可能性が考えられ、分析を行っ
た。この岩石は比重が２．９１と小さく、比重でもって他の
産地のものと区別できる。また砒素（As）のピークが見
られる個体が多いのも特徴である。これら各原産地の原
石は同じ産地の原石であっても、原石ごとに元素の含有
量には異同がある。したがって、一つの原産地について
多数の原石を分析し、各元素の含有量の変動の範囲を求
めて、その産地の原石の特徴としなければならない。糸
魚川産のヒスイは、白色系が多いが、緑色系の半透明の
良質のもの、青色系、コバルト系、およびこれらの色が
白地に縞となって入っているものなど様々である。分析
した糸魚川産原石の比重を調べると、硬玉の３．２～３．４の
範囲のものと、３．２に達しない軟玉に分類される原石もあ
る。若桜産、大佐産の分析した原石には、半透明の緑色
のものはないが、全体が淡青緑かかった乳白色のような
原石、また大屋産は乳白色が多い。このうち大佐産、大
屋産の原石では比重が３．２０に達したものはなく、これら
の原石は比重からは軟玉に分類される。しかし、ヒスイ
輝石の含有量が少ない硬玉とも考えられる。長崎産のヒ
スイ原石は３個しか分析できなかったが良質である。こ
のうち１個は濃い緑色で、他の２個は淡い緑色で、少し
ガラス質である。日高産ヒスイの原石は肉眼観察では比
較的糸魚川産のヒスイに似ている。ミャンマー産のヒス



Ⅵ章 自然科学的手法による分析結果

２０９

イ原石は、質、種類とも糸魚川産のヒスイ原石と同じも
のが見られ肉眼で両産地の原石を区別することは不可能
と考えられる。分析した台湾産のヒスイは軟玉に属する
もので、暗緑色のガラス質な原石である。これら各原産
地の原石の分析結果から各産地を区別する判断基準を引
き出し産地分析の指標とする。

３．ヒスイ原産地の判別基準

原石産地の判定を行なうときの判断基準を原石の分析
データから引き出すが、分析個数が少ないため、必ずし
もその原産地の特徴を十分に反映したと言えない産地も
ある。表１に各原産地ごとの原石の比重と元素比量をま
とめた。元素比量の数値は、その原産地の分析した原石
の中での最小値と最大値の範囲を示し、判定基準（１）
とした。ヒスイで比重が３．１９未満の軽い原石は、硬玉ヒ
スイではない可能性があるが、糸魚川産の原石で比重が
３．１９未満のものも分析を行った。大佐産のヒスイは比重
が３．１７未満であった。したがって、遺物の比重が３．３以上
を示す場合は判定基準（１）により大佐産のヒスイでな
いと言える。日高産、引佐産の両ヒスイではSr/Feの比の
値が小さくて、糸魚川産と区別する判定基準（１）にな
る。表２の判定基準（２）にはCr、Mn、Rb、Y、Nb、Ba、
La、Ceの各元素の蛍光X線ピ－クが観測できた個体数を％
で示した表である。例えば遺物を分析してBaのピ－クが
観測されなかったとき、その遺物は、若桜、大佐、長崎
産のヒスイでないといえる。図２はヒスイ原石のSr/Fe
の比の値とSr/Zrの比の値の分布を各原産地ごとにまとめ
て分布範囲を示したものである。●は糸魚川産のヒスイ
で、分布の範囲を実線で囲み、この枠内に遺物の測定点
が入れば糸魚川産の原石である可能性が高いと判断する。
□はミャンマー産のヒスイの分布で、その範囲を短い破
線で囲む。糸魚川の実線の範囲とミャンマーの破線の範
囲の大部分は重なり両者は区別できないが、ミャンマー
と糸魚川が区別される部分がSr/Feの値（横軸）２．５以上
の範囲で見られる。この範囲の中に、遺物の測定点が入
ればミャンマー産と考えるより、糸魚川産である可能性
の方が高いと考えられる。▲は大佐産の、△は若桜産の、
▽は大屋産のヒスイの分布を示している。糸魚川と大佐、
若桜、大屋のヒスイが重なる部分に遺物の測定点が入っ
た場合、これら複数の原産地を考えなければならない。
しかし、この遺物にBaの蛍光X線スペクトルのピ－クが見
られなかた場合、表２の判定基準（２）に従えば糸魚川
産または大屋産のヒスイであると判定でき、その遺物の
比重が３．２以上あれば大屋産でなくて、糸魚川産と推定さ
れる。■は長崎産ヒスイの分布で、独立した分布の範囲
を持っていて他の産地のヒスイと容易に区別できる。台
湾産の軟玉はグラフの左下に外れる。★印の日高産およ
び＊印の引佐産ヒスイの分布の一部分が、糸魚川産と重
なり区別されない範囲がみられる。しかし、Ca/Si比とSr
/Fe比を指標とすることにより（図３）、糸魚川産ヒスイ
は日高産および引佐産の両ヒスイと区別することができ
る。Na/Si比とMg/Si比を各原産地の原石について分布を
示すことにより（図４）、遺物がどこの原産地の分布内に

帰属するかにより、硬玉か軟玉かの判別の手段の一つに
なると考えられる。

４．朝日遺跡出土丸玉の分析結果

分析した丸玉は非破壊状態でセイコ製SEA２１１０L型蛍光
X線分析装置で分析した。丸玉からNa、Al、SiO２および少
量元素のCa、Mg、Feが観測され、硬玉の主成分であるNa
元素が観測されている。また比重は遺物番号（分析番号）
２（１２２７６１）番が３．１５、１２（１２２７６２）番が３．２３で、硬玉と
矛盾しない。丸玉の風化は場所によって風化の影響が異
なるようで、各丸玉について、３ヶ所の場所を分析を行っ
た。分析した丸玉の原産地を明らかにするために、分析
された元素の含有量から求めた元素比（任意単位）の値
を表３に示した。丸玉の元素比値を各原産地の原石の元
素比量の分布範囲の枠と比較し産地判定の図とした。元
素比Zr/Sr対Sr/Feの分布範囲の判定図５では分析番号
１２２７６１―１～―３番はミャンマー産から外れ糸魚川、若桜、大
佐産の重なる範囲に入り、１２２７６２―１～―３番は糸魚川、ミャ
ンマー産の重なる範囲に入りそれぞれ入った産地の可能
性が推測された。次に元素比Sr/Fe対Ca/Siの分布範囲の
判定図６では、１２２７６１―１―３番は糸魚川、大屋産の重なる範
囲に入り、１２２７６２―１～―３番は糸魚川産の範囲に入りそれぞ
れの産地の可能性を推測する。またNa/Si対Mg/Siの分布
範囲の判定図７では１２２７６１―１～―３番は糸魚川産の範囲に、
１２２７６２―１～―３番は糸魚川、カムイコタン、若桜の重なる範
囲に入り入った産地の可能性を示した。これら判定図と
判定基準表１、表２の比重の範囲および蛍光X線スペクト
ル図８に示すBa元素の有無などを考慮し、また、Cr元素
はヒスイの緑色に関係すると思われる元素の一つで、ヒ
スイのなかにクロムグリーンとして含まれるとき、ヒス
イは緑色に着色され、クロムイエローとして含有される
ときは黄色に、クロムのイオン状態により、様々な色に
関わることが推測される。クロムイオンがヒスイに均一
に含有されるとき、部分的に凝縮して含有されるとき、
ヒスイに含有されるクロム量はヒスイ全体として見たと
き蛍光エックス線分析では同じになる可能性があり、ク
ロムの含有量が産地同定に有効であるかどうかは、各産
地のヒスイのCr元素量で区別できることを証明する必要
がある。日高ヒスイはCrを含む緑泥石が関係していると
き、鉱物分析が必要になり、蛍光エックス線分析では求
められない。蛍光エックス線分析で表４に示す、日高ヒ
スイのCr/Fe比は平均値が０．０２６で標準偏差が±０．２９にな
り、遺物のCr/Feより大きい（遺物は日高ヒスイでない可
能性）が標準偏差が大きくて、Crからは遺物が日高ヒス
イでないとは言えない。分析した遺物は硬玉であり、日
高ヒスイは軟玉でたとえ、遺物のCr/Feが日高ヒスイに一
致しても、他のヒスイ産地の原石と一致しないと言う証
明が必要で、今回の丸玉は、日高ヒスイのクロム量との
比較のみであるため、日高ヒスイと同定できない。様々
な条件を満たした産地の結果を総合判定として表４に示
した。
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図１ ヒスイ製玉類使用遺跡分布圏およびヒスイ産地・結晶片岩様緑色（クロム雲母）岩玉類使用遺跡分布圏

５．考 察

遺跡から出土する硬玉はミャンマ－、中国を経由して
日本に伝播したとする説があり、また、韓国を経由して
日本に伝搬する可能性が推測される。日本産ヒスイが使
用されていると言うには科学的に証明する必要がある。
科学とは、仮説をたて正しいか否か、あらゆる可能性を
否定することにあり、分析の結果糸魚川産原石と玉類の
成分が一致したとする必要条件（仮説）以外に、ミャン
マー産の可能性を否定（十分条件）する事が必要である。
今回の分析で遺物番号（分析番号）２（１２２７６１）番はミャ
ンマー産原石の可能性が否定され、糸魚川産と特定出来
た。１２（１２２７６２）番はミャンマー産原石の可能性を含む糸
魚川産原石と同定した。糸魚川・青海産硬玉は縄文、弥
生時代に多くみられ、使用遺跡を抜粋して示すと（図１）
例えば北海道千歳市美々遺跡から青森県大石平遺跡、岩
手県大日Ⅱ遺跡、山梨県石堂遺跡、岐阜県西田遺跡、愛
知県白石遺跡、三重県森添遺跡、大分県二反田遺跡、熊

本県ワクド石遺跡、宮崎県学頭遺跡、沖縄県糸満市、北
谷町まで日本全国に、また、韓半島、林堂遺跡、上雲里
１，２墳にも糸魚川産ヒスイが尊重される共通の基盤を
持っていたと思われる。
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図２ ヒスイ原石の元素比値 Zr/Sr対Sr/Feの分布および分布範囲

図４ ヒスイ原石の元素比値 Na/Si対Mg/Siの分布および分布範囲

図３ ヒスイ原石の元素比値 Ca/Si対Sr/Feの分布および分布範囲
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図５ ヒスイ原石の元素比値 Zr/Sr対Sr/Feの分布および分布範囲

図６ ヒスイ原石の元素比値 Ca/Si対Sr/Feの分布および分布範囲

図７ ヒスイ原石の元素比値 Na/Si対Mg/Siの分布および分布範囲
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原産地名 分析個数
蛍光X線法による元素比の範囲

比重 K/Ca Ti/Ca Sr/Fe Zr/Sr Ca/Si
糸魚川産 ４１ ３．００～３．３５ ０．０１～０．１７ ０．０１～０．５６ ０．１５～３０ ０．００～２．９４ ０．７２～２７．６
若桜産 １２ ３．１２～３．２９ ０．０１～０．９１ ０．０３～０．５９ ３．４５～４７ ０．００～０．２５ ４．３３～４８．４
大佐産 ２０ ２．８５～３．１７ ０．０１～０．０７ ０．００～１．０１ ３．１８～６１ ０．００～１２．４ ３．４７～２８．６
長崎産 ３ ３．１６～３．２３ ０．０１～０．１４ ０．１７～０．３３ ０．０２～０．０６ ４．３０～１６．０
日高産 ２２ ２．９８～３．２９ ０．００～０．０１ ０．００～０．０２ ０．００～０．３７ ０．００～０．０６３ ５．９２～５１．６
引佐産 ８ ３．１５～３．３６ ０．０４～０．０４ ０．００～０．０３ ０．０３～０．３３ ０．００～０．０１８ ３６．３～６５．９
大屋産 １８ ２．９６～３．１９ ０．０３～０．０８ ０．０４～０．１６ １．０８～７９ ０．０２～０．４８ ０．９５～４．８１
神居コタン産 ９ ２．９５～３．１９ ０．０２～０．４９ ０．０９～０．１７ ０．０４～０．２２ ０．１２～０．８５ ２．２２～１７．３
飛騨産 ４０ ２．８５～３．１５ ０．０１～０．０４ ０．００～０．００ ０．０２～０．１０ ０．００～１．２４ １２．７～２８．５
ミャンマ産 ２６ ３．１５～３．３６ ０．０２～０．１４ ０．０１～０．２６ ０．０９～２．５ ０．０１～２３
台湾産 １ ３．００ ０．００３ ND ND ND

原産地名
蛍光X線法による分析元素（各元素が確認できた個体数の百分率）

Cr Mn Rb Y Nb Ba La Ce
糸魚川産 ２６％ ６％ ２０％ ND １３％ ３３％ ND ND
若桜産 ND ND １６％ ND １００％ １００％ ６７％ ６７％
大佐産 ND ND ４４％ ND ３３％ １００％ ６７％ ６７％
長崎産 ND ND ND １００％ １００％ １００％ １００％ １００％
日高産 tr tr ND ND ND tr ND ND
引佐産 ８８％ ７５％ ND ND ND ND ND ND
大屋産 tr ND ３１％ ND ６％ ９０％ １００％ １００％
神居コタン産 ND １００％ ２２％ １００％ ND ５５％ ND ND
飛騨産 １００％ １００％ ND ND ND ND ND ND
ミャンマ産 １３％ ４％ ND ND ND ３５％ ND ND
台湾産 tr tr ND ND ND ND ND ND

遺物番号－分析部位 分析番号
元素分析値の比値

Na/Si Mg/Si Al/Si K/Ca Ca/Si Ti/Ca Cr/Fe Mn/Fe Ni/Fe Sr/Fe
asa―１―小穴側 １２２７６１―１ ０．１３２ １．２８０ ０．１００ ０．０７４ ４．９６６ ０．０４５ ０．００４ ０．００４ ０．０４２ ６．６８２
asa―１―大穴側 １２２７６１―２ ０．１２６ １．３４７ ０．０９５ ０．０８２ ５．７９５ ０．０３７ ０．００１ ０．００２ ０．０４３ ７．７２２
asa―１―側面 １２２７６１―３ ０．１３４ １．２９１ ０．１０３ ０．０８９ ４．９０７ ０．０８０ ０．００４ ０．００８ ０．０４４ ５．８６８
asa―２―小穴側 １２２７６２―１ ０．１３３ ０．６１３ ０．１５９ ０．０４０ １１．２８９ ０．０２３ ０．００５ ０．０１４ ０．０４９ １．１９５
asa―２―大穴側 １２２７６２―２ ０．１２６ ０．７２４ ０．１５１ ０．０１７ １１．１６５ ０．０２３ ０．００５ ０．０２５ ０．０４１ １．１４０
asa―２―側面 １２２７６２―３ ０．１４４ ０．６２７ ０．１５５ ０．０２１ １０．３９５ ０．０３３ ０．０１１ ０．００２ ０．０５４ １．１２３

JG―１ ０．０３０ ０．１６９ ０．０９０ １．３２０ ２．３０７ ０．１８０ ０．００２ ０．０１１ ０．０００ ０．４０１

遺物番号－分析部位 分析番号
元素分析値の比値 勾玉 重量 図

Zr/Sr Nb/Sr Ba/Sr La/Sr Ce/Sr Rb/Sr Y/Sr 比重 gr Ⅴ４４
asa―１―小穴側 １２２７６１―１ ０．０２７ ０．０００ ０．０００ ０．０１７ ０．０００ ０．００４ ０．０００ ３．１５ １．４９５１８

６asa―１―大穴側 １２２７６１―２ ０．０２７ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．００３ ０．０００
asa―１―側面 １２２７６１―３ ０．０２９ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．００４ ０．０００
asa―２―小穴側 １２２７６２―１ ０．０４９ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ３．２３ １．９６０２５

４asa―２―大穴側 １２２７６２―２ ０．０５２ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００
asa―２―側面 １２２７６２―３ ０．０５０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．００４ ０．００５

JG―１ ０．７９８ ０．０５０ ６．０２０ ０．０００ ０．０００ ０．７７０ ０．１５０

分析部位 分析番号
各分類基準による判定

総合判定 比重
図５判定 図６判定 図７判定 比重＆基準（２）

小穴側 １２２７６１―１ IT，WK，OS IT，OY IT IT，IN，HK，OY，KH，HD 糸魚川産（ミャンマ産でない） ３．１５
大穴側 １２２７６１―２ IT，WK，OS IT，OS IT IT，IN，HK，OY，KH，HD 糸魚川産（ミャンマ産でない）
側面 １２２７６１―３ IT，WK，OS IT，OY IT IT，IN，HK，OY，KH，HD 糸魚川産（ミャンマ産でない）
小穴側 １２２７６２―１ IT，MY IT IT，KM，WK IT，IN，HK，HD 糸魚川産 ３．２３
大穴側 １２２７６２―２ IT，MY IT IT，KM，WK IT，IN，HK，HD 糸魚川産
側面 １２２７６２―３ IT，MY IT IT，KM，WK IT，IN，HK，HD 糸魚川産

表１ ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準（１）

ND：検出限界以下の濃度

表２ ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準（２）

ND：検出限界以下 tr：検出確認

表３ 朝日遺跡出土縄文晩期ヒスイ製丸玉の元素比の値の結果

a）：標準試料、Ando, A., Kurasawa, H., Ohmori, T. & Takeda, E．（１９７４）．１９７４compilation of data on the GJS geochemical reference
samples JG―１granodiorite and JB―１basalt.
Geochemical Journal, Vol.８１７５―１９２．

表４ 朝日遺跡出土ヒスイ製丸玉の原材産地分析結果

IT：糸魚川 WK：若桜OS：大佐 NG：長崎 HK：日高 IN：引佐 OY：大屋
KM：神居コタン HD：飛騨 MY：ミャンマ－
注：Ni/Fe比は日高産地および飛騨産地に同時に帰属された遺物の分類指標
（飛騨産原石、４２個の平均値±標準偏差）Ni/Fe＝０．０９１±０．０３０
（日高産原石、１４個の平均値±標準偏差）Ni/Fe＝０．０６５±０．０２８ Cr/Fe＝０．０２６±０．０２９
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試料番号 取上げ番号 遺構 樹種 器種 備考

asa―０１ サンプル１ P―２０ コナラ属コナラ節 木製品？ 検出時は弓状

asa―０２ サンプル２ P―１８ ニシキギ属 刀子柄 銹着木材

表１

７ 朝日遺跡出土木材の樹種同定

小林克也（パレオ・ラボ）

１．はじめに

厚真川中流域右岸の丘陵からのびる緩斜面上に位置す
る朝日遺跡では、出土した木材の樹種同定を行なった。

２．試料と方法

試料は、墓壙であるP―２０から出土した炭化材１点と、
同じく土坑墓であるP―１８から出土した刀子柄１点の、計
２点である。刀子柄は刀子の鉄分により固定した（銹着
した）木材である。遺構の時期は、いずれも続縄文時代
と考えられている。
樹種同定では、まず試料を乾燥させ、材の横断面（木

口）、接線断面（板目）、放射断面（柾目）について、カ
ミソリと手で割断面を作製し、整形して試料台にカーボ
ンテープで固定した。その後イオンスパッタにて金蒸着
を施し、走査型電子顕微鏡（日本電子（株）製 JSM―５９００
LV）にて検鏡および写真撮影を行なった。

３．結果

同定の結果、炭化材はコナラ属コナラ節（以下コナラ
節と呼ぶ）、刀子柄はニシキギ属であった。同定結果を表
１に示す。

次に、同定された材の特徴を記載し、図版に走査型電
子顕微鏡写真を示す。
（１）コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科 図
版１ １a―１c（asa―０１）
年輪のはじめに大型の道管が１～２列並び、晩材部で

は径を急に減じた、薄壁で角張った道管が火炎状に配列
する環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状である。
道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列のもの
と広放射組織がみられる。
コナラ属コナラ節にはコナラやミズナラなどがあり、

温帯から暖帯にかけて広く分布する落葉高
木の広葉樹である。代表的なミズナラの材は、やや重

く強靭で、切削加工はやや難しい。
（２）ニシキギ属 Euonymus ニシキギ科

図版１ ２a―２c（asa―０２）
小型の道管がほぼ単独で散在する散孔材である。道管

は単穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚がみられる。放射
組織は上下端１列が直立する異性で、単列となる。
ニシキギ属にはニシキギやマユミなどがあり、代表的

なマユミは、北海道から九州までの山地にみられる落葉
高木または小高木の広葉樹である。材は強靭で靭性があ
る。

４．考察

墓壙であるP―２０で出土した炭化材はコナラ節であった。
試料は取り上げ時には弓状に反りかえるような形状を呈
し、木製品であった可能性が考えられる。材の破損が激
しく、木取りは確認できなかった。コナラ節は堅硬で、
強度が高いという材質をもつ（伊東ほか，２０１１）。強度を
必要とする木製品であった可能性が考えられる。
同じく墓壙であるP―１８で出土した刀子柄は、ニシキギ

属であった。ニシキギ属は堅硬で靭性があるという材質
をもつ（伊東ほか，２０１１）。恵庭市のユカンボシE７遺跡
で出土した、続縄文時代末の刀子柄ではカエデ属が３点、
江別市の江別太遺跡で出土した、続縄文時代の刀子柄で
もカエデ属が１点出土しており（伊東・山田，２０１２）、朝
日遺跡の刀子柄とは、異なる樹種が用いられていた。カ
エデ属も堅硬な樹種であり（伊東ほか，２０１１）、刀子の柄
には硬い樹種が選択されていた可能性がある。
ただし、続縄文時代の刀子柄の同定例はまだ少数であ

ることから、用材傾向については今後の分析事例の増加
によって明らかになると考えられる。

参考文献
伊東隆夫・佐野雄三・安部 久・内海泰弘・山口和穂（２０１１）日本有

用樹木誌，２３８p，海青社．
伊東隆夫・山田昌久編（２０１２）木の考古学．４４９p，海青社
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図版１ 朝日遺跡出土木材の走査型電子顕微鏡写真
１a―１c．コナラ属コナラ節（asa―０１）、２a―２c．ニシキギ属（asa―０２）
a：横断面、b：接線断面、c：放射断面
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試料番号 asa－０１ asa－０２
遺構 P－１８

現場取上げ番号 サンプル１
（上）

サンプル１
（下）

サンプル２
（上）

サンプル２
（下）

時代 続縄文時代
分類群 重量（g） １０５ １１５ １３５ １３５
オニグルミ 炭化核 ０．０５４g（１４） ０．００２g（１） ０．０６３g（１５）
ブドウ属 炭化種子 （１）
同定不能 炭化種実 （６） （４）

表１ 朝日遺跡から出土した炭化種実（オニグルミのみ総重量を併記、括弧内は破片数）

８ 朝日遺跡の墓壙から出土した炭化種実

佐々木由香・バンダリ スダルシャン・米田恭子（パレオ・ラボ）

１．はじめに

厚真町に位置する朝日遺跡は、厚真川中流域右岸の段丘からのびる緩斜面上に立地する複合遺跡である。ここでは、

続縄文時代の墓壙から得られた炭化種実の同定を行い、当時利用された種実について検討した。

２．試料と方法

試料は、４世紀前後の続縄文時代の墓壙から出土した片口土器２点の中に堆積していた土壌２試料である。試料が

採取された遺構はP－１８で、サンプル１が後北式移行期、サンプル２が北大式の片口土器である。

水洗は、得られた土壌を上下におおよそ二等分し、最小０．５mm目の篩を用いて行った。炭化種実の抽出および同定

は実体顕微鏡下で行った。さらに、土器に触れていた面においては目視で種実らしい遺体は確認できなかったため、

予察的に土器内の最下部に堆積した土壌中の微化石を光学顕微鏡で観察した。試料は、厚真町教育委員会に保管され

ている。

３．結果

同定した結果、木本植物のオニグルミ炭化核とブドウ属炭化種子の２分類群が産出した。また、科以上に分類する

ための識別点が残存していない一群を同定不能炭化種実とした（表１）。

以下に、採取位置を示す現地取上げ番号ごとに炭化種実の産出傾向を記載する（同定不能炭化種実は除く）。

サンプル１（上）：同定可能な種実は得られなかった。

サンプル１（下）：オニグルミが少量（０．０５４g）得られた。

サンプル２（上）：オニグルミ（０．００２g）とブドウ属がわずかに得られた。

サンプル２（下）：オニグルミが少量（０．０６３g）得られた。

次に、炭化種実の記載を行い、図版１に写真を示して同定の根拠とする。

（１）オニグルミ Juglans mandshurica Maxim. var. sieboldiana（Maxim.）Makino 炭化核 クルミ科

すべて１／２以下の破片である。完形ならば側面観は広卵形。本来は縦方向の縫合線があるが残存していない。表面に

は浅い溝と凹凸が不規則に入る。壁は緻密で硬く、ときどき空隙がある。断面は角が尖り、光沢がある。残存高６．５mm、

残存幅３．２mm（図版１―１）と残存高６．２mm、残存幅６．２mm（図版１―２）。

（２）ブドウ属 Vitis sp. 炭化種子 ブドウ科

上面観は楕円形、側面観は広卵形。完形ならば腹面には縦方向の２本の深い溝があるが、背面のみ残存する。背面

には円形の臍があるが、残存しているのは臍の周囲の１／３程度である。種皮は硬い。残存長１．３mm、残存幅１．４mm。

４．考察

墓壙の上端部から出土した後北式移行期（サンプル１）と北大式（サンプル２）の片口土器中からは、オニグルミ

の微細な破片が少量に得られたのみであった。オニグルミは双方の土器共に下部からの産出が多かった。北大式（サ

ンプル２）の土器内の上部からはブドウ属がわずかに得られた。予察的に土器最下部の土壌中の植物珪酸体や珪藻を
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観察したところ、サンプル１に棒状型の不明植物珪酸体がわずかに観察された他は、微化石は観察できなかった。

土器は手のひら大の大きさであり、オニグルミは完形であれば３ないし４個程度しか入らないと考えられる。オニ

グルミの破片を含む灰を詰めた可能性もあるが、堆積物からは明瞭な灰は観察できなかった。種実の産出量がわずか

であるため、墓壙の堆積過程で炭化種実を含む土壌が入った可能性などが考えられる。オニグルミは食用にできない

核の部分であるため、食用のために割った破片が廃棄された可能性がある。ブドウ属は熱を加えた加工を経て、食用

や薬用に利用されたと推定される。

図版１ 朝日遺跡から出土した炭化種実
１．土器内の土（P―１８、asa―０１、サンプル１）、２．土器内の土（P―１８、asa―０１、サンプル２）、３．オニグルミ炭化核（P―１８、asa―０１、サンプ
ル１の下）、４．オニグルミ炭化核（P―１８、asa―０２、サンプル２の下）、５．ブドウ属炭化種子（P―１８、asa―０２、サンプル２の上）
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９ 朝日遺跡から出土した動物遺体

中村賢太郎（パレオ・ラボ）

１．はじめに

厚真町に位置する朝日遺跡は、厚真川中流域右岸の段

丘からのびる緩斜面上に立地する複合遺跡である。ここ

では、縄文時代晩期や続縄文時代の焼土、土坑、獣骨片

集中などの遺構や包含層から出土した動物遺体の同定を

行い、当時利用された動物について検討した。

２．試料と方法

試料は、包含層（K１６区、L１２区、L１６区、L２３区、P

１９区、P２０区、P２１区）、焼土２８基（F－１～１５・１７～１９・

２１～２６・３４～３５・４０～４１）、土坑３６基（P－１～３・５～

８・１０～１２・１４～２０・２２・２７・３３～３４・３６～３８・４１～４２・

４４・４７・５３～５５・５８・６０～６１・６５・６９）、獣骨片集中１基

から出土した動物遺体である。動物遺体の選別は北海道

埋蔵文化財センターで行われた。

動物遺体の同定は魚骨については実体顕微鏡下、その

他は肉眼で行った。

３．結果

検出された分類群は表１のとおりである。各試料の詳

細は表２のとおりである。

多くの骨片が、白くなるまで焼け、収縮による亀裂が

見られた。

以下、各分類群の数量を同定標本数（NISP）で記す。

分類群ごとに見ると、貝類は二枚貝綱が２４であった。

魚類は、サケ科１、ウグイ属１２９、タラ科２、アイナメ属

１であった。哺乳類は、ヒグマ２、ニホンジカ（エゾシ

カ）４５９以上、イノシシ３９であった。

包含層や遺構ごとに見ると、包含層は、二枚貝綱２４、

ヒグマ２、ニホンジカが３８４以上、イノシシ２８であった。

焼土は、サケ科１、ウグイ属１１９、タラ科１、アイナメ属

１、ニホンジカ２４、イノシシ１であった。土坑は、ウグ

イ属１０、タラ科１、ニホンジカ５０、イノシシ１０であった。

炭骨片集中は、ニホンジカ１であった。

４．まとめ

哺乳類では、ニホンジカが最も多く、それに次いでイ

ノシシがやや多かった。その他にヒグマもわずかに確認

された。現在の北海道ではイノシシは自然に分布してい

ないため、イノシシの出土は注目される。周辺地域での

類例として、恵庭市西島松２遺跡の例が挙げられる。西

島松２遺跡では、縄文時代晩期後葉を主とする動物遺体

が同定され、大型哺乳類としてニホンジカに次いでイノ

シシがやや多く確認されている（金子，２０１０）。一方、早

来町大町２遺跡では縄文時代晩期後葉や続縄文時代（後

北C１式期）の動物遺体が同定されたが、大型哺乳類とし

て確認されたのはニホンジカのみで、イノシシは確認さ

れていない（金子，２００６）。また、朝日遺跡と同じ厚真町

内の上幌内モイ遺跡では、擦文文化期とアイヌ文化期の

動物遺体が同定されているが、ニホンジカが多く、イノ

シシは確認されていない（高橋，２００７）。

魚類では、淡水魚のウグイ属が最も多かった。その他

にサケ科、タラ科、アイナメ属が見られた。淡水魚類を

主として、その他に海産魚類の利用もあったと言える。

引用文献

高橋理（２００７）北海道厚真町上幌内モイ遺跡出土動物．厚真町教育委

員会編「厚真町上幌内モイ遺跡（２）」；２７５－３００．

金子浩昌（２００６）大町２遺跡出土骨貝類．（財）北海道埋蔵文化財セン

ター編「早来町大町２遺跡」；４４４－４４９．

金子浩昌（２０１０）西島松２遺跡出土の動物骨同定．（財）北海道埋蔵文

化財センター編「恵庭市西島松２遺跡」；８２－９４．

軟体動物門 Phylum Mollusca
二枚貝綱 Class Bivalvia
二枚貝綱の一種 Bivalvia Ord., Fam., Gen. et sp. indet.

脊椎動物門 Phylum Vertebrata
硬骨魚綱 Class Osteichthyes
サケ目 Order Salmoniformes
サケ科 Family Salmonidae
サケ科の一種 Salmonidae Gen. et sp. indet.

コイ目 Order Cypriniformes
コイ科 Family Cyprinidae
ウグイ属 Tribolodon sp.

タラ目 Order Gadiformes
タラ科 Family Gadidae
タラ科の一種 Gadiae Gen. et sp. indet.

カサゴ目 Order Scorpaeniformes
アイナメ科 Family Hexagrammidae
アイナメ属 Hexagrammos sp.

哺乳綱 Class Mammalia
食肉目 Order Carnivora
クマ科 Family Ursidae
ヒグマ Ursus arctos

偶蹄目 Order Artiodactyla
シカ科 Family Cervidae
ニホンジカ Cervus nippon

イノシシ科 Family Suidae
イノシシ Sus scrofa

表１ 動物遺体種名表
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２２１

図版１ 朝日遺跡から出土した動物遺体
１．サケ科椎骨 ２―４．ウグイ属（２．咽頭歯、３．第２椎骨、４．椎骨） ５．タラ科腹椎 ６．アイナメ属第１椎骨 ７．ヒグマ末節骨
８―１６．ニホンジカ（８．臼歯、９．角、１０．中足骨、１１．中手骨／中足骨、１２．基節骨近位端、１３．基節骨遠位端、１４．中節骨近位端、
１５．中節骨遠位端、１６．末節骨） １７―２０．イノシシ（１７．臼歯、１８―１９．中節骨、２０．末節骨）



厚真町 朝日遺跡

２２２

遺構・
調査区 層位 試料番号 分類群 部位 左右 部分・状態 数量 備考

F―１

焼土 骨

１ シカ 角 不明 先端 １ 焼

２
シカ 中節骨 不明 遠位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

３

シカ 末節骨 不明 先端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
ウグイ属 椎骨 ― 椎体 ５ 焼１
ウグイ属？ 第１椎骨？ ― 椎体 １ 焼１

４
シカ 末節骨 不明 先端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
ウグイ属 椎骨 ― 完存 １ 焼

５

アイナメ属 第１椎骨 ― 椎体 １ 焼
ウグイ属 咽頭骨 右 歯部 １ 焼
ウグイ属 椎骨 ― 椎体 ７ 焼４
不明 不明 不明 破片 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

６
ウグイ属 椎骨 ― 椎体 １４ 焼４
硬骨魚綱 第１椎骨 ― 椎体 １
硬骨魚綱 不明 不明 破片 １ 焼

F―１２ ７ 哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼
F―１３ ８ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体破片 １ 焼

F―１４
９ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体破片 １ 焼
１０ ウグイ属 椎骨 ― 椎体 ４２ 焼

F―１５
１１ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
１２ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

F―１６

１３ シカ 基節骨 不明 遠位端 １ 焼，F―１６�
１３ シカ？ 基節骨 不明 近位端 １ 焼，F―１６�
１３ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼，F―１６�
１４ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼，F―１６�
１５ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼，F―１６�
１６ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼，F―１６�
１７ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼，F―１６�

F―１７
１８ シカ 臼歯 不明 破片 ７
１８ シカ 中節骨 不明 遠位端 １ 焼
１８ 哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼

F―１８
１９ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
２０ シカ？ 中節骨 不明 近位端 １ 焼

F―１９ ２１ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼，F―１９�

F―１０

２２ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
２３ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

２４
シカ 基節骨 不明 近位端 ２ 焼，F―１０�
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼，F―１０�

F―１１
２５ 哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼
２６ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

F―１２

２７

哺乳綱（小型） 指骨 不明 遠位端 ２ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
サケ科 椎骨 ― 椎体破片 １ 焼
ウグイ属 椎骨 ― 椎体 ４ 焼
タラ科 腹椎 ― 椎体 １ 焼

２８

イノシシ 中節骨 不明 完存 １ 焼
イノシシ？ 指骨 不明 近位端，遠位端 ２ 焼
哺乳綱（小型） 指骨 不明 完存 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
ウグイ属 椎骨 ― 椎体 ３ 焼

２９ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼，F―１２�

F―１３ ３０
シカ 中手骨 不明 骨幹破片 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
ウグイ属 椎骨 ― 椎体 １ 焼

F―１４
３１

シカ 中節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼

３２ 哺乳綱 不明 不明 破片 ８ 焼，F―１４�
３３ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼，F―１４�

F―１５

３４ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

３５
哺乳綱 指骨 不明 遠位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

３６
哺乳綱 指骨 不明 近位端 ２ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

３７
哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼
硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 １ 焼

３８

シカ 基節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 指骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
ウグイ属 椎骨 ― 椎体 １

F―１７ ３９ 哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼
F―１８ ４０ イノシシ？ 末節骨 不明 近位端 １ 焼

F―１９

４１ 哺乳綱 不明 不明 破片 ４ 焼
４２ 哺乳綱 不明 不明 破片 ５ 焼

４３
哺乳綱 指骨 不明 遠位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

F―２１
４４ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
４５ シカ 中節骨 不明 遠位端 ２ 焼

F―２２ ４６ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼，F―２２�
F―２３ ４７ 哺乳綱 不明 不明 ほぼ完存 １ 焼

F―２４ ４８
シカ 基節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

F―２５

４９ 哺乳綱 不明 不明 ほぼ完存 １ 焼

５０
哺乳綱 不明 不明 破片 １
ウグイ属 椎骨 ― 椎体 １
硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体破片 ２

F―２６
５１

シカ 末節骨 不明 完存 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼

５２
シカ 末節骨 不明 完存 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

F―３４ ５３ ウグイ属 椎骨 ― 椎体 ３９ 焼
F―３５ ５４ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

F―４０

５５ 哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼

５６
シカ 末節骨 不明 完存 １ 焼，F―４０�
哺乳綱 不明 不明 破片 ４ 焼２，F―４０�

５７ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼，F―４０�
５８ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼，F―４０�

F―４１ ５９ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

表２ 朝日遺跡出土の動物遺体
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２２３

遺構・
調査区 層位 試料番号 分類群 部位 左右 部分・状態 数量 備考

P―１

覆土 骨

６０
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
ウグイ属 第２椎骨 ― 椎体 １ 焼
タラ科 腹椎 ― 椎体 １ 焼

６１ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体破片 １ 焼
６２ ウグイ属 椎骨 ― 椎体 ２ 焼

６３
哺乳綱 不明 不明 破片 ４ 焼
ウグイ属 椎骨 ― 椎体 １ 焼

６４
イノシシ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

６５ 不明 不明 不明 破片 １ 焼
P―２ ６６ 不明 不明 不明 破片 １ 焼

P―３

６７ シカ 中足骨 不明 骨幹破片 １ 焼

６８
シカ 中足骨 不明 骨幹破片 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

６９ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
７０ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

７１
哺乳綱 末節骨 不明 完存 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

７２ 哺乳綱 不明 不明 破片 ８ 焼

P―５

７３ ウグイ属 椎骨 ― 椎体破片 １ 焼
７４ ウグイ属 椎骨 ― 椎体 ３ 焼

７５
シカ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

P―６ ７６ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

P―７

７７ 哺乳綱 不明 不明 破片 ５ 焼

７８

ヒグマ？ 指骨 不明 完存 １ 焼
シカ 歯 不明 破片 １６
哺乳綱 末節骨 不明 ほぼ完存 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼

７９ 哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼

８０
哺乳綱 指骨 不明 破片 ２ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

P―８ ８１ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

P―１０
８２ 哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼
８３ シカ 中手骨／中足骨 不明 遠位端破片 １ 焼

P―１１ ８４ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
P―１２ ８５ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

P―１４
８６ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
８７ ウグイ属 椎骨 ― 椎体 １ 焼

P―１５ ８８ 哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼

P―１６
８９ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
９０ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
９１ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体破片 １ 焼

P―１７ ９２ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

P―１８

９３ シカ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
９４ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
９５ 哺乳綱 指骨 不明 破片 １ 焼
９５ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
９６ 哺乳綱 指骨 不明 破片 １ 焼
９７ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
９８ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
９９ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

P―１９

１００ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

１０１

シカ 臼歯 不明 破片 １１
シカ 中手骨／中足骨 不明 近位端破片 １ 焼
シカ 末節骨 不明 先端 １ 焼
シカ 末節骨 不明 近位端 １ 焼

イノシシ 中節骨 不明 遠位端～骨幹 ２ 焼，近位端未癒合
イノシシ 中節骨 不明 完存 １ 焼
イノシシ 末節骨 不明 ほぼ完存 １ 焼
哺乳綱 指骨 不明 破片 ３ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １４ 焼

P―２０

１０２
哺乳綱 指骨 不明 近位端 １ 焼

哺乳綱（小型） 指骨 不明 完存 １ 焼
１０３ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

１０４
哺乳綱 歯 不明 破片 ２
哺乳綱 不明 不明 破片 ４ 焼

１０５ 哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼
１０６ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼
１０７ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

１０８
哺乳綱 指骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

P―２２ １０９ ウグイ属 椎骨 ― 椎体 １ 焼

P―２７

１１０
シカ 中手骨／中足骨 不明 遠位端破片 ２ 焼
哺乳綱 指骨 不明 近位端 ３ 焼

１１１ シカ 末節骨 不明 近位端 １ 焼

１１２

イノシシ？ 基節骨 不明 近位端 １ 焼，近位端未癒合
哺乳綱 大腿骨 不明 遠位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ４ 焼
鳥綱？ 不明 不明 破片 １ 焼

P―３３ １１３
シカ 角 不明 先端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

P―３４ １１４
シカ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

P―３６

１１５ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

１１６
シカ 基節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

１１７
哺乳綱 指骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

１１８
シカ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

P―３７ １１９
シカ？ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ４ 焼

P―３８

１２０
哺乳綱 歯 不明 破片 ４
哺乳綱 不明 不明 破片 ２２ 焼

１２１

シカ 基節骨 不明 半欠 １ 焼
イノシシ？ 中節骨 不明 遠位端 ３ 焼
イノシシ 中節骨 不明 完存 １ 焼
イノシシ 中節骨 不明 近位端 １ 焼
イノシシ 中節骨 不明 遠位端 １ 焼
イノシシ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
イノシシ？ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 肩甲骨 不明 破片 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １７ 焼



厚真町 朝日遺跡

２２４

遺構・
調査区 層位 試料番号 分類群 部位 左右 部分・状態 数量 備考

P―４１

覆土

骨

１２２
シカ 基節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ５ 焼

１２３ シカ 基節骨 不明 近位端 １ 焼

１２４
イノシシ 中節骨 不明 完存 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ７ 焼

P―４２ １２５
シカ 中手骨／中足骨 不明 骨幹 １ 焼，遠位端未癒合
哺乳綱 肋骨 不明 破片 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ４ 焼

P―４４ １２６ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
P―４７ １２７ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼１
P―５３ １２８ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
P―５４ １２９ シカ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
P―５５ １３０ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
P―５８ １３１ 哺乳綱 不明 不明 破片 ８ 焼
P―６０ １３２ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

P―６１

１３３

シカ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
イノシシ？ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 指骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

１３４
シカ 中手骨／中足骨 不明 遠位端 １ 焼
哺乳綱 指骨 不明 近位端 １ 焼

１３５
シカ 中節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ５ 焼

P―６５
１３６ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
１３７ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

P―６９
１３８ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

１３９
シカ？ 末節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ５ 焼

獣骨片集中１

Ⅴ

１４０ 哺乳綱 指骨 不明 近位端 １ 焼

１４１
シカ 末節骨 不明 ほぼ完存 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２３ 焼

K１６

つめ，貝

１ ヒグマ 末節骨 不明 近位端欠く １ 焼

L１２
２ イノシシ 末節骨 不明 完存，ほぼ完存 ２ 焼
３ イノシシ 末節骨 不明 完存，ほぼ完存 １ 焼

L１６
４ シカ 末節骨 不明 ほぼ完存，先端欠く ２ 焼
４ ヒグマ 末節骨 不明 先端欠く １ 焼

L２３ ５ シカ 末節骨 不明 ほぼ完存 １ 焼

P１９
６ 二枚貝綱 殻 不明 破片 ２
７ 二枚貝綱 殻 不明 破片 ２２

P２０

骨

１ 哺乳綱 指骨 不明 近位端 １ 焼
２ シカ 臼歯 不明 破片 １
３ ヒグマ？ 臼歯 不明 破片 １
４ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
５ シカ 末節骨 不明 近位端 １ 焼

６
シカ 中節骨 不明 遠位端 １ 焼，No．１
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼，No．１

７ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
８ シカ？ 指骨 不明 破片 １ 焼
９ 哺乳綱 不明 不明 完存 １ 焼
１０ 哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼
１１ シカ 臼歯 不明 破片 ２１

１２
シカ 中手骨／中足骨 不明 遠位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ４ 焼

１３
シカ 臼歯 不明 破片 ７
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

１４
シカ 臼歯 不明 破片 ２０
シカ 中手骨／中足骨 不明 遠位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ６ 焼

１５
シカ 臼歯 不明 破片 ５３
哺乳綱 不明 不明 破片 １０ 焼

１６ シカ 臼歯 不明 破片 ２７

１７
シカ 末節骨 不明 近位端 ３ 焼

イノシシ 末節骨 不明 完存 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２４ 焼

１８
シカ 臼歯 不明 破片 １４
シカ 中手骨／中足骨 不明 遠位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ７ 焼

１９

シカ 歯 不明 破片 １３
シカ 末節骨 不明 破片 １ 焼
哺乳綱 指骨 不明 近位端 ２ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １４ 焼

２０

シカ 歯 不明 破片 ７
イノシシ？ 脛骨 左 遠位端 １ 焼
イノシシ 中節骨 不明 完存 １ 焼
イノシシ 末節骨 不明 完存，ほぼ完存 ３ 焼
哺乳綱 椎骨 ― 破片 １ 焼
哺乳綱 基節骨 不明 近位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ４ 焼

２１
シカ 中手骨／中足骨 不明 遠位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

２２
シカ 中手骨／中足骨 不明 遠位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １７ 焼
哺乳綱 歯 不明 破片 ３

２３
シカ 臼歯 不明 破片 ８
哺乳綱 不明 不明 破片 １１ 焼

２４ 哺乳綱 不明 不明 破片 ９ 焼
２５ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２ 焼

２６
シカ 歯 不明 破片 １３
哺乳綱 不明 不明 破片 ２２ 焼

P２１

２７
シカ 歯 不明 破片 １２
シカ 中手骨／中足骨 不明 遠位端 １ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 １６ 焼

２８

シカ 臼歯 不明 破片 ４１
シカ 末節骨 不明 完存 １ 焼

イノシシ 臼歯 不明 破片 １１
哺乳綱 不明 不明 破片 １ 焼

２９

シカ 臼歯 不明 破片 ＞１００
シカ 末節骨 不明 完存 １ 焼

イノシシ 臼歯 不明 破片 ４
哺乳綱 不明 不明 破片 １０ 焼

３０
シカ 末節骨 不明 半欠，完存 ３ 焼
哺乳綱 不明 不明 破片 ３ 焼

３１

シカ 臼歯 不明 破片 ２５
シカ 末節骨 不明 近位端 ２ 焼

イノシシ 臼歯 不明 破片 ５
哺乳綱 不明 不明 破片 ５ 焼
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１０ 朝日遺跡土坑墓P―４７から出土した縄文時代人骨の
炭素・窒素同位体分析

米田 穣（東京大学総合研究博物館）

１．はじめに

厚真町朝日遺跡の土坑墓P―４７から出土した縄文時代晩

期の人骨ならびにシカ骨について、炭素・窒素安定同位

体比に基づく食生態の復元を試みた。これまで北海道で

は噴火湾を中心とする沿岸の貝塚遺跡から出土した縄文

時代人骨については、同位体分析が多く行われおり、本

州以南とは大きくことなる、海産物中心の食生態が示さ

れているが、内陸部の遺跡については分析例が殆どない。

朝日遺跡は、現在の海岸からは１５km程度内陸の厚真川中

流域右岸に立地しており、また出土遺物には石鏃が多く

含まれていることから、北海道内陸部における縄文時代

人の食生活と適応戦略を知る上で極めて貴重な資料であ

る。

２．方法と資料

人骨の分析には、取り上げ番号２４の長管骨骨幹部の破

片を用いた。（Yoneda et al.２００２）。あわせて、土坑P―４７

から出土したシカ骨片も比較試料のために分析した。

最初に分析試料表面に付着する堆積物などをサンドブ

ラストや超音波洗浄で除去した後、水酸化ナトリウム溶

液（０．２M）と塩酸に反応させて、吸着している土壌有機

物と骨の無機分画ハイドロキシアパタイトを溶解させる。

約１．２Mの塩酸に半透膜であるセルロース膜に封入した骨

片を付けることで無機質を溶解させると同時に、分子量

１４，０００ダルトン以下の分子を除去した。これによって、

酸・アルカリに溶解しない土壌有機物（ヒューミン）も

ある程度除去することができる。次に、残存した有機物

を純水中で９０℃に加熱することでコラーゲンのみを可溶

化し、外部から滲入した土壌有機物とコラーゲンを遠心

分離によって分離した。このように得られた溶液を凍結

乾燥して、抽出された「ゼラチン」を、分析に供した

（Yoneda et al.２００２）。ゼラチンは、主に生体中のタンパ

ク質（コラーゲン）に由来すると考えられるが、土壌中

の有機物が混入する可能性や、変質・分解がすすんでい

る可能性もあるため、炭素と窒素のモル数比でその品質

を確認した。

上記の方法で抽出されたゼラチンから約０．５mgを分取し

て、炭素・窒素安定同位体比分析に供した。同位体比測

定には、元素分析計（EA）で試料を燃焼し、生成された

二酸化炭素および窒素を連続フロー型安定同位体比質量

分析器（IRMS）で測定するシステム（EA−IRMS）を使用

した。同時に測定した標準物質で評価した測定精度は、

炭素同位体比（δ１３C値）と窒素同位体比（δ１５N値）ともに

０．１‰以下であった。元素分析計では同時に炭素と窒素の

含有量を測定しており、炭素と窒素の含有量、C/N比（モ

ル数比）を基準として、抽出されたコラーゲンの保存状

態と汚染状況を検討する。なお、安定同位体比は、それ

ぞれの絶対値ではわずかな違いしかないので、国際的な

標準物質との偏差を千分率（‰）として表記する。炭素

ではベレムナイトの化石（PDB）を基準とし、窒素では

大気中の窒素（AIR）を基準としている。

３．分析結果

今回分析したヒトとシカの骨試料からは炭素・窒素同

位体比分析ならびに元素分析に必要な量（０．５㎎）以上の

ゼラチンを回収することができた（表１）。ただしゼラチ

ン回収率が１％未満の場合、コラーゲンが変性している

可能性があるといわれており（van Klinken１９９９）、ともに

その値を下回っており、有機物の保存上状態は良好とは

言えない。

次に、元素分析と炭素・窒素同位体分析の結果を表２

に示す。生体のコラーゲンで期待される炭素と窒素のモ

ル数比（C/N比）は２．９と３．６の間に分布するが（DeNiro

１９８５）、今回分析した人骨は３．６でその範囲内であるが、シ

カ骨はコラーゲンが土壌からの汚染をうけているか、埋

没中に変性してしまい、生前の炭素・窒素同位体比を保

持していない可能性がある。

図１にヒトおよびシカの炭素・窒素同位体比を日本列

島の代表的な食料資源の同位体比と比較した（Yoneda

et al.２００４）。食料の同位体比は、食品中のタンパク質から

コラーゲンが形成される際の同位体分別効果（炭素同位

体４．５‰と窒素同位体比３．５‰）を加えて、それぞれの食

料群から較正されるコラーゲンの範囲を１標準偏差の幅

で示したものである。上述の元素分析の結果、シカ骨の

同位体比は汚染・劣化の可能性が示唆されたが、その値

はC３植物食の草食動物の範囲に含まれた。

一方、ヒトの分析結果では非常に高い窒素同位体比が

示され、陸上生態系ではなく、より高い窒素同位体比の

動物が生息する水域生態系の栄養段階上位者が主たるタ

ンパク質源だったと推定された。図示した淡水魚は琵琶

湖のものであり、遺跡周辺の淡水魚のデータは得られて

いないため、朝日遺跡の縄文時代人が利用した水域が内
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水面なのか、海洋なのかは判断できない。また、炭素同

位体比はC３植物を生産者とする陸上生態系よりは高い値

を示しているが、海洋生態系に比べるとやや低い傾向が

あり、北海道沿岸の集団とは異なる傾向である。この傾

向については、沿岸の浮魚よりも炭素同位体比が低いサ

ケ類の利用による可能性がある。北海道の遺跡から出土

したサケ類の同位体比データが確認されていないので、

サケの寄与については今後さらに検討が必要である。

４．結語

本研究では、これまでに報告例が少ない北海道内陸部

の朝日遺跡から出土した人骨で炭素・窒素同位体比を測

定することに成功した。その結果、この遺跡からは多く

の石鏃が出土しているにも係わらず、タンパク質の多く

は魚貝類から得ていることが示唆された。非常に高い窒

素同位体比は北海道の人類集団に特異的にみられるもの

であり、本州では殆どみられない。海岸から約１５km内陸

に立地する朝日遺跡に埋葬された縄文時代人も、噴火湾

沿岸などの縄文時代人と同じく、水圏の食料資源に強く

依存することが示された。このことから、今回の分析結

果は北海道における縄文時代の適応戦略の特性を理解す

るために、非常に重要な事例であると言える。
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試料 試料量 ゼラチン量 収率

人骨（２４） １．１０g ５．１１mg ０．４７％

シカ骨 ０．９８g ３．６２mg ０．３７％

試料 炭素
含有率

窒素
含有率 C/N δ１３C δ１５N

人骨（２４） ３９．７％ １３．０％ ３．６ －１７．８‰ １５．５‰

シカ骨 ３７．８％ １１．２％ ３．９ －２２．１‰ ６．０‰

表１ 分析に供した骨資料と前処理の結果

表２ 元素分析と炭素・窒素同位体分析の結果

図１ 朝日遺跡出土の人骨とシカ骨における炭素・窒素同位体比
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１１ 朝日遺跡出土鉄関連資料の金属考古学的調査結果

岩手県立博物館 赤沼 英男

１．はじめに

北海道勇払郡厚真町朝日遺跡は、厚真川右岸段丘から

続く緩斜面上に立地する。厚真ダム建設に伴い、平成２４

年度に緊急発掘された遺跡である。調査の結果、続縄文

時代の墓壙から鉄器が出土した。目下のところ厚真町に

おける最古の鉄器である。

当該資料の素材を明らかにし、併せて遺跡内への来歴

を推定することを目的として、当該資料および関連出土

資料の金属考古学的調査を実施した。以下に調査結果を

報告する。

２．調査資料

２－１ 調査資料の概要

調査資料は表１に示す３資料である。No．１は刀子片、

No．２は棒状の不明鉄製品、No．３は赤褐色を呈する鉱石塊

である。No．１は墓壙から出土した鉄器で、共伴土器によ

り４世紀頃（続縄文時代）に比定された１）。

No．２およびNo．３はいずれも包含層から検出された試料

で、遺跡内からNo．２とほぼ同形態の資料が他に数本確認

されているという。No．１とほぼ同じ組成の地金を素材と

していたかどうかを確認するため、金属考古学的調査を

実施した。No．３は磁性を有し、相当量の鉄分を含有する

と推定された鉱石である。No．１およびNo．２との組成を比

較することを目的として調査を実施した。

２－２ 調査試料の摘出

表１に示す資料からの金属考古学的調査試料の摘出は、

あらかじめ依頼者との間で行った事前協議結果に基づき、

岩手県立博物館で実施された。No．１およびNo．２について

は、図１a１および図２a１に示す部位から、ダイヤモンドカッ

ターを装着したハンドドリル（以下、ハンドドリルとい

う）を使って、０．３～０．５gの試料を摘出した。摘出した試

料をさらに２分し大きい方を組織観察に、小さい方を化

学分析に供した。No．３については図３（１）a１、図３（２）a１の矢

印の部位からそれぞれ白色を呈する試料（Sa１）および赤

褐色を呈する試料（Sa２）を摘出し、前者については蛍光

X線分析法により定性分析を行った後組織観察に、後者に

ついてはハンドドリルで２分し、それぞれを組織観察と

化学成分分析に供した。

３．調査方法

組織観察用試料についてはエポキシ樹脂に埋め込み、

エメリー紙、ダイヤモンドペーストを使って研磨した。

研磨面を金属顕微鏡で観察し、No．１については錆化前の

組織を推定するうえで重要と判断された領域、および錆

中に見出された非金属介在物を、エレクトロン・プロー

ブ・マイクロアナライザー（EPMA : JXA−８２３０）で分析し

た。No．３については金属顕微鏡で検鏡後、混在する鉱物

相をEPMA分析した。後述するように、No．２もNo．１同様、

金属顕微鏡およびEPMAで研磨表面を観察したが、錆化が

著しく、錆化前の地金についての情報を得ることができ

なかった。

化学分析用試料は表面に付着する土砂、錆をハンドド

リルで丹念に削り落とし、エチルアルコール、アセトン

で超音波洗浄した。試料を１３０℃で２時間以上乾かし、メ

ノー乳鉢で粉砕した後テフロン分解容器に秤量し、塩酸、

硝酸、およびフッ化水素酸を使って溶解した。溶液を蒸

留水で定溶とし、全鉄（T.Fe）、銅（Cu）、ニッケル（Ni）、

コバルト（Co）、マンガン（Mn）、リン（P）、錫（Sn）、

アンチモン（Sb）、ヒ素（As）、イオウ（S）、モリブデン

（Mo）、チタン（Ti）、ケイ素（Si）、カルシウム（Ca）、バ

リウム（Ba）、ジルコニウム（Zr）、クロム（Cr）、アルミ

ニウム（Al）、マグネシウム（Mg）、バナジウム（V）、お

よびタングステン（W）の２１元素を、高周波誘導結合プラ

ズマ発光分光分析法（ICP−AES法）で分析した。No．３か

ら摘出した白色部（Sa１）の蛍光X線分析はRigaku 走査

型蛍光X線分析装置 ZSX PrimusⅡによった。

４．調査結果

４－１ No．１・No．２から摘出した試料の組織観察結果

No．１（図１a１）から摘出した試料のマクロ組織はその全

域が錆化した組織によって構成されていた（図１b１）。マク

ロ組織領域Reg．１内部のEPMA反射電子組成像（BEI）に

は、微細な金属光沢を呈する結晶Cmとその欠落孔と推定

される空隙からなる組織が観察された（図１c１・２）。EPMA

による含有元素濃度分布のカラーマップによって、結晶

CmはFeおよび炭素（C）を主成分とすることがわかった。

これまでに行われた出土鉄器の金属考古学的解析結果を

ふまえると（佐々木・村田 １９８４）、結晶Cmは錆化前の

鋼を構成するパーライト中のセメンタイト（Fe３C）、微細

な空隙はその欠落孔と判定される。結晶Cmおよびその欠

落孔と推定される組織のマクロ組織における分布状況か

ら、No．１b１領域Reg．１の錆化前の地金は、炭素量０．１mass

％程度の鋼と推定される（東北大学金属材料研究所編

１９５３）（佐藤知雄編 １９６８）。

No．１マクロ組織領域Reg．２内部には細長く伸びた非金属

介在物が観察された（図１d１）。EPMA分析によって、FeO

−CaO−Al２O３−K２O−Mg−SiO２系のガラス質ケイ酸塩であるこ

とが分かった（表２－１）。

No．２（図２a１）から摘出した試料のマクロ組織（図２b１）

は、表層面を形成する黒錆層を除き、その大半は黄褐色

や赤褐色を呈する錆で構成されていて、相当に錆化が進
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んでいた。金属顕微鏡による検鏡およびEPMA分析を行っ

たが、錆化前の地金の状態を推定できる組織、非金属介

在物のいずれも見出されなかった。

４－２ No．３から摘出した試料の組織観察結果

No．３｛図３（１）a１｝から摘出した試料の白色部（Sa１）は、

蛍光X線分析によって、Si、Oを主成分とすることがわかっ

た。摘出した試料のEPMA分析の結果、その全域が暗灰色

を呈する石英（Qtz）を主体とし｛図３（１）b１・２、３（１）c１・２、

表２－１｝、それに微細な物質が混在した組織で構成され

ていた。

赤褐色部（Sa２）｛図３（２）―１a１｝から摘出した試料のマク

ロ組織はその全域が黒色領域D（１）｛図３（２）―１c１｝、または

暗灰色領域D（２）｛図３（２）―１a１｝によって構成され、とこ

ろどころに、やや暗灰色を呈する領域D（３）｛図３（２）―２e１・２｝

もみられた。また、いたるところに灰色の角状物質Mag

｛図３（２）―１c２・図３（２）―２e１｝や空隙が確認された。

EPMAによる状態分析によって、角状物質Mag（１）｛図

３（２）―１c２｝のFe−LαおよびFe−Lβスペクトルはマグネタイ

トの標準試料にきわめて近いことがわかった｛図３（２）―２

d１｝。図３（２）―１c２のMag（２）および図３（２）―２e１・２のMag（３）・

（４）も同様の測定結果を示した。この結果、Mag（１）～Mag

（４）はマグネタイトに近い組成の鉱物と判定された。Mag

（４）のEPMAによる定量分析結果（表２－２）もマグネタ

イトよりもやや酸化が進んだ化合物であることを示して

おり、上記の状態分析結果とよく整合する。

図３（２）―２e１に見出された物質Crm（１）は表２－２の分析

結果からクロム鉄鉱、図３（２）―１c１暗灰色領域D（１）～D（３）

は、石英を主体とする領域である２）。

４－３ No．１～No．３から摘出した試料の化学組成

No．１およびNo．２から摘出した試料のT.Feは７０mass％未

満で、相当に錆化が進んでいた。No．１には０．０１８mass％の

Cu、０．７４mass％のP、０．１０mass％のSが、No．２には０．００９

mass％のNi、０．２０mass％のSが含有されていた。

No．３はFe、Si、Al、Mg、Crを主成分とする。組織観察

結果と整合する結果である。

５．考察

５－１ 調査鉄器の製作に使用された地金の組成

鉄器製作の素材となる鉄は炭素量によって銑鉄と鋼に

分類される。現代の金属工学の分類基準に従えば、炭素

量２mass％未満の鉄を鋼、炭素量２mass％以上の鉄を銑

鉄という（日本鉄鋼協会編 １９８１）。生産方法、生産設備、

生産道具、および生産に使用された素材などが異なる現

代の分類基準を直ちに古代の鉄器・鉄塊に当てはめるこ

とはできない。当時の設備および道具で溶融可能であっ

た鉄を銑鉄、溶融不能で加熱・鍛打により加工・整形し

た鉄を鋼として扱ったものと考えられ、生産設備に明瞭

な差異がある現代の金属工学の分類基準と合致するとは

言い難い。

組織解析によって、No．１は炭素量０．１mass％程度の亜共

析鋼を素材としていた。上記炭素量の鋼が切先部にも使

用されていたかどうかは不明であるが、その製作に当た

り加工が容易な軟鋼が用いられたことは確実である。焼

き入れや焼き戻しといった熱処理の実施はみられなかっ

た。

No．１には、FeO−CaO−Al２O３−K２O−MgO系のガラス化し

た領域からなる非金属介在物が見出された。表２－１に

よるとFeO含有量が５．４４mass％である。鋼製造過程で相

当の高還元雰囲気下にさらされた可能性がある。鉄チタ

ン酸化物、クロム化合物が未検出であることから、鋼製

造時の原材料として鉄チタン磁鉄鉱、クロム鉄鉱の使用

を指摘することは難しい。

５－２ 微量元素組成比に基づく調査鉄器の分類

鋼製鉄器の素材として使用された鋼は、製錬をはじめ

とする複数の操作を経て製造される。出発物質として同

一の製鉄原料が使用されたとしても、製造方法や製造条

件に応じ、最終的に得られる鋼の組成にはばらつきが生

じる。従って、金属考古学的調査結果、とりわけ摘出し

た試料の化学組成や非金属介在物組成を単純に比較する

という解析方法では、実態を反映した資料の分類結果を

得ることは難しい。埋蔵環境からの汚染の影響が乏しく、

製造方法および製造条件の如何に関わらず製鉄原料の組

成比がほぼ保持される元素に着目し、地金の分類を行う

必要がある。

Ni、Co、およびCuの通常の土壌含有量はきわめて低く

（これまでの調査結果によると０．００５mass％未満）（赤沼

２００５；２００９）、鉄よりも錆びにくい金属であるため、一度

メタルに取り込まれた後はそのほとんどが鉄中に留まる。

従って合金添加処理が行われていなかったとすると、そ

の組成比は鉄製造法の差異に係らず、製鉄原料の組成比

に近似すると推定される（赤沼２００５；２００９）３）。本稿では

表３からNi、Co、およびCuの三成分比｛Co＊＝（mass%

Co）／（mass%Ni）、Cu＊＝（mass%Cu）／（mass%Ni）、および

Ni＊＊＝（mass%Ni）／（mass%Co）、Cu＊＊＝（mass%Cu）／

（mass%Co）を求め、それらの値をプロットした。なお、

Co含有量が０．００１mass％未満のNo．２は図４bへのプロット

を見合わせた。錆化が進んだ試料で、Ni含有量が０．００４

mass％、Co含有量が０．００２mass％のNo．１については、図

４a・bへのプロットを見合わせるべきであるが、No．１およ

びNo．２がほぼ同じ組成の地金を素材としていたかどうか

を見極めるため、埋蔵環境下からの汚染の影響は乏しい

と仮定し、プロットした。なお、図にはNo．１とほぼ同時

代に比定される秋田県寒川Ⅱ遺跡出土鉄斧（Rf１）、荒砥

宮田遺跡出土方形鍬・鋤先（Rf２―１～Rf２―４）（赤沼 ２００５）

もプロットした。

図４aではNo．１は右上に、No．２は左下に単独で分布す

る。No．１およびNo．２のCu含有量に明瞭な差異があること

を加味すると、No．１とNo．２は組成の異なる地金を素材と

して製作されていた可能性が高い。また、分布域に差異

がみられるRf１およびRf２―１～Rf２―４の地金の組成も、No．１
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およびNo．２とは異なっている。

上記の結果は、朝日遺跡に複数の地域から鉄器がもた

らされていた可能性が高いこと、本州の寒川Ⅱ遺跡、あ

るいは荒砥宮田遺跡に供給した地域とは異なった地域か

ら鉄器が運び込まれていた可能性が高いことを示してい

る。その来歴をより明確にするためには、ほぼ同時代に

比定される鉄器の調査例を増やし、比較検討する必要が

ある。

最後にNo．３と調査鉄器No．１およびNo．２の関係について

検討する。No．３は組織解析によって白色部は石英を主体

とし、赤褐色部は石英を主体とする基質の中に、磁鉄鉱

に近い組成の鉱物およびクロム鉄鉱が混在することがわ

かった。No．１およびNo．２にクロム鉱物は見出されておら

ず、Cr含有量が共に０．００１mass％未満であること、No．３

のCu・Ni・Cu三成分比がNo．１およびNo．２と異なること

から、No．３を原材料としてNo．１およびNo．２が製造された、

と主張することは難しい。No．３が包含層から検出された

意味についてはNo．１およびNo．２とは切り離して考える必

要がある。

６．まとめ

北海道厚真町朝日遺跡の続縄文文化期に比定される墓

壙から出土した刀子片、および包含層から出土した鉄器、

鉱石の金属考古学的調査を実施した。墓壙出土鉄器は炭

素量０．１mass％程度の亜共析鋼を素材としていて、ガラス

質ケイ酸塩からなる非金属介在物が確認された。包含層

から検出された鉱石は磁鉄鉱およびクロム鉄鉱主体の鉱

石であることがわかった。続縄文時代に比定される墓壙

出土刀子の組成は、包含層から出土した鉄器、鉱石、お

よびほぼ同時代に比定される秋田県寒川Ⅱ遺跡出土、群

馬県荒砥宮田遺跡出土方形鍬・鋤先、とは異なっていた。

朝日遺跡に複数の地域から鉄器がもたらされていたこと、

その供給地域は寒川Ⅱ遺跡、荒砥宮田遺跡とは別の地域

の可能性が高い。

註１

１）岩手大学教育学部地質学教室教授・土谷信高氏から
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№ 出土位置 遺構名 層位 遺物名 遺構の推定時期 時期推定の根拠

１ Q２０区 P―１８ 坑底直上 刀子片 ４世紀頃（続縄文時代） 北大式土器を伴う

２ トレンチB 包含層 V層（縄文） 不明金属製品 不明 －

３ O１６区 包含層 V層（縄文） 赤色鉱物 不明 －

No. 測定点 図
化学組成（mass％）

合計
SiO２ CaO V２O５ Na２O P２O５ MgO K２O MnO Cr２O３ FeO Al２O３ TiO２

１ Gl（１） 図１d１ ６２．４ ７．９３ ０．０９ ０．６４ ＜０．０１ ２．１５ ４．２２ ０．６４ ０．０１ ５．４４ １１．５ ０．７２ ９５．７４

３Sa１

Qtz（１） 図３（１）b２ ９６．２ ＜０．０１ ＜０．０１ ０．０１４ ＜０．０１ ０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ ９６．２２

Qtz（２） 図３（１）b２ ９７．９ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ ０．０４ ０．０３ ０．０２ ＜０．０１ ＜０．０１ ９７．９９

Qtz（３） 図３（１）c１ ９８．８ ０．０１ ０．１１ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ ０．０１ ０．０３ ＜０．０１ ０．０３ ０．０２ ０．０２ ９９．０３

３Sa２

D（１） 図３（２）―１c１ ８７．２ ０．０６ ＜０．０１ ０．０５ ＜０．０１ ９．０６ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ １．５１ ０．３１ ＜０．０１ ９８．１９

D（２） 図３（２）―１c２ ９２．４ ０．０７ ０．０２ ０．０１ ＜０．０１ ２．２９ ０．０２ ＜０．０１ ＜０．０１ ０．４０ ０．１１ ＜０．０１ ９５．３２

D（３） 図３（２）―２d１ ８９．４ １．３９ ０．０５ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１ ０．０２ ＜０．０１ ０．４２ １．３０ ０．０５ ＜０．０１ ９２．６３

No. 測定点 図
化学組成（mass％）

合計
Fe O Na P Si Ca Ti V Mg Al K Mn Cr

３Sa２
Mag（１） 図３（２）―２e２ ７１．０ ２９．６ ＜０．０１ ０．０１ ０．０４ ＜０．０１ ＜０．０１ ０．０２ ０．０３ ＜０．０１ ＜０．０１ ０．０２ ０．１７ １００．８９

Crm（１） 図３（２）―２e１ １２．９ ３７．７ ＜０．０１ ＜０．０１ ０．０２ ０．１３ ＜０．０１ ０．１２ ６．３３ ８．９３ ＜０．０１ ０．２８ ３３．１ ９９．５１

No.
化学成分（mass％） Cu・Ni・Co三成分

T.Fe Cu Ni Co Mn P Sn Sb As S Mo Ti Si Ca Ba Zr Cr Al Mg V W Co*（Co/Ni） Cu*（Cu/Ni） Ni**（Ni/Co） Cu**（Cu/Co）

１ ６５．４５０．０１８０．００４０．００２〈０．００１ ０．７４〈０．０１〈０．０１ ０．０１ ０．１００．００２０．００２ ０．６９０．１１３ ０．０１〈０．００１〈０．００１０．０３６０．０２６〈０．０１０．００２ ０．５０ ４．５０ ２．００ ９．００

２ ６６．８９〈０．００１０．００９〈０．００１０．０４５ ０．０９〈０．０１〈０．０１〈０．０１ ０．２０〈０．００１０．０３０ ４．７５０．１２０ ０．０１〈０．００１〈０．００１０．８５９０．１１９〈０．０１〈０．００１ ０．０４ ０．０４ － －

３Sa２ ２３．４００．００２０．００１０．００２〈０．００１〈０．０１ ０．０１ ０．０１ ０．０１〈０．０１〈０．００１０．０００ ０．５３０．０００ ０．００〈０．００１〈０．００１０．００４０．００１〈０．０１０．００１ ２．００ ２．００ ０．５０ １．００

表１ 分析対象とした資料の概要

表２－１ No．１およびNo．３のEPMAによる分析結果

No.は表１に対応。Qtz＝石英、Gl＝ガラス質ケイ酸塩、D（１）～D（３）は石英を主体とする領域。

表２－２ No．３に見出された鉱物相のEPMAによる分析結果

表３ No．１～No．３の化学分析結果

＊化学成分分析はICP−AES法による。
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図１ No．１の組織察結果
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図２ No．２から摘出した試料のマクロ組織

図３（１） No．３Sa１の組織観察結果（１）
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図３（２）―１ No．３Sa２の組織観察結果
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図３（２）―１ No．３Sa２の組織観察結果（２）

図４ No．１およびNo．２に含有されるCu・Ni・Co三成分比。No．１・No．２は表１に対応。
Co*＝（mass%Co）／（mass%Ni）、Cu*＝（mass%Cu）／（mass%Ni）、Ni**＝（mass%Ni）／（mass%Co）、
Cu**＝（mass%Cu）／（mass%Co）。Rf１＝秋田県寒川Ⅱ遺跡出土鉄斧、Rf２―１～Rf２―４＝群馬県荒砥宮田
遺跡出土方形鍬・鋤先。
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Ⅶ章 まとめ

続縄文時代の土坑について

土坑の検出面は、河川氾濫堆積土除去後の、縄文時代

晩期の包含層上面である事から、実際は氾濫堆積層の上

から掘り込まれており、５０㎝程上位に続縄文時代の文化

面があったと考えられる（カラー図版２―５）。続縄文時代

の土坑は５基検出され、コハク製の垂玉（P―１８）・平玉

（P―１７）や、緑泥石岩？製の平玉、ガラス小玉等が出土す

る。コハク玉は晩期から流行の終末期に相当すると考え

られ、P―１７は他遺構より古いと推測される。P―１８とは伝

世等の親族関係があるのではないだろうか。ガラス小玉

は高アルミナソーダ石灰ガラスと、低アルミナソーダ石

灰ガラスの２種が、P―１８・２５の両遺構で混合することか

ら、時期は本州の古墳時代初頭に属するものと考えられ

る。このことからガラス製装飾品の出土する両遺構が最

も新しい遺構の可能性がある（図Ⅶ―３）。

土坑出土鉄製品については、P―２０の炭素年代測定結果

において、続縄文時代の４世紀初頭頃の副葬品と推測さ

れ、P―１８では片口土器を２個体共伴し時期は４世紀末と

考えられる。両者の時間幅は、北大式の出土した長沼町

幌内D遺跡の年代測定範囲に収まることから、P―２０の結果

は概ね妥当な年代値とみられる（北埋３０８）。土坑の変遷

は、副葬品の内容物から捉えた場合、P―２０→P―１７→P―１４

→P―１８・P―２５（両遺構はほぼ同時期）と考えられる。

P―２０では木棺痕と考えられる土層の堆積が観察され

（カラー図版７）、坑底で出土した炭化材の樹種同定の結

果からは、コナラ属コナラ節が利用されていることが判

明した（分析Ⅵ―７）。弓状に弧を描く形で出土したので、

当初は木弓片ではないかと推測したが、結果、弓に使用

されるハイイヌガヤやニシキギ属、イチイ等ではないた

め、他の用途に使用された木製品（棺材？）の残骸の可

能性がある。また、P―１８では坑底部付近に袋状ピットが

造られていた。何れも坑底部はⅤ層（黒色土）中層にて

止められ造成されていた（図Ⅶ―３―��に模式図を示す）。
続縄文時代の金属製品は、胆振管内ではタプコプ遺跡

（苫小牧市１９８４）から出土し（恵山式期の鉄片：GP―３０）、

成分分析の結果からは、リン（P）含有率が高い傾向にあ

るとされている（赤沼１９９８）。他に江別町村農場遺跡の

後北B式に伴う可能性がある刀子例や、森町尾白内貝塚出

土例がある。朝日の金属製品は、タプコプ遺跡例の恵山

式期から北大式にかけての間隙を埋める鉄製品の追加事

例といえる。包含層Ⅴ層から出土した鉱石からは日高地

方にみられるクロム鉄鉱が得られた。また、不明金属片

とした棒状の鉱物は、自然遺物の可能性があり、朝日地

区では洞爺カルデラ噴出物、化石カキ床層の間に無層理

の泥岩層があり、その層から高師小僧が多く採取できる。

遺跡からはⅤ層中から多数棒状の錆塊が出土しているの

で、ベンガラとともに染料・顔料材として泥岩層から採

取されたものが持ち込まれていたのだろう。朝日出土の

土器には多分に磁鉄鉱が含まれるが、センター収蔵の他

地域の土器には磁鉄鉱が含まれず、混和材にも厚真独自

の傾向がみられる。両者とも在地の鉄資源と成りえるが、

P―１８の鉄製品はその両者にも属さない事から、搬入品と

判断される。コハク玉の由来とともに、後半期でもコハ

ク玉が出土する常呂川河口遺跡等道東部との関連性が推

測される。P―１８出土片口土器内蔵の土壌からは種実同定

の結果オニグルミやブドウ属の種実が得られている（分

析Ⅵ―８）。また、片口土器は土坑の中央方向に傾けた形で

置かれていたので、何かを注ぐような配置の意図がうか

がわれる。

晩期前葉の土坑について

この時期の墓域を伴う道内の遺跡は７か所があげられ、

余市町大川遺跡、同沢町遺跡、千歳市美々４遺跡、恵庭

市ユカンボシE２遺跡、乙部町小茂内遺跡、松前町東山遺

跡、同高野遺跡がある。

余市町大川遺跡、同沢町遺跡では、楕円形から隅丸方

形の土坑が多くみられ、円形・楕円形を主とする朝日遺

跡とは様相が異なる。ただしP―４７について担当者は、坑

底部は隅丸方形と捉えている。また、P―４７では坑底面か

ら柱穴痕が検出され、上屋構造を持つ可能性があり、埋

葬習俗については、時期差も含め個別慎重に考察する必

要がある。炭素年代測定の結果も（Ⅵ章―２・３）、他の土

坑よりも新しいと考えられ、人骨の残存状態も、晩期初

頭に獣骨片が堆積した後という僅かな時期差が他遺構と

の残存差に影響している可能性がある。道南部では乙部

町小茂内遺跡で、円形・楕円形の土坑が確認され、長楕

円形で立石が伴う遺構があり、朝日遺跡のP―６９合葬墓の

立石状の礫との類似性があげられる。

また、大川遺跡では開口部に礫を配置、もしくは砂利

が撒かれるものがあるが、朝日遺跡では上部に礫・砂利

の特別な配置は見られない。しいてあげれば土坑上に置

かれた鹿角の例がある（図Ⅶ―１��）。そして、P―１２では

坑底部付近から枕石的な「青トラ石（広義の青トラ・石

英質片岩）」の礫が出土した。大川遺跡では火葬墓・木棺

墓が検出されるが、朝日遺跡では確認されない。ほかに、

漆塗り製品（P―３６頭部直下からでた漆膜）１点、（腕輪）

２点、包含層からは、獣歯集中１周辺の２か所で漆膜痕

のみではあるが漆塗り製品が出土している。これら、朝

日遺跡でみられた特徴的な埋葬方法の模式図を図Ⅶ―１―�
��に示す。�の坑底面に杭穴が設けられるものは、時
期は新しいが道東部の釧路市幣舞遺跡晩期後半の墓に多

くみられる例である。ここではプランが長楕円形を呈す

る合葬墓が検出され、合葬墓P―５８における埋葬状況が朝

日遺跡例に類似する。

副葬品では前述したもの以外に、ヒスイ及び、緑泥石
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岩・緑色凝灰岩製の垂玉（P―１９・３６）・丸玉（P―５０）。包

含層から熊の末節骨、サメの歯（カラー図版３５）、石棒片

（図Ⅴ―４０）が出土しているほか、沢町遺跡で「にぎり石」

と仮称された断面D字形状に成形された礫が、朝日遺跡で

も土坑内から２点（P―３１・６１）出土している。

土坑の形態では、恵庭市ユカンボシE２遺跡にて爪形文、

沈線文、突瘤文土器を伴う土坑があり、円形・楕円形の

両者が混在している。朝日遺跡でも同様で、時期差は傾

向として捉える事が出来るが、明確には分類されない。

P―６９合葬墓については、地理的な立地から縄文時代後

期末葉の「カリンバ型合葬墓」の系譜にあると考えられ、

カリンバ遺跡では４・５体埋葬（大型墓）が３基、７体

合葬（超大型墓）が１基検出された。これらの合葬は青

野氏により「時差合葬」である可能性（青野２０１２）が指

摘されているが、「同時期死亡・同時期埋葬」の意見も根

強い。朝日遺跡の場合は、鑑定できた人骨の２体は未成

年の子供の可能性がある。出土状況から底面付近に並ん

で出土した８体は同サイズの人骨であり、子供が同時期

に死亡し、集団合葬された可能性が強い。

動物遺存体からは本州から搬入されたとみられるイノ

シシの歯や焼骨片が多数出土しており、集落内で半家畜

化された動物が共存していた可能性が推測される。これ

ら半家畜動物の排泄物による環境汚染や、集落内の衛生

環境の悪化から、病気に感染しやすい幼年児が、流行病

で集団死した可能性が考えられる。正し、炭素・窒素同

位体分析の結果からは、陸上哺乳類に偏重した食性では

なく、水圏の食糧資源に依存することが指摘されること

から、祭祀用動物と食料となる資源は、依存食料とは別

種のものとして利用されたと捉えることができるのでは

ないだろうか。P―３８からは鹿と、イノシシ、人の骨片が

揃って出土している事からも、鹿・イノシシの特殊性が

考えられる（カラー図版１５―４４）。

墓域の範囲は、当該区域と同様のテラス状地形が、南

西部の専厚寺付近まで続くことから、その周辺部に拡が

るものと推測される。

晩期の包含層について

晩期の文化面と考えられる包含層は、Ⅳ層（Ta−c）除

去後Ⅴ層検出面からの層厚２０㎝程のⅤ層の上位部分、黒

色土中にあり、土器・石器・獣骨片等が、重複して出土

することから、調査区内の包含層は「盛土状遺構」、また

は「捨て場」遺構と呼んでも過言ではないものと考えら

れる。入江貝塚で仮称される「黒い貝塚」に類するもの

と考えられ、朝日遺跡の盛土状包含層（仮称「黒い盛土」）

は、遺物が廃棄された「捨て場」に、振古山の傾斜面の

上位から流出もしくは、人為的に動かされた腐植壌土が

折り重なり堆積し、更にその上面で、同様の廃棄行為が

継続して行われた結果、獣骨小片の含まれた「黒い盛土」

状包含層が形成されたものと推測される。

包含層からは熊の末節骨、猪の歯、アオザメの歯（カ

ラー図版３５末尾）、鹿角、歯・顎骨（部位不明、粘土状の

鹿角が出土することから上顎骨か）散見され、特に鹿歯

は、獣歯片集中１とした低位部でまとまって出土する。

焼土の分布や木質粘土集中１とは、分布が重複・隣接す

ることから、「送り場」的な遺物廃棄場所が縄文時代晩期

に構築され、晩期中葉以降のある時期に厚真川の氾濫に

より埋没したと考えられる。特にP２０・２１区で多く獣骨片

が得られたので同定した結果、ヒグマ・イノシシ・シカ

の骨片が多数得られている事が確認された（分析Ⅵ―９）。

また、土坑覆土や焼土からはサケ科、ウグイ属、二枚貝

など水産資源の痕跡も得られている。前述したが、炭素・

窒素同位体の分析結果である、水圏の食糧資源に多く依

存する生業を行いつつ、儀礼的な捕食動物も一定数確保

していた事が裏付けられるのではないだろうか。

北海道では、この時代の「送り場」という表現は、憚

られているが、「送り場」的遺構の事例は、関東地方、山

梨県大泉村金生遺跡の調査で、縄文時代晩期の住居の脇

から１３８個体の猪の下顎が出土し、１歳未満の幼獣が多く、

骨の状態で変形するほどに強く焼成を受けていることか

ら、「祭り」に用いられた犠牲獣ではないかと考えられて

いる（金子１９８９）。そして、獣骨が被熱することから金

子氏は「動物に対する信仰と、火に対する信仰が相い合

体した」結果として捉えられている。そして、獣骨が被

熱し出土する例として新津 健氏は、長野県百駄刈遺跡や、

同樋口五反田遺跡、同離山遺跡、山梨県中谷遺跡、東京

都なすな原遺跡、群馬県千網谷戸遺跡、岩手県八天遺跡

をあげている（新津２０１０）。また、近年では青森県五所

川原市五月女萢（そとめやち）遺跡に同時期の好例がみ

られる。道内では伊達市北黄金貝塚（青野１９９８）や、北

斗市ヤギナイ遺跡（森２００７）にて鹿角・鹿頭骨が土器に

添えられた状態で出土し、ほかに晩期の獣骨集中が函館

市戸井貝塚や、伊達市ポンマ遺跡、同有珠モシリ遺跡、

洞爺湖町高砂遺跡で検出されている。

「動物儀礼」が行われた条件として西本豊弘氏は�頭蓋
骨が複数伴う事、�意図的な配列がみられること、�頭
蓋骨に加工がみられること（または焼かれている事）、�
施設が設けられていることをあげる（西本２０００）。

朝日遺跡の場合は、�鹿の顎骨がまとまって出土する
事、�焼土群が獣歯集中を取り囲むこと、�主に焼けた
骨の小片が出土すること、�木質粘土集中が獣歯集中に
伴うことから、西本氏の示す４つの条件を満たし、是に

属する事例と考えられる。また、熊面装飾の土器片（図

Ⅶ―１）・熊の末節骨や、貝殻（分析Ⅵ―９）の出土からも多

様な「送り」の習俗が推測される。

朝日遺跡では獣骨の被熱小片以外でも、火に関連する

遺物がみられ、黒曜石製剥片石器の被熱率（表Ⅷ―８）が、

焼土出土８．８９４点中２．５７０点（２９％）、土坑出土の場合では

３．８４５点中３４４点（９％）であり、焼土中に多くの剥片石器

が廃棄されている。また、集計では黒曜石片は全体の２

割程が被熱していることになり、上述した火に対する「習
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俗」事例に則した営みが推測される。

鹿角に関わる遺物として埼玉県赤城遺跡（図Ⅶ―１）で

は縄文時代晩期の集落、配石遺構、祭祀遺構が調査され、

鹿角の冠を頂いた土偶が出土している。土偶の脚部には

キザミ文が施され、朝日遺跡出土土偶の脚片に類する。

また、耳栓についても、凹形の形状を呈し、底面に三叉

文類似の文様が描かれ、朝日遺跡出土の耳栓に類するも

のがあり、縄文時代晩期の亀ヶ岡文化の影響が、北海道の

厚真地域にも及んでいる事が、出土遺物から見て取れる。

出土遺物から見た土坑の変遷について

出土土器で遺構の変遷を捉えた場合（図Ⅶ―２①）、文様

要素に突瘤文を持つ土器片が出土した遺構はP―３・７・１５・

２２・３６・３７の６基で（続縄文時代のP―１７覆土出土のもの

は壁面からの混入と考え除外する）、爪形文を持つ土器群

が出土した遺構はP―３・７・８、P―１０・１５・１９、P―２１・

２２・２７、P―３２・３５・３６・３７・３８、P―４１、P―５１・５３、P―６１・

６２の１９基、そのうち爪形文の遺構は１３基である（続縄文

時代のP―１４・１７・１８・２０出土土器は壁面からの混入と考

え除外する）。ユカンボシE２遺跡と同様に突瘤文出土遺

構では爪形文が混在する。突瘤文出土土坑では上面プラ

ン円形が４基、楕円形が２基で、爪形文出土遺構では円

形が３基、楕円形が５基と、楕円形の割合が多くなる。

石鏃（図Ⅶ―２②）の出土傾向で変遷をみた場合は、有

茎石鏃の出土土壙は別時代のP―１３・１４・１７・１８・２０を除

い て、P―１・３・５・７・８・９・１１・１９・２９・３２、P

―３３・３６・３７・３８・５５・５６・５８・６１・６８・６９の２０基から出

土し、円形のものは１１基、楕円形のものは９基である。

無茎の石鏃の場合は有茎と混在するが、P―１・９・２９の３

基があり、円形のものは２基、楕円形は１基である。両

者ともに円・楕円が混在する傾向がみられ、有茎、無茎

の土坑の時期差的な比較はできないが、有茎石鏃が出土

し、なおかつ、土器片で突瘤文・爪形文の出土する土坑

は、縄文時代晩期前葉のものと考えることができる。

土器と石鏃が共伴した遺構はP―３・７・８、P―１９、

P―３２・３６・３７・３８、P―６１の９基であり、円形が６基、楕

円形が３基で、円形が多い傾向にある。土器と石鏃から

見た場合、土坑の形態は円形から楕円形に移行する傾向

にあると推測される。また分布も、弧状に展開する傾向

が観られる。

石錐（図Ⅶ―２②）の場合では、縁辺利用の錐が出土す

るP―２・３・８・１９・２０・２９・３２・３７・３８・４１・５６の１１基

中（P―２０は混入とみて除外する）、円形のもの５基、楕円

形は６基である。先端を細長く加工する錐はP―３・９・３３・

３７・３８・５５・５８・６１・６９の９基のうち７基が円形で、２基

が楕円である。先端を細長く加工する石錐が出土した遺

構で、円形を呈するものが多い傾向がみられる。上記の

円形から楕円形への土坑の変遷でみた場合、石錐は先端

を細長く加工するものから、剥片の縁辺を利用する石錐

への変遷が推測される。よって、前者の円形土坑P―３３・

５８・６１の３基が最も古く、両者の混在するP―３・３７・３８と、

楕円形を呈するP―５５とP―６９が次段階、後者の出土する円

形のP―３２・４１を次段階に挟んで、楕円形を呈するP―２・

８・２９・５６が新しい段階と推測される（P―９・１９は切り合

い遺物が重複することから除外する）。

円形土坑は覆土下層中で人骨の痕跡がある場合があり、

耳栓や玉が覆土中に出土する。楕円形は坑底付近で人骨

が出土する傾向があった。

年代測定結果について

P―２０で得られた弓状の炭化材（コナラ属）の一部を用

いたAsa―９の年代測定結果については、グローバル的に北

半球で広く用いられる校正曲線に対して、坂本氏が指摘

した、日本産樹木年輪資料の測定値が系統的に異なると

する１～３世紀年代問題に該当する部分で（坂本２０１０）、

加速器研究所の山田氏により、ここで報告する校正年代

より、新しくなる可能性があることが示唆されているの

で、参考資料として、坂本氏の日本産樹木年輪の炭素１４

年代の関係図を引用し提示しておく。図Ⅶ―４のAsa―９の年

代値に相当する赤で示したラインに掛かる範囲が該当す

る年代幅である。

人骨について

整理作業期間中に『日本考古学年報６５』「１北海道」に

おいて、朝日遺跡が当センター職員の田口氏により紹介

された。文中にて「貝塚以外の内陸部における人骨出土

例としては希少であり、DNA分析による血縁関係の調査、

窒素炭素安定同位体による食生態の分析などが期待され

たが、強化樹種塗布による試料汚染が危惧される」と（田

口２０１２）、残念なことに調査内容を「危惧」するという

警告的な文章が書かれた。

人骨出土の初期状況を見る限り、溝周辺の遺構では伏

流水による影響を受け、DNA分析が積極的に行えるほど

良好な骨の残存状況ではなく（カラー写真図版に示す）、

いずれも軽石層は脱色され、骨は糊状に劣化している光

景が見て取れる。検出状況を正しく認識すれば、P―４７を

除き骨自体の形状の残された人骨はない。そのうえで、

各出土人骨については、鑑定・展示利用など目的を持ち

個別に取り上げたので内容一覧を表Ⅶ―１２に示した。田口

氏の「危惧」もただの杞憂に終わっている。

また、炭素・窒素同位体分析、放射性炭素年代測定に

ついては、現状を踏まえた上で、最も残存状況が良好で、

樹脂塗布せずに取り上げたP―４７の人骨について、適切に

クリーニングを行い分析した結果を報告頂いているので、

その内容についても田口氏の心配されるようなものでは

ない。読者には客観的に分析の内容を理解されたいと思

う。原因者にも説明なく、調査背景を充分に理解せずに

憶測で原稿を書かれた事は誠に遺憾なことである。なお、

同遺構の漆塗り腕輪（カラー図版３６）付き人骨は、田口

氏の指導により強化保存処理されている。 （冨永）
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鈴木克彦 １９８２ 『三沢市歴史民俗資料館落成記念 野口貝塚出土図録』三沢市教育委員会

佐藤一夫ほか １９８３ 『タプコプ遺跡』苫小牧市教育委員会

内山真澄 １９８５ 『寿都町文化財調査報告書Ⅲ朱太川右岸６遺跡 朱太川右岸１遺跡』寿都町教育委員会

八戸市博物館 １９８５ 『目で見る八戸市の歴史 縄文の美 是川中居遺跡出土図録 土器編』八戸市博物館

福島県立博物館 １９８９ 『企画展 縄文の四季－亀ケ岡文化の世界』福島県立博物館

宮宏明ほか １９９２ 『１９９１年度大川遺跡発掘調査概報 余市川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の概要Ⅲ』余市町教育委員会

古屋敷則雄 １９９４ 『戸井貝塚Ⅳ』北海道亀田郡戸井町教育委員会

羽賀憲二ほか １９９６ 『H３７遺跡丘珠空港内 札幌市文化財調査報告書５０』札幌市教育委員会

森岡健治 １９９６ 『平取町 カンカン２遺跡』平取町教育委員会

土肥研晶ほか １９９６ 『川端遺跡・川端２遺跡』北海道由仁町教育委員会

大島直行ほか １９９７ 『国指定史跡 北黄金貝塚発掘調査報告書』伊達市教育委員会

松谷純一 １９９７ 『ユカンボシE４遺跡 北海道恵庭市発掘調査報告書』北海道恵庭市教育委員会

佐藤一夫ほか １９９７ 『柏原５遺跡』苫小牧市教育委員会

青野友哉 １９９８ 『国指定史跡 北黄金貝塚発掘調査報告書 水場遺構の調査』伊達市教育委員会

石本省三ほか １９９８ 『シンポジウム「聖山以後の渡島半島」資料集』南北海道情報交換会・七飯町教育委員会

三浦孝一ほか １９９９ 『北日本における縄文時代の墓制資料集』「南北海道考古学情報交換会２０周年記念シンポジウム」第２０回記念シンポジウム実行委員会

石川朗 １９９９ 『釧路市 幣舞遺跡調査報告書Ⅳ』北海道釧路市埋蔵文化財センター

西本豊弘ほか ２０００ 『礼文町船泊遺跡発掘調査報告書』北海道礼文町教育委員会

安西雅希ほか ２００１ 『余市町大川遺跡（１９９９年度） 大川橋線街路事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』余市町教育委員会

長町章弘 ２００１ 『カリンバ４遺跡Ⅲ 北海道恵庭市発掘調査報告書』北海道恵庭市教育委員会

北海道開拓記念館 ２００１ 「知られざる中世の北海道 チャシと館の謎に迫る」『開館３０周年記念事業 第５２回特別展』北海道開拓記念館

乾芳宏ほか ２００２ 『余市町大川遺跡（２０００・２００１年度） 大川橋線街路事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』余市町教育委員会

上屋真一ほか ２００３ 『カリンバ３遺跡（１） 北海道恵庭市詳細分布調査報告書』北海道恵庭市教育委員会

上屋真一ほか ２００３ 『カリンバ３遺跡（２） 北海道恵庭市詳細分布調査報告書』北海道恵庭市教育委員会

大島直行 ２００３ 『図録 有珠モシリ遺跡』北海道伊達市教育委員会

上屋真一ほか ２００４ 『カリンバ３遺跡（３） 北海道恵庭市詳細分布調査報告書』北海道恵庭市教育委員会

前田正憲ほか ２００５ 『東山遺跡 代行事業町道朝日豊岡線改良工事に関わる埋蔵文化財発掘調査報告書』松前町教育委員会

松谷純一 ２００６ 『ユカンボシE２遺跡 北海道恵庭市発掘調査報告書』北海道恵庭市教育委員会

福田正宏 ２００７ 『極東ロシアの先史文化と北海道 紀元前１千年紀の考古学』北海道出版企画センター

森靖裕ほか ２００９ 『北斗市 ヤギナイ遺跡』北斗市教育委員会

乾哲也ほか ２０１０ 『幌内５遺跡（１）・富里２遺跡・ニタップナイ遺跡（２）』厚真町教育委員会

千葉市立郷土博物館 ２０１２ 『平成２４年度特別展 漆 その歴史と文化』千葉市立郷土博物館

荻野幸男ほか ２０１３ 『ヲイカルマイ遺跡』厚真町教育委員会

高橋龍三郎ほか ２０１４ 『千葉県印西市師戸 戸ノ内貝塚発掘調査報告書』「縄文時代後・晩期の研究」早稲田大学文学学術院考古コース

天方博章ほか ２０１４ 『オチャラセナイ遺跡』厚真町教育委員会

（道埋文センター調査報告書）
北埋調報１ １９８１ 「社台１遺跡」『社台１遺跡・虎杖浜４遺跡・千歳４遺跡・富岸遺跡』

北埋調報５ １９８２ 『吉井の沢の遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報９ １９８３ 『千歳市 ママチ遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報３６ １９８７ 『千歳市 ママチ遺跡Ⅲ』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報６２ １９８９ 「美沢３遺跡・美々３遺跡」『美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報１２１ １９９８ 『上磯町 茂別遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報１６０ ２００１ 『江別市 対雁２遺跡（２）』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報１５３ ２００１ 『鵡川町 米原３遺跡・宮戸３遺跡・米原４遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報１７８ ２００２ 『恵庭市 西島松５遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報１７７ ２００２ 『江別市 対雁２遺跡（３）』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報１６８ ２００２ 『鵡川町 宮戸４遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報１９４ ２００３ 『恵庭市 西島松５遺跡（２）』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報１８５ ２００３ 「米原４遺跡」『鵡川町 米原４遺跡（２）・宮戸４遺跡（２）』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報１８３ ２００３ 『八雲町 野田生１遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２０９ ２００４ 『恵庭市 西島松５遺跡（３）』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２０２ ２００４ 「宮戸４遺跡」『鵡川町 米原４遺跡（３）・宮戸４遺跡（３）』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２３２ ２００６ 「矢不来７遺跡」『北斗市矢不来７遺跡・矢不来８遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２２８ ２００６ 『早来町 大町２遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２３８ ２００７ 「祝梅川上田遺跡」『千歳市 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２４０ ２００７ 『江別市 対雁２遺跡（９）』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２３９ ２００７ 『占冠原野１遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２５３ ２００８ 『千歳市 梅川４遺跡（１）』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２５９ ２００８ 『むかわ町 穂別D遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２６９ ２００９ 『千歳市 梅川４遺跡（２）』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２６０ ２００９ 『恵庭市 西島松５遺跡（６）』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２６４ ２０１０ 『恵庭市 柏木川４遺跡（４）』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２８８ ２０１２ 『富良野市 中五区１遺跡・中五区２遺跡・中五区３遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２８７ ２０１２ 『鶴井村 下幌呂１遺跡』（財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報２９８ ２０１４ 『長沼町 南六号川左岸遺跡』（公財）北海道埋蔵文化財センター

北埋調報３０８ ２０１４ 『長沼町 幌内D遺跡』（公財）北海道埋蔵文化財センター



一覧表

２４３

挿図
番号

図版
番号 遺構名 グリット

確認面 床面 確認面か
らの深さ 平面形 長軸方向 備考

長径 短径 長径 短径
Ⅳ―１２ １―１ P―１ M・N２２ １．０２ ０．９３ ０．９４ ０．８３ ０．１１ 円形 N―８０°―W
Ⅳ―１３ １―２ P―２ M２１・２２ ０．９４ ０．４９ ０．９１ ０．４５ ０．１０ 楕円形 N―５１°―E
Ⅳ―１４ １―３ P―３ N２１ １．００ ０．８７ ０．９６ ０．８４ ０．０８ 円形 N―１４°―E
Ⅳ―１４ １―４、３―１８ P―４ L２３ ０．５８ ０．５７ ０．３１ ０．３９ ０．２４ 円形 N―１０°―W
Ⅳ―１５ １―５ P―５ M２１・N２０・２１ １．１１ ０．９０ ０．９４ ０．８０ ０．０９ 楕円形 N―８８°―W
Ⅳ―１６ １―６・７、２―９ P―６ M２２ ０．８０ （０．４８） ０．６９ （０．３３） ０．４０ 円形 N―４３°―E
Ⅳ―１７ １―８ P―７ M２４ ０．７０ ０．６６ ０．５８ ０．５８ ０．１１ 円形 N―５２°―W
Ⅳ―１８ ２―１０ P―８ M１５ １．３５ １．１６ １．０９ ０．９８ ０．３６ 楕円形 N―１４°―W
Ⅳ―１８・２１ ２―１２～１４ P―９ M２４ １．３６ （１．１５） ０．９１ （０．５２） ０．６６ 円形 N―５４°―E
Ⅳ―１９ ２―１１ P―１０ P２２ （１．００）（０．９１）（０．９１）（０．８８）（０．５５）楕円形 N―８５°―W
Ⅳ―１９ ２―１５ P―１１ N２２・２３ ０．８０ ０．７７ ０．７４ ０．７３ ０．０６ 円形 N―５２°―W
Ⅳ―２０ ２―１６、３―１７ P―１２ O２０ ０．６３ （０．４８） ０．５３ （０．４１） ０．０５ 楕円形 N―７４°―W
Ⅳ―２０ ３―１８ P―１３ L２３ ０．５５ ― ０．５０ ― ０．２５ 円形 N―８６°―W
Ⅳ―７・８ カラー５―１１ P―１４ P２１・２２ １．２８ ０．６５ １．１７ ０．５８ ０．２７ 楕円形 N―３１°―E
Ⅳ―２０ ３―１９ P―１５ P２１ ０．６４ ０．６０ ０．４８ ０．４６ ０．１２ 円形 N―６２°―W
Ⅳ―２０ P―１６ P２１ ０．７７ ０．６５ ０．６９ ０．５８ ０．２６ 円形 N―３１°―W
Ⅳ―７・８ カラー５―１２ P―１７ P・Q２１ １．１５ ０．７６ １．０４ ０．６８ ０．１９ 楕円形 N―７４°―E
Ⅳ―７・８ カラー６―１８ P―１８ Q２０・２１ １．１４ ０．７２ （０．１０） ０．５７ ０．１８ 楕円形 N―６４°―W
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ M２４ １．８８ １．３２ （１．２２）（１．０４） ０．７６ 楕円形 N―１１°―E
Ⅳ―７・８ カラー７―２１ P―２０ P２０ １．２８ ０．９５ １．１１ ０．８１ ０．２３ 楕円形 N―４３°―E
Ⅳ―２１ ３―２１ P―２１ Q１５ ０．９８ （０．５２） ７．８０ （０．４）（０．８） 楕円形 N―５２°―E
Ⅳ―２２ ３―２２ P―２２ Q１６ １．０８ ０．６８ ０．８０ ０．５０ （０．３４）楕円形 N―５１°―E
Ⅳ―２３ ３―２３ P―２３ N７ ０．８４ ０．５６ ０．８２ ０．３２ （０．４２）楕円形 N―７６°―E
Ⅳ―２３ ３―２４ P―２４ L１６ ０．８２ （０．７３） ０．６６ ０．６４ ０．３２ 円形 N―７３°―E
Ⅳ―７・８ カラー８―２６ P―２５ P２１ （０．６５） ０．２５ （０．５８） ０．２２ ０．１７ 楕円形 N―３０°―E
Ⅳ―２３ ４―２５ P―２６ K１７ ０．９８ ０．９３ ０．８４ ０．８１ ０．２５ 円形 N―６７°―E
Ⅳ―２４ ４―２６ P―２７ Q１７ １．２６ １．０４ ０．７２ ０．７４ （０．５２）楕円形 N―４０°―E
Ⅳ―２４ ４―２７ P―２８ P１７ ０．８０ ０．７２ ０．６６ ０．５８ （０．１６）楕円形 N―５３°―W
Ⅳ―２５ ４―２８ P―２９ P２２ （１．０２） ０．８１ （０．８６） ０．６９ ０．３０ 楕円形 N―４０°―W
Ⅳ―２５ ４―２９ P―３０ P２１ ０．８７ ０．８４ ０．７８ ０．７６ ０．１３ 円形 N―５０°―W
Ⅳ―２６ ４―３０ P―３１ L・M２１ ０．９０ ０．６４ ０．８６ ０．５７ ０．１４ 楕円形 N―３４°―W
Ⅳ―２７ ４―３１ P―３２ M２０・２１ １．００ （０．７９） ０．９５ （０．７０） ０．２７ 円形 N―４７°―W
Ⅳ―２７ ４―３２ P―３３ M５ （０．９０） ０．８４ （０．７２） ０．７２ （０．１８） 円形 N―８０°―E
Ⅳ―２８ ５―３３ P―３４ R１８ ０．９２ ０．８０ ０．８２ ０．６８ （０．４０）楕円形 N―２２°―W
Ⅳ―２８ ５―３４ P―３５ M１７ （０．５） （―）（０．２４）（―） ０．４１ 楕円形 N―３°―E フラスコ状
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ M２２ １．２５ ０．８１ １．０６ ０．５８ ０．２４ 楕円形 N―８０°―W
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ N１５ １．２１ １．０２ ０．９５ ０．９６ １．１０ 円形 N―４８°―W フラスコ状 土坑墓
Ⅳ―３１ ５―３６ P―３８ M２２ ０．９８ ０．９５ ０．８３ ０．８３ ０．２８ 円形 N―５°―E
Ⅳ―３１ ５―３７，９―６９ P―３９ L１６ ０．９２ ０．６３ ０．８１ ０．５２ ０．３０ 楕円形 N―２２°―W 土坑墓 人骨
Ⅳ―３２ ５―３８ P―４０ M２４ ０．５０ ０．４７ ０．４４ ０．４１ ０．０９ 円形 N―３７°―E
Ⅳ―３２ ５―３９ P―４１ M２３ ０．８０ ０．７９ ０．６５ ０．６２ ０．１８ 円形 N―５０°―W
Ⅳ―３２ ５―４０ P―４２ M２３ ０．７６ ０．３４ ０．６０ ０．２９ ０．１２ 円形 N―５０°―E
Ⅳ―３２ ６―４１ P―４３ P２１ ０．７７ ０．７５ ０．７２ ０．６７ ０．１１ 楕円形 N―４０°―E
Ⅳ―３３ ６―４２ P―４４ N・O７ ０．３２ １．１０ １．１８ ０．９２ ０．５６ 楕円形 N―７６°―E
Ⅳ―３４ ６―４３ P―４５ M１７ １．０６ ０．６６ １．００ ０．５９ ０．３６ 楕円形 N―２５°―W 土坑墓 人骨
Ⅳ―３４ ６―４４ P―４６ L１６ ０．８３ ０．６８ ０．７７ ０．５８ ０．３９ 楕円形 N―４９°―W 土坑墓 人骨
Ⅳ―３５～３７ ６―４５ P―４７ M１６ １．１５ ０．７８ ０．９３ ０．６６ ０．３８ 楕円形 N―０°
Ⅳ―３８ ６―４６ P―４８ M６ １．３０ １．０４ ０．８４ ０．７６ （０．６４）楕円形 N―２３°―W
Ⅳ―３８ ６―４７ P―４９ L１５ ０．９４ ０．７２ ０．９２ ０．７４ ０．２２ 円形 N―４８°―W
Ⅳ―３９ ６―４８ P―５０ L３ １．３６ １．１０ １．１４ ０．９６ ０．４８ 楕円形 N―６３°―W
Ⅳ―４０ ７―４９ P―５１ K１６ １．０４ １．０１ ０．８６ ０．９４ ０．１７ 円形 N―５６°―W
Ⅳ―４０ ７―５０ P―５２ K１７ １．０５ （０．８０） ０．９０ （０．７４） ０．３５ 円形 N―４８°―E
Ⅳ―４１ ７―５１ P―５３ K１７ （１．４１）（０．７５）（１．０７）（０．６４） ０．５４ 円形 N―５０°―W フラスコ状
Ⅳ―４１ ７―５２ P―５４ M１５ ０．７７ ０．７２ ０．６８ ０．６４ ０．１８ 円形 N―３９°―W
Ⅳ―４２ ７―５３ P―５５ M１３ １．３１ （０．６１） １．１９ （０．５８） ０．８４ 楕円形 N―６８°―E
Ⅳ―４２ ７―５４ P―５６ L１３・１４・M１３ １．４５ １．０９ １．１２ ０．８６ ０．２９ 楕円形 N―３３°―E
Ⅳ―４３ ７―５５ P―５７ M４ １．３０ １．２８ ０．９４ ０．８０ ０．７６ 円形 N―８２°―W
Ⅳ―４３ ７―５６ P―５８ L１１ （１．１０）（０．９４） ０．６０ （０．７０） １．１６ 円形 N―５４°―W
Ⅳ―４４ カラー２５―６４ P―５９ L１３ １．２１ ０．８８ ０．９７ ０．６９ ０．１４ 楕円形 N―７５°―E 土坑墓 人骨
Ⅳ―４４ ８―５７・５８ P―６０ K１２・１３ １．１０ ０．５１ ０．８４ ０．４７ ０．１１ 円形 N―４０°―E
Ⅳ―４５ ８―５９・６０ P―６１ L１２ ０．８５ ０．８３ ０．７０ ０．７０ ０．３４ 円形 N―７９°―W
Ⅳ―４５ ８―６１ P―６２ M・N１５ １．０７ ０．８３ ０．７１ ０．４８ ０．２２ 楕円形 N―７８°―E
Ⅳ―４６ ８―６２ P―６３ N１５ （０．９４） ０．５７ ０．８７ ０．４８ ０．２１ 楕円形 N―５１°―W 土坑墓 人骨
Ⅳ―４７ ８―６３ P―６４ K４・５ １．７０ （０．９２） ０．９８ （０．７６） １．２０ 円形 N―４８°―E
Ⅳ―４６ ８―６４ P―６５ N７ ０．８２ ０．５０ ０．８７ ０．４０ （０．２２） 円形 N―３４°―E
Ⅳ―４８ ９―６５・６６ P―６６ L１１ （１．２０）（２．３２）（０．８４）（０．６０）（０．６０） 円形 N―８４°―W
Ⅳ―４７ ９―６５・６６ P―６７ L１１ ０．９０ ０．６０ （０．７２） ０．４８ （０．５４）楕円形 N―３６°―W
Ⅳ―３３ P―６８ N・O７ （１．０４）（０．５２）（０．５０）（０．３４） ０．４４ 楕円形 N―７９°―E
Ⅳ―４９～５１ ９―６７ P―６９ Q１８ （２．３０） １．１０ ２．１６ ０．９４ （０．１６）楕円形 N―０°

挿図
番号 遺構名 グリット

確認面 確認面か
らの深さ 平面形 長軸方向 備考

長径 短径
５４ F―１ Q１９ ０．７５ ０．５５ ０．１１ 不整形 N―３２°―E
５４ F―２ P２２ ０．６２ ０．５２ ０．９０ 不整形 N―４０°―W
５４ F―３ P２２ ０．４５ ０．３３ ０．０９ 不整形 N―１０°―E
５４ F―４ P２２ １．０２ ０．６６ ０．０９ 不整形 N―３°―E
５５ F―５ P２０・２１ １．０５ ０．６７ ０．０８ 不整形 N―５５°―W
５６ F―６� N７ ０．７０ ０．６４ ０．１０ 不整形 N―３７°―E
５６ F―６� N７ ０．４０ ０．３０ ０．０４ 不整形 N―７０°―W
５６ F―６� N７ ０．４６ ０．２２ ０．０４ 不整形 N―２０°―E
５６ F―６� N７ ０．３２ ０．１０ ０．０４ 不整形 N―２０°―E
５６ F―６� N７ ０．６８ ０．２４ ０．０６ 不整形 N―４６°―E
５５ F―７ M２１ ０．７２ （０．６２） ０．１２ 不整形 N―５５°―W
５５ F―８ M２１ ０．９４ ０．６２ ０．０７ 不整形 N―６８°―E
５７ F―９� P１８ ０．５４ ０．２８ ０．０４ 不整形 N―８３°―E
５７ F―９� P１８ ０．３４ ０．２４ ０．０４ 不整形 N―７９°―W
５８ F―１０� M６ ０．７４ ０．６０ ０．０６ 不整形 N―１４°―E
５８ F―１０� M６ ０．８６ ０．６０ ０．０４ 不整形 N―６０°―W
５８ F―１０� M６ ０．９６ ０．８８ ０．２０ 不整形 N―２５°―W
５８ F―１０� M６ ０．５６ ０．１８ ０．０６ 不整形 N―２°―W
５８ F―１０� M６ ０．４４ ０．３０ ０．０６ 不整形 N―７０°―E
５９ F―１１ M１５ １．１ ０．６２ ０．１５ 不整形 N―８２°―W
５９ F―１２� L・M１３・１４ ０．８４ ０．５０ ０．０５ 不整形 N―３９°―E
５９ F―１２� L・M１３・１４ ０．７０ ０．６８ ０．０５ 楕円形 N―３°―W
５９ F―１２� L・M１３・１４ ０．５２ ０．５０ ０．０４ 円形 N―３９°―E
６０ F―１３� L１４ ０．９８ ０．８０ ０．０６ 不整形 N―６１°―W
６０ F―１３� L１４ ０．６４ ０．３１ ０．０５ 不整形 N―５°―W
６０ F―１３� L１４ ０．２８ ０．２５ ０．０４ 円形 N―５°―W
６０ F―１４ M１５ ０．５４ ０．４４ ０．０６ 不整形 N―３１°―W
６１ F―１５� M１５・N１５・１６ ０．６３ ０．５４ ０．０５ 楕円形 N―３４°―E
６１ F―１５� M１５、N１５・１６ １．７３ ０．７６ ０．１６ 不整形 N―２８°―E
６１ F―１６ P２０ ０．８８ ０．８８ ０．０８ 不整形 N―６６°―E
６２ F―１７ P２０ ０．７５ ０．５８ ０．０８ 不整形 N―７１°―W
６２ F―１８a Q２１ ０．９７ ０．４４ ０．０９ 不整形 N―５６°―W
６２ F―１８b Q２１ ０．５２ ０．４６ ０．０５ 不整形 N―６２°―W
６２ F―１８c Q２１ ０．３４ ０．３０ ― 不整形 N―６０°―W
６２ F―１９ M１４ １．０７ ０．７２ ０．０５ 楕円形 N―８°―W
６３ F―２０ P２０ ０．８２ ０．５４ ０．０４ 不整形 N―７０°―E
６４ F―２１� M４・５、N５ ２．２８ ０．４８ ０．０８ 不整形 N―６６°―E
６４ F―２１� M４・５、N５ ０．３８ ０．３０ ― 不整形 N―３８°―W
６５ F―２２� Q１８ ０．６０ ０．３６ ０．０６ 不整形 N―０°
６５ F―２２� Q１８ ０．６６ （０．５６） ― 不整形 N―２４°―W
６５ F―２２� Q１８ ０．９０ ０．９４ ― 不整形 N―７°―W
６５ F―２２� Q１８ ０．４０ ０．３０ ― 不整形 N―８°―W
６５ F―２２� Q１８ ０．４０ ０．３０ ０．０８ 不整形 N―７０°―E
６３ F―２３ P・Q２１ ０．８０ ０．４８ ０．０８ 不整形 N―４０°―E
６３ F―２４ L１４ ０．５２ ０．２５ ０．１１ 不整形 N―１６°―E
６３ F―２５ M１６ ０．８２ ０．４２ ０．０５ 不整形 N―４５°―E
６６ F―２６ L１６ １．１４ ０．８８ ０．１８ 不整形 N―７８°―E
６６ F―２７ M１４ ０．６２ ０．６１ ０．０６ 円形 N―６３°―W
６７ F―２８� L１６ ０．５９ ０．４２ ０．０６ 不整形 N―６１°―W
６７ F―２８� ０．２２ ０．１６ ０．０２ 不整形 N―８５°―W
６７ F―２９ M１６ ０．９３ ０．５６ ０．１０ 不整形 N―２９°―E
６７ F―３０ M１４ １．３２ （０．７２） ０．２０ 不整形 N―６９°―W
６８ F―３１ P２０ ０．７９ ０．５１ ０．０７ 不整形 N―３８°―E
６８ F―３２ P２０ ０．８２ ０．５８ ０．０８ 不整形 N―３６°―E
６８ F―３３ Q２０ ０．９８ ０．８０ ０．０５ 不整形 N―３９°―E
６９ F―３４ S１７ ０．７８ ０．７２ ０．１０ 不整形 N―８３°―W
６９ F―３５ K１２ １．００ ０．６６ ０．１２ 不整形 N―２１°―W
７０ F―３６a P２０ ０．５１ ０．４３ ０．０６ 不整形 N―６０°―E
７０ F―３６b P２０ ０．４４ ０．３１ ０．０５ 不整形 N―７４°―E
７０ F―３７a K１２ ０．４６ ０．４０ ０．０６ 不整形 N―７１°―W
７０ F―３７b K１２ ０．４３ ０．３１ ０．０５ 不整形 N―７１°―W
７１ F―３８ M４ ０．４２ ０．２６ ０．０２ 不整形 N―３２°―W
７１ F―３９ Q１９ １．４４ ０．７５ ０．１０ 不整形 N―４５°―W
７２ F―４０� K・L４ １．０２ ０．７６ ０．１３ 不整形 N―５０°―W
７２ F―４０� K・L４ ０．５０ ０．４１ ０．０２ 不整形 N―１８°―E
７２ F―４０� K・L４ ０．３２ ０．３０ ０．０８ 不整形 N―６９°―E
７２ F―４１ Q２０ １．０４ （０．５０） ０．０８ 不整形 N―５０°―W
７３ F―４２ L５ ０．５０ ０．４４ ０．０８ 不整形 N―８８°―E
７３ F―４３ Q２０ ０．５３ ０．４５ ０．０６ 円形 N―１６°―W
７３ F―４４ Q１９ １．３０ ０．６２ ０．０７ 不整形 N―１３°―E
７４ F―４５� N・O７ １．７０ ０．０６ ０．０８ 不整形 N―２５°―E
７４ F―４５� N・O７ ０．１８ ０．１２ ― 不整形 N―３０°―W
７４ F―４５� N・O７ ０．３１ ０．１８ ― 不整形 N―１１°―E
７４ F―４５� N・O７ ０．２８ ０．１４ ― 不整形 N―１４°―W
７４ F―４５� N・O７ ０．１８ ０．１３ ― 不整形 N―３５°―E
７４ F―４５� N・O７ ０．１５ ０．０８ ― 不整形 N―０°
７４ F―４５� N・O７ ０．１３ ０．０５ ― 不整形 N―５１°―W
７４ F―４５	 N・O７ ０．０８ ０．３２ ０．０７ 不整形 N―７８°―E
７４ F―４５
 N・O７ ０．１８ ０．０８ ０．０６ 不整形 N―１８°―W
７４ F―４５� N・O７ ０．３６ ０．３２ ― 不整形 N―２７°―W
７４ F―４６� M・N１４・１５ ０．２３ ０．１５ ０．０４ 楕円形 N―５０°―W Ⅲ層
７４ F―４６� M・N１４・１５ ０．２４ ０．１５ ０．０４ 楕円形 N―３°―E Ⅲ層
７４ F―４６� M・N１４・１５ ０．２３ ０．１５ ０．０４ 円形 N―８０°―W Ⅲ層

挿図
番号

図版
番号 遺構名 グリット

確認面 床面 確認面か
らの深さ 平面形 長軸方向 備考

長径 短径 長径 短径
５２ カラー４―８ TP―１ N２０・２１ １．４２ ０．９４ １．２２ ０．６２ １．２０ 楕円形 N―６３°―W
５２ ９―６６・６８ TP―２ K１１・L１１・１２ １．６８ ０．７８ １．５０ ０．６４ ０．５４ 楕円形 N―２０°―W

挿図
番号 遺構名 グリット

確認面 確認面か
らの深さ長径 短径

７５・７６ SP―１ L１４ ０．１６ ０．１６ ０．２４
７５・７６ SP―２ L１５ ０．１２ ０．１４ ０．２２
７５・７６ SP―３ M１５ ０．１３ ０．１２ ０．２２
７５・７６ SP―４ M１５ ０．１２ ０．１１ ０．１７
７５・７６ SP―５ M１５ ０．１８ ０．１６ ０．３４
７５・７６ SP―６ M１５ ０．１２ ０．１２ ０．３２
７５・７６ SP―７ M１５ ０．１６ ０．１５ ０．１９
７５・７６ SP―８ M１６ ０．１６ ０．１６ ０．１２
７５・７６ SP―９ L１６ ０．１２ ０．１２ ０．１３
７５・７６ SP―１０ L１６ ０．９ ０．１１ ０．１８

挿図
番号 遺構名 グリット

確認面 確認面か
らの深さ長径 短径

８２ 遺物集中１ M１４ ― ― ―
８２ 遺物集中２ S１７ ― ― ―
７８・７９ 木質粘土集中 P２０・２１ ３．２５ ２．００ ―
７７～８１ 獣歯集中 PQ１９・２０ ８．３８ ５．５３ ―
４９・５７ 獣骨片集中―１ Q１８ ― ― ―

表Ⅶ－１ 遺構規模一覧
（P） （F）

（TP）

（SP）

（遺物集中・木質粘土集中・獣歯集中・獣骨片集中１）



厚真町 朝日遺跡

２４４

挿図
番号

図版
番号 遺構名 層

位
土色 主体層／混在層 土性 粘性 緊密度 その他色 マンセル

Ⅳ―１２ １―１ P―１ １ 黒色土 １０YR２／１ ta―c混 L あり しまりあり ０．５～１cm
Ⅳ―１２ １―１ P―１ ２ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d混 L あり しまりあり ０．５～１cm
Ⅳ―１３ １―２ P―２ １ 黒色土 １０YR２／１ ta―c３％ L あり しまりあり ０．５～１cm
Ⅳ―１３ １―２ P―２ ２ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d３％ L あり しまりあり ０．５～１cm
Ⅳ―１３ １―２ P―２ ３ 暗褐色土 １０YR３／４ ta―d１％ L あり しまりあり １～２cm
Ⅳ―１４ １―３ P―３ １ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d３％ L あり しまりあり ０．５～１cm
Ⅳ―１４ １―４、３―１８ P―４ １ 黒褐色土 ７．５YR２／１ ta―c混５％ L あり しまりあり
Ⅳ―１５ １―５ P―５ １ 暗色土 １０YR３／３ ta―d L あり しまりあり ０．３～０．６mm褐色（劣化）
Ⅳ―１６ １―６・７、２―９ P―６ １ 褐灰色土 １０YR６／１ ta―d混 L あり しまりあり ０．２～１．０cm
Ⅳ―１６ １―６・７、２―９ P―６ ２ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d混 L あり しまりあり ０１～０．５cm
Ⅳ―１６ １―６・７、２―９ P―６ ３ 褐灰色土 １０YR４／１ L あり しまりあり
Ⅳ―１７ １―８ P―７ １ 黒色土 １０YR２／１ ta―c混３％、ta―d混３％ L あり しまりあり
Ⅳ―１７ １―８ P―７ ２ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d混５％ L あり しまりあり ０．５～１cm
Ⅳ―１８ ２―１０ P―８ １ 黒褐色土 ７．５YR２／２ Ⅴ≫Ta―d２ L あり しまりあり 骨片少量含む
Ⅳ―１８ ２―１０ P―８ ２ 極暗褐色土 ７．５YR２／３ Ⅴ＋Ta―d２ L あり しまりあり 骨片少量含む
Ⅳ―１８ ２―１２～１４ P―９ １ 灰褐色土 ７．５YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―１８ ２―１２～１４ P―９ ２ 灰黄褐色土 １０YR４／２ ta―d混１０％ L あり しまりあり
Ⅳ―１８ ２―１２～１４ P―９ ３ 褐灰色土 １０YR４／１ L あり しまりあり
Ⅳ―１９ ２―１１ P―１０ １ 黒色土 １０YR２／１ ta―d混５％ L あり しまりあり 骨片 ５％０．５～２cm
Ⅳ―１９ ２―１５ P―１１ １ 暗褐色土 １０YR３／３ L あり しまりあり 骨片 ５％０．５～１．５cm
Ⅳ―２０ ２―１６ P―１２ １ 黒色土 ７．５YR２／１ L あり しまりあり
Ⅳ―２０ ３―１８ P―１３ １ 黒褐色土 ７．５YR２／１ ta―d５％ L あり しまりあり ０．３～１cm
Ⅳ―８ カラー５―１１ P―１４ １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ 砂質土、ブロック状の混合土 ta―c混？ L あり しまりあり
Ⅳ―２０ ３―１９ P―１５ １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり 骨片 ５％ φ０．５～１．０cm
Ⅳ―２０ P―１６ １ 黄灰色砂質土 ２．５YR６／１ L あり しまりあり
Ⅳ―２０ P―１６ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり 骨片 ２％ φ０．５～１．５cm
Ⅳ―８ カラー５―１２ P―１７ １ 灰褐色土 ７．５YR４．／２ 粘土砂質土混色土 L あり しまりあり
Ⅳ―８ カラー５―１２ P―１７ ２ 黄灰色砂質土 ２．５YR４／１ L あり しまりあり
Ⅳ―８ カラー５―１２ P―１７ ３ 暗褐色土粘性砂質土 １０YR３／４ L あり しまりあり
Ⅳ―８ カラー５―１２ P―１７ ４ 黄灰色砂質土 ２．５YR５／１ L あり しまりあり
Ⅳ―９ カラー６―１８ P―１８ １ 灰褐色砂質土 ７．５YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―９ カラー６―１８ P―１８ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／３ ta―d混 L あり しまりあり ２～１cm
Ⅳ―９ カラー６―１８ P―１８ ３ 暗灰褐色砂質土 ５YR４／２ L あり しまりあり 骨 ２％０．５～１．０cm
Ⅳ―９ カラー６―１８ P―１８ ４ 灰褐色砂質土 ５YR５／２ L あり しまりあり
Ⅳ―９ カラー６―１８ P―１８ ５ 灰褐色土 ５YR４／１ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ １ 暗灰黄色土 ２．５YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ ２ 暗灰褐色土 ７．５YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ ３ 灰黄褐色土 １０YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ ４ 褐色土 １０YR４／４ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ ５ 暗褐色土 １０YR３／３ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ ６ 褐灰色土 １０YR４／１ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ ７ 暗褐色土 １０YR３／４ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ ８ 褐色土 １０YR４／６ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ ９ 黒色土 １０YR２／１ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ １０ 暗褐色土 １０YR３／４ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ １１ 灰黄褐色土 １０YR５／２ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ １２ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d混５％ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ １３ 黄灰色土 ２．５YR４／１ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ １４ 褐色土 ７．５YR４／６ ta―d混１５％ L あり しまりあり
Ⅳ―２１ ３―２０ P―１９ １５ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり
Ⅳ―１０ カラー７―２１ P―２０ １ 黒色土 １０YR２／１ ta―d粒０．２～１cm L あり しまりあり 小骨片 ５％０．１～０．３cm
Ⅳ―１０ カラー７―２１ P―２０ ２ 黄色粘土 ２．５Y７／８ L あり しまりあり
Ⅳ―１０ カラー７―２１ P―２０ ３ 暗黄色粘土 ２．５Y７／２ L あり しまりあり
Ⅳ―１０ カラー７―２１ P―２０ ４ 黄色土 ２．５Y８／６ L あり しまりあり
Ⅳ―１０ カラー７―２１ P―２０ ５ 暗黄色土 ２．５Y６／２ L あり しまりあり
Ⅳ―１０ カラー７―２１ P―２０ ６ 淡黄砂質土 ２．５Y８／３ L あり しまりあり
Ⅳ―１０ カラー７―２１ P―２０ ７ 黒色土 ７．５YR２／１ L あり しまりあり
Ⅳ―１０ カラー７―２１ P―２０ ８ 黒色土 １０YR１．７／１ L あり しまりあり
Ⅳ―１０ カラー７―２１ P―２０ ９ 淡黄砂質土 ２．５Y８／４ L あり しまりあり
Ⅳ―２３ ３―２４ P―２４ １ 灰褐色土 ７．５YR４／２ Ⅲ層 L あり しまりあり
Ⅳ―２３ ３―２４ P―２４ ２ 浅黄褐色土 ７．５YR８／３ Ta―c L あり しまりあり
Ⅳ―２３ ３―２４ P―２４ ３ にぶい褐色土 ７．５YR６／３ Ⅲ＋Ta―c L あり しまりあり
Ⅳ―２３ ３―２４ P―２４ ４ 黒褐色土 ７．５YR３／２ L あり しまりあり
Ⅳ―１０ カラー８―２６ P―２５ １ 灰褐色粘土 ７．５YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―１０ カラー８―２６ P―２５ ２ 暗褐色砂質土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり 炭化材片含む０．１～０．３cm
Ⅳ―１０ カラー８―２６ P―２５ ３ 灰褐色砂質土 ５YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―２３ ４―２５ P―２６ １ 黒褐色土 １０YR２／２ Ⅲ＞Ta―c L あり しまりあり
Ⅳ―２３ ４―２５ P―２６ ２ 暗褐色土 １０YR３／４ Ta―c L あり しまりあり
Ⅳ―２３ ４―２５ P―２６ ３ 黒褐色土 １０YR２／２ Ⅲ≫Ta―c L あり しまりあり
Ⅳ―２３ ４―２５ P―２６ ４ 暗褐色土 １０YR３／３ Ta―c＞Ⅲ L あり しまりあり
Ⅳ―２３ ４―２５ P―２６ ５ 黒褐色土 １０YR２／３ Ta―c＋Ⅲ L あり しまりあり
Ⅳ―２３ ４―２５ P―２６ ６ 黒褐色土 １０YR２／２ Ⅲ＋Ⅴ≫Ta―c L あり しまりあり
Ⅳ―２５ ４―２８ P―２９ １ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d混１０％０．５～３cm L あり しまりあり 小骨片 １％０．１～０．３cm
Ⅳ―２５ ４―２９ P―３０ １ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d粒３％０．３～３cm L あり しまりあり 小骨片 １％０．２～１cm 炭化材１％
Ⅳ―２７ ４―３１ P―３２ １ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d１０％０．２～１cm L あり しまりあり 骨片多く含む
Ⅳ―２７ ４―３１ P―３２ ２ 黒色土 １０YR２／１ L あり しまりあり
Ⅳ―２８ ５―３４ P―３５ １ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅲ＋Ⅴ≫Ⅳ L あり しまりあり 骨片少量混じる
Ⅳ―２８ ５―３４ P―３５ ２ 黒色土 １０YR１．７／１ Ⅲ＋Ⅴ L あり しまりあり しまりあり
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ １ 灰褐色土 ７．５YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ ３ 灰褐色土 ７．５YR５／２ ta―d混１％ L あり しまりあり
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ ４ 暗褐色土 ７．５YR３／４ ta―d混３％ L あり しまりあり
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ ５ 暗褐色土 １０YR３／３ L あり しまりあり
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ ６ 褐色土 １０YR４／４ ta―d混 L あり しまりあり
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ ７ 褐色土 １０YR４／６ L あり しまりあり
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ ８ 暗褐色土 １０YR３／３ L あり しまりあり
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ ９ 暗褐色土 １０YR３／４ ta―d混５０％ L あり しまりあり
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ １０ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり
Ⅳ―２９ カラー１５―４２ P―３６ １１ 黒色土 ７．５YR２／１ L あり しまりあり
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ １ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ＞Ta―d１＋d２ L あり しまりあり
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ ２ 黒褐色土 ７．５YR３／２ Ⅴ＋粘土（水分多く含む灰） L あり しまりあり
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ ３ 黒色土 １０YR２／１ Ⅴ 粒子細かい L あり しまりあり 遺物少量出土
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ ４ 橙色 ７．５YR６／６ 粘土 L 粘性あり しまりあり 水分多く含む焼土
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ ５ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d１＋d２ L あり しまりあり 遺物多量に出土
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ ６ 灰黄褐色土 １０YR４／２ 粒子細かい 灰？ L あり しまりあり
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ ７ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d２ L 粘性あり しまりあり 遺物多量に出土
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ ８ 明褐色土 ７．５YR５／６ 粘土 L あり しまりあり
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ ９ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ L あり しまりあり 遺物多い
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ １０ 赤褐色土 ５YR４／６ Ta―d 崩落 L あり しまりあり
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ １１ 黒色土 ７．５YR１．７／１ Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ １２ 黒色土 ７．５YR２／１ ≒１１ L あり しまりあり
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ １３ 暗赤褐色土 ５YR３／６ Ta―d≫Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ １４ 暗赤褐色土 ５YR３／４ Ta―d＞Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ １５ 暗赤褐色土 ５YR３／４ ≒１４ Ta―dが１４よりやや少ない L あり しまりあり
Ⅳ―３０ ５―３５ P―３７ １６ 黒褐色土 ７．５YR３／１ Ⅴ＋Ta―d Ta―dはグライ化 L あり しまりあり
Ⅳ―３１ ５―３６ P―３８ １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ ta―d混１０％０．５～１cm L あり しまりあり
Ⅳ―３１ ５―３６ P―３８ ２ 褐色土 ７．５YR４／３ ta―d混１％ L あり しまりあり
Ⅳ―３１ ５―３６ P―３８ ３ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d混３％０．３～０．５cm L あり しまりあり
Ⅳ―３１ ５―３７ P―３９ １ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d２ L あり しまりあり
Ⅳ―３１ ５―３７ P―３９ ２ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d L あり しまりあり
Ⅳ―３１ ５―３７ P―３９ ３ 黒褐色土 ７．５YR２／２ Ⅴ＞Ta―d L あり しまりあり
Ⅳ―３１ ５―３７ P―３９ ４ 暗褐色土 ７．５YR３／３ Ⅴ≫Ta―d L あり しまりあり 人骨
Ⅳ―３１ ５―３７ P―３９ ５ にぶい暗褐色土 ５YR４／４ Ta―d≫Ⅴ L あり しまりあり ベンガラ
Ⅳ―３２ ５―３８ P―４０ １ 暗褐色土 ７．５YR３／４ ta―d混１％０．２～０．５cm L あり しまりあり
Ⅳ―３２ ５―３９ P―４１ １ 褐色土 ７．５YR４／３ ta―d混１０％２～３cm L あり しまりあり
Ⅳ―３２ ５―３９ P―４１ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／３ ta―d混１％０．３～０．５cm L あり しまりあり
Ⅳ―３２ ５―４０ P―４２ １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ ta―d混１％０．５～１cm L あり しまりあり 焼骨混 ３％
Ⅳ―３２ ６―４１ P―４３ １ 灰褐色土 ７．５YR４／２ ta―d混３％０．２～０．３cm L あり しまりあり
Ⅳ―３２ ６―４１ P―４３ ２ 灰褐色土 ７．５YR６／２ ta―d混５％０．５～２cm L あり しまりあり
Ⅳ―３２ ６―４１ P―４３ ３ 暗褐色土 ７．５YR３／３ ta―d混１％１～２cm L あり しまりあり
Ⅳ―３４ ６―４３ P―４５ １ 黒褐色土 ５YR２／１ Ⅴ＞Ta―d L あり しまりあり
Ⅳ―３４ ６―４３ P―４５ ２ 暗赤褐色土 ５YR３／３ Ta―d＞Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―３４ ６―４３ P―４５ ３ 黒褐色土 ５YR２／２ Ⅴ＋Ta―d L あり しまりあり
Ⅳ―３４ ６―４３ P―４５ ４ 暗赤褐色土 ５YR３／４ Ta―d＞Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―３４ ６―４３ P―４５ ５ にぶい赤褐色土 ５YR４／４ Ta―d≫Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―３４ ６―４３ P―４５ ６ 暗褐色土 ７．５YR３／３ Ⅴ≫Ta―d L あり しまりあり 人骨
Ⅳ―３４ ６―４４ P―４６ １ 明褐色土 ７．５YR５／６ Ta―d＞Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―３４ ６―４４ P―４６ ２ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d L あり しまりあり
Ⅳ―３４ ６―４４ P―４６ ３ 黒褐色土 ７．５YR２／２ Ⅴ＞Ta―d L あり しまりあり
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Ⅳ―３４ ６―４６ P―４６ ４ 黒褐色土 ７．５YR２／２ Ⅴ≫Ta―d L あり しまりあり ねっとり 人骨
Ⅳ―３４ ６―４６ P―４６ ５ 赤褐色土 ５YR４／６ Ta―d２≫Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―３５ ６―４５ P―４７ １ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d２ L あり しまりあり 鹿骨出土
Ⅳ―３５ ６―４５ P―４７ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／４ Ta―d２≫Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―３５ ６―４５ P―４７ ３ 黒褐色土 ７．５YR３／２ Ⅴ＞Ta―d２ L あり しまりあり
Ⅳ―３５ ６―４５ P―４７ ４ 極暗褐色土 ５YR３／４ Ⅴ＋Ta―d L あり しまりあり
Ⅳ―３５ ６―４５ P―４７ ５ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ L あり しまりあり 湿り気あり やわらかい
Ⅳ―３８ ６―４７ P―４９ １ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d２ L あり しまりあり
Ⅳ―３８ ６―４７ P―４９ ２ 黒褐色土 ７．５YR２／２ Ⅴ＞Ta―d２ L あり しまりあり しまりあり
Ⅳ―４０ ７―４９ P―５１ １ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d１＋d２ L あり しまりあり
Ⅳ―４０ ７―５０ P―５２ １ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d２ L あり しまりあり
Ⅳ―４１ ７―５１ P―５３ １ 黒色土 ７．５YR１．７／１ Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―４１ ７―５１ P―５３ ２ 赤褐色土 ５YR４／６ Ta―d２ L あり しまりあり
Ⅳ―４１ ７―５１ P―５３ ３ 黒褐色土 ５YR２／２ Ⅴ＋Ta―d L あり しまりあり
Ⅳ―４１ ７―５１ P―５３ ４ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d１＋d２ L あり しまりあり
Ⅳ―４２ ７―５２ P―５４ １ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d１＋d２ L あり しまりあり
Ⅳ―４２ ７―５４ P―５６ １ Ⅴ≫Ta―d２ １０YR２／１ L あり しまりあり
Ⅳ―４４ ７―５４ P―５６ ２ Ⅴ＋Ta―d２ ７．５YR２／２ L あり しまりあり
Ⅳ―４４ カラー２５―６４ P―５９ １ Ⅴ≫Ta―d１＋d２ ７．５YR２／１ L あり しまりあり
Ⅳ―４４ ８―５７ P―６０ １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり
Ⅳ―４５ ８―５７ P―６０ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／４ ta―d混１５％０．５～３cm L あり しまりあり
Ⅳ―４５ ８―５９・６０ P―６１ １ 暗褐色土 ７YR３／３ L あり しまりあり
Ⅳ―４５ ８―５９・６０ P―６１ ２ 灰黄褐色土 １０YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―４５ ８―５９・６０ P―６１ ３ 灰褐色土 ７．５YR６／２ L あり しまりあり 骨片 ５％０．２～０．５cm
Ⅳ―４５ ８―５９・６０ P―６１ ４ 暗褐色土 ７．５YR３／４ L あり しまりあり
Ⅳ―４５ ８―５９・６０ P―６１ ５ 黒色土 １０YR２／１ ta―d混５％０．５～１cm L あり しまりあり
Ⅳ―４５ ８―５９・６０ P―６１ ６ 褐色土 １０YR４／４ L あり しまりあり
Ⅳ―４５ ８―６１ P―６２ １ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ≫Ta―d２ L あり しまりあり
Ⅳ―４５ ８―６１ P―６２ ２ 黒褐色土 ７．５YR２／２ Ⅴ＞Ta―d２ L あり しまりあり
Ⅳ―４５ ８―６１ P―６２ ３ 極暗褐色土 ７．５YR２／３ Ⅴ＋Ta―d２ L あり しまりあり
Ⅳ―４６ ８―６２ P―６３ １ 黒褐色土 ７．５YR３／１ Ⅴ＞Ta―d１＋d２ L あり しまりあり
Ⅳ―４６ ８―６２ P―６３ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／３ Ta―d２＞Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―４６ ８―６２ P―６３ ３ 暗褐色土 ７．５YR３／４ Ta―d２＋Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―４６ ８―６２ P―６３ ４ 暗褐色土 ７．５YR３／４ ≒３Ta―d２はブロック状 L あり しまりあり
Ⅳ―５４ F―１ １ 灰褐色土 ７．５YR４／２ ta―d粒混１％ L あり しまりあり ０．２～０．５cm
Ⅳ―５４ F―１ ２ 黄褐色砂質土 １０YR５／６ L あり しまりあり 微細骨片（焼骨）０．２～１cm
Ⅳ―５４ F―２ １ 橙色土 ７．５YR６／６ ta―d混１％０．５～１cm L あり しまりあり 焼骨含む
Ⅳ―５４ F―２ ２ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d混１％０．２～０．５cm L あり しまりあり
Ⅳ―５４ F―２ ３ 褐色土 ７．５YR４／６ L あり しまりあり
Ⅳ―５４ F―３ １ 暗赤褐色土 ５YR３／６ ta―d混１０％０．５～２cm L あり しまりあり
Ⅳ―５４ F―３ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり
Ⅳ―５４ F―４ １ 赤褐色土 ５YR４／６ ta―d混５％０．２～１cm L あり しまりあり
Ⅳ―５４ F―４ ２ 暗褐色土 ７．５YR５／３ L あり しまりあり
Ⅳ―５５ F―５ １ 灰褐色粘土 ７．５YR４／２ ta―d混１％０．３～１cm L あり しまりあり 骨片１０％０．２～１cm
Ⅳ―５５ F―５ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／４ L あり しまりあり
Ⅳ―５５ F―７ １ 明赤褐色土 ５YR５／６ L あり しまりあり 骨片 ２％０．５～１．５cm
Ⅳ―５５ F―８ １ 明赤褐色土 ５YR５／８ ta―d混３％０．５～３cm L あり しまりあり 骨片 ５％０．３～３cm
Ⅳ―５９ F―１１ １ 黒褐色土 ７．５YR３／１ Ⅴ≫灰 L あり しまりあり
Ⅳ―５９ F―１１ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／３ 灰 L あり しまりあり 骨片含む
Ⅳ―５９ F―１１ ３ 褐色土 ７．５YR４／６ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―５９ F―１２� １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり 骨片多く含む 灰少量含む
Ⅳ―５９ F―１２� ２ にぶい赤褐色土 ５YR４／４ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―５９ F―１２� １ 褐色土 ７．５YR４／３ L あり しまりあり 骨片少量含む
Ⅳ―５９ F―１２� ２ 褐色土 ７．５YR４／６ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―５９ F―１２� １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり 骨片多く含む 灰のみ
Ⅳ―６０ F―１３ １ にぶい黄褐色土 １０YR４／３ L あり しまりあり 骨片少量含む 灰
Ⅳ―６０ F―１３ ２ 暗褐色土 １０YR３／４ L あり しまりあり 骨片極少量 灰
Ⅳ―６０ F―１３ ３ にぶい赤褐色土 ５YR４／４ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―６０ F―１３ ４ 黒褐色土 ７．５YR２／２ Ⅴ≫灰 L あり しまりあり
Ⅳ―６０ F―１３ ５ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり 骨片多く含む ≒１
Ⅳ―６０ F―１３ ６ 赤褐色土 ５YR４／６ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―６０ F―１４ １ 褐色土 ７．５YR４／４ L あり しまりあり 焼土 上部に少量の骨片含む
Ⅳ―６０ F―１４ ２ 暗褐色土 １０YR３／４ １＋Ⅴ L あり しまりあり
Ⅳ―６１ F―１５ １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり 骨片大量に含む
Ⅳ―６１ F―１５ ２ 黒色土 ７．５YR２／１ Ⅴ L あり しまりあり 骨片と炭化物含む
Ⅳ―６１ F―１５ ３ 褐色土 ７．５YR４／４ L あり しまりあり 骨片大量に含む
Ⅳ―６１ F―１５ ４ 赤褐色土 ５YR４／８ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―６１ F―１６ １ 灰褐色土 ７．５YR４／２ ta―d混１％０．５～２cm L あり しまりあり
Ⅳ―６２ F―１７ １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり 小骨片 ５％０．１～１cm
Ⅳ―６２ F―１７ ２ 灰褐色土 ７．５YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―６２ F―１８ １ 灰褐色粘土 ７．５YR４／２ ta―d混１％０．３～０．５cm L あり しまりあり
Ⅳ―６２ F―１８ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり
Ⅳ―６２ F―１８ ３ 灰白色粘土 ７．５YR８／１ L あり しまりあり
Ⅳ―６２ F―１９ １ 褐色土 ７．５YR４／３ L あり しまりあり 骨片多く含む
Ⅳ―６２ F―１９ ２ 褐色土 ７．５YR４／６ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―６３ F―２０ １ 灰褐色粘土 ７．５YR４／２ L あり しまりあり 骨片 ２％０．５～１．２cm
Ⅳ―６３ F―２３ １ 灰褐色土 ７．５YR４／２ ta―d混３％１～２cm L あり しまりあり 骨片 ２％０．５～１．２cm
Ⅳ―６３ F―２４ １ 黒褐色土 ７．５YR２／２ L あり しまりあり 骨片あり
Ⅳ―６３ F―２４ ２ 褐色土 ７．５YR４／６ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―６３ F―２５ １ 黒褐色土 ７．５YR３／２ L あり しまりあり 骨片多く含む
Ⅳ―６３ F―２５ ２ 褐色土 ７．５YR４／４ L やわらかい しまりあり 焼土
Ⅳ―６６ F―２６ １ 黒褐色土 ７．５YR３／２ L あり しまりあり 骨片多い
Ⅳ―６６ F―２６ ２ 褐色土 ７．５YR４／６ L あり 硬い
Ⅳ―６６ F―２７ １ 黒褐色土 １０YR２／２ L あり しまりあり 骨片多い
Ⅳ―６６ F―２７ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／４ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―６７ F―２８ １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり 骨片 炭化物あり
Ⅳ―６７ F―２８ ２ 赤褐色土 ５YR４／４ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―６７ F―２９ １ 黒褐色土 ７．５YR２／２ L あり しまりあり 骨片 炭化物少量
Ⅳ―６７ F―２９ ２ 褐色土 ７．５YR４／４ L あり しまりあり 細かい骨片 炭化物あり
Ⅳ―６７ F―２９ ３ 赤褐色土 ５YR４／８ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―６７ F―３０ １ 黒褐色土 ７．５YR２／２ L あり しまりあり 骨片少量
Ⅳ―６７ F―３０ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／４ L あり しまりあり 骨片 灰 少量含む
Ⅳ―６７ F―３０ ３ 赤褐色土 ５YR４／６ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―６８ F―３１ １ 褐色土 １０YR４／６ L あり しまりあり 骨片多数 ５％０．２～１．０cm
Ⅳ―６８ F―３１ ２ 暗褐色土 １０YR３／３ ta―d混１％０．２～０．３cm L あり しまりあり
Ⅳ―６８ F―３２ １ 暗褐色土 ７．５YR３／４ ta―d混４％０．５～２cm L あり しまりあり
Ⅳ―６８ F―３２ ２ 灰褐色土 ７．５YR６／２ L あり しまりあり 骨片 ２％０．１～０．２cm
Ⅳ―６８ F―３３ １ 褐色土 １０YR４／６ L あり しまりあり 骨片 ５％０．１～２cm
Ⅳ―６９ F―３５ １ 暗褐色土 ７．５YR３／４ ta―d混１％１．５cm L あり しまりあり 骨片 ３％０．２～２cm
Ⅳ―６９ F―３５ ２ 灰褐色土 ７．５YR６／２ L あり しまりあり
Ⅳ―７０ F―３６ １ 暗褐色土 ７．５YR３／４ ta―d混５％０．２～２cm L あり しまりあり 骨片 ３％
Ⅳ―７０ F―３６ ２ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり 骨片 １％
Ⅳ―７０ F―３７ １ 暗褐色土 ７．５YR３／４ L あり しまりあり
Ⅳ―７１ F―３９ １ 灰褐色土 ７．５YR６／２ ta―d混３％１～２cm L あり しまりあり
Ⅳ―７１ F―３９ ２ ― ― L あり しまりあり
Ⅳ―７１ F―３９ ３ 褐色土 ７．５YR４／６ L あり しまりあり 骨片 ５％０．２～０．５cm
Ⅳ―７２ F―４１ １ 黒色土 ７．５YR２／１ L あり しまりあり
Ⅳ―７２ F―４１ ２ 灰褐色土 ７．５YR６／２ L あり しまりあり 骨片 ３％０．２～１．５cm
Ⅳ―７３ F―４３ １ 灰褐色土 ７．５YR６／２ L あり しまりあり
Ⅳ―７３ F―４３ ２ 浅黄橙色粘土 ７．５YR８／６ L あり しまりあり 骨片 ２％０．１～０．５cm
Ⅳ―７３ F―４４ １ 灰褐色土 ７．５YR６／２ L あり しまりあり 骨片 ２％０．１～０．５cm
Ⅳ―７４ F―４６ １ 暗赤褐色土 ５YR３／３ L あり しまりあり 焼土
Ⅳ―５２ TP―１ １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ ta―d混３％２～４cm L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ ２ 黒色土 ７．５YR２／１ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ ３ 暗灰黄色土 ２．５YR５／２ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ ４ 黒色土 ７．５YR１．７／１ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ ５ 暗灰黄色土 ２．５YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ ６ 灰色土 ５YR６／１ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ ７ 黒色土 ７．５YR１．７／１ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ ８ 黄灰色土 ２．５YR６／１ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ ９ 灰色土 ５YR５／１ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ １０ 褐色土 ７．５YR４／３ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ １１ 灰色土 ５YR４／１ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ １２ 黒色土 ７．５YR１．７／１ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ １３ 灰褐色土 ５YR４／２ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ TP―１ １４ 褐色土 ７．５YR４／４ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ ９―６６・６８ TP―２ １ 暗褐色土 ７．５YR３／３ L あり しまりあり
Ⅳ―５２ ９―６６・６８ TP―２ ２ 灰褐色土 ７．５YR４／２ ta―d混３％０．５～３cm L あり しまりあり
Ⅳ―５２ ９―６６・６８ TP―２ ３ 黒色土 ７．５YR２／１ L あり しまりあり

表Ⅶ－２ 土層注記一覧
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図版
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Ⅴ―２６ ８ K３・L３ ３０ Ⅳc ３ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２６ ８ N５ ３１ Ⅳc １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ８ L４ ３２ Ⅳc １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２６ ８ P２０ ３３ Ⅳc １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ８ M２１ ３４ Ⅳc １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ８ M２１ ３５ Ⅳc １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ８ Q２０ ３６ Ⅳc ２ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２６ ８ M２１ ３７ Ⅳc １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２６ ９ M２１ ３８ Ⅳc １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ９ Q２０ ３９ Ⅳc ２ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ９ M２３ ４０ Ⅳc １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ９ N１６ ４１ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ９ L１５ ４２ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２６ ９ P１８ ４３ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ９ M２３ ４４ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２６ ９ M２３ ４５ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ９ Q２０ ４６ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ９ P１８ ４７ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２６ ９ M２３ ４８ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２６ ９ M６ ４９ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２６ ９ M２１ ５０ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ９ Q１８ ５１ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ９ L１５ ５２ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ９ L２１ ５３ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２６ ９ Q２１ ５４ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２７ ９ P１８ ５５ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２７ ９ M２２ ５６ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ M２２ ５７ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ L１６ ５８ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２７ ９ L２３ ５９ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ P１５ ６０ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ Q１９ ６１ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２７ ９ L２２ ６２ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ S１６ ６３ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２７ ９ Q２０ ６４ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝？
Ⅴ―２７ ９ M２４ ６５ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ R１９ ６６ Ⅴa ２ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ M２３ ６７ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２７ ９ L５ ６８ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２７ ９ L１４ ６９ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ O２０ ７０ Ⅴa １ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２７ ９ N１６ ７１ Ⅴa ２ 表土 R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ Q２１ ７２ Ⅴa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２７ ９ M２１ ７３ Ⅴa １ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２７ ９ L４ ７４ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ Q１８ ７５ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ Q２０ ７６ Ⅴa ３ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２７ ９ Q１９ ７７ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ S１６ ７８ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２７ ９ Q１８ ７９ Ⅴa １ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２７ ９ L１２ ８０ Ⅴa ２ Ⅴ 細い縄L｛R２｝
Ⅴ―２７ １０ Q２０ ８１ Ⅴa １ Ⅴ 細い縄L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ M・N５ ８２ Ⅴa １ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２８ １０ Q２０ ８３ Ⅴa ２ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２８ １０ M２１ ８４ Ⅴa ３ Ⅴ 磨り消し縄文L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ K１６ ８５ Ⅴa ６ Ⅴ 細い縄L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ Q１７・１８ ８６ Ⅴa ４ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２８ １０ N５ ８７ Ⅴa ３ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２８ １０ L１６ ８８ Ⅴa ３ Ⅴ 磨り消し縄文R｛L２｝
Ⅴ―２８ １０ Q１９ ８９ Ⅴa １ Ⅴ 磨り消し縄文L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ P２０ ９０ Ⅴa １ Ⅴ 磨り消し縄文L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ Q２０ ９１ Ⅴa １ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２８ １０ K１７ ９２ Ⅴa １ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２８ １０ M・N１５ ９３ Ⅴa ４ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２８ １０ L１５ ９４ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２８ １０ O８ ９５ Ⅴa １ Ⅴ 磨り消し縄文L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ N２３ ９６ Ⅴa １ 撹乱 磨り消し縄文L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ Q２１ ９７ Ⅴa ２ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２８ １０ S・T１６ ９８ Ⅴa １ Ⅴ 磨り消し縄文L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ Q１６ ９９ Ⅴa ２ Ⅴ 磨り消し縄文L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ L１５ １００ Ⅴa ３ 撹乱 磨り消し縄文R｛L２｝
Ⅴ―２８ １０ Q１８ １０１ Ⅴa １ Ⅴ 磨り消し縄文L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ L１０ １０２ Ⅴa ３ Ⅴ 磨り消し縄文L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ M２３ １０３ Ⅴa １ Ⅴ 細い縄L｛R２｝
Ⅴ―２８ １０ M６ １０４ Ⅴa １ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２８ １０ M１５ １０５ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２９ １０ Q２０ １０６ Ⅴa １ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２９ １０ P１８ １０７ Ⅴa ２ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２９ １０ Q１９ １０８ Ⅴa ２ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２９ １０ M１４ １０９ Ⅴb １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２９ １０ M６ １１０ Ⅴb ２ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２９ １０ N７ １１１ Ⅴb １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２９ １０ M１３ １１２ Ⅴb ２ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２９ １０ Q１７ １１３ Ⅴc １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２９ １０ M５ １１４ Ⅴb １ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２９ １０ O８ １１５ Ⅴb ２ Ⅴ ナデ
Ⅴ―２９ １０ Q１８ １１６ Ⅴb １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２９ １０ L１６ １１７ Ⅴb ３ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２９ １０ M１４ １１８ Ⅴb ２ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２９ １０ P１８ １１９ Ⅴb １ 表採 R｛L２｝
Ⅴ―２９ １０ P１８ １２０ Ⅴb １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２９ １１ S１６ １２１ Ⅴb １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２９ １１ N５ １２２ Ⅴb １ Ⅳ R｛L２｝
Ⅴ―２９ １１ Q１８ １２３ Ⅴb １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２９ １１ L１４ １２４ Ⅴb １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２９ １１ M・N６ １２５ Ⅴb ５ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２９ １１ Q１９ １２６ Ⅴb ２ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２９ １１ P１４ １２７ Ⅴa １ 表採 R｛L２｝
Ⅴ―２９ １１ Q１６ １２８ Ⅴc ２ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―３０ １１ Q１７ １２９ Ⅴc １ 表採 R｛L２｝
Ⅴ―３０ １１ N１７ １３０ Ⅴc １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―３０ １１ P１８ １３１ Ⅴb ２ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―３０ １１ M２３ １３２ Ⅴb １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―３０ １１ M２１ １３３ Ⅴb ２ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―３０ １１ N１４ １３４ Ⅴc １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―３０ １１ N１３ １３５ Ⅴc １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―３０ １１ Q１８ １３６ Ⅴc １ 撹乱 ナデ
Ⅴ―３０ １１ Q１７ １３７ Ⅴc １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―３０ １１ 表採 １３８ Ⅴb １ 表採 ハケメ
Ⅴ―３０ １１ L１１ １３９ Ⅴb １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―３０ １１ Q１７ １４０ Ⅴc ３ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―３０ １１ P２０ １４１ Ⅴb ３ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―３０ １１ N６ １４２ Ⅴb ３ Ⅲ L｛R２｝縄線
Ⅴ―３０ １１ N６ １４３ Ⅴb ２ Ⅴ R｛L２｝縄線
Ⅴ―３０ １１ N９ １４４ Ⅴb ２ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―３０ １１ L４ １４５ Ⅴb １ Ⅴ R｛L２｝縄線
Ⅴ―３０ １１ P２２ １４６ Ⅴb １ Ⅴ R｛L２｝縄線
Ⅴ―３０ １１ M２０ １４７ Ⅴb １ Ⅴ R｛L２｝縄線
Ⅴ―３０ １１ M１９ １４８ Ⅴc １ 撹乱 R｛L２｝縄線
Ⅴ―３０ １１ N６ １４９ Ⅴc １ Ⅴ R｛L２｝縄線
Ⅴ―３０ １１ P２０ １５０ Ⅴc ３ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―３１ １１ Q１８ １５１ Ⅴc １ 撹乱 R｛L２｝縄線のキザミ
Ⅴ―３１ １１ Q２０ １５２ Ⅴa １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―３１ １１ Q２１ １５３ Ⅴb ４ Ⅴ 磨り消し縄文R｛L２｝
Ⅴ―３１ １１ M６ １５４ Ⅴb ４ Ⅴ ナデ
Ⅴ―３１ １１ O２０ １５５ Ⅴc １ 表採 地文不明
Ⅴ―３１ １１ O１６ １５６ Ⅵ １ Ⅴ R｛L２｝帯状縄文
Ⅴ―３１ １１ O２２ １５７ Ⅵe １ 表採 R｛L２｝・微隆起線
Ⅴ―３１ １１ O２１ １５８ Ⅵe １ 撹乱 R｛L２｝帯状縄文
Ⅴ―３１ １１ O２３ １５９ Ⅵe １ 表採 ナデ
Ⅴ―３１ １１ O２１ １６０ Ⅵe １ 表採 ナデ
Ⅴ―３１ １１ L２５ １６１ Ⅵe １ 撹乱 ナデ・微隆起線
Ⅴ―３１ １１ O１７ １６２ Ⅶ １ Ⅲ ナデ・沈線
Ⅴ―３１ １１ 表採 １６３ Ⅶ １ 表採 ナデ・キザミ
Ⅴ―３１ １１ K１７ １６４ Ⅶ １ Ⅲ 地文横走沈線
Ⅴ―３１ １１ P１９ １６５ Ⅶ １ Ⅴ 地文横走沈線
Ⅴ―３１ １１ O１２ １６６ Ⅶ １ 撹乱 地文横走沈線
Ⅴ―３１ １１ K１７ １６７ Ⅶ １ Ⅲ 地文無文
Ⅴ―３１ １１ N１６ １６８ Ⅶ １ Ⅴ 地文無文
Ⅴ―３１ １１ M１６ １６９ Ⅶ １ Ⅲ 地文無文
Ⅴ―３１ １１ M２３ １７０ Ⅶ １ Ⅲ 地文無文
Ⅴ―３１ １１ O１７ １７１ Ⅶ １ 表採 地文無文
Ⅴ―３１ １１ L２４ １７２ Ⅶ １ 撹乱 地文無文

挿図
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Ⅴ―１ ６ P―１ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―１ ６ ２ Ⅴb １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―１ ６ P―２ １ Ⅴb １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―１ ６

P―３
１ Ⅴb １ 覆土 R｛L２｝

Ⅴ―１ ６ ２ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―１ ６ ３ Ⅴb １ 覆土 ナデ
Ⅴ―１ ６ P―７ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―１ １ ２ Ⅴa ３３ 覆土 復元土器
Ⅴ―１ ６ P―８ １ Ⅴa ３ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―１ ６ P―１０ １ Ⅴb １ 覆土 複節R｛L２（R２）｝
Ⅴ―１ ６ ２ Ⅴa １ 覆土上 L｛R２｝
Ⅴ―１ ６ P―１２ １ Ⅴa ３ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―１ ６ P―１４ １ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―１ ６ P―１５ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―１ ６

P―１６
１ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝

Ⅴ―１ ６ ２ Ⅴb ４ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―１ ６ ３ Ⅴb ２ 覆土 ナデ
Ⅴ―１ ６ P―１７ １ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―２ １

P―１８
１ Ⅵ １ 覆土 復元土器

Ⅴ―２ １ ２ Ⅵ １ 覆土 復元土器
Ⅴ―２ ６ ３ Ⅴa ２ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―２ ６

P―１９
１ Ⅴb １ 覆土 磨り消し縄文

Ⅴ―２ ６ ２ Ⅴb ９ 覆土 ナデ
Ⅴ―２ ６ ３ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―２ ６ P―２０ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―２ ６ P―２１ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―２ ６ P―２２ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝？
Ⅴ―２ ６ ２ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―３ ６

P―２７

１ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―３ ６ ２ Ⅴb １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―３ ６ ３ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―３ １ ４ Ⅴa １ 覆土 復元土器
Ⅴ―３ ６ P―２９ １ Ⅴb １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―３ ６ P―３２ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―３ ６ P―３３ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―３ ６ P―３４ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―３ ６ P―３５ １ Ⅴa １６ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―３ ６ P―３６ １ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―３ １

P―３７

１ Ⅴa ９ 覆土 復元土器
Ⅴ―３ １ ２ Ⅴa ４ 覆土 復元土器
Ⅴ―３ １ ３ Ⅴa ５ 覆土 復元土器
Ⅴ―４ ２ ４ Ⅴa １６ 覆土 復元土器
Ⅴ―４ ２ ５ Ⅴa １２ 覆土 復元土器
Ⅴ―４ ２ ６ Ⅴa ３ 覆土 復元土器
Ⅴ―４ ７ ７ Ⅴb ４ 覆土 ナデ
Ⅴ―４ ７ ８ Ⅴb １ 覆土 磨り消し縄文L｛R２｝
Ⅴ―４ ７ ９ Ⅴb １ 覆土 細い縄R｛L２｝
Ⅴ―４ ７ １０ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―４ ７ １１ Ⅴa ４ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―４ ７

P―３８

１ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―４ ７ ２ Ⅴb １ 覆土 ナデ
Ⅴ―４ ７ ３ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―４ ７ ４ Ⅴb ４ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―４ ７ ５ Ⅴb １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―４ ２

P―３９
１ Ⅴa ４ 覆土 復元土器

Ⅴ―４ ７ ２ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―４ ２ ３ Ⅴa １２ 覆土 復元土器
Ⅴ―５ ７ P―４１ １ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―５ ７ P―４４ １ Ⅴb １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―５ ２ ２ Ⅴb ３ 覆土 復元土器
Ⅴ―５ ７ P―４５ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―５ ７ P―４６ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―５ ７ P―４７ １ Ⅴb １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―５ ７ P―４８ １ Ⅴb ２ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―５ ７ ２ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―５ ７ P―４９ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―５ ７ P―５０ １ Ⅴb １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―５ ７ P―５１ １ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―５ ７ P―５２ １ Ⅴa ２ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―５ ７ P―５３ １ Ⅴa ３ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―５ ７ P―５４ １ Ⅴa １ 覆土 ナデ
Ⅴ―５ ７ ２ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―５ ７

P―５５
１ Ⅴb １ 覆土 L｛R２｝

Ⅴ―５ ７ ２ Ⅴb ３ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―５ ７ ３ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―５ ７ P―５６ １ Ⅴb １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―５ ７

P―５８

１ Ⅴb １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―５ ７ ２ Ⅴb １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―５ ７ ３ Ⅴb ２ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―５ ７ ４ Ⅵ １ 覆土 原体不明
Ⅴ―６ ７ P―６１ １ Ⅴa ２ 覆土中 L｛R２｝
Ⅴ―６ ７ ２ Ⅴa １ 覆土中 R｛L２｝
Ⅴ―６ ７ P―６２ １ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―６ ７ P―６４ １ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―６ ７ ２ Ⅴb １ 覆土 ナデ
Ⅴ―６ ７ P―６５ １ Ⅴb ３ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―６ ７ ２ Ⅴb ３ 覆土 R｛L２｝？
Ⅴ―６ ７ P―６８ １ Ⅴa １ 覆土 L｛R２｝
Ⅴ―６ ７ P―６９ １ Ⅴa １ 覆土 R｛L２｝
Ⅴ―６ ７ F―１ １ Ⅴa １ 焼土 撚糸文
Ⅴ―６ ７ F―２ １ Ⅴb １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―６ ７ F―６ １ Ⅴb １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―６ ７ ２ Ⅴb ２ 焼土 ナデ
Ⅴ―６ ７ F―７ １ Ⅴa １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―６ ７ ２ Ⅴb １ 焼土 R｛L２｝
Ⅴ―６ ７ F―１０ １ Ⅳc １ 焼土 細い縄R｛L２｝
Ⅴ―６ ７ ２ Ⅴb １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―６ ７ F―１１ １ Ⅴb １ 焼土 R｛L２｝
Ⅴ―６ ７ F―１２ １ Ⅴa １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―６ ８

F―１３
１ Ⅴa １ 焼土 L｛R２｝

Ⅴ―６ ８ ２ Ⅴa ２ 焼土 R｛L２｝
Ⅴ―６ ８ ３ Ⅴb １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―６ ８ F―１５ １ Ⅴa １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―６ ８ ２ Ⅴb １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―６ ８ F―１６ １ Ⅴa １ 焼土 ナデ
Ⅴ―６ ８

F―１９
１ Ⅴb １ 焼土 細い縄L｛R２｝

Ⅴ―６ ８ ２ Ⅴb １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―６ ８ ３ Ⅴa １ 焼土 R｛L２｝
Ⅴ―７ ８

F―２１
１ Ⅴb ４ 焼土 L｛R２｝

Ⅴ―７ ８ ２ Ⅴb １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―７ ８ ３ Ⅴb １ 焼土 R｛L２｝
Ⅴ―７ ８ F―２２ １ Ⅴa １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―７ ８ ２ Ⅴb １ 焼土 細い縄R｛L２｝
Ⅴ―７ ８ F―２３ １ Ⅴb １ 焼土 ナデ
Ⅴ―７ ８ F―２５ １ Ⅴb １ 焼土 細い縄L｛R２｝
Ⅴ―７ ８ ２ Ⅴa １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―７ ８ F―２６ １ Ⅴb １ 焼土 磨り消し縄文R｛L２｝
Ⅴ―７ ８ F―３１ １ Ⅴa １ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―７ ８ F―３４ １ Ⅴa １ 焼土 R｛L２｝
Ⅴ―７ ８ F―３５ １ Ⅴa ４ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―７ ８ F―３７ １ Ⅴa １ 焼土 R｛L２｝
Ⅴ―７ ２

F―３９

１ Ⅴa ５４ 焼土 復元土器
Ⅴ―７ ８ ２ Ⅴa １ 焼土 R｛L２｝
Ⅴ―７ ８ ３ Ⅴb １ 焼土 ナデ
Ⅴ―７ ８ ４ Ⅴb １ 焼土 ナデ
Ⅴ―７ ８ ５ Ⅴb １ 焼土 細い縄R｛L２｝
Ⅴ―７ ８ F―３９ ６ Ⅴb １ 焼土 R｛L２｝
Ⅴ―７ ８ F―４０ １ Ⅴa ２ 焼土 L｛R２｝
Ⅴ―７ ８ F―４２ １ Ⅱa ２ 焼土 R｛L２｝
Ⅴ―７ ８ ２ Ⅴa １ 焼土 R｛L２｝
Ⅴ―７ ８ F―４４ １ Ⅴa １ 焼土 R｛L２｝

挿図
番号

図版
番号

調査区
・遺構 番号 分類 点数 層位 調整・その他

Ⅴ―２６ ８ Q２０ ２５ Ⅱa １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ８ P１６ ２６ Ⅲb ２ 撹乱 L｛R２｝
Ⅴ―２６ ８ N６ ２７ Ⅳc １ Ⅴ L｛R２｝
Ⅴ―２６ ８ M２４ ２８ Ⅳc １ Ⅴ R｛L２｝
Ⅴ―２６ ８ L２ ２９ Ⅳc １ Ⅴ R｛L２｝

表Ⅶ－３ 掲載土器一覧
遺構出土掲載土器

包含層出土掲載土器



厚真町 朝日遺跡

２４６

挿図
番号

図版
番号

調査区
・遺構

掲載
番号 分類 層位 点数 遺物

番号 石材 長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm）

重量
（g） 備考

Ⅴ―８ １２
P―１

１ 石鏃 覆土 １ obs １．７ １．２ ０．４ ０．４５
Ⅴ―８ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs ２．０ １．２ ０．５ ０．５４
Ⅴ―８ １２ ３ 石鏃 覆土 １ obs ２．２ １．４ ０．５ ０．９５
Ⅴ―８ １２ P―２ １ 石鏃 覆土 １ メノウ １．９ １．９ ０．９ ２．１２
Ⅴ―８ １２

P―３

１ 石鏃 覆土 １ obs １．６ １．２ ０．４ ０．４７
Ⅴ―８ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs １．５ １．２ ０．４ ０．３３
Ⅴ―８ １２ ３ 石鏃 覆土 １ メノウ （２．０） １．２ ０．４ ０．６２
Ⅴ―８ １２ ４ 石錐 覆土 １ チャート ３．０ ２．５ １．１ ５．６０
Ⅴ―８ １２ ５ 石錐 覆土 １ チャート ２．３ ２．０ ０．７ ２．１１
Ⅴ―８ １２ ６ 石錐 覆土 １ メノウ ２．３ ２．０ ０．７ １．７８
Ⅴ―８ １２ P―５ １ 石鏃 覆土 １ obs １．４ １．０ ０．４ ０．３７
Ⅴ―８ １２ P―６ １ たたき石 覆土 １ 砂岩 （７．９） ６．１ ４．５ １６６
Ⅴ―８ １２

P―７
１ 石鏃 覆土 １ obs ２．１ １．３ ０．４ ０．８３

Ⅴ―８ １２ ２ Uフレイク 覆土 １ obs ４．９５ ２．６ １．１ １１．１
Ⅴ―８ １２ ３ たたき石 覆土 １ 砂岩 ２．５ ２．２ ２．０ １３．２６
Ⅴ―８ １２

P―８

１ 石鏃 覆土 １ obs １．３ ０．９ ０．５ ０．３７
Ⅴ―８ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs ２．３ １．５ ０．５ １．１１
Ⅴ―８ １２ ３ 石鏃 覆土 １ obs ２．５ １．４ ０．４ ０．６５
Ⅴ―８ １２ ４ 石鏃 覆土 １ 頁岩 （２．５） １．７ ０．７ １．３０
Ⅴ―８ １２ ５ 石錐 覆土 １ 頁岩 ２．２ １．６ ０．７ １．４５
Ⅴ―８ １２ ６ たたき石 覆土 １ 砂岩 ８．８ ５．２ ４．３ ２７８
Ⅴ―８ １２

P―９

１ 石鏃 覆土 １ obs ２．０ １．６ ０．５ ０．７４
Ⅴ―８ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs （１．４） １．３ ０．４ ０．５２
Ⅴ―８ １２ ３ 石鏃 覆土 １ obs （２．５） １．４ ０．５ ０．９５
Ⅴ―８ １２ ４ 石鏃 覆土 １ 頁岩 （２．５） １．６ ０．６ １．１５
Ⅴ―８ １２ ５ 石鏃 覆土 １ obs （１．３） １．３ ０．４ ０．５０
Ⅴ―８ １２ ６ 石錐 覆土 １ メノウ （３．０） （２．６） １．０ ５．０７
Ⅴ―８ １２ ７ スクレイパー 覆土 １ メノウ ６．２ ４．３ １．２ ２３．８９
Ⅴ―８ １２

P―１０
１ スクレイパー 覆土 １ メノウ （２．５） ２．０ ０．７ ２．２５

Ⅴ―８ １２ ２ たたき石 覆土 １ 砂岩 （７．６） ７．３ ５．６ ２９６
Ⅴ―９ １２ ３ 台石 覆土 １ 泥岩 １６．７ １１．５ １１．８ ３．２kg
Ⅴ―８ １２ P―１１ １ 石鏃 覆土 １ obs １．４ １．１ ０．５ ０．４２
Ⅴ―８ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs （１．８） １．６ ０．５ ０．７２
Ⅴ―８ １２ P―１２ １ スクレイパー 覆土 １ メノウ ３．２ １．４ ０．７ ２．４４
Ⅴ―９ １２ ２ 台石 覆土 １ 石英片岩 ４３．３ ２７．０ ７．０ １１．０kg
Ⅴ―９ １２ P―１３ １ 石鏃 覆土 １ obs １．８ １．４ ０．４ ０．５３
Ⅴ―９ １２ ２ スクレイパー 覆土上層 １ 頁岩 ３．８ ４．０ １．３ １８．５３
Ⅴ―９ １２

P―１４

１ 石鏃 覆土 １ メノウ （２．９） １．８ ０．６ １．６７
Ⅴ―９ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs １．７ １．０ ０．３ ０．２９
Ⅴ―９ １２ ３ スクレイパー 覆土 １ obs ２．６ ２．６ ０．６ ２．５２
Ⅴ―９ １２ ４ スクレイパー 覆土 １ チャート ４．４ ２．７ １．１ ９．８６
Ⅴ―１０ １２ P―１５ １ 石鏃片 覆土 １ obs １．０ ０．７ ０．３ ０．１０
Ⅴ―１０ １２ ２ スクレイパー 覆土 １ obs ３．１ ２．９ ０．９ ５．１６
Ⅴ―１０ １２ P―１６ １ スクレイパー 覆土 １ obs ２．０ ３．５ １．２ ５．５５
Ⅴ―１０ １２ P―１７ １ 石鏃 覆土 １ obs ２．４ １．０ ０．６ ０．７６
Ⅴ―１０ １２ ２ スクレイパー 覆土 １ 頁岩 ４．６ ３．０ １．４ １５．９３
Ⅴ―１０ １２

P―１８

１ 石鏃 覆土 １ 頁岩 （１．９） １．７ ０．５ ０．８０
Ⅴ―１０ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs （２．３） １．４ ０．６ １．１２
Ⅴ―１０ １２ ３ 石鏃 覆土 １ obs ２．２ １．４ ０．５ １．１０
Ⅴ―１０ １２ ４ 石鏃 覆土 １ obs （１．６） １．５ ０．５ ０．７３ 被熱
Ⅴ―１０ １２ ５ 石錐 覆土 １ メノウ ３．０ ０．９ ０．６ １．１４
Ⅴ―１０ １２ ６ たたき石片 覆土 １ 斑レイ岩 （５．７） ６．４ ２．０ １２１
Ⅴ―１０ １２

P―１９

１ 石鏃 覆土 １ メノウ ２．３ １．４ ０．３ ０．６４
Ⅴ―１０ １２ ２ 石鏃 覆土 １ メノウ ２．５ １．７ ０．８ ２．１２
Ⅴ―１０ １２ ３ 石鏃 覆土 １ obs （１．５） １．４ ０．４ ０．４８
Ⅴ―１０ １２ ４ 石鏃 覆土 １ obs （１．４） １．３ ０．４ ０．５９
Ⅴ―１０ １２ ５ 石鏃 覆土 １ obs （１．８） １．５ ０．５ ０．６７
Ⅴ―１０ １２ ６ 石鏃 覆土 １ obs （１．７） １．４ ０．５ ０．７３
Ⅴ―１０ １２ ７ 石鏃 覆土 １ obs （２．２） １．４ ０．５ ０．９０
Ⅴ―１０ １２ ８ 石鏃 覆土 １ obs （２．１） １．４ ０．５ ０．７３ 被熱
Ⅴ―１０ １２ ９ 石鏃 覆土 １ obs （２．２） １．６ ０．５ ０．９１
Ⅴ―１０ １２ １０ 石錐 覆土 １ obs １．８ １．２ ０．４ ０．４５
Ⅴ―１０ １２ １１ 石錐 覆土 １ メノウ ２．７ １．７ ０．７ １．７９
Ⅴ―１０ １２ １２ 石錐 覆土 １ メノウ ２．７ １．６ ０．８ ２．６５
Ⅴ―１０ １２ １３ 石錐片 覆土 １ obs （１．５） １．０ ０．４ ０．２９
Ⅴ―１０ １２ １４ スクレイパー 覆土 １ obs ３．４ ４．９ １．５ １４．５５
Ⅴ―１０ １２ １５ スクレイパー 覆土 １ obs ２．１ ３．４ ０．７ ２．８２
Ⅴ―１０ １２ １６ スクレイパー 覆土 １ obs １．９ ２．６ ０．６ ２．１２
Ⅴ―１０ １２ １７ スクレイパー 覆土 １ obs １．５ ２．１ ０．６ １．６６ 被熱
Ⅴ―１０ １２ １８ 石核 覆土 １ メノウ ２．９ ４．０ １．５ １５．５
Ⅴ―１０ １４ １９ たたき石 覆土 １ 頁岩 １２．５ ５．３ ４．０ ３３６
Ⅴ―１０ １４ ２０ 砥石 覆土 １ 砂岩 （１２．４） ６．４ ２．５ ３２２
Ⅴ―１０ １４ ２１ すり石 覆土 １ 緑色泥岩 １１．８ ６．９ １．８ ２５８
Ⅴ―１１ １２

P―２０

１ 石鏃 覆土 １ obs （２．２） （１．４） ０．５ ０．８３
Ⅴ―１１ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs １．６ １．５ ０．３ ０．４１
Ⅴ―１１ １２ ３ 石鏃 覆土 １ obs （１．３） ０．８ ０．３ ０．２０
Ⅴ―１１ １２ ４ 石鏃 覆土 １ obs （０．９） ０．６ ０．３ ０．０９
Ⅴ―１１ １２ ５ 石錐 覆土 １ 頁岩 ４．６ ３．３ １．６ １５．８２
Ⅴ―１１ １２ ６ 石錐 覆土 １ 頁岩 ２．９ １．９ ０．６ ２．７７
Ⅴ―１１ １４

P―２７
１ たたき石 覆土 １ 砂岩 ３．７ ３．６ ２．１ ３９．０

Ⅴ―１１ １４ ２ たたき石 覆土 １ 片麻岩 １３．７ ６．５ ２．９ ４５４
Ⅴ―１１ １４ ３ くぼみ石 覆土 １ 砂岩 （８．２） ５．２ ３．２ １７８
Ⅴ―１１ １４

P―２９

１ 石鏃 覆土 １ obs １．７ １．１ ０．４ ０．５１
Ⅴ―１１ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs ２．２ １．１ ０．４ ０．７０
Ⅴ―１１ １２ ３ 石錐 覆土 １ obs ２．６ １．４ １．０ ２．３８
Ⅴ―１１ １４ ４ たたき石 覆土 １ 砂岩 （１０．８） ５．４ ３．１ ３０２
Ⅴ―１１ １４ P―３１ １ すり石 覆土 １ 片麻岩 ６．９４ ３．９ ２．０ ８８．３
Ⅴ―１１ １２

P―３２
１ 石鏃 覆土 １ obs ２．０ １．３ ０．４ ０．６１

Ⅴ―１１ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs （２．１） １．４ ０．４ ０．８５
Ⅴ―１１ １２ ３ 石錐 覆土 １ チャート ３．１ １．７ ０．９ ３．１５
Ⅴ―１１ １２

P―３３

１ 石鏃 覆土 １ obs ２．４ １．３ ０．４ ０．６２
Ⅴ―１１ １２ ２ Uフレイク 覆土 １ チャート ６．３ ２．６ １．１ １２．６２
Ⅴ―１１ １２ ３ 石錐 覆土 １ チャート （２．１） ０．９ ０．９ １．３３
Ⅴ―１１ １４ ４ たたき石 覆土 １ 片岩 １２．９ ８．０ ７．０ ９８４
Ⅴ―１１ １４ ５ 石斧片 覆土 １ 緑色泥岩 （１１．９） ５．１ ３．２ ３０２
Ⅴ―１２ １２ P―３６ １ 石鏃 覆土 １ 頁岩 （２．１） １．７ ０．５ ０．９３
Ⅴ―１２ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs （１．６） ２．１ ０．４ ０．８１
Ⅴ―１２ １２

P―３７

１ 石鏃 覆土 １ obs ２．５ １．３ ０．５ ０．６８
Ⅴ―１２ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs （２．３） （１．５） ０．５ ０．８８
Ⅴ―１２ １２ ３ 石鏃 覆土 １ メノウ ３．０ １．９ １．０ ４．７５
Ⅴ―１２ １２ ４ 石錐 覆土 １ 頁岩 （２．１） ０．８ ０．４ ０．４５
Ⅴ―１２ １２ ５ つまみ付ナイフ 覆土 １ 頁岩 ５．４ ５．０ １．６ ２９．４
Ⅴ―１２ １２

P―３８

１ 石鏃 覆土 １ obs １．８ １．２ ０．４ ０．４６
Ⅴ―１２ １２ ２ 石鏃 覆土 １ obs １．８ １．４ ０．５ ０．５８
Ⅴ―１２ １２ ３ 石鏃 覆土 １ obs ２．４ １．２ ０．３ ０．３８
Ⅴ―１２ １２ ４ 石鏃 覆土 １ obs （２．０） １．５ ０．５ ０．７７
Ⅴ―１２ １２ ５ 石鏃 覆土 １ obs （２．１） １．２ ０．５ ０．７５
Ⅴ―１２ １２ ６ 石鏃 覆土 １ 頁岩 （１．８） １．３ ０．４ ０．５２
Ⅴ―１２ １２ ７ 石鏃 覆土 １ 頁岩 （１．７） （１．３） ０．４ ０．５８
Ⅴ―１２ １２ ８ 石鏃 覆土 １ obs （１．９） （０．９） ０．５ ０．５３
Ⅴ―１２ １２ ９ 石鏃 覆土 １ obs （２．５） （１．３） ０．６ ０．９５
Ⅴ―１２ １２ １０ 石鏃 覆土 １ obs （１．９） （２．１） ０．５ ０．８８
Ⅴ―１２ １２ １１ 石錐 覆土 １ チャート ２．６ １．９ ０．９ ２．８２
Ⅴ―１２ １２ １２ 石錐 覆土 １ メノウ （２．６） （２．１） １．１ ４．４１
Ⅴ―１２ １２ １３ 石錐 覆土 １ 頁岩 （１．７） ０．６ ０．４ ０．２４
Ⅴ―１２ １２ １４ スクレイパー 覆土 １ チャート ４．７ ３．３ １．１ １６．３２
Ⅴ―１２ １２ P―４１ １ 石錐 覆土 １ チャート ２．１ （２．０） ０．９ １．９０
Ⅴ―１２ １２ ２ スクレイパー 覆土 １ メノウ ５．６ ３．０ ０．６ ９．４９
Ⅴ―１２ １２ P―４７ １ スクレイパー 覆土 １ obs （４．８） １．６ ０．９ ４．１５
Ⅴ―１２ １５ ２ 石斧 覆土 １ 緑色泥岩 ３１．０ ７．１ ２．５ ９１８．６
Ⅴ―１２ １５ P―４９ １ たたき石 覆土 １ 砂岩 １２．９ ８．５ ２．４ ３８６
Ⅴ―１３ １２ P―５０ １ スクレイパー 覆土 １ メノウ ３．４ ３．０ １．８ １０．３６
Ⅴ―１３ １２

P―５５

１ 石鏃 覆土 １ obs （１．８） １．３ ０．３ ０．３８ 被熱
Ⅴ―１３ １２ ２ 石錐 覆土 １ チャート （２．９） ２．９ １．０ ４．５０
Ⅴ―１３ １２ ３ スクレイパー 覆土 １ obs （３．３） （３．１） ０．９ ３．１９
Ⅴ―１３ １２ ４ スクレイパー 覆土 １ xz ６．０ ４．６ １．９ ２７．０６
Ⅴ―１３ １２ P―５６ １ 石鏃 覆土 １ obs （２．４） １．３ ０．５ ０．９９
Ⅴ―１３ １２ ２ 石錐 覆土 １ チャート （３．１） ２．２ ０．８ ２．９８
Ⅴ―１３ １３

P―５８

１ 石鏃 覆土 １ obs １．７ １．３ ０．４ ０．３４
Ⅴ―１３ １３ ２ 石鏃 覆土 １ obs （１．９） １．３ ０．４ ０．５０
Ⅴ―１３ １３ ３ 石鏃 覆土 １ obs ２．１ １．６ ０．８ １．３８
Ⅴ―１３ １３ ４ 石錐 覆土 １ メノウ ２．６ ２．７ １．２ ６．１２
Ⅴ―１３ １３ ５ 石錐 覆土 １ obs ２．６ １．６ ０．７ ２．１８
Ⅴ―１３ １３ ６ スクレイパー 覆土 １ obs １．９ ２．７ ０．９ ３．２６
Ⅴ―１３ １３ ７ スクレイパー 覆土 １ obs ２．５ ２．６ １．１ ３．９１
Ⅴ―１３ １３

P―６１

１ 石鏃 覆土下層 １ obs ２．１ １．７ ０．５ ０．７７
Ⅴ―１３ １３ ２ 石鏃 覆土下層 １ obs （２．０） （１．５） ０．５ ０．８０
Ⅴ―１３ １３ ３ 石鏃 覆土上層 １ obs （２．１） １．５ ０．５ ０．９３
Ⅴ―１３ １３ ４ 石鏃 覆土中層 １ チャート （１．６） １．６ ０．５ ０．６２
Ⅴ―１３ １３ ５ 石錐 覆土上層 １ メノウ ２．６ １．９ ０．８ ２．３８
Ⅴ―１３ １３ ６ すり石 覆土上層 １ 砂岩 ７．８ ４．９ １．６ ７７．６
Ⅴ―１３ １３ P―６２ １ 石鏃 覆土 １ obs （３．９） １．７ ０．９ ３．４０
Ⅴ―１３ １３ P―６３ １ 石鏃 覆土 １ obs （１．３） １．０ ０．４ ０．２７
Ⅴ―１３ １３ P―６５ １ 石鏃 覆土� １ obs （２．０） １．７ ０．７ １．１５
Ⅴ―１３ １３

P―６８

１ 石鏃 覆土 １ obs （１．８） １．５ ０．５ ０．８６
Ⅴ―１３ １３ ２ 石鏃 覆土 １ obs ３．４ １．８ ０．５ １．８３
Ⅴ―１３ １３ ３ 異形石器 覆土 １ obs （２．２） （２．９） ０．７ １．７８
Ⅴ―１３ １３ ４ たたき石 覆土 １ 片麻岩 １０．１ ６．０ ５．３ ５３４
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Ⅴ―１３ １３

P―６９

１ 石鏃 覆土 １ １ obs （２．２） １．５ ０．５ ０．９７
Ⅴ―１３ １３ ２ 石錐 覆土 １ ２８ チャート ３．６ ３．１ １．１ ７．５６
Ⅴ―１３ １３ ３ 石錐 覆土 １ ３０ チャート （３．５） （２．７） ０．７ ４．８５
Ⅴ―１３ １３ ４ スクレイパー 覆土 １ メノウ ４．２ ２．４ １．２ ９．９０
Ⅴ―１３ １５ ５ 台石 覆土 １ 砂岩 ２４．２ １８．９ ８．５ ６．０kg
Ⅴ―１４ １３

F―１

１ 石鏃 焼土中 １ obs ３．４ １．４ ０．４ ０．９５
Ⅴ―１４ １３ ２ 石鏃 焼土中 １ obs （２．４） （１．６） ０．８ １．５７
Ⅴ―１４ １３ ３ 石鏃片 焼土中 １ obs （１．０） （１．０） ０．４ ０．２０
Ⅴ―１４ １３ ４ 石錐 焼土中 １ obs ２．２ １．９ ０．９ ２．６２
Ⅴ―１４ １３ ５ スクレイパー 焼土中 １ obs （３．８） ３．１ １．０ １０．２４
Ⅴ―１４ １３ F―５ １ 石錐 焼土中 １ チャート ２．６ １．８ ０．７ １．４１
Ⅴ―１４ １３ ２ 石鏃片 焼土中 １ 頁岩 （１．５） １．７ ０．６ ０．８６
Ⅴ―１４ １３ F―６ １ 石鏃 焼土中 １ ４ obs （２．７） １．４ ０．４ ０．８７
Ⅴ―１４ １３ ２ 石鏃 焼土中 １ ５ obs （１．５） （１．１） ０．４ ０．３７
Ⅴ―１４ １３

F―７
１ 石鏃片 焼土中 １ obs （１．２） １．６ ０．５ ０．６０

Ⅴ―１４ １３ ２ 石錐 焼土中 １ メノウ ３．１ １．９ １．０ ４．４９
Ⅴ―１４ １３ ３ つまみ付ナイフ 焼土中 １ チャート ６．８ ３．２ １．２ ２２．３６
Ⅴ―１４ １３ F―８ １ 石鏃 焼土中 １ メノウ （２．１） １．３ ０．５ ０．８３
Ⅴ―１４ １３

F―１０

１ 石鏃 焼土中 １ １ obs ２．１ １．４ ０．５ ０．７１
Ⅴ―１４ １３ ２ 石鏃 焼土中 １ ４ obs ２．３ １．５ ０．５ ０．８７
Ⅴ―１４ １３ ３ 石鏃 焼土中 １ １ obs （１．５） １．６ ０．６ ０．８８
Ⅴ―１４ １３ ４ 石鏃 焼土中 １ ３ 頁岩 １．９ １．６ ０．５ ０．６０ 被熱
Ⅴ―１４ １３ F―１１ １ 石錐 焼土中 １ ２ チャート （２．４） １．８ ０．９ ２．５０
Ⅴ―１４ １３ F―１２ １ 石錐 焼土中 １ ４ 頁岩 （２．９） （１．５） １．０ ２．５４
Ⅴ―１４ １３ F―１３ １ 石鏃 焼土中 １ １ obs （２．０） （１．３） ０．４ ０．４９
Ⅴ―１４ １３ ２ 石錐 焼土中 １ チャート （２．８） （２．２） ０．７ ２．８９
Ⅴ―１４ １３ F―１４ １ スクレイパー 焼土中 １ obs ４．９ ３．６ １．７ ２２．７６
Ⅴ―１４ １３

F―１５
１ 石鏃 焼土中 １ 頁岩 ３．１ １．１ ０．５ ０．９６

Ⅴ―１４ １３ ２ 石錐 焼土中 １ チャート ３．９ ２．５ １．１ ６．９３
Ⅴ―１４ １３ ３ スクレイパー 焼土中 １ 頁岩 ５．４ ３．６ １．３ １１．３１
Ⅴ―１４ １３ F―１６ １ くぼみ石 焼土中 １ 砂岩 （７．４） ６．８ ４．０ ２２０
Ⅴ―１４ １３ F―１９ １ スクレイパー 焼土中 １ obs ２．３ ２．３ ０．７ ２．５７
Ⅴ―１４ １３

F―２１
１ 石鏃 焼土中 １ obs （２．１） １．３ ０．６ ０．９６

Ⅴ―１４ １３ ２ 石鏃片 焼土中 １ ８ obs （１．９） （１．７） ０．４ ０．７９
Ⅴ―１４ １３ ３ 石鏃片 焼土中 １ チャート （２．１） １．４ ０．６ １．３３ 被熱
Ⅴ―１４ １３ F―２２ １ 石鏃 焼土中 １ obs ３．２ １．８ ０．９ １．３２ 被熱
Ⅴ―１４ １３ ２ 石鏃 焼土中 １ obs ２．１ １．４ ０．４ ０．４９
Ⅴ―１４ １３ F―２３ １ 石鏃 焼土中 １ obs ２．１ １．２ ０．４ ０．５８
Ⅴ―１４ １３ ２ 石鏃 焼土中 １ obs ２．８ （１．３） ０．５ ０．９１
Ⅴ―１４ １３

F―２５
１ 石鏃 焼土中 １ obs １．６ １．２ ０．３ ０．４１

Ⅴ―１４ １３ ２ 石鏃片 焼土中 １ チャート （２．１） ２．２ ０．３ ０．８５
Ⅴ―１４ １３ ３ 石錐 焼土中 １ obs （２．０） （１．２） ０．８ ０．５９ 被熱
Ⅴ―１４ １３ F―２６ １ 石鏃 焼土中 １ obs １．７ １．４ ０．５ ０．４９
Ⅴ―１４ １３ ２ 砥石 焼土中 １ 砂岩 １０．８ １６．８ ４．７ １．１７kg
Ⅴ―１５ １３

F―３０

１ 石鏃 焼土中 １ obs １．７ １．５ ０．４ ０．４１ 被熱
Ⅴ―１５ １３ ２ 石鏃 焼土中 １ メノウ ３．７ １．７ ０．５ １．５７
Ⅴ―１５ １３ ３ 石鏃片 焼土中 １ メノウ （１．３） １．３ ０．４ ０．３８
Ⅴ―１５ １３ ４ 石鏃片 焼土中 １ obs （１．６） １．５ ０．５ ０．７２
Ⅴ―１５ １３ ５ 石鏃片 焼土中 １ メノウ （２．２） １．７ ０．４ ０．９５
Ⅴ―１５ １３ ６ 石鏃片 焼土中 １ メノウ （２．７） １．８ ０．６ ２．２９
Ⅴ―１５ １３ ７ 石錐 焼土中 １ 砂岩 ３．７ ２．８ １．０ ４．０５
Ⅴ―１５ １３ F―３１ １ 石鏃 焼土中 １ obs ３．１ １．７ ０．５ １．２７
Ⅴ―１５ １３ F―３２ １ 石鏃片 焼土中 １ 頁岩 （２．２） （１．３） ０．５ ０．６０
Ⅴ―１５ １３ F―３３ １ つまみ付ナイフ 焼土中 １ obs ４．０ ５．９ １．２ １４．０
Ⅴ―１５ １３

F―３５
１ 石鏃 焼土中 １ obs ２．０ １．２ ０．５ ０．６０ 被熱

Ⅴ―１５ １３ ２ 石鏃 焼土中 １ obs （２．０） １．８ ０．５ ０．７６
Ⅴ―１５ １３ ３ 石鏃 焼土中 １ obs ２．０ １．６ ０．５ ０．７０
Ⅴ―１５ １３ F―３７ １ 石錐 焼土中 １ チャート ３．０ １．９ ０．９ ３．７２
Ⅴ―１５ １３

F―３９

１ 石鏃 焼土中 １ obs ２．１ （１．３） ０．５ ０．８１
Ⅴ―１５ １３ ２ 石鏃 焼土中 １ obs （２．４） １．５ ０．５ １．０５
Ⅴ―１５ １３ ３ 石鏃 焼土中 １ obs （２．５） １．８ ０．６ １．０８ 被熱
Ⅴ―１５ １３ ４ 石錐 焼土中 １ メノウ ２．７ ２．０ ０．８ ２．５４
Ⅴ―１５ １３ F―４２ １ 石鏃 焼土中 １ obs （２．２） １．９ ０．５ １．０５ 被熱
Ⅴ―１５ １３ ２ 石鏃 焼土中 １ obs （２．５） １．７ ０．７ １．８３
Ⅴ―１５ １３ SP―８ １ 石鏃 覆土 １ obs （２．５） １．７ ０．５ １．２３
Ⅴ―１５ １５

遺物
集中１

１ 石斧未成品 Ⅴ層 １ 緑色泥岩 １４．３ ６．０ １．７ ２０６
Ⅴ―１５ １５ ２ 石斧未成品 Ⅴ層 １ 片岩 １７．１ ４．１ ２．３ ２８４
Ⅴ―１５ １５ ３ 石斧未成品 Ⅴ層 １ 砂岩 １７．８ ５．０ １．８ ２９６
Ⅴ―１６ １５

遺物
集中２

１ 石核 Ⅴ層 １ obs ２．４ ６．６ ２．１
Ⅴ―１６ １５ ２ 石斧未成品 Ⅴ層 １ 緑色泥岩 １７．７ ６．２ ２．７ ３９８
Ⅴ―１６ １５ ３ 石斧未成品 Ⅴ層 １ 緑色泥岩 １４．１ ６．５ １．６ ２１８
Ⅴ―１６ １３ 獣骨片集中１ １ 石鏃 Ⅴ層 １ obs １．７ １．５ ０．４ ０．５４

挿図
番号

図版
番号

調査区
・遺構

掲載
番号 分類 層位 点数 遺物

番号 石材 長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm）

重量
（g） 備考

Ⅴ―３２ １６ Q１６ １ 石鏃 Ⅴ １ obs ２．１ １．２ ０．４ ０．７０
Ⅴ―３２ １６ O１１ ２ 石鏃 撹乱 １ obs ３．２ １．２ ０．３ ０．８７
Ⅴ―３２ １６ K１２ ３ 石鏃 Ⅴ １ 頁岩 ３．２ １．８ ０．７ ２．１０
Ⅴ―３２ １６ O１１ ４ 石鏃 撹乱 １ obs ３．５ １．８ ０．４ １．７１
Ⅴ―３２ １６ O１１ ５ 石鏃 撹乱 １ obs ３．６ １．３ ０．４ ０．８５
Ⅴ―３２ １６ O１１ ６ 石鏃 撹乱 １ obs ３．６ １．２ ０．２ ０．７２
Ⅴ―３２ １６ O１１ ７ 石鏃 撹乱 １ チャート ３．９ １．７ ０．５ ２．３１
Ⅴ―３２ １６ O１１ ８ 石鏃 撹乱 １ obs ３．９ １．６ ０．５ １．８９
Ⅴ―３２ １６ O１１ ９ 石鏃 撹乱 １ obs ４．７ １．５ ０．４ １．６０
Ⅴ―３２ １６ O１１ １０ 石鏃 撹乱 １ obs ４．１ １．０ ０．３ １．４０
Ⅴ―３２ １６ P１５ １１ 石鏃 Ⅴ １ obs （３．８） １．４ ０．５ １．９５
Ⅴ―３２ １６ P２１ １２ 石鏃 Ⅴ １ obs ３．８ ２．１ ０．３ １．８０
Ⅴ―３２ １６ Q２０ １３ 石槍 Ⅴ １ obs ７．３ ２．５ ０．７ １０．２
Ⅴ―３２ １６ P１９ １４ 石槍 撹乱 １ obs （５．８） ２．０ ０．８ ６．４９
Ⅴ―３２ １６ L１０ １５ 石槍 Ⅴ １ obs （５．７） ２．８ １．０ １３．３
Ⅴ―３２ １６ L１４ １６ 石錐 Ⅴ １ チャート ５．３ ４．７ １．１ １９．８４
Ⅴ―３２ １６ L５ １７ 石錐 Ⅴ １ チャート ３．２ ３．０ ０．８ ７．８１
Ⅴ―３２ １６ k１４ １８ 石錐 Ⅴ １ チャート ３．２ ２．５ ０．８ ５．２４
Ⅴ―３２ １６ M１５ １９ 石錐 Ⅴ １ チャート ５．１ ２．０ １．０ ４．３８
Ⅴ―３２ １６ Q２０ ２０ 石錐 Ⅴ １ チャート ４．５ ２．２ ０．７ ３．２１
Ⅴ―３２ １６ K１６ ２１ 石錐 Ⅴ １ 頁岩 ４．０ １．８ ０．６ １．８２
Ⅴ―３２ １６ L３ ２２ 石錐 Ⅴ １ チャート ３．８ ０．７ ０．４ １．０４
Ⅴ―３２ １６ L１１ ２３ 石錐 Ⅴ １ obs （４．４） １．８ ０．８ ４．３２
Ⅴ―３２ １６ O１８ ２４ つまみ付ナイフ 表土 １ obs ３．１ ３．８ ０．６ ４．６６
Ⅴ―３２ １６ M１４ ２５ つまみ付ナイフ Ⅴ １ チャート ５．４ ２．５ １．１ １０．４１
Ⅴ―３２ １６ K１６ ２６ つまみ付ナイフ Ⅴ １ 頁岩 ５．３ ４．０ １．４ ２４．５８
Ⅴ―３２ １６ L１０ ２７ つまみ付ナイフ Ⅴ １ 頁岩 ５．６ ４．３ １．０ １６．４８
Ⅴ―３２ １６ M２３ ２８ つまみ付ナイフ Ⅴ １ チャート ６．５ ６．４ １．４ ３９．０１
Ⅴ―３３ １６ L１６ ２９ つまみ付ナイフ Ⅴ １ 頁岩 ７．５ ５．１ １．６ ４９．６０
Ⅴ―３３ １６ M２３ ３０ つまみ付ナイフ Ⅴ １ obs ７．０ ２．２ ０．９ １３．７７
Ⅴ―３３ １６ L１７ ３１ つまみ付ナイフ Ⅴ １ チャート ９．９ ３．５ １．６ ３４．９０
Ⅴ―３３ １６ Q２０ ３２ つまみ付ナイフ Ⅴ １ obs ７．２ ４．４ ０．７ １４．７７
Ⅴ―３３ １６ L４ ３３ スクレイパー Ⅴ １ obs ２．７ ３．０ １．１ ６．５９
Ⅴ―３３ １６ P１８ ３４ スクレイパー Ⅴ １ obs （４．３） ３．３ １．３ １５．２１
Ⅴ―３３ １６ Q２１ ３５ スクレイパー Ⅴ １ obs ４．９ ２．２ １．０ ６．８７
Ⅴ―３３ １６ M６ ３６ スクレイパー Ⅲ １ チャート ３．８ ４．０ １．０ １５．１７
Ⅴ―３３ １６ L１５ ３７ スクレイパー Ⅴ １ obs ６．６ ４．０ １．６ ３５．７６
Ⅴ―３３ １６ L３ ３８ スクレイパー Ⅴ １ obs ６．８ ３．１ １．１ １７．３３
Ⅴ―３３ １６ M１４ ３９ スクレイパー Ⅴ １ 頁岩 ８．３ ３．１ １．７ ２６．８８
Ⅴ―３３ １６ K１１ ４０ スクレイパー Ⅴ １ 頁岩 ８．６ ３．４ １．４ ３０．２２
Ⅴ―３３ １６ L１１ ４１ スクレイパー Ⅴ １ チャート ８．１ ４．３ １．４ ３７．０１
Ⅴ―３３ １６ L３ ４２ スクレイパー Ⅴ １ 頁岩 ５．５ ６．５ １．６ ５２．４５
Ⅴ―３４ １６ Q１９ ４３ スクレイパー Ⅴ １ メノウ ９．２ ６．５ １．６ ７６．５２
Ⅴ―３４ １６ M１４ ４４ スクレイパー Ⅴ １ 頁岩 ９．３ ７．８ １．４ ６７．４５
Ⅴ―３４ １７ M１６ ４５ 石核 Ⅴ １ ５．３ ４．９ ３．４ ８１．９９
Ⅴ―３４ １７ L１７ ４６ 石核 Ⅴ １ チャート ６．７ ６．４ ３．５ １０５．１５
Ⅴ―３５ １７ M５ ４７ 石斧 Ⅴ １ 緑色泥岩 １６．３ ６．６ ３．７ ６１４．２
Ⅴ―３５ １７ K１６ ４８ 石斧 Ⅴ １ 緑色泥岩 ８．４ ４．４ １．９ １０９．３
Ⅴ―３５ １７ P１６ ４９ 石斧 撹乱 １ 緑色泥岩 ８．０ ３．２ １．８ ７３．５
Ⅴ―３５ １７ M１４ ５０ 石斧 Ⅴ １ 緑色泥岩 ９．４ ３．０ ０．９ ４１．３
Ⅴ―３５ １７ P２１ ５１ 石斧 Ⅴ １ 緑色泥岩 １０．０ ２．２ １．０ ３１．０
Ⅴ―３５ １７ L１６ ５２ たたき石 Ⅴ １ 砂岩 １３．５ ８．２ ６．６ １．０kg
Ⅴ―３５ １７ P１８ ５３ たたき石 Ⅴ １ 緑色泥岩 １２．７ ５．１ ２．８ ３１０
Ⅴ―３５ １７ M２１ ５４ たたき石 Ⅲ １ 砂岩 ２０．０ ５．０ ２．６ ３７５．１
Ⅴ―３５ １７ M１４ ５５ たたき石 Ⅴ １ 砂岩 １０．２ ５．５ ３．２ ３０８．５
Ⅴ―３５ １７ Q２０ ５６ たたき石 Ⅴ １ 砂岩 １４．１ ４．４ ４．４ ２３６．８ 顔料付
Ⅴ―３５ １７ L２２ ５７ たたき石 Ⅴ １ 泥岩 １０．７ ５．７ ４．６ ３２９．０
Ⅴ―３６ １７ Q２０ ５８ たたき石 Ⅴ １ 砂岩 １５．６ ６．８ ３．２ ４６６．１
Ⅴ―３６ １７ P１８ ５９ たたき石 Ⅴ １ 砂岩 １１．０ ５．２ ４．０ ３２２
Ⅴ―３６ １７ M１７ ６０ たたき石 Ⅴ １ 砂岩 ７．７ １２．７ ５．７ ７３０．５
Ⅴ―３６ １７ P２１ ６１ たたき石 Ⅴ １ 砂岩 ６．６ ９．０ ４．９ ３９７．５
Ⅴ―３６ １７ M１６ ６２ すり石 Ⅴ １ 砂岩 ９．７ ２５．２ ４．７ １．３２kg
Ⅴ―３６ １７ M１５ ６３ すり石 Ⅴ １ 砂岩 １２．５ ５．４ ３．０ ３３０．８ 顔料付
Ⅴ―３６ １７ L１５ ６４ すり石 Ⅴ １ 砂岩 ７．０ ５．８ ５．３ ３００．４
Ⅴ―３６ １７ Q１７ ６５ 砥石 Ⅴ １ 砂岩 （６．７） （１１．２） １．１ ７６．７
Ⅴ―３６ １７ M８ ６６ 砥石 Ⅴ １ 石灰岩 ５．０ ４．０ ２．５ ６４．６
Ⅴ―３６ １７ K１０ ６７ 砥石 Ⅲ １ 泥岩 ６．８ ３．７ ３．３ １．６．３
Ⅴ―３７ １７ M１６ ６８ くぼみ石 Ⅴ １ 砂岩 ８．４ ６．４ ６．０ ４２１．８
Ⅴ―３７ １７ N６ ６９ くぼみ石 Ⅴ １ 凝灰岩 ９．７ ５．６ ４．４ ２３６．８
Ⅴ―３７ １７ P１９ ７０ くぼみ石 Ⅴ １ 泥岩 ３．２ ３．２ ０．６ ８．０３
Ⅴ―３７ １７ M１５ ７１ 台石 Ⅲ １ 砂岩 ３２．８ ２０．２ ９．８ １１．０kg
Ⅴ―３７ １７ M６ ７２ 台石 Ⅴ １ 片麻岩 １８．７ １７．１ ４．８ ２．３３kg

表Ⅶ－４ 掲載石器一覧
遺構出土掲載石器

包含層出土掲載石器
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挿図
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調査区
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Ⅴ－１ １ ２ P－７ ３３ 覆土 Ⅴa 深鉢 上げ底 ミガキ LR ― （１５．９） ９．２ ―
Ⅴ－２ １ １ P－１８ １ 覆土 Ⅵ 片口 反り平底 ナデ RL・微隆起線 （１０．８） （７．０） ６．１ ―
Ⅴ－２ １ ２ １ 覆土 Ⅵ 片口 平底 ナデ ナデ （１３．５） （９．０） ６．３ ―
Ⅴ－３ １ ４ P－２７ １ 覆土 Ⅴa 深鉢 反り平底 ナデ LR ― （７．５） ６．１ ―
Ⅴ－３ １ １

P－３７

９ 覆土 Ⅴa 深鉢 上げ底 ナデ LR （１８．８） １５．７ （６．６） ―
Ⅴ－３ １ ２ ４ 覆土 Ⅴa 深鉢 上げ底 ナデ LR １４．１ １３．６ ５．４ ―
Ⅴ－３ １ ３ ５ 覆土 Ⅴa 浅鉢 上げ底 ミガキ RL （１５．８） ９．５５ ５．２ ―
Ⅴ－４ ２ ４ １６ 覆土 Ⅴa 深鉢 反り平底 ナデ一部ミガキ RL ― （１３．９） ９．５ ―
Ⅴ－４ ２ ５ １２ 覆土 Ⅴa 深鉢 上げ底 ミガキ RL ― （１０．４） ８．１ ―
Ⅴ－４ ２ ６ ３ 覆土 Ⅴa 浅鉢 ボール状底 ナデ LR （１４．２） ５．２ ― ―
Ⅴ－４ ２ １ P－３９ ４ 覆土 Ⅴa 小型鉢 反り平底 ナデ LR ８．２ ５．２ ３．６ ―
Ⅴ－４ ２ ３ ７ 覆土 Ⅴa 浅鉢 高台 ナデ一部ケズリ ミガキ

（有孔） ― （５．７） ８．８ ―Ⅴ－４ L１６ ５ Ⅴ
Ⅴ－５ ２ ２ P－４４ ３ 覆土 Ⅴb 浅鉢 ボール状底 ナデ ナデ ９．４ ５．１ ― ―

Ⅴ－７ ２ １ F－３９ ９ 焼土中 Ⅴa 深鉢 ― ナデ RL ３０．９ （２１．３） ― ―Q１９ ４４ Ⅴ

挿図
番号

図版
番号

掲載
番号

調査区
・遺構 点数 層位 分類 器形 底部 内面 外面調整 口径 器高 底径 最大径

Ⅴ―１７ ３ １ Q１９ ４３ Ⅴ Ⅳc 注口 ボール状中央凹形 ナデ LR磨り消し縄文 ４．４ １７．１ ３．７ ２０
Ⅴ―１７ ３ ２ Q１９ １２ Ⅴ Ⅴa 深鉢 ― ミガキ RL ２２．０ （１７．７） ― ―
Ⅴ―１８ ３ ３ Q２０ ９ Ⅴ Ⅴa 小型鉢 高台 ナデ LR ― （１２） ５．６ （１３．２）
Ⅴ―１８ ３ ４ L１２ ８０ Ⅴ Ⅴa 深鉢 ― ミガキ RL ２３．５ （３８．０） ― ２４．２
Ⅴ―１８ ３ ５ P２０ ７０ Ⅴ Ⅴa 深鉢 ― ナデ RL ３１．６ （２６．２） ― ―

Ⅴ―１９ ３ ６ Q１７ ４５ Ⅴ Ⅴa 深鉢 ― ミガキ RL ３０．６ （３０．６） ― ―Q１８ ３４ Ⅴ

Ⅴ―１９ ４ ７
P１８ １１ Ⅴ
Q１８ １ Ⅴ Ⅴa 深鉢 ― ナデ LR １９．４ （１３．２） ― ―
Q１９ １ Ⅴ

Ⅴ―１９ ４ ８ N６ ８ Ⅲ Ⅴb 浅鉢 ボール状 ミガキ LR （２２．２） １２．５ （９．６） ―
Ⅴ―２０ ４ ９ P２２ １２ Ⅴ Ⅴb 小型鉢 反り平底 ナデ一部ミガキ LR １３．１ ７．７ ６．２ ―
Ⅴ―２０ ４ １０ Q２０ １０ Ⅴ Ⅴb 浅鉢 （ボール状） ナデ RL ２１．０ ５．１ ― ―

Ⅴ―２１ ４ １１ N７ １ Ⅴ Ⅴb 浅鉢 反り平底屈曲なし ナデ一部ミガキ LR細縄文 １０．２ ５．４５ ７．２ １１．０O７ ２７ Ⅴ
Ⅴ―２１ ４ １２ O７ ４４ Ⅴ Ⅴb 浅鉢 ボール状 ナデ LR １４．８ （８．６） ― １５．８
Ⅴ―２１ ４ １３ O７ ４ Ⅴ Ⅴb 靴形 ボール状 ナデ LR （７．６） ３．７ ７．４ ―
Ⅴ―２１ ４ １４ P２０ １４ Ⅴ Ⅴb 浅鉢 ボール状 ナデ一部ミガキ LR １４．４ ６．６ ― ―
Ⅴ―２１ ４ １５ O７ ４ Ⅴ Ⅴb 浅鉢 ボール状中央凹形 ミガk RL （１０．３） ４．３ ― ―
Ⅴ―２１ ５ １６ P２０ １０ Ⅴ Ⅴb 小型鉢 反り平底 ナデ RL ９．７ ６．３ ６．３ ―

Ⅴ―２２ ５ １７
O１１ ２ Ⅴ
撹乱 ４ ― Ⅴb 注口 ボール状 ミガキ RL磨り消し縄文 １５．３ ９ ― ２３．４
表採 ６ ―

Ⅴ―２３ ４ １８ K１６ ４０ Ⅴ Ⅴb 浅鉢 ボール状 ナデ一部ミガキ ナデ一部ケズリ ２９．２ ８．２ ― ―

Ⅴ―２４ ４ １９
N６ ３０ Ⅲ
M６ ８ Ⅲ Ⅴb 浅鉢 ボール状 ナデ RL （３０．６） １３．４５ （２３．０） ―
N７ １３ Ⅲ

Ⅴ―２５ ５ ２０ N１５ ３ Ⅴ Ⅴa ミニチュア ボール状 ナデ ナデ ６．６ ４．１５ ― ―
Ⅴ―２５ ５ ２１ O７ １ Ⅴ Ⅴa ミニチュア ボール状 ナデ ナデ（有孔） （５．８） ２．１５ ― ―
Ⅴ―２５ ５ ２２ ST１６ １０ Ⅴ Ⅴa ミニチュア ボール状 ナデ ナデ （８．６） ４．０５ ― ―
Ⅴ―２５ ５ ２３ M１１ １ Ⅴ Ⅴb ミニチュア ボール状中央凹形 ナデ ナデ （６．９） ２．８５ １．６ ―

Ⅴ―２５ ５ ２４ M２０ ６２ Ⅲ Ⅵ 深鉢 反り平底 ナデ 撚糸文 ２４．９ ３５．１ ６．８ ―M２１ ２５ Ⅲ

挿図
番号

図版
番号

掲載
番号 製品名 調査区

・遺構 層位 点数 時期 大きさ
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）

Ⅴ―３８ １８ １ 耳栓 P―３ 覆土 １ Ⅴ ２．２ ２４ ２．５
Ⅴ―３８ １８ ２ 耳栓 P―１８ 覆土 １ Ⅴ ７．０ （３．５） ２．３
Ⅴ―３８ １８ ３ スタンプ状土製品 P―３２ 覆土 １ Ⅴ ３．５ １．６ １．５
Ⅴ―３８ カラー２４ ４ 赤彩注口土器片 P―３９ 覆土 ３ Ⅴb
Ⅴ―３８ カラー２４ ５ 赤彩注口土器片 F―１１・M１５／L１４ 焼土中 ４ Ⅴb
Ⅴ―３８ １８ ６ 土偶片（頭部装飾） M５／M６ Ⅴ層 ２ Ⅴ ２．６ ６．１ ０．９
Ⅴ―３８ １８ ７ 土偶片（脚部） M６ Ⅴ層 １ Ⅳc ３．９ ２．６ １．７
Ⅴ―３８ １８ ８ 土偶片（脚部） M６ Ⅴ層 １ Ⅳc ４．３ ３ ２．２
Ⅴ―３８ １８ ９ 土偶片（胴部） M１６ Ⅴ層 ３ Ⅴ
Ⅴ―３８ １８ １０ 土偶片（胴部） L１６ Ⅴ層 １ Ⅴ
Ⅴ―３８ １８ １１ 土偶もしくは脚付き土器（脚部） O７ Ⅴ層 １ Ⅴ ６．２ ５．０ ３．６
Ⅴ―３８ １８ １２ 土製勾玉 P２０ Ⅴ層 １ Ⅴ ３．４ ２．２ １．２
Ⅴ―３８ １８ １３ 土器口縁部装飾 M６ Ⅴ層 １ Ⅴb （３．４） ３．４ １．７
Ⅴ―３８ １８ １４ 装飾部土器片 K１２ Ⅴ層 １ Ⅴb ２．７ ３．０ １．６
Ⅴ―３８ １８ １５ 土器熊顔装飾部片 Q２１ Ⅴ層 １ Ⅴb ３．２ ２．５ ３．１
Ⅴ―３８ カラー２４ １６ 赤彩土器片 Q２０ Ⅴ層 １ Ⅳc
Ⅴ―３８ カラー２４ １７ 赤彩土器片 P２０ Ⅴ層 １ Ⅳc （２．０） （３．０） （０．５）
Ⅴ―３８ １８ １８ 舟形土製品 O７（３０） Ⅴ層 ７ Ⅴa
Ⅴ―３８ カラー２４ １９ 赤彩土器片 表採 表採 １ Ⅴb
Ⅴ―３８ １８ ２０ 赤彩土器片 N１５ Ⅴ層 １ Ⅴc
Ⅴ―３８ １８ ２１ 土器猿顔装飾部片 O７ Ⅴ層 １ Ⅴc
Ⅴ―３８ １８ ２２ 脚付き浅鉢土器片 N５ Ⅴ層 １ Ⅴc

挿図
番号

図版
番号

掲載
番号 製品名 調査区

・遺構 層位 点数 石材 大きさ 重量
（g）長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）

Ⅴ―４０ １８ １ 石棒片 P―８・Q１８ （１７．０） ２．７ （１６．５）
Ⅴ―４１ １８ ２ 貝化石（ノジュール） P―１９ 覆土 １ 泥岩 ５．７ ４．８ ２．８
Ⅴ―４２ １８ ３ 貝化石（ノジュール） P―２９ 覆土 １ 泥岩 ５．８ ７．２ １．６
Ⅴ―４３ １８ ４ 異形石器 F―１ 焼土中 １ 黒曜石 １．９ １．５ ０．４
Ⅴ―４４ １８ ５ 異形石器（シャチ形？） P１９ 撹乱 １ 黒曜石 ２．５ １．３ ０．５ １．１７
Ⅴ―４５ １８ ６ 石棒片 N７ Ⅴ層 １ 片岩 （６．１） ２．５ ２．２ ６９．０４
Ⅴ―４６ １８ ７ 石棒片 P２１ Ⅴ層 １ 片岩 （５．７） ２．８ ２．３ １０．４１
Ⅴ―４７ １８ ８ 有孔礫 Q２０ Ⅴ層 １ 砂岩 ３．３ ２．６ １．５ １９．０４
Ⅴ―４８ １８ ９ 有孔礫 L１２ Ⅴ層 １ 泥岩 ４．９ ２．８ １．９ １３３．４
Ⅴ―４９ １８ １０ 不明石製品 L２４ 撹乱 １ 砂岩？ ５．２ ９．０ ３．７

挿図
番号

図版
番号

掲載
番号 製品名 調査区

・遺構 層位 点数 材質

Ⅴ－３７ １８ １ 骨角器片 M１４ Ⅴ １ 獣骨

表Ⅶ－５ 掲載復元土器一覧
遺構出土復元土器

包含層出土復元土器

表Ⅶ－６ 掲載土製品・石製品・骨角器一覧
土製品・赤彩土器

石製品

骨角器
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挿図
番号

図版
番号

掲載
番号

調査区
・遺構 器種名 材質

大きさ（㎜）
重量
（g）長さ

（直径） 幅 厚さ

Ⅴ―４８

カラー２４

４７

P―１８

小玉

緑泥石岩？

３．１１ ― １．９０ ０．０３
Ⅴ―４８ ４８ ３．５７ ― ２．０６ ０．０３
Ⅴ―４８ ４９ ３．２８ ― １．７９ ０．０２
Ⅴ―４８ ５０ ３．４１ ― ２．２９ ０．０３
Ⅴ―４８ ５１ ３．５３ ― ２．２６ ０．０３
Ⅴ―４８ ５２ ２．９７ ― １．９１ ０．０３
Ⅴ―４８ ５３ ３．１３ ― ２．１５ ０．０２
Ⅴ―４８ ５４ ３．１２ ― １．８６ ０．０２
Ⅴ―４８ ５５ ３．１２ ― １．７５ ０．０２
Ⅴ―４８ ５６ ３．４０ ― １．８３ ０．０３
Ⅴ―４８ ５７ ３．３８ ― １．５３ ０．０２
Ⅴ―４８ ５８ ３．０８ ― １．５０ ０．０２
Ⅴ―４８ ５９ ３．２３ ― １．７０ ０．０２
Ⅴ―４８ ６０ ３．３６ ― １．９０ ０．０３
Ⅴ―４８ ６１ ３．１６ ― １．７６ ０．０３
Ⅴ―４８ ６２ ３．３０ ― １．６１ ０．０２
Ⅴ―４８ ６３ ３．４７ ― １．８７ ０．０４
Ⅴ―４８ ６４ ３．７０ ― １．６１ ０．０３
Ⅴ―４８ ６５ ３．６６ ― １．５９ ０．０３
Ⅴ―４８ ６６ ３．４１ ― １．７４ ０．０３
Ⅴ―４８ ６７ ３．３３ ― １．７５ ０．０２
Ⅴ―４８ ６８ ３．３３ ― １．８０ ０．０３
Ⅴ―４８ ６９ ３．３９ ― １．６１ ０．０２
Ⅴ―４８ ７０ ３．５０ ― １．２５ ０．０３
Ⅴ―４８ ７１ ３．６６ ― １．７５ ０．０３
Ⅴ―４８ ７２ ３．４４ ― １．６６ ０．０２
Ⅴ―４８ ７３ ３．５１ ― １．６１ ０．０３
Ⅴ―４８ ７４ ３．７１ ― １．５０ ０．０３
Ⅴ―４８ ７５ ３．３３ ― １．９１ ０．０３
Ⅴ―４８ ７６ ３．５９ ― ２．００ ０．０４
Ⅴ―４８ ７７ ３．６４ ― １．６６ ０．０４
Ⅴ―４８ ７８ ３．９０ ― ２．４４ ０．０５
Ⅴ―４８ ７９ ３．２５ ― ２．４９ ０．０４
Ⅴ―４８ ８０ ３．２７ ― ２．１２ ０．０３
Ⅴ―４８ ８１ ３．６０ ― ２．３１ ０．０５
Ⅴ―４８ ８２ ３．７８ ― １．８１ ０．０４
Ⅴ―４８ ８３ ３．８９ ― ２．３６ ０．０５
Ⅴ―４８ ８４ ３．５２ ― ２．３９ ０．０５
Ⅴ―４９ ８５ ３．９５ ― １．８２ ０．０４
Ⅴ―４９ ８６ ３．９１ ― ２．０５ ０．０４
Ⅴ―４９ ８７ ３．８２ ― １．９１ ０．０４
Ⅴ―４９ ８８ ３．５８ ― １．７７ ０．０２
Ⅴ―４９ ８９ ３．６５ ― １．６７ ０．０３
Ⅴ―４９ ９０ ３．８１ ― １．２７ ０．０２
Ⅴ―４９ ９１ ３．７３ ― ０．９９ ０．０２
Ⅴ―４９ ９２ ３．８０ ― ０．８７ ０．０１
Ⅴ―４９ ９３ ３．７４ ― ０．９０ ０．０１
Ⅴ―４９ ９４ ３．７７ ― １．４６ ０．０２
Ⅴ―４９ ９５ ３．８２ ― １．７４ ０．０４
Ⅴ―４９ ９６ ３．６２ ― １．８６ ０．０４
Ⅴ―４９ ９７ ３．６２ ― １．６２ ０．０３
Ⅴ―４９ ９８ ３．７６ ― １．９２ ０．０４
Ⅴ―４９ ９９ ３．９３ ― １．５６ ０．０４
Ⅴ―４９ １００ ３．６２ ― １．８８ ０．０４
Ⅴ―４９ １０１ ３．８３ ― １．８０ ０．０４
Ⅴ―４９ １０２ ３．８１ ― １．６９ ０．０３
Ⅴ―４９ １０３ ３．９３ ― １．６２ ０．０４
Ⅴ―４９ １０４ ３．８７ ― １．５４ ０．０４
Ⅴ―４９ １０５ ４．０１ ― １．７１ ０．０５
Ⅴ―４９ １０６ ４．０４ ― ２．０４ ０．０５
Ⅴ―４９ １０７ ４．０３ ― １．４５ ０．０３
Ⅴ―４９ １０８ ３．７３ ― １．７２ ０．０４
Ⅴ―４９ １０９ ３．９５ ― １．９６ ０．０３
Ⅴ―４９ １１０ ４．３５ ― ３．０３ ０．０９
Ⅴ―４９ １１１ ４．４２ ― ２．８２ ０．０８
Ⅴ―４９ １１２ ４．５０ ― ３．７８ ０．１１
Ⅴ―４９ １１３ ４．５２ ― ２．６８ ０．０７
Ⅴ―４９ １１４ ４．２６ ― ２．５３ ０．０７
Ⅴ―４９ １１５ ４．８１ ― ２．４６ ０．０９
Ⅴ―４９ １１６ ４．６３ ― ２．７４ ０．０９
Ⅴ―４９ １１７ ５．０４ ― ３．６１ ０．１１
Ⅴ―４９ １１８ ５．１０ ― ２．５３ ０．０８
Ⅴ―４９ １１９ ４．６１ ― ３．２９ ０．１０
Ⅴ―４９ １２０ ５．２３ ― ３．６１ ０．１４
Ⅴ―４９ １２１ ４．８８ ― ２．４１ ０．０６
Ⅴ―４９ １２２ ５．２９ ― ２．１３ ０．０８
Ⅴ―４９ １２３ ４．８６ ― ２．３２ ０．０６
Ⅴ―４９ １２４ ４．７４ ― ２．２７ ０．０８
Ⅴ―４９ １２５ ５．０２ ― １．９０ ０．０６
Ⅴ―４９ １２６ ４．８４ ― １．８６ ０．０７
Ⅴ―４９ １２７ F―１ 軽石製 ３．４３ ― １．４３ ０．００

実測図
なし ―

１２８

P―１８ 緑泥石岩？

４．８２ ― ２．１３ ０．０８
１２９ ４．９１ ― ２．３０ ０．０７
１３０ ４．４２ ― ２．６１ ０．０６
１３１ ３．６５ ― １．９０ ０．００
１３２ ３．５０ ― １．９５ ０．０２
１３３ ３．７６ ― １．９６ ０．０４
１３４ ３．７１ ― １．４６ ０．０３
１３５ ３．５１ ― １．９８ ０．０５
１３６ ３．２３ ― １．６５ ０．０３
１３７ ３．４３ ― １．５８ ０．０３
１３８ ３．３９ ― １．７１ ０．０３
１３９ ３．４２ ― １．４５ ０．０２
１４０ ３．２４ ― １．９９ ０．０３
１４１ ２．９０ ― １．８９ ０．０２
１４２ ３．０６ ― １．７６ ０．０３
１４３ ２．８５ ― １．６０ ０．０２
１４４ ３．１７ ― ２．５８ ０．０４
１４５ ２．９９ ― １．６６ ０．０２
１４６ ３．０２ ― １．２６ ０．０１
１４７ ２．９１ ― １．６０ ０．０１
１４８ ２．９５ ― １．５４ ０．０２
１４９ ３．１０ ― １．７３ ０．０２

挿図
番号

図版
番号

掲載
番号

調査区
・遺構 器種名 材質

大きさ（㎜）
重量
（g）長さ

（直径） 幅 厚さ

Ⅴ―４７

カラー２４

１ P―１４

小玉 緑泥石岩？

３．５７ ― ０．８７ ０．０１
Ⅴ―４７ ２

P―１８

２．９９ ― １．５８ ０．０２
Ⅴ―４７ ３ ２．９６ ― １．６９ ０．０２
Ⅴ―４７ ４ ３．１１ ― １．５７ ０．０２
Ⅴ―４７ ５ ２．８９ ― １．４７ ０．０２
Ⅴ―４７ ６ ３．０５ ― １．３４ ０．０１
Ⅴ―４７ ７ ２．９５ ― １．２４ ０．０１
Ⅴ―４７ ８ ３．０５ ― １．５８ ０．０２
Ⅴ―４７ ９ ３．０６ ― １．５３ ０．０１
Ⅴ―４７ １０ ３．１６ ― １．８５ ０．０３
Ⅴ―４７ １１ ３．０９ ― １．８４ ０．０２
Ⅴ―４７ １２ ３．１４ ― １．６７ ０．０２
Ⅴ―４７ １３ ２．８７ ― １．５３ ０．０２
Ⅴ―４７ １４ ３．０４ ― １．６８ ０．０１
Ⅴ―４７ １５ ２．８１ ― １．４２ ０．０１
Ⅴ―４７ １６ ３．００ ― １．２１ ０．０１
Ⅴ―４７ １７ ３．００ ― １．２３ ０．０１
Ⅴ―４７ １８ ３．０６ ― １．４２ ０．０２
Ⅴ―４７ １９ ３．１０ ― １．５１ ０．０２
Ⅴ―４７ ２０ ２．８９ ― １．４６ ０．０１
Ⅴ―４７ ２１ ３．４０ ― １．３４ ０．０２
Ⅴ―４７ ２２ ３．５３ ― １．２１ ０．０２
Ⅴ―４７ ２３ ３．１８ ― １．７７ ０．０２
Ⅴ―４７ ２４ ３．３６ ― １．２７ ０．０２
Ⅴ―４７ ２５ ３．３３ ― １．５７ ０．０２
Ⅴ―４７ ２６ ３．３７ ― １．３３ ０．０２
Ⅴ―４７ ２７ ３．３９ ― １．５５ ０．０２
Ⅴ―４７ ２８ ３．３５ ― ０．９８ ０．０１
Ⅴ―４７ ２９ ３．２５ ― １．３３ ０．０２
Ⅴ―４７ ３０ ３．２４ ― １．２７ ０．０１
Ⅴ―４７ ３１ ３．３４ ― ０．９５ ０．０１
Ⅴ―４７ ３２ ３．２９ ― ０．８８ ０．０１
Ⅴ―４７ ３３ ３．４１ ― ０．７８ ０．０１
Ⅴ―４７ ３４ ３．１６ ― ０．９０ ０．０１
Ⅴ―４７ ３５ ３．４１ ― １．６４ ０．０２
Ⅴ―４７ ３６ ３．２４ ― １．８１ ０．０２
Ⅴ―４７ ３７ ３．１５ ― １．５９ ０．０２
Ⅴ―４７ ３８ ３．２２ ― １．７２ ０．０２
Ⅴ―４７ ３９ ３．２０ ― １．７６ ０．０２
Ⅴ―４７ ４０ ３．２４ ― １．６５ ０．０２
Ⅴ―４７ ４１ ３．２３ ― １．８９ ０．０３
Ⅴ―４７ ４２ ３．５１ ― １．８９ ０．０４
Ⅴ―４８ ４３ ３．４１ ― １．９３ ０．０３
Ⅴ―４８ ４４ ３．５１ ― １．５４ ０．０３
Ⅴ―４８ ４５ ３．２４ ― １．６９ ０．０２
Ⅴ―４８ ４６ ３．３７ ― ２．２１ ０．０４

挿図
番号

図版
番号

掲載
番号

調査区
・遺構 器種名 材質

大きさ（㎜）
重量
（g）長さ

（直径） 幅 厚さ

Ⅴ―４４

カラー３５

１ P―３６ 勾玉 ヒスイ ２５．０２ １５．０５ ９．７３ ６．４０
Ⅴ―４４ ２ O１１ 勾玉 ヒスイ ３９．９７ １９．７３ １０．３５ １６．００
Ⅴ―４４ ３ P―１９ 勾玉未成品 ロジン岩 ２８．２８ １７．５７ １０．７３ ８．６２
Ⅴ―４４ ４ P―５０ 丸玉 ヒスイ １１．９３ ― ８．９６ １．９６
Ⅴ―４４ ５ R１８ 丸玉 ヒスイ ９．３０ ― ５．８４ ０．８６
Ⅴ―４４ ６ M１７ 丸玉 ヒスイ １０．８２ ― ７．５５ １．４９
Ⅴ―４４ ７ Q２０ 平玉 ヒスイ？ １９．１５ ― １１．６４ ３．２０
Ⅴ―４５ ８ N７ 平玉 緑泥石岩 ２２．８５ ― １３．７５ １１．９３
Ⅴ―４５ ９ M１６ 丸玉 緑泥石岩？ １４．４３ ― １２．０７ ３．１４
Ⅴ―４５ １０ P―１４ 垂玉 緑泥石岩 １５．７９ １３．６７ ３．１７ ０．８１
Ⅴ―４５ １１ P―１８ 丸玉 緑色凝灰岩 ６．２８ ― ４．４６ ０．１０
Ⅴ―４５ １２ P―１８ 垂玉 コハク １４．８１ １０．０４ ６．２７ ０．５３
Ⅴ―４５ １３ P―１７ 丸玉 コハク １３．９３ １１．７２ ９．２３ ０．９６
Ⅴ―４５ １４ P―１７ 丸玉 コハク １２．９６ ― ７．９０ ０．６０
Ⅴ―４５ １５ P―１７ 丸玉 コハク １５．１５ ― ７．３７ ０．４６

挿図
番号

図版
番号

掲載
番号

調査区
・遺構 器種名 材質

大きさ（㎜）
重量
（g）長さ

（直径） 幅 厚さ

Ⅴ―４６

カラー２４

１

P―１８

小玉 ガラス

４．９９ ― ３．５５ ０．１２
Ⅴ―４６ ２ ４．８８ ― ３．２７ ０．１１
Ⅴ―４６ ３ ４．８６ ― ３．０１ ０．１０
Ⅴ―４６ ４ ５．００ ― ３．６０ ０．１１
Ⅴ―４６ ５ ４．１６ ― ３．７４ ０．１０
Ⅴ―４６ ６ ５．３５ ― ４．０１ ０．１３
Ⅴ―４６ ７ ５．１７ ― ３．４３ ０．１３
Ⅴ―４６ ８ ５．４９ ― ３．１８ ０．１２
Ⅴ―４６ ９ ４．１０ ― ４．０４ ０．０８
Ⅴ―４６ １０ ４．０７ ― ２．４６ ０．０６
Ⅴ―４６ １１ ５．２４ ― ３．１４ ０．１２
Ⅴ―４６ １２

P―２５

４．２０ ― ５．４６ ０．１２
Ⅴ―４６ １３ ４．８１ ― ２．２３ ０．０７
Ⅴ―４６ １４ ５．５７ ― ４．１２ ０．１８
Ⅴ―４６ １５ ４．７３ ― ３．８０ ０．１２
Ⅴ―４６ １６ ４．０６ ― ４．１９ ０．０９
Ⅴ―４６ ― １７ ４．２８ ― ２．９６ ０．０７
Ⅴ―４６ ― １８ ４．１３ ― ２．２９ ０．０６
Ⅴ―４６ ― １９ ３．７１ ― １．９４ ０．０４
Ⅴ―４６ ― ２０ ４．５２ ― ２．７０ ０．０７
Ⅴ―４６

カラー２４
２１ ４．４０ ― ２．２６ ０．０５

Ⅴ―４６ ２２ ４．２０ ― ２．１６ ０．０４
Ⅴ―４６ ２３ ７．０７ ― ４．４２ ０．３３
Ⅴ―４６ ― ２４ ４．９４ ― ３．１９ ０．１０
Ⅴ―４６ ― ２５ ４．４６ ― ３．３９ ０．０９
Ⅴ―４６ ― ２６ ４．４５ ― ２．６７ ０．０７
Ⅴ―４６ ― ２７ ５．１７ ― ２．１９ ０．０８
Ⅴ―４６ カラー２４ ２８ ４．４３ ― ３．１８ ０．０７
Ⅴ―４６ ― ２９ M６ ５．０５ ― ３．２１ ０．０９
Ⅴ―４６ カラー２４ ３０ P１８ ５．０８ ― ５．８４ ０．２４

表Ⅶ－７ 掲載玉類一覧
ヒスイ製等玉類

ガラス製小玉

小玉



一覧表

２４９

調査区 石槍片 石鏃 石鏃片 Rフレイク Uフレイク フレイク たたき石片 原石 礫 合計 合計点数／
被熱点数点数 （被熱） 点数 （被熱） 点数 （被熱） 点数 （被熱） 点数 （被熱） 点数 （被熱） 点数 （被熱） 点数 （被熱） 点数 （被熱） 点数 （被熱）

P－１ ３ １ ３ ２２２ （２４） １５ ２４４ （２４） １０％
P－２ ４１ （３） １１ ５２ （３） ６％
P－３ ３ １ １ １ ２１３ （１３） ２ ４２ ２６３ （１３） ５％
P－４ ２ （１） ２ （１） ５０％
P－５ １ ６５ （１１） １５ ８１ （１１） １４％
P－６ １ ２８ （５） １ ３０ （５） １７％
P－７ １ ４ （１） １ １１１ （１４） １ １６ １３４ （１５） １１％
P－８ ３ １ １ ３７ （４） １ ７ ５０ （４） ８％
P－９ ２ （１） ３ ５ （１） ２０％
P－１０ １ １ ３７ （５） １ ２ ４２ （５） １２％
P－１１ １ ２ １ ３７ （１） ６ ４７ （１） ２％
P－１２ １１ （１） １ １２ （１） ８％
P－１３ １ ３ １ ５
P－１４ １ １ １ １００ （４） ７ １１０ （４） ４％
P－１５ １ １ １８ （１） １ ７ ２８ （１） ４％
P－１６ １ ７０ （８） １９ ９０ （８） ９％
P－１７ １ １ １０４ （１１） １ ３５ １４２ （１１） ８％
P－１８ ３ （１） １ ２ １ ３９１ （４８） ２ ２９ （２） ４２９ （５１） １２％
P－１９ ６ ５ ２ （１） ３ １６３ （１１） ２ ４ １５ ２００ （１２） ６％
P－２０ ２ （１） ３ ２ ３８４ （２４） １ １ ２８ ４２１ （２５） ６％
P－２１ １ ２ １６ （１） ６ ２５ （１） ４％
P－２２ １ ２７３ （２６） ２ ２７６ （２６） ９％
P－２３ ３ （１） ３ （１） ３３％
P－２４ ９ ３ １２
P－２５ １３ （４） １３ （４）３ ３１％
P－２６ ３ １ ４
P－２７ ３０ （２） ２ １ １３ ４６ （２） ４％
P－２８ ９ １ １０
P－２９ １ １ １６ （１） １ ９ ２８ （１） ４％
P－３０ ３ ３
P－３１ ２３ （４） １ ２４ （４） １７％
P－３２ １ １ １ （１） ８２ （１３） ５ ３９ １２９ （１４） １１％
P－３３ １ １ ５４ （３） １ ３ ６０ （３） ５％
P－３４ ２３ （６） １ ２４ （６） ２５％
P－３５ ３ ３ ６
P－３６ ２ ９０ （５） １ （１） １５ １０８ （６） ６％
P－３７ ２ ４ １３ （８） １１０ ５ １ １１ １４６ （８） ５％
P－３８ ５ ６ ７ ２ ３２３ （２７） １ ８２ ４２６ （２７） ６％
P－３９ １ ２ ２ ５
P－４１ １ １ １ １ ２３ （２） ５ （１） ３２ （３） ９％
P－４２ １２ （１） ４ １６ （１） ６％
P－４３ １ １
P－４４ １２ （１） １２ （１） ８％
P－４５ ２７ （１） １ ２８ （１） ４％
P－４６ ５ １ ６ １２
P－４７ １ ２２ （１） ３ ２６ （１） ４％
P－４８ １１ （１） １１ （１） ９％
P－４９ ５ （１） １ ６ （１） １７％
P－５０ １ （１） １ １ ３ （１） ３３％
P－５１ １０ ３ １３
P－５２ １９ （３） ３ ２２ （３） １４％
P－５３ ５ （２） ５ （２） ４０％
P－５４ １２ （２） １２ （２） １７％
P－５５ ３ １ ３６ （４） ５ ４５ （４） ９％
P－５６ ２ １ １２７ （９） １ １３１ （９） ７％
P－５８ ３ ５ １２７ （８） ２ １３７ （８） ６％
P－５９ ７ ７
P－６０ ２ ２ ４
P－６１ １ ３ ７８ （５） ３０ １１２ （５） ４％
P－６２ １ ２３ （１） ２４ （１） ４％
P－６３ １ （１） １７ （３） １８ （４） ２２％
P－６４ １ １５ （３） ４ ２０ （３） １５％
P－６５ １ ３ （２） ２７ （５） ４ ３５ （７） ２０％
P－６８ ２ １ １ １５ （１） ３ ２２ （１） ５％
P－６９ １ ４ ８５ （８） ５ ９５ （８） ８％
P 計 ４５ （３） ４０ （１） ５０ （４） ３５ （１０） ３８４５ （３４４） ２７ （１） １０ ５３２ （３） ４５８４ （３６６） ８％

TP－１ ２ １ ３
SP－１ ５ （３） ５ （３） ６０％
SP－７ １ １
SP－８ １ １
F－１ ２ ２ ６ １９６３ （３８８） １ ４８ ２０２２ （３８８） １９％
F－２ １１８ （１９） １１８ （１９） １６％
F－３ １３６ （２０） １３６ （２０） １５％
F－４ １１２９ （３６２） ２ １１３１ （３６２） ３２％
F－５ １ ３５ （１１） ３ ３９ （１１） ２８％
F－６ ２ １ ６８ （１１） ７ ７８ （１１） １４％
F－７ １ ６３ （６） ２ ７ ７３ （６） ８％
F－８ １ １ ２１ （２） １ ２４ （２） ８％
F－９ ２ （１） ３ ５ （１） ２０％
F－１０ ２ ２ （１） ３ １０２ （９） ２ （１） １８ １２９ （１１） ９％
F－１１ １ ４６ （１７） ３ ５０ （１７） ３４％
F－１２ １ ２ １ １６４８ （６７１） ５ １６５７ （６７０） ４０％
F－１３ ２ ２ １ ７３４ （２２１） ３ ７４２ （２２１） ３０％
F－１４ １ １ ４００ （１３０） ４０２ （１３０） ３２％
F－１５ １ （１） １ ５ ７９９ （２１６） １５ ８２１ （２１７） ２６％
F－１６ ８ ３ １１
F－１７ ２９ （１０） １ ３０ （１０） ３３％
F－１８ １ ２９ （１） １ ３１ （１） ３％
F－１９ １ （１） １ ２ ９６１ （３０９） ９６５ （３１０） ３２％
F－２１ ３ （１） １ ２ ８７ （９） ６ ９９ （１０） １０％
F－２２ １ （１） ２ １ １ ４０ （１３） ４５ （１４） ３１％
F－２３ ２ １２ １４
F－２５ ３ （１） １ （１） １２９ （５６） ７ １４０ （５８） ４１％
F－２６ １ ５５ （１５） ５６ （１５） ２７％
F－２７ ３ （１） ３ （１） ３３％
F－２８ １ （１） １ （１） １００％
F－２９ ８ （２） １ ９ （２） ２２％
F－３０ ２ （１） ４ ２２ （３） ２８ （４） １４％
F－３１ １ ２ （１） ３ （１） ３３％
F－３２ １ １ １８ （５） １ ２１ （５） ２４％
F－３３ １ ２２ （１） ３ ２６ （１） ４％
F－３４ ６１ （３５） ６１ （３５） ５７％
F－３５ ３ （１） １ １ （１） ５５ （１４） ６０ （１６） ２７％
F－３６ ３ （１） ３ （１） ３３％
F－３７ ５ （１） ５ （１） ２０％
F－３９ ３ （２） ３ ５４ （２） ３ ９ ７２ （４） ６％
F－４０ ２ １ １４ （５） １７ （５） ２９％
F－４１ ２ ２
F－４２ １ （１） １ ３ ５ （１） ２０％
F－４３ ４ １ ５
F－４４ １ （１） ４ ５ （１） ２０％
F－４６ ２ （１） ２ （１） ５０％
F 計 １ （１） １９ （５） ３１ ５ ２３ （１） １８ （１） ８８９４ （２５７０） ２ ６ （１） １５２ ９１４６ （２５８４） ２８％

遺物集中１ １ １
遺物集中２ １ １ ２５ ４ １ ３２
獣骨片集中１ １ １２２２ （２１２） ９ １２３２ （２１２） １７％

合計 １ （１） ６６ （８） ７１ （６） ７４ （５） ５４ （１１） １３９９４ （３１２９） ２９ （１） ２０ （１） ６９６ （３） １５００５ （３１６５） ２１％

表Ⅶ－８ 遺構出土石器 被熱一覧



厚真町 朝日遺跡

２５０

調査区 層位
土器 剥片石器群 礫石器群

Ⅰ Ⅱ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 計 石鏃 石槍 つまみ付
ナイフ

スクレ
イパー 石錐 両面調

整石器
フレ
イク 石核 計 石斧 たた

き石
すり
石 砥石 くぼ

み石
石皿・
台石 礫 原石 計

P―１
覆土 １ ３１９ １０ ３３０ ３ ２１２ ２１５ １ １２ １３
床直上 ５１ ５１ １４ １４ ３ ３
計 １ ３７０ １０ ３８１ ３ ２２６ ２２９ １ １５ １６

P―２ 覆土 １２３ １２３ １ ４１ ４２ １１ １１

P―３
床 ４８ ４８
覆土 ６９８ １ １５ ７１４ ４ ３ ２１５ ２２２ ３ １ ４２ ４６
計 ７４６ １ １５ ７６２ ４ ３ ２１５ ２２２ ３ １ ４２ ４６

P―４ 覆土 ５ ５ ２ ２
P―５ 覆土 ２６９ ７ ２７６ １ ６５ ６６ １ １５ １６

P―６
覆土 １４８ １４８ ２９ ２９ １ １ ２
床直上
計 １４８ １４８ ２９ ２９ １ １ ２

P―７
覆土 ２６７ ２ ２６９ １ ９９ １００ １ １ １５ １ １８
覆土上 ２８ ５ ３３ １７ １７ １ １
計 ２９５ ７ ３０２ １ １１６ １１７ １ １ １６ １ １９

P―８ 覆土 ４１９ ４１９ ４ １ １ ３８ ３ ４７ ２ ７ ９
P―９ 覆土 ５ １ １ ７
P―１０ 覆土 １３０ １ １３１ １ ３９ ４０ １ ４１ ２ ４４
P―１１ 覆土 １４４ ８ １５２ ３ １ ３８ ４２ ６ ６
P―１２ 覆土 ３１ ３ ３４ １ １１ １２ １ １
P―１３ 覆土上 １６ １６ １ １ ３ ５ １ １

P―１４

表土
覆土 １１０ １１０ ２ ２ １０１ １０５ ７ ７
不明
計 １１０ １１０ ２ ２ １０１ １０５ ７ ７

P―１５ 覆土 ７７ ７７ １ １ １９ ２１ １ １ ７ ９
P―１６ 覆土 １９０ ９ １９９ ２ １ ７１ ７４ １９ １９
P―１７ 覆土 ２８１ １ ２８２ １ １ １０５ １０７ １ ３５ ３６
P―１８ 覆土 １００１ ２ １００３ ４ ２ １ ３９４ ４０１ ２ ２９ ３１
P―１９ 覆土 ３３３ ５ ３３８ １１ ４ ２ １ １６８ ３ １８９ ２ ３ １ １ １ １５ ４ ２７
P―２０ 覆土 １０１３ １０１３ ５ ２ ３８６ １ ３９４ １ ３ ２８ １ ３３
P―２１ 覆土 ７０ ７０ １ １８ １ ２０ ６ ６
P―２２ 覆土 ４６２ ４６２ ２７４ ２７４ ２ ２
P―２３ 覆土 １６ １６ ３ ３ １ １
P―２４ 覆土 １６ １６ ９ ９ ３ ３
P―２５ 覆土 ４１ ４１ １３ １３
P―２６ 覆土 ５０ ５０ ３ ３ １ １

P―２７
覆土 １４３ １４３ ２３ ２３ ４ １ １２ １ １８
覆土１ １８ １８ ７ ７ １ １ ２
計 １６１ １６１ ３０ ３０ ５ １ １３ １ ２０

P―２８ 覆土 ７１ ７１ ９ ９ １ １
P―２９ 覆土 １１３ １１３ ２ １ １６ １９ ２ １ ９ １ １３
P―３０ 覆土 ８２ ８２ ３ ３
P―３１ 覆土 １２５ １２５ ２３ ２３ １ １
P―３２ 覆土 １ ６６０ １ ６６２ ２ １ ８３ ８６ ５ １ ３９ ４５
P―３３ 覆土 １ ２７４ ２７５ １ １ ５５ ５７ １ ３ ３ ７
P―３４ 覆土 ７０ ７０ ２３ ２３ １ １ ２
P―３５ 覆土 １８４ １８４ ３ ３ ３ ３
P―３６ 覆土 ２１１ ２１１ ２ ９０ ９２ １ １ １５ １７
P―３７ 覆土 １４２２ １４ １４３６ ２ １ ５ ２ ２ １２７ ２ １４１ ２ ５ １１ １ １９
P―３８ 覆土 １２９７ １２９７ １１ １ ２ ３３２ ３４６ ６ １ １ ８２ ９０
P―３９ 覆土 ９９ ９９ ３ ３ ２ ２
P―４０ 覆土 ３ ３
P―４１ 覆土 １１９ １１９ ２ １ １ ２５ １ ３０ ５ ５
P―４２ 覆土 ５１ ５１ １２ １２ ４ ４
P―４３ 覆土 １７ １７ １ １
P―４４ 覆土 １１５ １１５ １２ １２
P―４５ 覆土 １５８ １５８ ２７ ２７ １ １ ２
P―４６ 覆土 １７ １７ ５ ５ ６ １ ７
P―４７ 覆土 １３９ １３９ １ １ ２２ ２４ １ ３ ４
P―４８ 覆土 ５４ ５４ １１ １１
P―４９ 覆土 ２７ ２７ ５ ５ ２ ２
P―５０ 覆土 １７ １７ １ ２ ３ １ １
P―５１ 覆土 ５６ ５６ １０ １０ １ ３ ４
P―５２ 覆土 ８０ ８０ １９ １９ ３ ３
P―５３ 覆土 ８９ ８９ ５ ５
P―５４ 覆土 ７４ ７４ １２ １２
P―５５ 覆土 １６８ １６８ ２ ２ ４０ ４４ ５ ５
P―５６ 覆土 ３５３ １ ３５４ ２ １２８ １３０ １ １
P―５８ 覆土 １１９４ １１９４ ３ ３ １ ２ １３２ １ １４２ ２ ２ ４
P―５９ 覆土 １０ １０ ７ ７

P―６０
覆土 ３８ ３８ ２ ２ １ １ ２ ４
覆土下 ６ ６
計 ４４ ４４ ２ ２ １ １ ２ ４

P―６１

覆土 ４３ ４３ １６ １６ ９ ９
覆土上 １３１ １３１ １ １ １５ １７ １ １ ７ ９
覆土中 １２２ １２２ １ １６ １７ １ ７ ８
覆土下 １４２ １４２ ２ ３１ ３３ ７ ７
計 ４３８ ４３８ ４ １ ７８ ８３ １ １ １ ３０ ３３

P―６２ 覆土 ９３ ９３ １ １ ２３ ２５
P―６３ 覆土 １８ １８ １ １７ １ １９
P―６４ 覆土 ７５ ２ ７７ １６ １６ １ ４ ５

P―６５

覆土 ４４ ４４ ４ ４
覆土１ １６１ １６１ １ ２０ ２１ ４ ４
覆土２ １ １
覆土３ １ ３７ ３８ ５ ５
計 １ ２４２ ２４３ １ ３０ ３１ ４ ４

P―６７ 覆土 １ １
P―６８ 覆土 ９４ ９４ ２ １７ １９ １ ３ ４

P―６９
覆土 ４２９ ４２９ １ １ ２ ８９ ９３ １ ５ ６
覆土中
計 ４２９ ４２９ １ １ ２ ８９ ９３ １ ５ ６

P 計 １ ３ １５３００ ２０ ６７１５３９１ ８５ １ ３１ ２６ ８ ３９３０ １３ ４０９４ ２１ ４５ ５ ６ １ ４５ ５３２ １０ ６６５

表Ⅶ－９ 遺構出土遺物点数一覧



一覧表

２５１

調査区 層位
石製品 土製品 その他

総計異形
石器 玉 石棒 計 土製品 ベン

ガラ 焼骨片 炭化物 化石 鉄製品 計

P―１
覆土 １４９１ ２３５ １７２６ ２２８４
床直上 ６８
計 １４９１ ２３５ １７２６ ２３５２

P―２ 覆土 ２７２ ３０ ３０２ ４７８

P―３
床 ４８
覆土 １ ２ １０９２ １８８ １２８２ ２２６５
計 １ ２ １０９２ １８８ １２８２ ２３１３

P―４ 覆土 ４６ ４６ ５３
P―５ 覆土 ４ ３１５ ５ ３２４ ６８２

P―６
覆土 ２１３ ２２６ ４３９ ６１８
床直上 ８ ８ ８
計 ２１３ ２３４ ４４７ ６２６

P―７
覆土 １ ６９８ １５７ ８５６ １２４３
覆土上 １７１ １８ １８９ ２４０
計 １ ８６９ １７５ １０４５ １４８３

P―８ 覆土 １ １ ６３ ６３ ５３９
P―９ 覆土 １ １ ８
P―１０ 覆土 ７１ ２ ７３ ２８８
P―１１ 覆土 １１４ ３５ １４９ ３４９
P―１２ 覆土 ７３ ６ ７９ １２６
P―１３ 覆土上 ２ ２ ２４

P―１４

表土 １ １ １
覆土 ２ ２ ４ ３９８ １５６ ５５８ ７８２
不明 ２ ２ ２
計 ２ ２ ４ ３９８ １５７ ２ ５６１ ７８５

P―１５ 覆土 ６４ ６４ １７１
P―１６ 覆土 １１７ １ １１８ ４１０
P―１７ 覆土 ３ ３ ７ ３１４ ８４ ４０５ ８３３
P―１８ 覆土 １５９ １５９ １ ２０ １７１５ ３９２ ４ ２１３１ ３７２６
P―１９ 覆土 １ １１３６ ６３ １ １２０１ １７５５
P―２０ 覆土 ２０ ８８６ ２１６ ３ １１２５ ２５６５
P―２１ 覆土 ２ ２ ９８
P―２２ 覆土 １２ １６４０ ４５９ ２１１１ ２８４９
P―２３ 覆土 ４ ４ ２４
P―２４ 覆土 １ １ ２９
P―２５ 覆土 １７ １７ １ ４４ ７３ １１８ １８９
P―２６ 覆土 １ １ ５５

P―２７
覆土 １３８ １５ １５３ ３３７
覆土１ １９ ９ ２８ ５５
計 １５７ ２４ １８１ ３９２

P―２８ 覆土 １３ １０ ２３ １０４
P―２９ 覆土 １ １ １１２ １ １１４ ２６０
P―３０ 覆土 ３５ ２８ ６３ １４８
P―３１ 覆土 ８５ ９０ １７５ ３２４
P―３２ 覆土 １ １９５ ８ ２０３ ９９７
P―３３ 覆土 １３５ ４０ １７５ ５１４
P―３４ 覆土 １ ５１ １ ５３ １４８
P―３５ 覆土 ２０ ２０ ２１０
P―３６ 覆土 １ １ ４２２ ６４ ４８６ ８０７
P―３７ 覆土 ２６５ ２９ ２９４ １８９０
P―３８ 覆土 １ ３ ２０１６ ６５８ ２６７７ ４４１１
P―３９ 覆土 １０４
P―４０ 覆土 ３
P―４１ 覆土 １ ２８８ ８ ２９７ ４５１
P―４２ 覆土 １６６ ４ １７０ ２３７
P―４３ 覆土 １ １ １９
P―４４ 覆土 ３６ ３６ １６３
P―４５ 覆土 ９５ ４０ １３５ ３２２
P―４６ 覆土 ４ ４ ３３
P―４７ 覆土 １ １３６ ２ １３９ ３０６
P―４８ 覆土 ６５
P―４９ 覆土 ６ ６ ４０
P―５０ 覆土 １ １ ２２
P―５１ 覆土 ６ ６ ７６
P―５２ 覆土 １２ １２ １１４
P―５３ 覆土 １７ １７ １１１
P―５４ 覆土 ６ ６ ９２
P―５５ 覆土 ２０ ２０ ２３７
P―５６ 覆土 ３１ ３１ ５１６
P―５８ 覆土 １０２ ６ １０８ １４４８
P―５９ 覆土 １７ １７ ３４

P―６０
覆土 １０ １０ ５４
覆土下 ６３ ６３ ６９
計 ７３ ７３ １２３

P―６１

覆土 ９８ ４８ １４６ ２１４
覆土上 ３４ ８ ４２ １９９
覆土中 ７３ ９ ８２ ２２９
覆土下 １８６ ２８ ２１４ ３９６
計 ３９１ ９３ ４８４ １０３８

P―６２ 覆土 １１ １１ １２９
P―６３ 覆土 ２０ ２０ ５７
P―６４ 覆土 ２７ ２７ １２５

P―６５

覆土 ５ ５ ５３
覆土１ １５５ １５５ ３４１
覆土２ １４２ １４２ １４３
覆土３ ２２ ２２ ６５
計 ３２４ ３２４ ６０２

P―６７ 覆土 １
P―６８ 覆土 １ １ ２ ２３ １ ２６ １４４

P―６９
覆土 ８ ８ ５３６
覆土中 ７６ ７６ ７６
計 ８４ ８４ ６１２

P 計 １ １８４ １ １８６ ５ ８１ １６３４５ ３４６１ ２ ９ １９８９８ ４０２３９



厚真町 朝日遺跡

２５２

調査区 層位
土器 剥片石器群 礫石器群

Ⅰ Ⅱ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 計 石鏃 石槍 つまみ付
ナイフ

スクレ
イパー 石錐 両面調

整石器
フレ
イク 石核 計 石斧 たた

き石
すり
石 砥石 くぼ

み石
石皿・
台石 礫 原石 計

TP―１ 覆土 ２ ２ １ １
TP 計 ２ ２ １ １

F―１ 焼土 ３４１６ １ ３４１７ ４ １ １ １９６９ １９７５ ２ ４８ １ ５１
F―２ 焼土 １６１ １６１ １１８ １１８
F―３ 焼土 １６７ １６７ １３６ １３６
F―４ 焼土 ７６３ ７６３ １１２９ １１２９ １ ２ ３
F―５ 焼土 ２６４ ４ ２６８ １ １ ３５ ３７ １ ３ ４
F―６ 焼土 ３４６ ３４６ ２ ６９ ７１ ７ ７
F―７ 焼土 ５８４ ５８４ １ １ １ ６３ ６６ ５ １ ７ １３
F―８ 焼土 ２０ ２０ １ ２２ ２３ １ １
F―９ 焼土 ２５ ２５ ２ ２ ３ ３

F―１０
焼土 １ ５７９ １ ５８１ ４ １０４ １ １０９ １ １ １ １８ ２ ２３
焼土２ １ １
計 １ ５７９ １ ５８１ ４ １０５ １ １１０ １ １ １ １８ ２ ２３

F―１１ 焼土 １５７ １５７ １ ４７ １ ４９ ３ ３
F―１２ 焼土 ６３７ ６３７ ３ １ １ １６４９ １６５４ ５ ５
F―１３ 焼土 ２ ２８４ ２８６ ４ １ ７３５ ７４０ ３ ３
F―１４ 焼土 ３４４ ３４４ １ ４０２ ４０３
F―１５ 焼土 １６９３ １６９３ １ １ １ １ ８０４ ８０８ １ １５ １６
F―１６ 焼土 ９９ ９９ ８ ８ １ ３ ４
F―１７ 焼土 ４５ ４５ ２９ ２９ １ １
F―１８ 焼土 ２２０ ２２０ ３０ ３０ １ １
F―１９ 焼土 ７７８ ７７８ ２ １ ９６３ ９６６ １ １
F―２１ 焼土 ４３９ ４３９ ３ ９０ ２ ９５ ６ ６
F―２２ 焼土 １８４ １８４ ３ ４２ ４５
F―２３ 焼土 ８２ ８２ ２ １２ １４
F―２４ 焼土 １５ １５
F―２５ 焼土 ２７３ ２７３ ３ １３０ １３３ ７ ７
F―２６ 焼土 １９７ １９７ １ ５５ ５６ １ １ ２
F―２７ 焼土 ５ ５ ３ ３
F―２８ 焼土 １０ １０ １ １
F―２９ 焼土 ３ １１ １４ ８ ８ ２ １ ３
F―３０ 焼土 ７４ ７４ ６ １ ２２ ２９
F―３１ 焼土 ３４ ３４ １ ２ ３
F―３２ 焼土 １５８ １５８ １ １９ ２０ １ １ ２
F―３３ 焼土 １０３ １０３ １ ２３ ２４ ３ ３
F―３４ 焼土 ９１ ９１ ６１ ６１
F―３５ 焼土 １１２ １１２ ３ ５７ ６０
F―３６ 焼土 ８ ８ ３ ３
F―３７ 焼土 ４４ ４４ １ ５ ６
F―３９ 焼土 ４０８ ４０８ ３ １ ５７ ６１ １ ９ ３ １３
F―４０ 焼土 ５５ ５５ １７ １７
F―４１ 焼土 ３５ ３５ ２ ２
F―４２ 焼土 １ ３６ ３７ １ １ ４ ６
F―４３ 焼土 １４ １４ ４ ４ １ １
F―４４ 焼土 ３３ ３３ １ １ ４ ４
F―４６ 焼土 ５ ７ １２ ２ ２ １ １

F 計 １ ６１３００８ ５ ８１３０２８ ５０ １ ２ ５ １１ ８９３５ ４ ９００８ ７ １０ ２ １ １ ２ １５２ ６ １８１
SP―１ 覆土 ７ １ ８ ５ ５
SP―６ 覆土 ４ ４
SP―７ 覆土 ３ ３ １ １
SP―８ 覆土 １ １

SP 計 １４ １ １５ １ ６ ７
遺物集中１（Ⅴ層） １ １ １ １ ４
遺物集中２（Ⅴ層） １２ １２ ２７ ６ ３３ ３ １ ４ ８
遺物集中計 １２ １２ ２７ ６ ３３ ４ １ １ ２ ４ １２
獣骨片
集中１

（Ⅴ層） １ ２ １２２２ １２２５ ９ ９
（Ⅳ層中） ３３ ３３

獣骨片集中計 ３３ ３３ １ ２ １２２２ １２２５ ９ ９
総 計 １ ４ ６２８３６７ ２５ ７６２８４７９ １３７ １ ３ ３８ ３７ ８１４１２２ ２３１４３６９ ３２ ５６ ８ ７ ２ ４７ ６９６ ２０ ８６８



一覧表

２５３

調査区 層位
石製品 土製品 その他

総計異形
石器 玉 石棒 計 土製品 ベン

ガラ 焼骨片 炭化物 化石 鉄製品 計

TP―１ 覆土 ８ ８ １１
TP 計 ８ ８ １１

F―１ 焼土 １ １ ２ １ １１８ ２１５２１ １３１９ ２２９５８ ２８４０４
F―２ 焼土 １１ １５１９ １７２ １７０２ １９８１
F―３ 焼土 １８ １１１３ ９９ １２３０ １５３３
F―４ 焼土 ２ ７１４７ ５１７ ７６６６ ９５６１
F―５ 焼土 １ ７９６ ７９７ １１０６
F―６ 焼土 ３０２ ３０２ ７２６
F―７ 焼土 １ ２８３ ２８３ ９４７
F―８ 焼土 １９８ １９８ ２４２
F―９ 焼土 １２ １２ ４２

F―１０
焼土 １５５ １５５ ８６８
焼土２ １３ １３ １４
計 １６８ １６８ ８８２

F―１１ 焼土 １０３ １０３ ３１２
F―１２ 焼土 ５ ９６ １１３１０ ５８６ １１９９２ １４２９３
F―１３ 焼土 ２６ １１ ７６１９ ３２１ ７９５１ ９００６
F―１４ 焼土 ４６ ８０ ８０３１ ５６５ ８６７６ ９４６９
F―１５ 焼土 ３７ ５２ ９５２５ ４００ ９９７７ １２５３１
F―１６ 焼土 ５ ２ ７ １１８
F―１７ 焼土 １ ３３ ３４ １０９
F―１８ 焼土 １４８ ６ １５４ ４０５
F―１９ 焼土 ８７ ６６ ９４３９ １３３ ９６３８ １１４７０
F―２１ 焼土 １３０ １ １３１ ６７１
F―２２ 焼土 １７８ ２ １８０ ４０９
F―２３ 焼土 ２５ ２５ １２１
F―２４ 焼土 ５２ ５２ ６７
F―２５ 焼土 ９ １ ８１１ ２８ ８４０ １２６２
F―２６ 焼土 ７ ６５１ ６ ６５７ ９１９
F―２７ 焼土 ８
F―２８ 焼土 １１
F―２９ 焼土 １５ １５ ４０
F―３０ 焼土 １９ １９ １２２
F―３１ 焼土 ６ ３ ９ ４６
F―３２ 焼土 ２９ ２９ ２０９
F―３３ 焼土 １２５ ３ １２８ ２５８
F―３４ 焼土 ４０ １７７５ ２０８ １９８３ ２１７５
F―３５ 焼土 ２３３ ２３３ ４０５
F―３６ 焼土 ４ １ ５ １６
F―３７ 焼土 ５０
F―３９ 焼土 １１ ５ １６ ４９８
F―４０ 焼土 ３２０ ３２０ ３９２
F―４１ 焼土 ９１ ２ ９３ １３０
F―４２ 焼土 ９ ９ ５２
F―４３ 焼土 １９
F―４４ 焼土 ７ ７ ４５
F―４６ 焼土 １５

F 計 １ １ ２ ２５９ ４５７ ８３７６３ ４３７９ ８８５９９１１１０７７
SP―１ 覆土 ７ ７ ２０
SP―６ 覆土 ４
SP―７ 覆土 ４
SP―８ 覆土 １

SP 計 ７ ７ ２９
遺物集中１（Ⅴ層） ４
遺物集中２（Ⅴ層） ５３
遺物集中計 ５７
獣骨片
集中１

（Ⅴ層） ３２６９ １００ ３３６９ ４６０３
（Ⅳ層中） ３３

獣骨片集中計 ３２６９ １００ ３３６９ ４６３６
総 計 ２ １８５ １ １８８ ２６４ ５３８１０３３９２ ７９４０ ２ ９１１１８８１１５６０４９



厚真町 朝日遺跡

２５４

調査区 層位
土器 剥片石器群 礫石器群

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 不明 計 石鏃 石槍 つまみ付
ナイフ

スクレ
イパー 石錐 両面調

整石器
片面調
整石器

楔形
石器

フレ
イク

棒状
原石 石核 計 石斧 たた

き石
すり
石 砥石 矢柄

研磨器
くぼ
み石

K３ Ⅴ層 ３ ７６６ １ ７７０ ９ ３ ２ １５１ １６５ ２ ２ １
K４ Ⅴ層 １ １ ４ ８６１ ８６７ ９ １ ２４４ ２５４ ３ ４
K５ Ⅴ層 ３ ７７ ８０ ４ ６８ ７２ １ １
K８ Ⅰ層 ２ ２

K１０
Ⅲ層 １８６ １８６ １ １ ２１ ２３ １
Ⅴ層 １７６４ １７６４ １２ ２ ４ ３６９ １ ３８８ ２ ２
計 １９５０ １９５０ １２ ２ ５ １ ３９０ １ ４１１ ２ ２ １

K１１
Ⅲ層 ８８ ８８ １０ １０ １
Ⅴ層 １ ２３３９ ７ ２３４７ １７ ３ ５ １５１ １７６ １０ １
計 １ ２４２７ ７ ２４３５ １７ ３ ５ １６１ １８６ １１ １

K１２

撹乱 ６６ ６６ １０ １０
Ⅲ層 ４６ ４６ ２ ２ １ １
Ⅴ層 １ １ １８８７ １８８９ １８ ２ ４ ３ ４３４ ２ ４６３ ４ １
計 １ １ １９９９ ２００１ １８ ２ ４ ３ ４４６ ２ ４７５ ５ ２

K１３
Ⅲ層 ２３０ ２３０ ２ ３４ ３６
Ⅴ層 １ ７４２ ７４３ ９ １９７ ２０６ １ １
計 １ ９７２ ９７３ １１ ２３１ ２４２ １ １

K１４ Ⅴ層 ２９ ２９ １ １ ２５ ２７ １
K１５ Ⅴ層 ３ ３ ２

K１６

撹乱 １２３ １ ３ １２７ ２３ ２３
Ⅰ層 １０１ １０１ ２ １３ １５ １
Ⅲ層 １０５ ３ １０８ １ １５ １６ １ １
Ⅴ層 ９ ９ ４７８６ ３５ ４８３９ ２７ ２ ２ ４ ８０７ ４ ８４６ ６ １１ ３ ２
計 ９ ９ ５１１５ ３６ ６ ５１７５ ３０ ２ ２ ４ ８５８ ４ ９００ ８ １１ ３ ３

K１７
Ⅲ層 ７６ １３ ８９ １０ １０
Ⅴ層 ２ ３２４１ ３ ３２４６ １２ ３ ３１３ １ ３２９ ２ １ ２
計 ２ ３３１７ １６ ３３３５ １２ ３ ３２３ １ ３３９ ２ １ ２

K２８
撹乱 １ １
Ⅴ層 ２ ２
計 ３ ３

K２９ Ⅴ層 ７ ７
K３０ Ⅴ層 ８ １ ９
K３１ Ⅴ層 １ １
K３３ Ⅴ層 １ １６２ １６３ ５ ５ ２ １
L１ Ⅴ層 １２ １ １３ １ １

L２
Ⅲ層 ４ ４ ４ １ ５
Ⅴ層 １ １２ ２９０ ３０３ １ １ ６４ ６６ ４ １ １
計 １ １２ ２９４ ３０７ １ １ ６８ １ ７１ ４ １ １

L３ Ⅴ層 １ ２５ １６３９ １６６５ ７ １ ２ ３ ４３６ ３ ４５２ ５ ４ ５ １ １
計 １ ２５ １６３９ １６６５ ７ １ ２ ３ ４３６ ３ ４５２ ５ ４ ５ １ １

L３付近 Ⅴ層 １ １１０ １１１ ２ ８ １０ １ ６ ４ １

L４

撹乱 ９ ９ １ １
Ⅰ層 １ ５ ６
Ⅲ層 １１１ ８ １１９ ３２ ３２ ２ １
Ⅴ層 ３ ３３ ５ ４２ １７５０ ２ １８３５ １３ ６ １ ５２５ １ ５４６ ２ ５ ３ ６ ２
計 ３ ３３ ５ ４２ １８７０ １０ １９６３ １３ ７ １ ５６３ １ ５８５ ２ ７ ４ ６ ２

L５ Ⅴ層 ２ １７ ４ ２６８４ １ ２７０８ ２４ １０ ５ ２ ６００ １ ６４２ １ ２ ２ ８

L６
Ⅰ層 ４１ ４１ ８ ８
Ⅴ層 １５ １５ ６ ６ １
計 ５６ ５６ １４ １４ １

L７
Ⅰ層 １０２ ５ １０７ ２ １６ １８
Ⅴ層 １０ １０ ４ ４
計 １１２ ５ １１７ ２ ２０ ２２

L８ Ⅰ層 ３２ ３２ １ ２ ３

L９
Ⅰ層 １８７ １８７ １ １ １ ３９ １ ４３
Ⅴ層 １ １
計 １８８ １８８ １ １ １ ３９ １ ４３

L１０

撹乱 １１６ １１６ ４ ４
Ⅰ層 ５４ ５４ １ １ ２１ ２３ １
Ⅲ層 ３ ３ １２ １２ １
Ⅴ層 １ ２４７６ １ ２４７８ ２１ １ ５ ３８１ １ ４０９ ４ ３ ２
計 １ ２６４９ １ ２６５１ ２２ １ ６ ４１８ １ ４４８ ５ ３ ２ １

L１１

撹乱 ５００ ５００ ３９ ３９ １ １ １
Ⅲ層 １３ １３
Ⅴ層 ２ ４４５９ ４４６１ ３５ ６ １２ １ １００６ １ １０６１ １ ６ １ ３ ２
計 ２ ４９７２ ４９７４ ３５ ６ １２ １ １０４５ １ １１００ ２ ７ １ ４ ２

L１２

撹乱 ２３２ ２３２ １ ３６ ３７ １
Ⅲ層 ８３ ４ ８７ １２ １２ ２ ２
Ⅴ層 １ １ ５８３９ ５８４１ ４９ ４ ８ ９０６ １ ９６８ ３ １７ ６ ７ １
計 １ １ ６１５４ ４ ６１６０ ５０ ４ ８ ９５４ １ １０１７ ４ １９ ６ ９ １

L１３

撹乱 ６ ６ ６ ６
Ⅰ層 １１０ １１０ ２ １ ２６ ２９ １
Ⅲ層 ７３ ７３ １６ １６
Ⅴ層 １ ３９５８ １ ３９６０ ４６ ２ ４ ７ １３２７ ７ １３９３ ４ ８ １
計 １ ４１４７ １ ４１４９ ４８ ２ ４ ８ １３７５ ７ １４４４ ４ ９ １

L１４

撹乱 １６ １６ ４ ４ １
Ⅰ層 １８５ １８５ １ １ ５２ ５４
Ⅲ層 ３２０ ２ ３２２ ６ １ ２ ９６ １０５
Ⅴ層 １ ４６０１ ４６０２ ４０ １ ３ １０ ８３６ ８９０ ３ ７ ５ １
計 １ ５１２２ ２ ５１２５ ４６ １ ５ １３ ９８８ １０５３ ４ ７ ５ １

L１５

撹乱 ４０２ ４ ４０６ ３ １ １０６ １１０
Ⅰ層 ６４ ６４ １４ １４ １
Ⅲ層 １０ １０ ８ ８
Ⅴ層 １ ３ ５３９１ ３ １５ ５４１３ ３９ ３ ９ ８８１ ３ ９３５ ６ ９ ３ １
計 １ ３ ５８６７ ３ １９ ５８９３ ４２ ４ ９ １００９ ３ １０６７ ６ ９ ４ １

L１６

撹乱 ９７ ９７ １ １ ２５ ２７
Ⅰ層 １２ １２ ２ ２
Ⅲ層 ４４ １ ４５ １ １２ １ １４ ２
Ⅴ層 ２ ３ ７３２３ １ １ ７３３０ ４８ １ １ ４ ３ １３０２ １ １３６０ １０ １３ ５
計 ２ ３ ７４７６ １ ２ ７４８４ ５０ １ １ ５ ３ １３４１ ２ １４０３ １０ １５ ５

L１７

Ⅰ層 ２５ ２５
Ⅲ層 ７８ ３ ８１ １ ７ ８
Ⅴ層 ３ ４７６２ ６ １０ ４７８１ ２３ １ ４ ６０６ １ ６３５ ２ １３ ６ １
計 ３ ４８６５ ６ １３ ４８８７ ２３ １ １ ４ ６１３ １ ６４３ ２ １３ ６ １

L１８ Ⅴ層 ５７８ ７ ５８５ １ ６１ ６２ １

L１９
撹乱 １８６ ２ １８８ １ １４ １５
Ⅴ層 ２７ ２７
計 ２１３ ２ ２１５ １ １４ １５

L２０

撹乱 １７ １７
Ⅲ層 ４８ ８ ５６ １ ９ １０
Ⅳ層 １ １
Ⅴ層 ９９ ９９ ６ ６
計 １６５ ８ １７３ １ １５ １６

L２１

Ⅲ層 ２１ ２１
Ⅳ層 ３ ３
Ⅴ層 ６３７ ２ ３ ６４２ ２ ３４ ３６ １ １
計 ６６１ ２ ３ ６６６ ２ ３４ ３６ １ １

L２２
撹乱 ４１ ４ ４５ ３ ３
Ⅴ層 ７６２ ７６２ ３ １ ５４ ５８ ３ １
計 ８０３ ４ ８０７ ３ １ ５７ ６１ ３ １

L２３

撹乱 １０ １０
Ⅲ層 ５４１ ６ ５４７ ５ ２ １ ８３ １ ９２ ３
Ⅴ層 ２９７５ ６ ６４ ３０４５ １４ １ １ ２ ５ ４ ３０８ １ ３３６ ４ １２ ２ ２
計 ３５２６ ６ ７０ ３６０２ １９ １ １ ４ ６ ４ ３９１ ２ ４２８ ４ １５ ２ ２

表Ⅶ－１０ 包含層出土遺物点数一覧



一覧表

２５５

調査区 層位
礫石器群 石製品 土製品 その他

総計
石鋸 石錘 扁平打

製石器
火打
ち石

石皿・
台石

棒状
礫片 礫 原石 計 異形

石器 玉 有孔
石製品 石棒 その他

石製品 計 土製品 ベン
ガラ

骨角
器 貝 焼骨

片
炭化
物 化石 高師

小僧
鉄製
品 計

K３ Ⅴ層 ４ １ １０ ４７ １ ４８ ９９３
K４ Ⅴ層 １ ８ １ ５９７ ３ ６００ １７３０
K５ Ⅴ層 ２ １６ １６ １７０
K８ Ⅰ層 ２

K１０
Ⅲ層 １ ２ ３ ２ ５ ２１６
Ⅴ層 ６ １ １１ １ １１５ ５ １２０ ２２８４
計 ７ １ １３ １ １１８ ５ ２ １２５ ２５００

K１１
Ⅲ層 １ ９９
Ⅴ層 １ ７ １ ２０ ９６１ ３２ ９９３ ３５３６
計 １ ７ １ ２１ ９６１ ３２ ９９３ ３６３５

K１２

撹乱 １ １ ２ １０６ １０６ １８４
Ⅲ層 ２ １２ １２ ６２
Ⅴ層 １ ７ ３ １６ ２ １ １０９７ ４８ １１４６ ３５１６
計 １ ８ ４ ２０ ２ １ １２１５ ４８ １２６４ ３７６２

K１３
Ⅲ層 １ １ ２６７
Ⅴ層 ２ １ ５ １ ２５１ ２５１ １２０６
計 ２ １ ５ １ ２５２ ２５２ １４７３

K１４ Ⅴ層 １ ５７
K１５ Ⅴ層 ２ ５

K１６

撹乱 １５０
Ⅰ層 １ １ １ １１８
Ⅲ層 ２ ４ １２８
Ⅴ層 １ ６ ２ ３１ １９０ １９０ ５９０６
計 １ ８ ２ ３６ １９１ １９１ ６３０２

K１７
Ⅲ層 １ １ ４ ４ １０４
Ⅴ層 １ １２ ４ ２２ １ ３２６ ４５ ３７２ ３９６９
計 １ １３ ４ ２３ １ ３３０ ４５ ３７６ ４０７３

K２８
撹乱 １
Ⅴ層 ２
計 ３

K２９ Ⅴ層 ７
K３０ Ⅴ層 ９
K３１ Ⅴ層 １
K３３ Ⅴ層 １３ １６ １８４
L１ Ⅴ層 １４

L２
Ⅲ層 ９
Ⅴ層 １ ７ ６９ ６９ ４４５
計 １ ７ ６９ ６９ ４５４

L３ Ⅴ層 １ ６ １ ２４ １９８ １ １９９ ２３４０
計 １ ６ １ ２４ １９８ １ １９９ ２３４０

L３付近 Ⅴ層 ８ ２ ２２ １４３

L４

撹乱 １ １ １１
Ⅰ層 ６
Ⅲ層 １ ４ ７ ７ １６２
Ⅴ層 １ ３ ３ ２５ １ ２９４ ５０ ３４５ ２７５１
計 ２ ４ ３ ３０ １ ３０１ ５０ ３５２ ２９３０

L５ Ⅴ層 １ ３ ２ １９ ６３５ １０ ６４５ ４０１４

L６
Ⅰ層 ４９
Ⅴ層 ２ ３ ２４
計 ２ ３ ７３

L７
Ⅰ層 ３１ ３１ １５６
Ⅴ層 １４
計 ３１ ３１ １７０

L８ Ⅰ層 ３５

L９
Ⅰ層 １ １ ２３１
Ⅴ層 １
計 １ １ ２３２

L１０

撹乱 ２ ２ ２ ２ １２４
Ⅰ層 １ １ １ ７９
Ⅲ層 １ １ １ １７
Ⅴ層 １０ １９ ５１３ １９ ５３２ ３４３８
計 １２ ２３ ５１７ １９ ５３６ ３６５８

L１１

撹乱 １ １ １ ６ １ ３ ３ ５４９
Ⅲ層 １３
Ⅴ層 １ ２ １６ ２ ２ １ ２ １２８７ ２７ １ １３１７ ６８５８
計 ２ ３ １ ２２ ２ ２ ２ ２ １２９０ ２７ １ １３２０ ７４２０

L１２

撹乱 １ ２ ２ ２ ２７３
Ⅲ層 ４ ５ ５ １０８
Ⅴ層 ２ ３６ ２ ７４ １ １ ３ ２０５６ ６８ ２１２７ ９０１１
計 ２ ３７ ２ ８０ １ １ ３ ２０６３ ６８ ２１３４ ９３９２

L１３

撹乱 １２
Ⅰ層 １ ２ １ １ １４２
Ⅲ層 ８９
Ⅴ層 ９ ４ ２６ ５７９ ２４ ６０３ ５９８２
計 １０ ４ ２８ ５８０ ２４ ６０４ ６２２５

L１４

撹乱 １ ２１
Ⅰ層 ２３９
Ⅲ層 １ １ ２ １ １ ４３０
Ⅴ層 ４ ９ １ ３０ ５ ５０７ ７ ５１９ ６０４１
計 ４ １０ ２ ３３ ５ ５０８ ７ ５２０ ６７３１

L１５

撹乱 ２ ２ １ １ ５１９
Ⅰ層 １ ７９
Ⅲ層 １ １ １９
Ⅴ層 ２ ６ １２ ３９ ４４８ １ ４４９ ６８３６
計 ２ ７ １４ ４３ １ １ ４４８ １ ４４９ ７４５３

L１６

撹乱 １ １ １２５
Ⅰ層 １４
Ⅲ層 ２ ４ ３ ３ ６６
Ⅴ層 １７ ４ ４９ １ １ ３６８ １０ ３７９ ９１１９
計 ２０ ４ ５４ １ １ ３７１ １０ ３８２ ９３２４

L１７

Ⅰ層 ２５
Ⅲ層 ２ ２ ３ ３ ９４
Ⅴ層 ３ １７ ２ ４４ １３４ １ １３５ ５５９５
計 ３ １９ ２ ４６ １３７ １ １３８ ５７１４

L１８ Ⅴ層 １ １０ １０ ６５８

L１９
撹乱 １ １ ２０４
Ⅴ層 ２７
計 １ １ ２３１

L２０

撹乱 ３ ３ ２０
Ⅲ層 ６６
Ⅳ層 １
Ⅴ層 １０５
計 ３ ３ １９２

L２１

Ⅲ層 ２１
Ⅳ層 ３
Ⅴ層 １ ３ ３ ３ ６８４
計 １ ３ ３ ３ ７０８

L２２
撹乱 ２ ２ ５０
Ⅴ層 ２ ６ ３ ３ ８２９
計 ４ ８ ３ ３ ８７９

L２３

撹乱 １０
Ⅲ層 ３ ６ １０８ １０８ ７５３
Ⅴ層 ３ ７８ １ １０２ １ １ ５３８ ２４ ５６３ ４０４７
計 ３ ８１ １ １０８ １ １ ６４６ ２４ ６７１ ４８１０



厚真町 朝日遺跡

２５６

調査区 層位
土器 剥片石器群 礫石器群

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 不明 計 石鏃 石槍 つまみ付
ナイフ

スクレ
イパー 石錐 両面調

整石器
片面調
整石器

楔形
石器

フレ
イク

棒状
原石 石核 計 石斧 たた

き石
すり
石 砥石 矢柄

研磨器
くぼ
み石

L２４

撹乱 １４ １４
Ⅰ層 ９ ９
Ⅴ層 １８３ １８３ １ １６ １７ １ ４
計 １９７ １９７ １ ２５ ２６ １ ４

L２５
撹乱 ８ ３ １１ １ １ １
Ⅴ層 ８ ８ １ ２ １ ４
計 １６ ３ １９ １ ２ ２ ５ １

L２８
撹乱 ２ ２
Ⅴ層 ８ ８
計 １０ １０

L２９
撹乱
Ⅴ層 １ ６４０ ３ １ ６４５ ３ １ ３ ２ ２０１ ２ ２１２ ４ １１ ２
計 １ ６４０ ３ １ ６４５ ３ １ ３ ２ ２０１ ２ ２１２ ４ １１ ２

L３０
Ⅰ層 １ １
Ⅴ層 ２９ ２９ ３ ３ １
計 ３０ ３０ ３ ３ １

L３１ Ⅴ層 ３ ３ １ １ １

L３２
Ⅰ層 １ １
Ⅴ層 ２９ １ ３０ ２ ２ １ １
計 ３０ １ ３１ ２ ２ １ １

L３３ Ⅰ層 １ １ １
L３４ Ⅰ層 １ １
M３ Ⅴ層 １５４ １ １５５ ２ ４４ ４６ １

M４
Ⅲ層 ７９ ２ １ ８２ ２ １ ３１ １ ３５ １
Ⅴ層 ２ １１ ２０８２ ４ ２０９９ １１ １ ２ ３ ３２４ １ ３４２ １ １
計 ２ １１ ２１６１ ２ ５ ２１８１ １３ １ ２ １ ３ ３５５ ２ ３７７ １ ２

M５
Ⅲ層 ７２ ７２ ２ ５９ ６１ １
Ⅴ層 １ ７ １ ４４０６ ８ ４ ４４２７ ６６ ２ ６ ９ １８６８ ２ １９５３ ９ ６ ２
計 １ ７ １ ４４７８ ８ ４ ４４９９ ６８ ２ ６ ９ １９２７ ２ ２０１４ ９ ６ ２ １

M６

Ⅰ層 １ １ ６ ６
Ⅲ層 １７ １７ １ １ ５ ７
Ⅴ層 １ ９ ４ ３５１８ ３ ８ ３５４３ ４６ ４ １２ １ １４６０ ２ １５２５ ２ １２ ４ ２
計 １ ９ ４ ３５３６ ３ ８ ３５６１ ４７ ５ １２ １ １４７１ ２ １５３８ ２ １２ ４ ２

M７

Ⅰ層 １２５ １２５ １ ３３ ３４ ２
Ⅲ層 ４ ４
Ⅴ層 ６２ ６２ ６ ２ １ １６７ １７６ ３ １
計 １９１ １９１ ６ １ ２ １ ２００ ２１０ ３ ２ １

M８
Ⅰ層 ２０６ ３ ４ ２１３ １ １ ６５ ６７
Ⅴ層 ５２ １ ５３ １ １ ３６ ３８ ２ １
計 ２５８ ４ ４ ２６６ ２ １ １ １０１ １０５ ２ １

M９ Ⅰ層 ９７ ９７ １ ２７ ２８
M１０ Ⅰ層 ５ ５ １ １

M１１
Ⅰ層 ２５ ２５ ６ ６
Ⅴ層 ７７７ １ ３ ７８１ ４ １ １ ８７ ９３ １ ５ １
計 ８０２ １ ３ ８０６ ４ １ １ ９３ ９９ １ ５ １

M１２ Ⅴ層 ３５０ ３５０ １１ １１ ５

M１３

撹乱 ７ ７ ３ ３
Ⅰ層 ５４ ５４ ２５ ２５
Ⅲ層 １３３ １３３ ４ １ ５１ ５６ １
Ⅴ層 １７９９ １７９９ ２４ ２ ５ １ ６９８ ２ ７３２ ３ １ ２
計 １９９３ １９９３ ２８ ３ ５ １ ７７７ ２ ８１６ ３ ２ ２

M１４

撹乱 １２ １２ ２ ２
Ⅰ層 ５１ １ ５２ １２ １２
Ⅲ層 １ １ １ １
Ⅴ層 ８６９７ １２ ８７０９ １４７ ４ １４ １２ ４ １ ２８３３ ３０１５ １０ ２４ １ ２
計 ８７６１ １３ ８７７４ １４７ ４ １４ １２ ４ １ ２８４８ ３０３０ １０ ２４ １ ２

M１５

Ⅰ層 ５ ５ １ １ １
Ⅲ層 ７６ ４ ４ ８４ ２３ ２３ １
Ⅴ層 １ １ ７８２８ ４ ４ ７８３８ ４７ １０ １２ １０９２ １ ３ １１６５ ５ ８ ３ ５
不明 ３ ３
計 １ １ ７９１２ ８ ８ ７９３０ ４７ １０ １２ １１１６ １ ３ １１８９ ５ ９ ３ ６

M１６

撹乱 １ １ １ １
Ⅰ層 ３ ３ １ １
Ⅲ層 ６１ ２ ６３ １ １８ １９
Ⅴ層 １ １ １１８６４ ４ １１８７０ ５３ １ ５ ５ １ １９８８ １ ２０５４ ６ ２８ ６ ２ ３
計 １ １ １１９２９ ６ １１９３７ ５４ １ ６ ５ １ ２００７ １ ２０７５ ６ ２８ ６ ２ ３

M１７

Ⅰ層 ８ ８ １ ５ ６
Ⅲ層 ４３ １ ４４ ９ ９ １ ２ １
Ⅴ層 ７ ４１９５ ６ ４２０８ ２３ ４ ３ １ ６０２ ６３３ １２ １３ ３ １
計 ７ ４２４６ ７ ４２６０ ２４ ４ ３ １ ６１６ ６４８ １３ １５ ４ １

M１８ Ⅴ層 １２６ ２ １２８ ５ ５ １

M１９
撹乱 ６２ １ ４ ６７ １ １
Ⅴ層 ３６ ２ ３８ ２ ２
計 ９８ ３ ４ １０５ ３ ３

M２０

撹乱 ２ ２４５ ７ ２５４ １ １ ２３ ２５ ２ ５
Ⅲ層 １５ ８０ ９５ ３ ３
Ⅳ層 １２ １２ １ １
Ⅴ層 ６９１ ２ ６９３ ３ １ ６２ １ ６７ １ ２
計 ２ ９６３ ８０ ２ ７ １０５４ ４ １ １ ８９ １ ９６ ３ ７

M２１

Ⅲ層 ３２ ２８ ３ ６３ １ １ １
Ⅳ層 ７ ７
Ⅴ層 ６ ２７０５ １ ２６ ２７３８ １１ ２ ２０７ ２２０ ２ ６ ２ １
計 ６ ２７４４ ２９ ２９ ２８０８ １１ ２ ２０８ ２２１ ２ ７ ２ １

M２２

撹乱 １１６ ５ １２１ １ １ １２ １４
Ⅲ層 ４ ４
Ⅴ層 １ ２２３０ ３ ２ ２２３６ ９ １ ５４５ ５５５ ６ ２ ２
計 １ ２３５０ ３ ７ ２３６１ １０ ２ ５５７ ５６９ ６ ２ ２

M２３

撹乱 ７２ ７２ １ ７ １ ９
Ⅲ層 ３９ ６ ４５ １ ８ ９
Ⅴ層 １ １ ３６６１ ３ ３５ ３７０１ ３４ ３ ４ ３ ５５７ ６０１ １ １６ ２
計 １ １ ３７７２ ３ ４１ ３８１８ ３５ ４ ４ ３ ５７２ １ ６１９ １ １６ ２

M２４
撹乱 ５ ５ ３ ３
Ⅴ層 １０９８ ５ ６ １１０９ １０ ２ ３０６ １ ３１９ １ ６ １
計 １１０３ ５ ６ １１１４ １０ ２ ３０９ １ ３２２ １ ６ １

M２５ Ⅴ層 ５ ５ ２ ２
M３１ Ⅰ層 １ １
N４ Ⅲ層 １ １

N５
Ⅲ層 ４０ ４０ １ １ ２９ ３１
Ⅴ層 ４ ２ １５０７ １５１３ ２２ １ ３ ４１４ ４４０ ２ ２ １
計 ４ ２ １５４７ １５５３ ２３ ２ ３ ４４３ ４７１ ２ ２ １

N６

Ⅰ層 ２ ２ ２ ２
Ⅲ層 ４２７ ４２７ ３ ２ １ １１３ １１９ １ １
Ⅴ層 ４ １ ４０ ３０３２ ３ ６４ ４ ３１４８ ２２ １０ ２ ２ １３４７ ２ １３８５ ３ ８ ２ １
計 ４ １ ４０ ３４６１ ３ ６４ ４ ３５７７ ２５ １２ ３ ２ １４６２ ２ １５０６ ４ ９ ２ １

N７
Ⅲ層 ２ ３０３ １ １ ３０７ １ １ ９５ ９７ １ １ １
Ⅴ層 ６ １ ７ ４１０８ １１ １５ ４１４８ ７１ １ ７ ７ １７４６ １ １８３３ ５ １３ ３ ６
計 ８ １ ７ ４４１１ １２ １６ ４４５５ ７２ １ ８ ７ １８４１ １ １９３０ ６ １４ ４ ６

N８
Ⅰ層 ７０８ ７０８ ５ ２ １４０ １４７
Ⅴ層 ３ ２７３４ ２７３７ １３ ２ １ ２ ８８２ １ ９０１ ２ ８ １ １
計 ３ ３４４２ ３４４５ １８ ２ ３ ２ １０２２ １ １０４８ ２ ８ １ １

N９

撹乱 ２ ６８ ７０ １４ １４
Ⅰ層 １７ １７ ６ ６
Ⅴ層 １ １
計 ２ ８５ ８７ ２１ ２１



一覧表

２５７

調査区 層位
礫石器群 石製品 土製品 その他

総計
石鋸 石錘 扁平打

製石器
火打
ち石

石皿・
台石

棒状
礫片 礫 原石 計 異形

石器 玉 有孔
石製品 石棒 その他

石製品 計 土製品 ベン
ガラ

骨角
器 貝 焼骨

片
炭化
物 化石 高師

小僧
鉄製
品 計

L２４

撹乱 ２ ２ １１ １１ ２７
Ⅰ層 １ １ １０
Ⅴ層 ５ ８ １ ９ ２１４
計 ２ ７ ２０ １ ２１ ２５１

L２５
撹乱 １ ２ １４
Ⅴ層 １２
計 １ ２ ２６

L２８
撹乱 １ １ ３
Ⅴ層 １ １ ９
計 ２ ２ １２

L２９
撹乱 １ １ １ １ ２
Ⅴ層 ４ ２ ２３ １ １ ９ ９ ８９０
計 ５ ２ ２４ １ １ ２ ９ ９ ８９２

L３０
Ⅰ層 １
Ⅴ層 １ ２ ３４
計 １ ２ ３５

L３１ Ⅴ層 １ ５

L３２
Ⅰ層 １ １ ２
Ⅴ層 １ ３ ３５
計 ２ ４ ３７

L３３ Ⅰ層 １ ２
L３４ Ⅰ層 １
M３ Ⅴ層 １ ２ １９ １９ ２２２

M４
Ⅲ層 １ １ ３ １２０
Ⅴ層 １１４ １ １１７ １ １ １８３ ３２ ２１５ ２７７４
計 １１５ ２ １２０ １ １ １８３ ３２ ２１５ ２８９４

M５
Ⅲ層 １ ２ １３５
Ⅴ層 ５ １３ ３ ３８ １ １ ２ ７２１ ６９ ７９０ ７２１１
計 ５ １３ ４ ４０ １ １ ２ ７２１ ６９ ７９０ ７３４６

M６

Ⅰ層 ７
Ⅲ層 １ １ ２５
Ⅴ層 ２ ２４ ２ ４８ １ １ ２ ６ １ １７６８ ２４ １７９３ ６９１７
計 ２ ２５ ２ ４９ １ １ ２ ６ １ １７６８ ２４ １７９３ ６９４９

M７

Ⅰ層 １ １ ４ １６３
Ⅲ層 ４
Ⅴ層 ４ １ ９ １５７ ６ １６３ ４１０
計 ５ ２ １３ １５７ ６ １６３ ５７７

M８
Ⅰ層 ７ ７ ２８７
Ⅴ層 ４ ７ ６ ６ １０４
計 ４ ７ １３ １３ ３９１

M９ Ⅰ層 １２５
M１０ Ⅰ層 ６

M１１
Ⅰ層 ３１
Ⅴ層 ２１ ２８ ９ ９ ９１１
計 ２１ ２８ ９ ９ ９４２

M１２ Ⅴ層 ２ ７ ５０ ５０ ４１８

M１３

撹乱 １０
Ⅰ層 １ １ ８０
Ⅲ層 １ ３ ３ １９３
Ⅴ層 ８ ２ １６ ２７５ ２３ ２９８ ２８４５
計 ８ ２ １７ ２７９ ２３ ３０２ ３１２８

M１４

撹乱 １４
Ⅰ層 ２ ２ ６６
Ⅲ層 ２
Ⅴ層 ３ ４７ ５ ９２ ３ ３ １ １７０３ ５３ １７５７ １３５７６
計 ３ ４９ ５ ９４ ３ ３ １ １７０３ ５３ １７５７ １３６５８

M１５

Ⅰ層 １ ７
Ⅲ層 １ ２ １０９
Ⅴ層 ５ ２４ ６ ５６ １ １ １５５３ １４７ １７０１ １０７６１
不明 ３
計 ６ ２４ ６ ５９ １ １ １５５３ １４７ １７０１ １０８８０

M１６

撹乱 ２
Ⅰ層 ４
Ⅲ層 ８２
Ⅴ層 ３ ３３ ５ ８６ １ １ ５ ９１３ ２０６ ２ １１２１ １５１３７
計 ３ ３３ ５ ８６ １ １ ５ ９１３ ２０６ ２ １１２１ １５２２５

M１７

Ⅰ層 １４
Ⅲ層 ２ ６ ５９
Ⅴ層 ３１ ３ ６３ １ １ ２ ２ ２３１ ７ ２３８ ５１４６
計 ３３ ３ ６９ １ １ ２ ２ ２３１ ７ ２３８ ５２１９

M１８ Ⅴ層 ４ ５ １３８

M１９
撹乱 １４ １ １５ ８３
Ⅴ層 ４０
計 １４ １ １５ １２３

M２０

撹乱 １ ８ １ １ ２ ２８９
Ⅲ層 ９８
Ⅳ層 １３
Ⅴ層 ３ ６ １７ １７ ７８３
計 ４ １４ １８ １ １９ １１８３

M２１

Ⅲ層 ２ ３ １ １ ６８
Ⅳ層 １ １ ８
Ⅴ層 １ ５ ２ １９ ９２ ９２ ３０６９
計 １ ８ ２ ２３ ９３ ９３ ３１４５

M２２

撹乱 １３５
Ⅲ層 ４
Ⅴ層 １９ ２９ １ ２０３ １６２ ３６５ ３１８６
計 １９ ２９ １ ２０３ １６２ ３６５ ３３２５

M２３

撹乱 ８１
Ⅲ層 ２ ２ ８ ８ ６４
Ⅴ層 １ ４１ １ ６２ ２ ２９７６ ２２７ ３２０５ ７５６９
計 １ ４３ １ ６４ ２ ２９８４ ２２７ ３２１３ ７７１４

M２４
撹乱 ８
Ⅴ層 １ １３ ２ ２４ ３９７ ３７ ４３４ １８８６
計 １ １３ ２ ２４ ３９７ ３７ ４３４ １８９４

M２５ Ⅴ層 ７
M３１ Ⅰ層 １
N４ Ⅲ層 １

N５
Ⅲ層 １ １ ７２
Ⅴ層 ６ ５ １６ １３１ １３１ ２１００
計 ６ ５ １６ １３２ １３２ ２１７２

N６

Ⅰ層 ４
Ⅲ層 ３５ １ ３８ ８８ ８８ ６７２
Ⅴ層 ７３ ２ ８９ ６３０ ６３０ ５２５２
計 １０８ ３ １２７ ７１８ ７１８ ５９２８

N７
Ⅲ層 ４ ７ １ ３１ ３２ ４４３
Ⅴ層 １ ２２ ３ ５３ １ ３ ４ １ １４３１ ５０ １４８２ ７５２０
計 １ ２６ ３ ６０ １ ３ ４ ２ １４６２ ５０ １５１４ ７９６３

N８
Ⅰ層 ５ ５ ２ ２ ８６２
Ⅴ層 ２７ ３９ １８８ ７ １９５ ３８７２
計 ３２ ４４ １９０ ７ １９７ ４７３４

N９

撹乱 ８４
Ⅰ層 １ １ ２４
Ⅴ層 １
計 １ １ １０９



厚真町 朝日遺跡

２５８

調査区 層位
土器 剥片石器群 礫石器群

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 不明 計 石鏃 石槍 つまみ付
ナイフ

スクレ
イパー 石錐 両面調

整石器
片面調
整石器

楔形
石器

フレ
イク

棒状
原石 石核 計 石斧 たた

き石
すり
石 砥石 矢柄

研磨器
くぼ
み石

N１０ Ⅰ層 ２１ ２１ ５ ５

N１１
Ⅰ層 ４６ ４６ １６ １６
Ⅴ層 ９ ９
計 ５５ ５５ １６ １６

N１３ Ⅴ層 ９ ２ １１ １ １
N１４ Ⅴ層 １ １ １６８０ １ １６８３ １８ ３ ４ ４２２ １ ４４８ ２ ４ ２ ３

N１５

撹乱 １ １
Ⅰ層 １４ １４
Ⅴ層 １ １ １９１３ ７ １９２２ １９ ６ ２ ３７９ １ ４０７ ５ ３ １
計 １ １ １９２８ ７ １９３７ １９ ６ ２ ３７９ １ ４０７ ５ ３ １

N１６
Ⅲ層
Ⅴ層 ９０９ ３ ９１２ ５ １６７ １７２ １ １
計 ９０９ ３ ９１２ ５ １６７ １７２ １ １

N１７ Ⅴ層 ４５２ ４５２ １ １ ９２ ９４ ７ １
N１８ Ⅴ層 ８３ ８３ ８ ８ １
N１９ Ⅰ層 ２ ２

N２０
Ⅰ層 １５８ １５８ ３２ ３２ ２ １
Ⅴ層 １６２ １６２ ３８ ３８ １
計 ３２０ ３２０ ７０ ７０ ３ １

N２１ Ⅴ層 ３ ３

N２２
撹乱 １ ６ ７
Ⅴ層 ３５ ３５ ２ ２
計 ３５ ３５ １ ８ ９

N２３
撹乱 ３０４ ３０４ ２ １ ３７ ４０ ３ ２ ２
Ⅴ層 ６９ ６９ ６ ６ １
計 ３７３ ３７３ ２ １ ４３ ４６ ３ ３ ２

N２４
撹乱 ３３ ３３ １０ １０
Ⅴ層 １０ １０
計 ４３ ４３ １０ １０

O７

Ⅰ層 ３ ３
Ⅲ層 ７２ ７２ １７ １７
Ⅴ層 １ １２１４ ３４ １ １２５０ ７ １８４ １９１ ４ ２ ２ １
計 １ １２８９ ３４ １ １３２５ ７ ２０１ ２０８ ４ ２ ２ １

O８

撹乱 ６ ６ １ １
Ⅰ層 ３２ ３２ １ １４ １５ １
Ⅴ層 ４ ３７９６ ２ ２２ ３８２４ ３０ ４ ６ １０７７ ２ １１１９ ４ ６ ２
計 ４ ３８３４ ２ ２２ ３８６２ ３１ ４ ６ １０９２ ２ １１３５ ４ ７ ２

O９
撹乱 ６２ ６２ ２ １９ ２１
Ⅴ層 ２８ ６ ３４ １３ １３ ２
計 ９０ ６ ９６ ２ ３２ ３４ ２

O１０
撹乱 ９ ９ １ １
Ⅴ層 ９ ９ ３ ３ １
計 １８ １８ ４ ４ １

O１１

撹乱 ６３４ ７ ６４１ １８ １ ３ ３２０ ３４２ １ １
Ⅰ層 １７ １７ ３ ３
Ⅴ層 ４７ ４７ １ １１ １２
計 ６９８ ７ ７０５ １９ １ ３ ３３４ ３５７ １ １

O１２
撹乱 ４７ ８ ５５ １ １１ １２
Ⅰ層 １０ １０ ３ ３
計 ５７ ８ ６５ １ １４ １５

O１３ 撹乱 １ １

O１４

撹乱 ２ ２
Ⅰ層 ６０ ６０ １６ １６
Ⅴ層 １４ １４ １ ３ ４
計 ７４ ７４ １ ２１ ２２

O１５
Ⅰ層 １２ １２
Ⅴ層 １ １２９ ２ １３２ ２ １ ３２ ３５
計 １ １２９ ２ １３２ ２ １ ４４ ４７

O１６

撹乱 ４ ４ １ ４ ５ １
Ⅰ層 ２１０ ２１０ １ ４０ ４１ １
Ⅴ層 １ １０８２ １ ７ １ １０９２ ６ ２ １ １８８ １ １９８ ２ ５ １
河川堆積層 １ １
計 １ １２９６ １ ７ １ １３０６ ８ ３ １ ２３２ １ ２４５ ２ ６ ２

O１７
Ⅰ層 ３９５ ２ ２ ３９９ ６ ４ １０７ １ １１８ １ ４ １
Ⅴ層 ４８７ ４８７ １ ５０ ５１ ３ ２ ２
計 ８８２ ２ ２ ８８６ ６ ５ １５７ １ １６９ １ ７ ２ ３

O１８
Ⅰ層 ７７ １ ７８ １ １ １ ７３ ７６ ３ １
Ⅴ層 ４４０ ２ ４４２ １ １１ １２
計 ５１７ ３ ５２０ ２ １ １ ８４ ８８ ３ １

O１９
Ⅰ層 ７ ７
Ⅴ層 ３ ３
計 １０ １０

O２０
Ⅰ層 ２５６１ ３ ２５６４ １２ ２ ３ ２ ３３２ ３ ３５４ １０
Ⅴ層 ３１１ ２ ３１３ ４ １ １ ９３ ２ １０１ １ ２
計 ２８７２ ３ ２ ２８７７ １６ ３ ４ ２ ４２５ ５ ４５５ １ １０ ２

O２１

撹乱 ８７５ ２ １ ８７８ ７ ６ １０８ １２１ １ １
Ⅰ層 ６５５ １ １４ ６７０ ３ ２ ７５ ８０ １ ２
Ⅴ層 １５１ ２ １ １５４ １ ３８ ３９ ３ １
計 １６８１ ５ １６ １７０２ １０ ６ ２ １ ２２１ ２４０ １ ６ ２

O２２
Ⅰ層 ２００ ２ ４ ２０６ １ ３ ４
Ⅴ層 ３３４ １ ３３５ １ １ ３９ ４１ ４
計 ５３４ ２ ５ ５４１ １ １ １ ４２ ４５ ４

O２３
Ⅰ層 ２４ ６ ３０
Ⅴ層 １ １ １ ６９ ７０
計 ２５ ６ ３１ １ ６９ ７０

O２４ Ⅴ層 １ １
P１２ 不明

P１３
撹乱 ５ ５
Ⅰ層 １５１ ５ ２ １５８ ３ ２７ ３０ １
計 １５６ ５ ２ １６３ ３ ２７ ３０ １

P１４
Ⅰ層 １ ３３４ １ ２ ３３８ １ ４３ １ ４５ ２
Ⅴ層 １３５ １３５ １ ４７ ４８ ２ １
計 １ ４６９ １ ２ ４７３ １ １ ９０ １ ９３ ２ ３

P１５
Ⅰ層 ２ ２
Ⅴ層 １７５ ４ １ １８０ １ ３３ ３４ １
計 １７７ ４ １ １８２ １ ３３ ３４ １

P１６

撹乱 １ １ １ １ １ ４
Ⅰ層 １ ３４ ３５ ３ １ ９ １３
Ⅴ層 ３０４ ２ ３０６ １ ５１ ５２
計 １ ３３９ ２ ３４２ ３ １ １ ６１ ６６ １ ４

P１７

撹乱 １４ １４ ４ ４ ２ １
Ⅰ層 ４４ ４４ ２ ２１ ２３
Ⅴ層 ５１２ ２ １ ５１５ ２ ２ １０８ １１２ ２
計 ５７０ ２ １ ５７３ ２ ２ ２ １３３ １３９ ４ １

P１８

撹乱
Ⅰ層 ７７ ７７ １ ７ ８
Ⅴ層 ４７３８ ２ １５ ４７５５ ５９ １ ９ ４ ３ １４８３ ２ １５６１ １０ １０ １ １ １
河川堆積層 １８ １ １ ２０ ５ ５
計 ４８３３ ３ １６ ４８５２ ５９ １ ９ ５ ３ １４９５ ２ １５７４ １０ １０ １ １ １

P１９

撹乱 ３６１ ２４ ３８５ １ ２ １ ５２ ５６ ３
Ⅴ層 １ ４７９６ ６ ３７ ４８４０ １２ １ １０ ２ ５３８ １ ５６４ ４ １２ ２ ４ １
溝 ２０ ２０ １ １
計 １ ５１７７ ６ ６１ ５２４５ １３ １ １ １２ ３ ５９０ １ ６２１ ４ １５ ２ ４ １



一覧表

２５９

調査区 層位
礫石器群 石製品 土製品 その他

総計
石鋸 石錘 扁平打

製石器
火打
ち石

石皿・
台石

棒状
礫片 礫 原石 計 異形

石器 玉 有孔
石製品 石棒 その他

石製品 計 土製品 ベン
ガラ

骨角
器 貝 焼骨

片
炭化
物 化石 高師

小僧
鉄製
品 計

N１０ Ⅰ層 ２０ ２０ ４６

N１１
Ⅰ層 ２ ２ ６４
Ⅴ層 １ １ １０
計 ３ ３ ７４

N１３ Ⅴ層 １２
N１４ Ⅴ層 ４ １ １６ １６０ ４ １６４ ２３１１

N１５

撹乱 １
Ⅰ層 １４
Ⅴ層 ５ ２ １６ １ １ ２ ７２０ ２８ ７４８ ３０９５
計 ５ ２ １６ １ １ ２ ７２０ ２８ ７４８ ３１１０

N１６
Ⅲ層 ４ ４ ４
Ⅴ層 ２ ４ １ １ ２４２ １１ ２５３ １３４２
計 ６ ８ １ １ ２４２ １１ ２５３ １３４６

N１７ Ⅴ層 ３５ ２ ４５ ４６ １０ ５６ ６４７
N１８ Ⅴ層 ３ ４ ２１ ２１ １１６
N１９ Ⅰ層 ２

N２０
Ⅰ層 ２ ５ ３ ３ １９８
Ⅴ層 １９ １ ２１ ５２ ５２ ２７３
計 １９ ３ ２６ ５５ ５５ ４７１

N２１ Ⅴ層 ３

N２２
撹乱 ７
Ⅴ層 ３７
計 ４４

N２３
撹乱 １ １ ９ ５０ ５０ ４０３
Ⅴ層 ２ ３ ７８
計 ３ １ １２ ５０ ５０ ４８１

N２４
撹乱 ３ １ ４ １ １ ４８
Ⅴ層 ２ ２ １２
計 ３ １ ４ ３ ３ ６０

O７

Ⅰ層 ３
Ⅲ層 ３ ３ ９２
Ⅴ層 １０ ３ ２２ ４ ２８５ ２８５ １７５２
計 １０ ３ ２２ ４ ２８８ ２８８ １８４７

O８

撹乱 ７
Ⅰ層 １ ４８
Ⅴ層 １ ３６ １ ５０ １ １０８９ ７ １０９６ ６０９０
計 １ ３６ １ ５１ １ １０８９ ７ １０９６ ６１４５

O９
撹乱 ８３
Ⅴ層 １ ３ ５０
計 １ ３ １３３

O１０
撹乱 １０
Ⅴ層 １ ２ １４
計 １ ２ ２４

O１１

撹乱 ３ ５ １ １ １５１ １５１ １１４０
Ⅰ層 ３ ３ ２３
Ⅴ層 ２９ ２９ ８８
計 ３ ５ １ １ １８３ １８３ １２５１

O１２
撹乱 ６７
Ⅰ層 １３
計 ８０

O１３ 撹乱 １

O１４

撹乱 ２
Ⅰ層 １ １ ７７
Ⅴ層 １８
計 １ １ ９７

O１５
Ⅰ層 １２
Ⅴ層 １４ １４ １ １ １８２
計 １４ １４ １ １ １９４

O１６

撹乱 １ ２ １１
Ⅰ層 ６ ３ １０ ２６１
Ⅴ層 １ １２ １ ２２ ２０３ ２５ １ ２２９ １５４１
河川堆積層 １
計 １ １８ ５ ３４ ２０３ ２５ １ ２２９ １８１４

O１７
Ⅰ層 １ ３３ ３ ４３ ３ ３ ５６３
Ⅴ層 １９ ２６ ４４ ４４ ６０８
計 １ ５２ ３ ６９ ４７ ４７ １１７１

O１８
Ⅰ層 ６ １０ １７ １７ １８１
Ⅴ層 ６ ６ １ １ ４６１
計 １２ １６ １８ １８ ６４２

O１９
Ⅰ層 ７
Ⅴ層 ３
計 １０

O２０
Ⅰ層 ２ ７８ ２ ９２ ７４ １ ７５ ３０８５
Ⅴ層 １６ １９ １ ８２ ６ ８８ ５２２
計 ２ ９４ ２ １１１ １ １５６ ７ １６３ ３６０７

O２１

撹乱 １ １０ １ １４ １０ １０ １０２３
Ⅰ層 ３ １１ １７ １３ ２ １５ ７８２
Ⅴ層 ６ １０ ６ ６ ２０９
計 ４ ２７ １ ４１ ２９ ２ ３１ ２０１４

O２２
Ⅰ層 ３ ３ ３ ３ ２１６
Ⅴ層 ２２ ２ ２８ ２８ ２８ ４３２
計 ２５ ２ ３１ ３１ ３１ ６４８

O２３
Ⅰ層 １ １ ３１
Ⅴ層 １ １ ７２
計 ２ ２ １０３

O２４ Ⅴ層 １
P１２ 不明 １ ７ ７９ ８７ ８７

P１３
撹乱 １ １ ６
Ⅰ層 １１ １２ ２００
計 １２ １３ ２０６

P１４
Ⅰ層 ２３ ２５ １ １ ４０９
Ⅴ層 ４ ７ １９０
計 ２７ ３２ １ １ ５９９

P１５
Ⅰ層 ２
Ⅴ層 １３ １４ ２２８
計 １３ １４ ２３０

P１６

撹乱 ４ ９ １１
Ⅰ層 １ １ ３７ ３７ ８６
Ⅴ層 １ １ ３５９
計 ５ １０ ３８ ３８ ４５６

P１７

撹乱 ９ １ １３ １ ３ ４ ３５
Ⅰ層 １ １ ６８
Ⅴ層 ４ ６ ８６ ８６ ７１９
計 １４ １ ２０ ８７ ３ ９０ ８２２

P１８

撹乱 １ １ １
Ⅰ層 １４ １４ ６ ６ １０５
Ⅴ層 ２７ ６ ５６ １ １ １ １２１２ ７３ １２８６ ７６５９
河川堆積層 ３ ３ ２８
計 ４４ ６ ７３ ２ ２ １ １２１８ ７３ １２９２ ７７９３

P１９

撹乱 ６ １ １０ １ １ １０ １０ ４６２
Ⅴ層 １ ８７ ４ １１５ ２４ １７６ ２５ ２２５ ５７４４
溝 ２１
計 １ ９３ ５ １２５ １ １ ２４ １７６ ３５ ２３５ ６２２７



厚真町 朝日遺跡

２６０

調査区 層位
土器 剥片石器群 礫石器群

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 不明 計 石鏃 石槍 つまみ付
ナイフ

スクレ
イパー 石錐 両面調

整石器
片面調
整石器

楔形
石器

フレ
イク

棒状
原石 石核 計 石斧 たた

き石
すり
石 砥石 矢柄

研磨器
くぼ
み石

P２０

撹乱 ４６ ３ ４９ ６ ６
Ⅰ層 ２５７ ２５７ ３ １ ９１ ９５ ２ １
Ⅱ層 ３ ３
Ⅲ層 ７ ７
Ⅳ層 ８３ ８３ １ １８ １９ １
Ⅴ層 １ １ ３ １９１８９ １３ ６６ １９２７３ １４５ １ １ １２ ２６ １ ４３５８ ４５４４ ２０ ３９ ２ ２
計 １ １ ３ １９５７８ １３ ６９ １９６６５ １４９ １ １ １３ ２６ １ ４４８０ ４６７１ ２３ ４０ ２ ２

P２１

Ⅰ層 １５６ １ １５７ １ １ ４１ ４３
Ⅳ層 ２ ４４ ４６ １ １ ３７ ３９
Ⅴ層 ２ ６２０７ ７０ ２８ ６３０７ ３９ ７ １２ １６１７ １６７５ ５ ２９ ６ ７
不明
計 ２ ２ ６４０７ ７０ ２９ ６５１０ ４１ １ ８ １２ １６９５ １７５７ ５ ２９ ６ ７

P２２
Ⅳ層 １３ １３ １ １３ １４
Ⅴ層 ４ ２ ２６２１ ９ ２１ ２６５７ ３５ ５ ４ １０７９ １ １１２４ ５ １０ ２ １ １
計 ４ ２ ２６３４ ９ ２１ ２６７０ ３６ ５ ４ １０９２ １ １１３８ ５ １０ ２ １ １

P２３ 撹乱 ３ ３

Q１４
Ⅰ層 １７ １７ １ ２２ ２３
Ⅴ層 １２４ ２ １２６ １ ７６ １ ７８
計 １４１ ２ １４３ ２ ９８ １ １０１

Q１５
Ⅰ層 ２０５ １ ２０６ ２ ６２ ６４ １
Ⅴ層 ７８ ５ ８３ ２３ ２３ １
計 ２８３ ６ ２８９ ２ ８５ ８７ ２

Q１６
Ⅰ層 ２１７ ２１７ ２ １ １ ７４ ７８
Ⅴ層 １６１７ ８ ９ １６３４ １３ ２ ４０６ ４２１ ４ ２
計 １８３４ ８ ９ １８５１ １５ １ ３ ４８０ ４９９ ４ ２

Q１７

撹乱 ９５ ９５ １ ５ ６
Ⅰ層 ８９ ２ ９１ １ １８ １９ １ １ １
Ⅳ層 １ １ ２０ ２２
Ⅴ層 ２ ５ ７２５７ １ １４ ７２７９ ４９ １０ ７ １３２６ １ １３９３ ３ １７ ４ １ １
計 ２ ５ ７４４１ ３ １４ ７４６５ ５２ １１ ７ １３６９ １ １４４０ ４ １８ ５ １ １

Q１８

撹乱 ９２ ２ ９４ ２ １ ２１ ２４
Ⅳ層 １５０ ２ １５２ ２２ ２２ １
Ⅴ層 １ ２ １ ３ １３４２７ １ ３ １３４３８ ９０ １１ ７ ２８０２ １ ２９１１ ６ ２５ ５ １
計 １ ２ １ ３ １３６６９ ３ ５ １３６８４ ９２ １２ ７ ２８４５ １ ２９５７ ７ ２５ ５ １

Q１９
Ⅳ層 ６８３ １ １８ ７０２ ３ １ ２ １ １６２ １６９ ２
Ⅴ層 ３ ８ ６１ １３０４７ ６ ２７ １３１５２ ８２ １ ２ １９ ７ １ ２３０９ ２ ２４２３ ９ １５６ ３１ ２２
計 ３ ８ ６１ １３７３０ ７ ４５ １３８５４ ８５ １ ３ ２１ ８ １ ２４７１ ２ ２５９２ ９ １５８ ３１ ２２

Q２０

撹乱
Ⅰ層 ２４９ ２４９ ４ ８３ ８７
Ⅳ層 ２２１ ２２１ ８０ ８０ １
Ⅴ層 ２ １ ６ ７ ２３１６６ ２２ ３７ ２３２４１ １６３ ５ ４ ２６ ２８ １ ４４５７ １ ４ ４６８９ １０ １３５ １３ １８
不明
計 ２ １ ６ ７ ２３６３６ ２２ ３７ ２３７１１ １６７ ５ ４ ２６ ２８ １ ４６２０ １ ４ ４８５６ １１ １３５ １３ １８

Q２１
Ⅰ層 ２５ ２５
Ⅴ層 ３ ２ ６５２９ ５ ６ ６５４５ ２５ １ ７ ７ １１５７ １１９７ ５ ４７ ６ ４
計 ３ ２ ６５５４ ５ ６ ６５７０ ２５ １ ７ ７ １１５７ １１９７ ５ ４７ ６ ４

Q２２ Ⅴ層 ４６２３ １ １ ４６２５ ２ ４７ ４９ １
R１５ Ⅴ層 ４６ １ ４７ １ １
R１７ Ⅴ層 １８ １８ １ １

R１８
Ⅳ層 ４１９ ５ ４２４ ５ ２２１ ２ ２２８ １
Ⅴ層 １ ４５９３ １ ４５９５ ２６ １ ２ ３ １９８８ ２０２０ ６ ５
計 １ ５０１２ ６ ５０１９ ３１ １ ２ ３ ２２０９ ２ ２２４８ ６ ５ １

R１９ Ⅴ層 ２ １ ５３１９ ２ ８ ５３３２ ３３ １ １ ５ １３５７ １ １３９８ １ ３３ １０ ２
R２０ Ⅴ層 ５４ ５４ １３ １３ ３
S１６ Ⅴ層 ６１９ ６１９ ４ １ １ ６６ ７２ ４ １ １

S１７
Ⅳ層 １８ １８ １ ４９ ５０
Ⅴ層 ９０８ ９０８ １１ １ １３４ １４６ １ ２
計 ９２６ ９２６ １２ １ １８３ １９６ １ ２

S１８ Ⅴ層 ３２５ ２ ２ ３２９ １ １ ７２ ７４ ２

トレンチB調

Ⅲ層 ２２ ２２ １ １ １
Ⅴ層 １０４９ １０４９ ３ ５０ ５３ ２ ３ ３ ３
トレンチ １ １
計 １０７１ １０７１ ３ ５２ ５５ ３ ３ ３ ３

トレンチB調
No．１

Ⅰ層 １４１ １ １４２ １ ２４ ２５ ２ １
計 １４１ １ １４２ １ ２４ ２５ ２ １

トレンチB調
No．２

撹乱 １５ １５ １ １ ６ ８ １
Ⅰ層 ２ ２
Ⅴ層 ４３ ４３ １２ １２
計 ５８ ５８ １ １ ２０ ２２ １

トレンチB調
No．３

Ⅰ層 ９５ ９５ １ １
Ⅲ層 ２ ２ １２ １２
計 ９７ ９７ １３ １３

トレンチB調No．４ Ⅰ層 １１ １１ ２ ２ １

トレンチB調
No．５

Ⅰ層 １５ １５
Ⅲ層 １４ １４ ３ ３
Ⅴ層 ４４ ４４
トレンチ ３ ３
計 ７６ ７６ ３ ３

トレンチB調No．６ Ⅰ層 ３３ １ ３４ １ １ ２ ３
トレンチB調No．７ Ⅰ層 １１３ １１３ １ ２５ ２６ ２
トレンチB調No．９ Ⅴ層 ８９ ８９ １１ １１ １ １

トレンチB調
No．１０

Ⅰ層 １１ １１ ５ ５ ２ １
Ⅴ層 ３２４ ２ ３２６ ３８ ３８ ３ １ １
計 ３３５ ２ ３３７ ４３ ４３ ３ ３ ２

トレンチB調No．１１ Ⅰ層 １ １ ４ ４
トレンチB調No．１２ Ⅰ層 ２ ２
排土 撹乱 ９５８ １ ７ １ ９６７ ３ ３ ２１０ ２１６ １
表採 撹乱 ３ １６２２ ２ ８ １６３５ １３ ６ ９９９ ３ １０２１ ８ ８ ４ ２
総 計 ５５ １０６ ３７ ２７８２９２８９６ ４６９ ８４３ ２１ ４２９４７０９２１７１ １８ ３６ ３４４ ３３７ ３５ １ １６３７０６ ４ ８３ ６６７３６ ２９６１０１０ ２０５ １５５ １ ２０



一覧表

２６１

調査区 層位
礫石器群 石製品 土製品 その他

総計
石鋸 石錘 扁平打

製石器
火打
ち石

石皿・
台石

棒状
礫片 礫 原石 計 異形

石器 玉 有孔
石製品 石棒 その他

石製品 計 土製品 ベン
ガラ

骨角
器 貝 焼骨

片
炭化
物 化石 高師

小僧
鉄製
品 計

P２０

撹乱 ２ ２ ５７
Ⅰ層 １０ １３ ５４５ １９ ５６４ ９２９
Ⅱ層 １１６ １１６ １１９
Ⅲ層 ７
Ⅳ層 ３ ４ ４２ ４２ １４８
Ⅴ層 ４ １００ １５ １８２ １ １ ２ ２ ５３５０ ５５４ ５９０６ ２９９０８
計 ４ １１５ １５ ２０１ １ １ ２ ２ ６０５３ ５７３ ６６２８ ３１１６８

P２１

Ⅰ層 ２ ２ ９ ９ ２１１
Ⅳ層 ２３ ２３ １０８
Ⅴ層 ４ ６０ ７ １１８ １ １ ５ ３１６０ ２８８ ３４５３ １１５５４
不明 ２ ２ ２
計 ４ ６２ ７ １２０ １ １ ５ ３１９４ ２８８ ３４８７ １１８７５

P２２
Ⅳ層 ２７
Ⅴ層 ５８ １ ７８ ２ ３０５９ ６３ ３１２４ ６９８３
計 ５８ １ ７８ ２ ３０５９ ６３ ３１２４ ７０１０

P２３ 撹乱 ３

Q１４
Ⅰ層 １０ １０ ５０
Ⅴ層 １３ １３ ２１７
計 ２３ ２３ ２６７

Q１５
Ⅰ層 ２ ３ １ １８ ４ ２３ ２９６
Ⅴ層 １ ２ １００ １００ ２０８
計 ３ ５ １ １１８ ４ １２３ ５０４

Q１６
Ⅰ層 ３ ３ ５ ５ ３０３
Ⅴ層 ２６ ２ ３４ ７２ ２ ７４ ２１６３
計 ２９ ２ ３７ ７７ ２ ７９ ２４６６

Q１７

撹乱 ２ ２ １０３
Ⅰ層 ３ １ １ １１４
Ⅳ層 １５ １５ ３７
Ⅴ層 ４７ ６ ７９ １２２９ １５６ １３８５ １０１３６
計 ６４ ６ ９９ １２３０ １５６ １３８６ １０３９０

Q１８

撹乱 １ １ ２ １２０
Ⅳ層 ５ ６ １８０
Ⅴ層 ２ ３６ ５ ８０ １ １ １ １ ９６６９ ３５７ １００２７ ２６４５８
計 ３ ４２ ５ ８８ １ １ １ １ ９６６９ ３５７ １００２７ ２６７５８

Q１９
Ⅳ層 １ ２６ １ ３０ １ ６０７ ５５ ６６３ １５６４
Ⅴ層 １ １６ １６５ ２０ ４２０ １ ２ ３ １ ２３９２ ２３７ １ ２６３１ １８６２９
計 １ １７ １９１ ２１ ４５０ １ ２ ３ ２ ２９９９ ２９２ １ ３２９４ ２０１９３

Q２０

撹乱 ４ ４ ４
Ⅰ層 ２ ２ ９４ ４ ９８ ４３６
Ⅳ層 １１ １２ １９５ １９５ ５０８
Ⅴ層 １９ ２６８ ２４ ４８７ ５ ５ ２ １１ ９８１８ ５３５ １０３６４ ３８７８８
不明 ２ ２ ２
計 １９ ２８１ ２４ ５０１ ４ ５ ９ ２ １３ １０１０７ ５３９ １０６５９ ３９７３８

Q２１
Ⅰ層 ２５
Ⅴ層 １ ４ ６８ ３ １３８ ２ ２ ３ １６４７ ５２ １ １７０３ ９５８５
計 １ ４ ６８ ３ １３８ ２ ２ ３ １６４７ ５２ １ １７０３ ９６１０

Q２２ Ⅴ層 １ ２ １３８ １３８ ４８１４
R１５ Ⅴ層 ４８
R１７ Ⅴ層 １９

R１８
Ⅳ層 ３２ ３３ ６８ ６８ ７５３
Ⅴ層 １ １３ ２ ２７ １ １ ６１ ２３ ５８５３ ２０４０ ２ ７９１８ １４６２２
計 １ ４５ ２ ６０ １ １ ６１ ２３ ５９２１ ２０４０ ２ ７９８６ １５３７５

R１９ Ⅴ層 ２ ２７ ７ ８２ １ ９１６ ７１ ９８８ ７８００
R２０ Ⅴ層 ３ ３ ３ ７３
S１６ Ⅴ層 ６ １２ ５２ １６ ６８ ７７１

S１７
Ⅳ層 ６８
Ⅴ層 ５ １ ９ ４７５ ４６ ５２１ １５８４
計 ５ １ ９ ４７５ ４６ ５２１ １６５２

S１８ Ⅴ層 ２ ４ １０１ １２ １１３ ５２０

トレンチB調

Ⅲ層 １ ２４
Ⅴ層 １ １ １３ ４９ ３ ５２ １１６７
トレンチ １
計 １ １ １４ ４９ ３ ５２ １１９２

トレンチB調
No．１

Ⅰ層 ４ ７ １ １ １７５
計 ４ ７ １ １ １７５

トレンチB調
No．２

撹乱 １ ２ ４ ２７
Ⅰ層 ２
Ⅴ層 １ ２ ３ ５８
計 １ １ ２ ２ ７ ８７

トレンチB調
No．３

Ⅰ層 ９６
Ⅲ層 １４
計 １１０

トレンチB調No．４ Ⅰ層 １ １４

トレンチB調
No．５

Ⅰ層 １５
Ⅲ層 １７
Ⅴ層 ４４
トレンチ ３
計 ７９

トレンチB調No．６ Ⅰ層 １１ １４ ５０
トレンチB調No．７ Ⅰ層 ２ １４１
トレンチB調No．９ Ⅴ層 ３ ５ １０５

トレンチB調
No．１０

Ⅰ層 ３ １９
Ⅴ層 ２ ２ ９ １８ １ １ １ １ ３８４
計 ２ ２ ９ ２１ １ １ １ １ ４０３

トレンチB調No．１１ Ⅰ層 ５
トレンチB調No．１２ Ⅰ層 ２
排土 撹乱 ２ ３ ４３ ４３ １２２９
表採 撹乱 １ ２７ ２２ ８ ８０ １ １ ４７ ４ ５１ ２７８８
総 計 １ ２ １ １ １５８ ２７ ２４８９ ２５０ ４６１６ ２ １２ １７ １６ １ ４８ ９８ ７６ １ ２４７６１７１ ６２５０ ３ ４ ７ ８２５３６ ４４８７４３



厚真町 朝日遺跡

２６２

挿図
番号

図版
番号

掲載
番号

遺構名
／調査区 層位 遺物名

大きさ 重量
（g） 備考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）

Ⅴ―４１ １９ １ P―１４（墓） 坑底直上 刀子 １５ ２．６ ２ ３２．７９

Ⅴ―４１ １９ ２ P―１８（墓） 坑底直上 刀子片 ６．６ ２ ０．２ １６．６８ ３と接合

Ⅴ―４２ １９ ３ P―１８ 坑底直上 刀子片 １２．３ ２．１ ０．２ ２５．１６ ２と同一個体

Ⅴ―４２ １９ ３ P―２０（墓） 坑底直上 刀子片 １６．５ ２．３ ０．３ ８６．５６

Ⅴ―４２ １９ ４ P―２０ 坑底直上 刀子片 ８．８ １．１ ０．２ １４．３８

Ⅴ―４２ １９ ５ P―２０ 坑底直上 刀子片 ５．２ １．１ ０．３ ９．３６

Ⅴ―４３ １９ ６ O２１ Ⅰ層表土 鉄鍋 ２３．２ １０．９ １．８ ２４０

Ⅴ―４３ １９ ７ O２１ Ⅰ層表土 鉄鍋 ３．７ ５．１ ０．４ １２．７５

Ⅴ―４３ １９ ８ P２２ Ⅰ層表土 鉄鏃 ６．４ ４ ０．２ １２．５１

項目 遺構名 調査区
縄文時
代晩期

遺構の
平面形状 出土遺物 現場での処置 処置方法（樹脂硬化展示処理）

歯の鑑定
本数

割れて
鑑定出
来ない
残りの
歯

鑑定年齢 性別
年代測定
（yrBP）

１ P―２ N２１・２２ １ 楕円形 １体屈葬人骨残
（子供）

（切り取り）
取り上げ

骨が粉末状の為、
頭部のみ樹脂で固め保存。展示公開

４ ４ １２―１３歳 男

２ P―６ M２２ １ 楕円形 １体屈葬人骨残
頭部残存、良好

（切り取り）
取り上げ

骨が粉末状の為、
頭部のみ樹脂で固め保存。展示公開

５ ８ 壮年
３０―４０歳

男 Asa―２：２９３０±３０
（炭化物）

３ P―２２ Q１６ １ 楕円形 頭部なし、
複数体

（切り取り）
取り上げ

自然乾燥中、骨が粉末状の為、
サンプルのみ採取

１ 成人 不明

４ P―３１ L・M２１ １ 楕円形 １体屈葬人骨残 （切り取り）
取り上げ

骨が粉末状のため松村先生
鑑定時に歯のみ摘出するも鑑定不可

９ ― 不明

５ P―３４ R１８ １ 楕円形 歯のみ残存 脆いため、写真
と実測のみ

歯のみ摘出 １ １ 子供 不明

６ P―３６ M２２ １ 楕円形 歯・ヒスイ勾玉・
漆膜片

（切り取り）
取り上げ

骨が粉末状の為、
頭部のみ樹脂で硬化。展示公開

２ １ １０代前半 不明 Asa―７：３３１０±２０
（漆膜片）

７ P―３８ M２２ １ 円形 屈葬人骨痕か、
鹿の下顎部残

（切り取り）
取り上げ

骨が粉末状のため松村先生
鑑定時に歯のみ摘出するも鑑定不可

１ ― 不明 Asa―４：３０１０±３０
（炭化物）

８ P―３９ L１６ １ 楕円形 歯のみ残存 脆いため、写真
と実測のみ

歯のみ摘出 ２ ２ 子供
４―６歳

不明

９ P―４４ N・O７ １ 楕円形 歯・漆塗り腕輪
（塗膜のみ）

脆いため、写真
と実測のみ

松村先生鑑定時に歯のみ、
残存状態悪く鑑定不可

１ ― 不明

１０ P―４５ M１７ １ 楕円形 歯のみ残存 写真と実測図、
歯のみ取り上げ

歯のみ摘出 ４ ５ １０代後半 男

１１ P―４６ L１６ １ 楕円形 歯のみ残存 写真と実測図、
歯のみ取り上げ

歯のみ摘出 ４ １３ 子供
４歳前後

不明

１２ P―４７ M１６ １ 楕円形 鹿角・石斧・
漆塗腕輪

（腕輪部分のみ
切り取り）・歯
取り上げ、その
他骨片は塊ごと

歯のみ摘出、上腕骨と漆塗腕輪
は保存処理室で冷凍保存。それ
以外の骨片は自然乾燥

２ ２ 壮年
２０―３０歳

不明

Asa―５：２４３０±３０
（人骨片）
Asa―６：２５９０±２０
（漆膜片）

１３ P―４８ M６ １ 楕円形 歯のみ残存 脆いため、写真
と実測のみ

松村先生鑑定時に歯のみ、
残存状態悪く鑑定不可

１ ― 不明

１４ P―５０ L３ １ 楕円形 歯・ヒスイ玉 脆いため、写真
と実測のみ

松村先生鑑定時に歯のみ、
残存状態悪く鑑定不可

１ ― 不明

１５ P―５９ L１３ １ （撹乱、楕円
形か）

歯のみ残存 写真と実測図、
歯のみ取り上げ

松村先生鑑定時に歯のみ、
残存状態悪く鑑定不可

１ ― 不明

１６ P―６３ N１５ １ 楕円形 残り悪し、取り
上げ時に歯消失

脆いため、写真
と実測のみ

松村先生鑑定時に歯のみ、
残存状態悪く鑑定不可

１ ― 不明

１７ P―６８ N・O７ １
P―４４に切られ
る為、不明、
楕円形か

歯
写真と実測図、
歯のみ取り上げ

松村先生鑑定時に歯のみ、
残存状態悪く鑑定不可 １ ― 不明

１８ P―６９ Q１８
１

楕円形
頭８×歯２ヶ
所、歯は２体分
しか残存せず

写真と実測図、
歯のみ取り上げ

（骨No．５）歯のみ摘出 １２ ６―１０歳 男

（８体合
葬墓）

写真と実測図、
歯のみ取り上げ

（骨No．６）歯のみ摘出 １ ７―１０歳 男

合計 １８基 １８基
楕円形１５基、
円形１基、不
明１基

人体の形状を留
めていたものは、
P―２・P―６・P―２２・
P―３１・P―４７・P―６９

の７基

切り取り７基 樹脂硬化 ３点 ３８ ５２ ９名 男５名

表Ⅶ－１１ 金属製品一覧

表Ⅶ－１２ 人骨出土遺構一覧
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ふりがな

所収遺跡

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

あさ ひ い せき

朝日遺跡
ほっかいどうあつ まちょう

北海道厚真町

あさ ひ

朝日２０９―１ほか

０１５８１ J―１３

３

４２度

４４分

１０秒

１４１度

５４分

３秒

（夏期・冬期）

２０１２０８２０

～

２０１２１１０９

・

２０１３０１３１

～

２０１３０２０２

１，７６０㎡

道道上幌内早来
停車場線特改１
種工事（道州）に
伴う事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

朝日 墳墓

縄文時代

後期末・晩期

～

続縄文時代

土坑

落し穴

焼土

小柱穴

遺物集中

木質粘土集中

獣歯集中

獣骨片集中

縄文土器
（大洞 C１相当の注
口土器や晩期初頭
の在地系土器など）

石器

土製品
（土偶・耳栓・舟形
土製品など）

石製品
（晩期の土坑ではヒ
スイ製勾玉・丸玉
など、続縄文時代の
土坑では、金属製
品、コハク製玉や、
ガラス小玉、緑泥
石岩？製平玉、蛇
紋岩製丸玉など）

縄文時代晩期初頭と、続縄

文時代中葉の墓域で、厚真

町では最古級に相当する続

縄文時代の鉄製品が出土し

ている。縄文時代晩期の土

坑墓では、８体合葬墓のほ

か、人歯など、人骨痕跡が

残存する遺構が１８基確認さ

れた

散布地 縄文時代晩期 盛土状「捨て場」 土器・石器・獣骨

報告書抄録
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